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　こなたの星砂ほしすなを散らして往いった人々は

　もはやかなたの輝かしき地へ臥ふして久ひさしく

　どうか我が囁ささやきに耳を貸しさぶらえ


　これより語るは、風の音──……
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　ばっと跳ね上げられた砂粒が夕陽ゆうひを浴びてきらきらと輝く様は、まるで宝石のようだった。

　そんな場違いな感傷を抱いたのは、現実逃避だったのだろうか。けれどそれも一瞬のこと。

　どんと鈍い音と共に弾はずんだ馬車が着地して、あやうく舌を嚙かみそうになって顔をしかめる。

　そもそも、今乗り込んでいるこれを馬車と呼んで良いのかが疑問だ。

　車を牽ひくのは泡の鬣たてがみを持つ雨馬ケルピー。車といっても車輪にはかんじき。これではソリだ。

「ＧＧＯＲＲＲＯＲＢ！」

「ＧＢＧ！　ＧＧＲＯＯＲＯＧＢ!!」

　ましてや背後から罵声ばせいと共に騎兵が迫り、逃亡の最中とあれば、逃避もしたくなる。

　もっとも、あちらも騎兵と言って良いかはわからない──犬に跨またがった小柄な兵士では、だ。

「あっはっは、やっばいな、これ。どうしたもんか」

「笑ってる場合じゃないと思うなぁ」

　和なごやかに会話する二人のならず者ローグを、私は外套がいとうに包くるまったままちらりと見やる。

　軍帽を被った密偵らしい男は、手にした連弩れんどを構え、車体から後方を油断なく窺うかがう。

　その傍かたわらに控える赤毛の森人エルフの娘は、外套を目深まぶかに、揺れる馬車の中でも平然とした様子。

　とても私と同じ種族には思えない。市井しせいに馴染なじむと、高貴な森人でもああなってしまうのか。

　そして他に若い男の御者ぎょしゃ、娘の神官、加えて奇妙な様相の魔術師が一人。

　このような者らに命運を託たくして良いものか、私は未いまだに姫のお考えを信じきれてはいない。

「いつもの鉄砲は使えないの？」

「使えるけど、一発二発じゃあ終わらないし」と密偵は苦笑いしつつ、連弩の銃爪ひきがねを絞った。

　途端、発条ばねの弾はじける軽い音を伴って、数本の矢が弧を描きながら飛び去っていく。

「ＧＯＲＧＢ!?」

「ＧＧＢＢＯＯＧＢ!?」

　短矢たんしは騎兵どもの革鎧かわよろいを貫つらぬき、ばたばたと兵士は落馬──落犬して視界から転がり消える。

　結構な反動だろうに連弩を軽々と操あやつった密偵は、油断ない手付きでその弾倉を取り外す。

　がちゃりと次の矢を番つがえつつ、彼は数人を殺あやめた直後にしては平然とした調子で肩を竦すくめた。

「それに、こうも揺れてるとね。短筒で狙ねらいをつける余裕がない」

「おい、そりゃあ俺おれの手綱捌たづなさばきが下手だって言いたいのか？」

　荒っぽい声は御者台からで、体格の良い男──精霊使いが雨馬の手綱を執とっている。

　御者の皮肉にも密偵は動じず、軽く唇くちびるを舐なめて言い返す。

「砂地は皆不慣れだろって話さ」

「昼は暑いし、夜は寒いもんね」

　森人の娘は、けれど言葉ほどには辛つらそうな様子もなく笑った。

「そっちは大丈夫？」

「正直、あまり長居はしたくないよ」

　と、応じるのは、小柄な只人ヒュームの娘だ。胸元むなもとに揺れるアレは、知識神の聖印だったか。

　馬車の隅で瞑目めいもく趺坐ふざしていた娘は、空に飛ばしていた心をその身に戻したらしかった。

　額ひたいに滲にじむ汗を拭ぬぐいながら、いささかくたびれた様子で息を吐く。

「……気候もそうだし、お客さんという意味でもだけど」

「まだ来るのか」と密偵がげんなりした顔で呟つぶやくと、神官の娘は「うん」と頷うなずいた。

「向こうもやる気だ。向こうに術師神官はいないけど、数は結構多いよ。十以上かな」

　何やら奇跡でも使ったのか、見てきたように語った彼女は、不思議そうに小首を傾かしげた。

「君の『蝙蝠こうもりの目』なら見えるんじゃあないかい？」

「見たくないんだよなぁ……」

　露骨に顔をしかめる密偵へ、「現実は認めないといけないよ」と不意に声がかけられる。

　ぴょこりと荷物の隙間すきまから顔を出した、怪しげな獣の言葉だ。

　どこぞの魔術師の使い魔だとかで、私たちとこのならず者どものつなぎ役──とは聞いている。

　けれどこの奇妙な生き物、顔を出さない相手に運命を委ゆだねるのは、いささか抵抗があった。

　どうしてこのならず者どもは、使い魔越しにしか危険に関かかわらない相手を信用できるのか。

「それでこんな状況で何だけども、依頼内容の再確認をしておきたいんだよね」

　そんな私の気持ちを知ってか知らずか、その獣はひょこりと耳を揺らして私を見た。

「君たちを城から連れ出して、最寄りの……村まで送り届ける。それで良いかな？」

「ええ。それ以上、あなたがたの手を借りる事などありませんとも」

「その後は山賊や奴隷商に捕まろうがどうなろうが、こっちからはどうにもできないけど」

「馬鹿な」と私は言った。「そんな間抜けな事になるわけがないでしょう」と胸を張って。

　森人の魔術師が顔をしかめているけれど、そんな事よりとにかくこの場を何とかして欲しい。

　今となっては姫の手配した、この氏素性うじすじょうのわからぬ者どもこそが、私たちの頼みの綱なのだ。

　隣にいる同僚──友人は、にやにやと楽しげに口笛を吹いているし、これだから圃人レーアは困る。

「ひえっ!?」

　瞬間、私は思わず悲鳴をあげた。それは幌ほろを突き破って、間近に矢が突き立ったせいだった。

　距離を詰めてきた騎兵どもが、短弓を次々と放ってきたのだ。

　ぴゅんぴゅんという風切音を伴って散発的に降ふり注そそぐ矢の雨は、馬車にも次々刺さってくる。

　私の見る限りこの馬車にろくな防備は備わっていない。このままでは大変な事になりそうだ。

「と、とにかく！　報酬は支払ったのですから、その分の仕事はなさってください！」

　捕まったら鉱山で強制労働にされる事くらいわかっているでしょう。私は叫んだ。

「わかっているって」

　密偵は気軽な調子で言って、荷台に積んであった一巻きの縄を蹴けり落とした所だった。

　それは砂地で鞠まりのように弾むとばらりと解け、あっという間に騎犬きけんの足に絡からみついていく。

「ＧＯＯＯＯＯＢＧ!?」

「ＧＲ!?　ＧＯＧＢＢ!?」

　蜘蛛くもの巣が如ごとく、だ。たちまち一頭が足を取られて転がって、巻き添えに数騎が脱落する。

　間抜けな仲間を罵ののしる声も、あっという間に景色と共に遠ざかって、それで終しまいだ。

「仕掛けて仕損じなし、と」

　その様を見て鼻を鳴らした密偵は、連弩を幌から突き出しながら御者台へと声をあげた。

「もう少し速度は出せないのか？　そう何度も凌しのげやしないぜ？」

「雨馬が機嫌きげん損ねて帰っちまうよ」と端的な一言。「今の縄代はお前持ちだぞ」

「そっちの精霊術が使えるんなら補塡ほてんしてやるよ」

「ただでさえ、この辺りは風の精が強いからな……。水辺だったら盤の端まで十二分だ」

「あ」と真剣な顔で考え込んでいた森人の娘が、不意に呟きを漏もらした。密偵が声をかける。

「どうした？」

「……うん、ちょっと思いついた」

　私は胡乱うろんげな目でそちらを見やる。まじない師なんて、手妻てづま使いと大差ないだろうに。

　密偵はちらとも彼女へ視線を向けることなく、連弩の狙いをつけるのに執心する。

「一発逆転か？」

「大魔導師ガーフィールドが九つの威力パワーナインにかけて」

「上等」

　二人のやりとりはそれだけだった。私は気づいたが、できるかどうかを聞かなかった。

　しかし密偵にとってはそれだけで十分らしく、彼はにやりと笑って連弩の銃爪を絞る。

　またしてもパパパッと軽い音が続いて、立て続けに放たれた矢が次々と騎兵を薙なぎ払はらう。

「ＧＧＢＯＯＲＧＢ!?」

「ＧＲＯＲＢ！　ＧＧＧＢＯＲＧＢ!!」

　けれどそれで追手を全すべて退しりぞけられるわけではない。

　敵の追撃は緩ゆるむ気配がない。

　勇気がある──のではないだろう。自分は撃たれた間抜けとは違うと思っているのだ。

「まったく、ウチのお客は人気者だね……と」

　知識神の神官が呆あきれたように呟いた。彼女はついと手を虚空こくうへ振って、小さな声で呟く。

「《蠟燭ろうそくの万人よ、無知、蒙昧もうまい、迷信、傲慢ごうまんに負けぬ我が灯を御ご照覧しょうらんあれ》」

　すると彼女の指の軌跡を辿たどるように青い灯火ともしびが虚空を走り、犬どもの鼻先を打ち据すえた。

「ＧＯＯＧＢ!!」

「ＧＯＯＢＧＢＲ!?」

　仰のけ反ぞる騎犬の手綱を執るのに手一杯となった所へ、すかさず連弩が唸うなりを上げる。

　騎兵どもはろくに避けることもできず喉元のどもとに矢を生やし、ばたばたと砂地へと転げ落ちた。

　しかしその死体を乗り越えて、犬に跨った騎兵が武器を手に雄叫おたけびと共に突き進んでくる。

　その様を見ながら、知識神に仕つかえる娘は飄々ひょうひょうとした笑みを浮かべた。

「少しは矢の節約になったかな？」

「もう気にしなくて良いよ」と密偵は腰に吊つった単筒を抜いた。「さっきので撃ち切った」

　私はそのあまりの無計画さと言い草に目を剝むき、次の瞬間その見開いた目を覆おおう事になった。

　ずどんという腹に響く轟音ごうおんと共に、目も眩くらむような閃光せんこうと煙が馬車を埋め尽くしたのだ。

「ＧＯＯＧＢＲ!?」

　今まさに馬車の荷台へ手をかけていた騎兵が、頭を潰つぶれた果実のようにして転げ落ちる。

　密偵が折り曲げた左腕を支えに単筒を構え、それを思う様ぶっ放したに違いない。

「なんて野蛮な武器……！」

　私が思わず罵った声を聞いたのか、密偵は軽く肩を竦めて腰から油紙の小包こづつみを引き抜く。

　彼は封を口で嚙み切ると、中に詰まった火の秘薬と弾丸を、単筒の口から落とし込んだ。

　そしてがつんとその把はを馬車の床に叩たたきつけると、平然とした調子で単筒を構える。

　私はイライラ──断じて怯おびえているわけではない──しながら、同族の娘を見やった。
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　彼女はただ目を瞑つむってぶつぶつ呟いているだけで、今まで何の仕事もしていないではないか。

　何か一言文句でも言ってやろうかと口を開きかけた私の手を、圃人の友人がぐいと引く。

「なに？　邪魔をするなって？」

　そんな事を言ってる場合かと言おうとする私を制したのは、異様に圧のある娘の声だった。

「──《カエルム天》……《エゴ己》……」

　朗々と唱えあげられるその文言は、魔法の才を持たぬ私にもわかる、真に力ある言葉だ。

　その証拠に、私の胸に下げた金色の護符が、かりかりと微かすかな音を立てているではないか。

　娘の声に伴って風が渦巻うずまき、大気が唸るのを感じる。森人であれば、当然のこと。

「《オッフェーロ付与》！」

　やがて彼女の結んだその言葉と共に、びゅうと突風が吹き抜けた。湿った、強い風が。

　乗り手よりも乗騎の方が敏感であるらしい。犬どもは一斉に足を停め、天を振り仰あおぐ。

「ＧＯＲＧＢ……？」

　そんな犬どもを罵っていた騎兵たちも、ようよう異変に気づいて、空を見た。

　地平の彼方かなたより、むくむくと勢いよく広がる黒雲。雷電らいでん竜りゅうの唸るような喉のどの音。

　やがてぽつり、と。その呪文じゅもんの最初の一滴が、地上へと落ちてくる。

　──雨だ。

　ざっと全ての音と景色を塗ぬり潰す、墨すみのような雨が叩きつけるように砂漠へ降り注いだのだ。

　無論、何の痛痒ダメージもない。ただの雨、ただの豪雨だ。

　乗り手どもも驚きこそすれ、すぐに小馬鹿こばかにしたように笑い、犬どもに拍車をかける。

「ＫＥＥＥＥＥＥＥＥＥＬＬＬＬＰ!!」

　だが、この場においてそれは不遜というものだ。

　誇らしげに高らかな嘶いななきを上げ、雨馬の蹄ひづめが砂を蹴って飛び出した。

　その速度といえば速く、速く、風よりも日の入りよりも速く、まさに嵐あらしの如く。

　棚引たなびく泡の鬣から弾けた飛沫しぶきは馬車の中にまで飛び込んで、私は目を瞬またたかせた。

　圃人の友人と来たらけらけらと笑って、口笛を吹いて手を叩く始末。

　憤然として黙り込む私を余所よそに、同族の娘はふう、と小さく息を吐く。

「お疲れ」

　密偵に声をかけられた彼女は「うん」と微笑ほほえんで、頷いた。

「後は走って逃げるだけ、だね」

「任せとけ」と応じるのは御者台の精霊使いだ。「雨ン中なら絶対に敗まけねえよ」

「まあ、後ろの警戒はしておくよ」

　知識神の神官が、ひょいと獣を膝ひざの上に抱えて撫なでてやりながら言った。

「雨粒の中じゃ、蝙蝠の目も利きかないだろうしね」

「皮肉は止よしてくれよ」

　密偵は顔をしかめてぼやくと、幌に突き刺さった敵の矢を引き抜きにかかった。

　片っ端から矢筒に放り込んでるあたり、それで補充を賄まかなうつもりなのだろう。

　長さが違うように思うのだが、無理くり使う気なのか。彼は軽い口調で続けた。

「ま、追いつかれたら……」

「追いつかれねえ」と御者が言い返す。「縄代も忘れるな」

　密偵は苦笑も浮かべずに肩を竦め、言い直した。

「……新手が来たら、その時はこっちで迎撃するから、少し休んでろ」

　赤毛の娘は「そこまで疲れてはいないけど」と、はにかむように笑ってから頷いた。

「そうだね、備えておくよ。……雨も少し維持しておきたいし」

　彼女は素直にそう言うと、そっと馬車の隅に腰を下ろして、膝を抱えるように座り込んだ。

　その視線は私や友人、ましてや彼女の仲間であるならず者どもでもなく、彼方の空へ。

　雨乞師レインメーカーの類たぐいだったかと納得した私は、心の中で彼女への評価を改める。

　と、ややあって魔術師の娘は、ふと面白おもしろそうな様子で呟きを漏らした。

「……それにしても、初体験だったね」

「その言い方、卑猥ひわい」

　神官がすかさず揶揄やゆし、「え」と不思議がった魔術師が、気づいて長耳まで顔を赤らめる。

「ち、違うって。そういうんじゃなくって……！」

「ふふふふ、まあ、君も年頃としごろだよねー。青春青春」

　くつくつと愉快げに、神官の膝上で笑う小動物は、ぐるんと体を捻ひねってから耳を揺らした。

「ま、わかるけどね。仕掛人ランナー稼業じゃめったにやらないお仕事だもの」

「そりゃあなあ。俺もやるとは思ってなかったし」

　密偵が連弩の弾倉に矢を装塡そうてんしながら、しみじみと嚙かみ締しめるように言った。

「まさか、ゴブリン退治なんてな」
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「ゴブリン退治はもう飽きたっ!!」

　ばんっと勢いよく円卓を叩たたいてそう主張したのは、例によって例の如ごとく、妖精弓手エルフであった。

　長耳をぴんと逆立てての発言に、酒場中の冒険者や女給たちが注目するのも一瞬のこと。

　なんだあの森人エルフかという様子ですぐに視線は外れ、各々おのおのの手元へと戻っていく。

　つまるところ、昼下がりの冒険者ギルドの酒場、いつも通りの日常の一幕に過ぎないのだ。

「なんじゃい、そんなら竜退治にでも行くんか？　それかお尋ね者でも狩るとか」

「そういう話じゃあないのよ、鉱人ドワーフ」

　対面で頰杖ほおづえを突いて、昼から酒をかっくらう鉱人道士ドワーフへ、妖精弓手はひらりと手を振った。

　彼女はぴんと伸びた長耳を振り、わかってないわねと人差し指で宙空に円を描く。

「ここの所、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリンばっかりでしょう？」

「まあ、ゴブリンスレイヤーさんですから……」

　応じたのは、妖精弓手の対面に座った小柄な只人ヒュームの女神官だった。

　彼女は困ったように微笑ほほえんで、手元の杯を弄もてあそんだ。ちらりと目を向けるのは、その傍かたわら。

　黙々もくもくと己おのれの短剣や中途半端ちゅうとはんぱな長剣を襤褸ぼろ布ぬので磨いている、一人の冒険者だ。

　安っぽい鉄兜てつかぶとに薄汚れた革鎧かわよろい、腕に小振りな円盾を括くくった男は、ゴブリンスレイヤーという。

　彼は皆の会話を聞いているのか否いなか、「ふむ」と僅わずかに声を漏もらした。

「何か特に問題があったとも思えんが」

「ははは、特段、話すような冒険ぼうけん譚たん、勲いさおしの類たぐいではありませんでしたからなあ」

　がぷりと、蜥蜴僧侶リザードマンが手にしたチーズの塊を一口に齧かじり取った。

　甘露甘露と咀嚼そしゃくし、喉のどを鳴らして飲み込むさまは、竜が勇士を屠ほふるが如くだ。

　その豪快な食べっぷりを鉱人道士はにやにやと眺め、自分の円卓に置かれた皿に手を伸ばす。

　昼食として彼らが頼んだのは、パンに生の豚挽肉ぶたひきにく、野菜と、代わり映えのしないものばかり。

　たっぷりと豚肉を塗りたくったパンを頰張ほおばり、鉱人道士は野菜の皿を妖精弓手の方へ引く。

「ほれ、かみきり丸。飯に油がかかっちまうぞ」

「すまん」

　言葉を返すも、ゴブリンスレイヤーは作業場を円卓から退どけるだけで、手を止めない。

　さして高価な剣ではないにしても、一手の誤りが致命的な大失敗ファンブルを招くものだ。

　抜剣の時に刃毀はこぼれが鞘さやに引っかかる、あるいは打ち合いの初撃で折れるなぞ、御免ごめん被こうむりたい。

　チーズを食べる手を止めた蜥蜴僧侶は、ふうむと声を漏らしながら、その爪先つまさきを伸ばした。

　野菜の皿から「御免」と言って小玉葱ペコロスを摘むと、口直しに飴あめ玉だまの如く口へ放り込む。

　一瞬彼が目をぐるりと回したのは、ひょっとしてこの酸味のせいかと、女神官は思う。

　──獣人の方々って、あまり香草の類は食べないのですよね。

　かくいう彼女も、そうばくばくと小玉葱を食べる気はしないのだが。

　口に含んでかり、こりと嚙かむ感触は小気味よく、この酢漬けはとても美味だとは思う。

　とはいえ冒険者といったって、年頃としごろの娘であれば、そりゃあ臭いの類は気になるものだ。

　その点、どうしてだか森人である妖精弓手は、いつだって芳かぐわしい森の香りがするのだけれど。

　羨うらやましいなあ、と。思ったりもしなくもないのが女神官である。

「洞窟どうくつへ挑み、群れを釣り出し、一網いちもう打尽だじんとし、残敵を掃討そうとうする。……幾つでしたかな」

「十回から先は数えてないわよ」

　当の妖精弓手は可愛かわいらしく鼻を鳴らし、ひらりと蜥蜴僧侶へその手を振った。

「オルクボルグに付き合ってたら他の怪物のことなんて忘れそう」

「今までにも吸血鬼とか、雪男とか……いましたけれども」

　女神官が自信なさげにそう言った。彼女としては別段、現状に不満はないのだ。

　それがまた妖精弓手にとっては気に入らないらしく、「冬の話でしょ」と反論する。

　彼女は水で割った葡萄酒ぶどうしゅを舐なめるように一口含み、これ見よがしに溜息ためいきを吐ついた。

「葡萄酒造りの時なんて、他の冒険者は魔神と戦ってたっていうのにさぁ」

「興味がない」

　ぼそりと呟つぶやいたのはゴブリンスレイヤーである。

　彼はやがて納得がいったのか、磨いた剣を腰の鞘に、投擲とうてき用の短剣を帯へと挟み込む。

　どうせすぐ使い捨てる癖くせにという妖精弓手の視線すら、彼は気にしない風であった。

「他の冒険者が魔神と戦っている間、小鬼どもの相手をするのが俺おれの務めだ」

「これだもんなー……。良いけどさ、いきなり『滅びよ魔神デーモン！』とか言われても不気味だし」

　はあ、と呻うめいて突っ伏した森人は、その動きすら優雅なのだから不可思議である。

　女神官は「酔ってます？」とさり気なく友人の杯を確かめ、そこへ並々と水を注そそぎ入れた。

「でも確かに、ここの所、ごくごく普通のゴブリン退治ばかりでしたね」

「そもそもゴブリン退治ばかりっていうのが『ごくごく普通』じゃないのよ」

「そうですか？」

「そうよ！」

　そうでしょうか？　と不思議そうに小首を傾かしげる女神官へ、妖精弓手は処置なしと天を仰あおぐ。

　結局のところこうしたやりとりすらいつもの風景で、周囲の冒険者たちも気にした様子はない。

　この何か変な冒険者と、彼の一党パーティは、もはやこの辺境の街の日常だ。

　春に登録を済ませた新人たちも、周りがそんなだから、すぐにそういうものだと受け入れる。


　小鬼退治ばかりというのに違和感を覚えるものは、少なくはないにしても──……。



「まったく耳長娘がおると愉快でええわ。酒の肴さかなに困らんわな」

「酌しゃくをするのが蜥蜴人リザードマンで申し訳ないですなぁ」

「ええさ。森人に傅かしずかれたら酔いも覚めっちまうっての。そういうンは遊ぶ時だけで構わんわ」

　蜥蜴僧侶が火酒の酒壺さかつぼを取り、鉱人道士の杯に並々と酒精を注ぎ入れていく。

　鉱人は髭ひげに雫しずくを滴したたらせながら、実に旨うまそうにそれを干す──と、不意にその目が細められた。

　妖精弓手が長耳をぴくりとひくつかせ、酒席から顔を上げたのが原因だろう。

　彼女の視線が行き着く先はギルドの入口。

　遅れてゴブリンスレイヤーも顔を上げ、蜥蜴僧侶と女神官がそれに続く。

「や、やっと、帰って来れたあ……」

「ほら、しゃんとしてよ、みっともない……！」

「いやあ、ぼかぁお腹なかが空すきましたわ。歩き続けっともー、へとへとで」

　ばたんと自在扉を押し開けて、三者三様の反応を見せつつ入ってきた三人の冒険者。

　若い戦士と至高神しこうしんの聖女、それに白兎猟兵の三人は、泥まみれの血まみれだ。

　うわ、と妖精弓手が顔をしかめる。女神官はすっかり慣れてしまったその臭いへ苦笑い。

「わ、わ、すごいですねえ。……そんなに大変でしたか？」

　ぱたぱたと書類を抱えて駆け寄るのは、たまたま帳場から出ていた受付嬢だ。

　多くの冒険者を見てきた彼女は流石さすがに表情を崩さないので、女神官はすごいと思う。

　その平常通りの対応に落ち着いたのか、入口にへたり込みそうだった戦士が大きく頷うなずいた。

「大変だったけど、何とか。ゴブリン退治、やってきました」

「よくやった」

　短く呟いたのはゴブリンスレイヤーで、その言葉にきょとりとした聖女が、くすりと笑った。

「ええ、ホントに。よくやったもんです。棍棒こんぼう空振からぶるし、投石当たらないし！」

「まー、なんとかしましたけんどもねえ」と、呑気のんきな調子で白兎猟兵が言葉を繫つなぐ。

　彼女──のはずだ──は白茶になった毛皮をあちこち搔かき、ぱりぱりと乾いた血をまき散らす。

　女神官は席を立って、自分の手拭いをさっと水差しの水で湿らせ、三人に駆け寄った。

「報告を済ませたら、体をきちんと綺麗きれいにしないといけませんよ？」

「おっと、こりゃあすまんこってす」

　まずはと白兎猟兵の頭や髪、頰ほおを拭ふく彼女の姿に、「年上ぶっちゃって」と妖精弓手が笑う。

「後輩の面倒見たがるのはわかるけどね」

　なんて呟きは、もちろん女神官には聞こえないよう小さな声だ。

　微笑ましく可愛らしい行いを、揶揄やゆするような気はまったくないのだから。

「我らが小鬼退治はどうあれ、彼らの小鬼退治とならば、これは勲しですなぁ」

「ははは、違ェねえわ」

　蜥蜴僧侶が愉快げに呟き、鉱人道士がそれに続く。

「おう、後で俺らの方にも聞かせろよ！」

　騒ぎを聞きつけて酒場の遠くで声をあげるのは、重戦士たちの一党パーティだ。

　戦士と聖女の友人である少年斥候スカウトも少女巫術師ドルイドも、心配はしていない様子だったが……。

　それでもやっぱり帰ってきて顔を合わせるのは嬉うれしいのだろう。にこにこと手を振っている。

「冒険が成功したからには、同胞に一杯酒を奢おごるのが常法だからな。必ず来るのだぞ！」

　などと得意げにのたまう女騎士に追従ついしょうして、獣人女給が「良いこときいた！」と手を叩く。

「そんじゃあ今晩の食事は、たーっぷり色々料理を頼んでくれるってわけだね！　やったぜい」

「わ、わ、そんなに稼げてないって！」

　褒められて、からかわれ、声をかけられ、戦士の顔が照れくさいやら何やらで赤くなる。

　他の冒険者たちも──名前も知らない顔見知りでも、それぞれに何かしら声をかけてくる。

　お疲れだの、生きてて良かったなだの、賭かけに負けちまったぜ、だの。

　死亡遊戯デッドプールは流石に悪趣味だが、それにしたって験げん担かつぎの一つだ。

　なにせ賭けの対象にされた当人らの運が良ければ、彼らは賭けに勝って帰ってくるのだから。

　となれば儲もうけた以上は一杯おごれと、そういって酒席に引きずり込む口実になる。

　そんな冒険者ギルドの賑にぎわいは、騒々しくも居心地が良い。

　わふわふと毛皮を女神官に拭ぬぐわれ心地よくしていた兎人の娘も、「賑やかですなあ」と呟く。

「そうですね」と女神官は頷いた。「ここは、いっつもこんな感じですから」

　最初の頃はこんな騒動にどぎまぎしていた自分も、すっかり馴染なじんでしまった。

　それを少し寂さびしく思わなくもないけれど、なんだかとっても嬉しいと思う面もある。

　自分の胸元むなもとで揺れる鋼鉄等級の認識票も、誇らしく感じるものだ。

「今日は冒険に出ていらっしゃらないですけど、あの二人もきっと喜んでくれますよ」

「大先輩だからなぁ。ゴブリン退治じゃあ、とてもとても辺境最強の人に話せませんて」

　聖女がそう苦笑する気持ちもわかるけれど、女神官は少し揶揄するように唇くちびるを尖とがらせた。

「あら、辺境最優の冒険者は小鬼殺しなんですよ？　はい、じっとしててくださいね」

「それはちょっと卑怯ひきょうじゃないです？　──と、すみません」

　頰や髪先についた汚れを拭いてやると、少女もどこかほっとしたように息を吐く。

　冒険の帰り道、戦士も斥候も疲れてて、後衛の自分が気を張らないと──と。

　──お疲れ様でした。

　そんな風に心境を察すれば、女神官の手先は慈いつくしむように優しく彼女の汚れを拭うのだ。

「と、そうだそうだ。おねえさん、ちょいとよろしいです？」

　ひょこりと長い耳を揺らして、いつのまにか手にパンを持った白兎猟兵が不意に声をあげた。

「あ、はい、なんでしょう？」

　手を止めずに小首を傾げる女神官へ「やあ、大したこっちゃないのです」と彼女は言う。

「なんぞお客さんだっつー人と、街ン入口で会いましてね。そこに待っとるのです」

「えっ？」

　慌てて示されたギルドの入口へ目を向ければ、外套がいとうを目深まぶかに被った細身の人影。

　すらりとした足の柔らかな線は、ぴたりと張り付いた革のズボンの上からも良くわかる。

　そして腰に揺れるのは、眩まばゆい輝きを秘めた美しい銀の突剣とつけん。

　何やら懐かしげに冒険者たちの喧騒けんそうを眺めていたその人物が、口元に薄く笑みを浮かべた。

　女神官の視線に気づいた彼女は、外套を取り払い、蜂蜜はちみつ色の髪を零こぼれ落とす。

「どうも、ご無沙汰ぶさたしています」

　はにかむように微笑むのは、かつて冒険者だった──あの女商人だった。

　わ、と声を漏らした女神官は、聖女の顔を拭い終えると、慌てて女商人の元へ駆け寄る。

　そして久ひさしぶりに顔を合わせた友人の手を、両手でしっかと握りしめた。


「どうしたんですか、急に？　手紙でも来るなんて書いていませんでしたし──……」



「あ、いえ、急に決まった事と、それと仕事だったので。公私は分けておきませんと」

　喜びを露あらわにする女神官に、照れくさそうにしながらも嬉しさを滲にじませる女商人。

　二人の様子を当然妖精弓手が見逃すわけもなく「久しぶりじゃない！」と快活かいかつな声があがる。

「そんな所で立ち話してないで、こっち来なさいよ！　今オルクボルグに店畳ませるから！」

「あ、その、困ります……。私、ほら、何かあると、すぐグズグズ甘えてしまうので……」

　てれてれとした女商人は、口ぶりほど困った様子も見せず、女神官に手を引かれて席に着く。

　その頃ころには「む」と呻いたゴブリンスレイヤーは手入れ道具を片付けていて、円卓は広い。

「とならあ、まずは酒だの、酒！　おうい！　麦酒エールをこン娘に頼むわ！」

　すかさず鉱人道士が声をあげ、蜥蜴僧侶が「肴も適当に頼みますぞ。チーズも」と追従する。

「わ、私、あまり慣れていないので。……すみません、えと、はい。麦酒で」

　どぎまぎとしながらも椅子いすにちょこんと座った女商人は、自信なさげにそう頷いた。

　こう見えて宮廷やらでは貴族や豪商の類と舌戦を交わしているのだから、慣れの問題だろう。

　女神官は努めて彼女の以前の仲間について聞いたことはないけれど、何となくは、わかる。

　きちんと皆でお酒を飲んで楽しむ機会があるというのは──とてもとても、幸運な事なのだ。

「それで、お仕事なんですか？」

　どうぞどうぞと女神官がパンと挽肉を勧めると、女商人は「はい」と頷いた。

　彼女は貴族らしい上品な仕草で小さく小さく一口ずつパンを口に含み、こくりと飲み込む。

　妖精弓手の自然な典雅さとはまた違う、洗練された優雅さに、お姫様だな、と女神官は思う。

「実は……いえ、正式な案件としては、きちんとギルドを通してお願いするつもりなのですが」

　一旦いったんそう言い置いた女商人は、ちらと周囲の様子を窺うかがうように視線を動かした。

　冒険者ギルドはすっかり冒険を終えてきた一党パーティの歓迎に夢中で、こちらへ注目する気配はない。

　女商人はすう、と息を吸って整った胸を上下させると、しっかりと言葉を紡つむいだ。

「皆さんに、折り入ってお願いしたい依頼──冒険があるのです」

　次の瞬間にゴブリンスレイヤーが何と言うのか、女神官には手に取るようにわかった。

　いや、恐らくはこの円卓についた全員がそうであったろう。


　つまりは──……。
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「やはりゴブリンか」

「そうなります」

「いつ出発する？　俺も行こう」

　冒険者ギルドの応接室。

　女商人の対面、ゴブリンスレイヤーの横で、女神官は緊張で身を硬くしていた。

　柔らかなソファは彼女の薄い尻しりを余さず受け止め、細い足を乗せる絨毯じゅうたんは靴が埋まるほど。

　周囲を囲む棚には偉大な冒険者たちの戦利品トロフィーが並び、じっと見下ろしてくるよう。


　普段からあまり入る事のない、自分には縁遠い部屋だ──……と、女神官は思う。



　ここを訪れる事なんて、せいぜいが昇級審査の時くらいのものだ。

　傍らにどかりと腰を下ろしているゴブリンスレイヤーや、他の仲間たちは、違う。

　彼らは押しも押されぬ在野最上位、第三位たる銀等級の冒険者なのだ。

　重要な依頼を任され、上流階級の依頼人とこういった席で会話する事もあるだろう。

　自分はそうではない。未熟で、経験不足。

　とてももう新米とは言えないけれど、成長したかと言えば自信はない。

　だというのに今、彼女はゴブリンスレイヤーと共に依頼の内容を聞く状況にある。

　鋼鉄等級に留まっている自分が、なんとも場違いに思えてならないのだ。

　──まして、他の皆さんは下で待ってらしているのに……。

　居心地悪気に身じろぎをするのも、対面に女商人が座っているので、できない。

　女神官はせめても先達の冒険者らしく、居住まいを正して話を聞くのみである。

「実は東の国境近くで、小鬼の数が多く確認されるようになりまして」

「東というと、砂漠の方ですねえ」

　女商人の説明に受付嬢が頷きながら、どうぞ、と暖かな湯気を伴うカップを卓上に並べた。

　彼女の淹いれてくれた紅茶は、女神官にとって喜ばしいものの一つだ。

　両手で受け取って、ふうふうと息を吹きかけ、そっと飲む。じんわりと暖かさが広がる。

　女商人は流石の手付きで、受け皿に手を添えて、優雅な手付きで紅茶を楽しんでいた。

　ただゴブリンスレイヤーだけがしばし押し黙った後、「そうなのか」と声を漏らした。

　自分も腰を下ろした受付嬢が三つ編みを揺らして、「おや」と小首を傾げる。

「ご存知ぞんじないのですか？」

「知らん」腕を組み、椅子の背もたれに鎧を深く沈めて彼は言う。「国から出た事はなくてな」

　意外と言えば意外だったが、そうでないと言えば、そうでもなかった。

　女神官は受付嬢と顔を見合わせ、そして女商人とも目線を交わし合う。

　この奇妙で偏屈な冒険者が、近隣の小鬼退治より優先して、国境まで赴おもむく事はほぼあるまい。

　そして大概の人は、自分の住む地域より外のことなど知ろうともしないし、知る手段もない。

　自分の暮らす村の辺りだけで十分ではないか。山の向こうに何があっても関係ないのに。

　とはいえ、それが銀等級まで上り詰めた冒険者の発言となると、なかなかに珍しいだろうが。

「だが、ゴブリンとあらば是非もない。どういう状況だ」

　そう言って身を乗り出す様は常通りの彼の動きだったから、女神官は頰を緩ゆるめた。

「友好国、とは言えませんね」

　受付嬢が何とも難しい表情で応じる。仮にも国の代表たる役人なのだ。余計な事は言えまい。

「東側、国境くにざかいを接している国は幾つかありますけれども、そこは、ええ」

　道は繫がっているのですけれどね。受付嬢はそう言い置いて、肩を竦すくめた。

「彼かの国には、冒険者ギルドというものがないのですよ」

　えっと女神官は声を漏らした。

　砂漠を越えた所にある国の事は、朧気おぼろげながら知っていたけれど、そんな事は知らなかった。

「冒険者も、いないのですか？」

「いえ、冒険者はいます。正確には、そう名乗っているだけ、ですが」

　──どんな場所なのでしょう。

　女神官は唇に人差し指をあてがって考え込んだ。冒険者ギルドがなくて、冒険者のいる国。

　ここ二、三年で見聞けんぶんを広めたつもりだけれど、世界は広く、知らない事はとても多いものだ。

　──世の中、俺より物を知っている奴やつの方が多い、ですか。

　いつだったかゴブリンスレイヤーが言っていた言葉を思い出し、女神官は頷く。

　であれば、聞いて、見て、覚え、学ぶだけだろう。

　未知へ目を輝かせる事の尊とうとさは、あのずいぶんと年の離れた友人が教えてくれたではないか。

「それで、仲が悪いのは、どうして……？」

「そこは『良くない』と言ってくださいね」

　女神官の質問を、受付嬢がやんわりと訂正して微笑んだ。まつりごとは、難しいらしい。

「先代の……ああ、あちらの、ですが……王の頃は、人の行き来も盛んだったのですけれどね」

　王が代替わりしてから、彼の国の内部ではかなり外国人への締め付けが強くなったのだとか。

　兵を集め、武具を揃そろえ、軍を仕立てているという話もあり、不穏な空気が漂っているのだ。

　先の魔神王との戦いでは、傭兵ようへいだの義勇軍だのと称し、こちらにも兵士が入り込んだという。

　なんでも、たまさか滞在していた勇士が、民衆のために立ち上がった……なんて。

　ずいぶんと都合よく、武器を帯びて、馬を連れ、訓練まで受けた旅人が大勢揃っていたものだ。

「……それは、なんというか」

　詭弁きべんでは？　と喉元のどもとまで出かかった言葉を、女神官は咄嗟とっさに飲み込んだ。受付嬢が微笑む。

　いや、これは……笑みを貼はり付けている、というべきなのだろうな。女神官は頷いた。


「ともかく、そういった事情がありまして、仲はあまり良くないわけで──……」



「ですが、ゴブリンが増えているのです」

　受付嬢の言葉を遮さえぎって、女商人が低い声を漏らす。

　カチャリと初めて彼女がカップで立てた音が、まるで剣を抜くかのように聞こえた。

「そして、こちらの国に入り込んでいる。……放ってはおけない」

　調査しなければならないのです。彼女はそう言って、きゅっと唇を結ぶ。

　恐怖。怯おびえ、躊躇ためらい。そういった物を、彼女の握りしめた震える手から読み取るのは容易よういだ。

　だが女神官は、女商人の目に灯ともった炎を認めた気がした。青く、冷たい、寒々しい炎だ。

　それに見覚えがあるような気がして、息を吸って、吐く。胸の内に淀よどむ物を吐き出す。

　──とはいえ。

　そうしてしまえば、呼気を取り入れた頭が順調に動き始めてくれる。

　仲の良くない隣国。冒険者ギルドのない、砂漠の国。不穏な気配の漂う国。

　ゴブリンが入り込んできている。それを調べに行く。冒険者が。

　──たぶん、彼女の依頼……じゃ、ありませんよね。

　御用商人よりも、もっと上。ともすれば剣つるぎの乙女おとめ様よりも、もっとずっと、上の方。

　女神官の脳裏のうりに、あの《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》に挑んだ際に出会った、宮廷の人々がちらついた。

　かつては──どうだったろう。そういった事柄に、嫌悪けんお感を抱いたかもしれない。

　けれど不思議と、今はそう思わなかった。

　依頼者として現れたのが、自分の大事な友達だったというのもある。

　恥ずかしくてとても言えないけれど、妹のようだ……とも思う。辛つらい過去の事も、わかる。

　だから損得抜きで手伝ってあげたいという思いが、胸の内に浮かぶのだ。

　盗賊ローグギルドでゴブリンスレイヤーの交渉に立ち会わせてもらったのも大きい。

　世の中には、影の中で済ませた方が良い事もあるのだろう。

　国が動くのではなく、冒険者がやらねばならない事もあるのだろう。

　思えば、今自分の周りにいる得難えがたい仲間たちとの出会いも、そういった案件によるものだ。

　──縁がある。

　そう考えると、少しだけ気が楽だった。まつりごと、というのは本当に難しい。

「ですけど、それって……金等級の方々のお仕事、ではないのですか？」

　だからやんわりと、曖昧あいまいにぼかして女神官は問うた。

　国家規模の案件に関かかわるのは、金等級から──であるはずなのだ。本来ならば。

「ええ。あなたがたには、商談に向かう私の護衛をお願いできないかと……」

　僅かに、女商人の頑かたくなな表情が緩んだ。恥じらい……照れ、だろうか。

　また一緒に、依頼人と冒険者という立場でも、共に冒険できれば良いな……と。

　──そう思ってくれているのならば。

　どんなにか嬉しいだろうか。女神官は、こくりと頷いた。女商人が、ほっと息を吐く。

「とはいえ、流石に鋼鉄等級の方にお願いできる案件ではないんですよね」

　受付嬢が冷水を浴びせるように言った。う、と女神官が息を呑む。女商人が顔を強こわばらせた。

　女商人から提出された書類をこれ見よがしに整えながら、受付嬢は笑顔を崩していない。

　単純に言えば、経験の差なのだろうな、と。女神官は考える。

　なにせ関わった依頼の数という意味では、受付嬢はこの中で頭ひとつ以上抜けている。

　女商人も場馴ばなれしてきたとはいえ、一番の若輩じゃくはい。女神官も、その少し上程度に過ぎない。

　傍らにある鉄兜を女神官が見上げると、彼は低く唸うなり、迷いも見せずに声を出す。

「だが、ゴブリンなのだろう。ならば俺は行くが」

「はい」と受付嬢は柔らかく微笑んだ。「ゴブリンスレイヤーさんは問題ないのですけれども」

「であれば、休ませても構わんが」

「けれど、依頼人がお話を持ってきたのは、彼女に対してですからね」

　あ、とか、う、とか。良くわからない声を、僅かに女商人が漏らした。

　女神官がちらと彼女を見ると、もうその表情は跡形もなく拭い去られている。

　それに気を取られたわけでもないが、だから続く受付嬢の言葉を女神官は一瞬理解しかねた。

「なので、昇級審査という事にしてしまいましょう！」

　ぽんと手を打って、受付嬢はにこにこ笑っている。貼り付けたものではなく、自然な笑み。

「え」と女神官は瞬またたいた。「昇級って──青玉せいぎょくへ、ですか!?」

　思わずがたりと立ち上がってしまった女神官は、すぐに頰を赤らめ、そそくさと座り直す。

　第八位から第七位への昇級。それは明確に新人から、中堅への第一歩を意味している。

　自分がただの「新人の中での先輩」ではなく、「先達の冒険者」となるのだ。

　女神官は思わずぎゅっと、胸元の認識票を握りしめた。心臓が、どきどきと跳ねている。

「はい、危険」と受付嬢は咳払せきばらいを一つ。「もとい、不安定な隣国へ行かれるわけですし？」

　──敵かなわないな。

　女神官はそう思う。どうしよう。どうすれば良いだろう。女商人の瞳ひとみも、僅かに揺れていた。

「え、えと……っ」

　助けを求めるように女神官がゴブリンスレイヤーを再び見上げると、彼は「ふむ」と唸った。

「であれば、お前が引き受けるかどうかは、俺が決めるべきではあるまい」

　どちらにしろ彼は赴くつもりでいるのだ。

　それは当たり前のことで、すとんと女神官の胸の内に収まるような感覚があった。

　だれも、彼女にやれるかとは聞かない。やめろとも言わない。

　全すべては、自分が、自分だけで決めること。

　賢さかしらな事も、理由も、幾らでもつけられるだろう。けれど、でも。

　──守り、癒いやし、救え。

　自分が何を成そうと思って世に出たのか、そんな事はわかりきっていた。

　女神官は、ぎゅっと唇を嚙み、それから一息に言った。

「やり……ます！」

　受付嬢が嬉しそうに頰を緩めたのがわかった。女商人が、眩まぶしげに目を細めている。

　傍らの鉄兜の中で、彼がどんな表情をしているのかは、女神官にはわからない。

　だが、この胸の高鳴りだけで、女神官には十分だった。

　自分は──冒険者に、なりたいのだ。





§






「だから砂漠について教えてください！」

「お、お願いします……っ」

　いきなりだな、と。槍使いは頭を引ひっ搔かいた。冒険を終えてギルドに戻った直後の事である。

　なんだなんだと行き交う冒険者の視線を煩わずらわしげに追い払い、槍使いは状況を確認する。

　目の前で頭を下げているのは、あの何か変な奴の一党パーティにいる女神官だ。
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　並んでお辞儀している──ずいぶん見事な姿勢だ──娘は、見覚えはないが、貴族か何かか。

　隣では魔女が「ふ、ふ」と楽しげに笑みを浮かべているし、まったく状況は最悪だ。

　──なら突っ込むだけだな。

　だいいち、女子供に頼られたのに理由付けて逃げるようでは、格好悪いったらありゃしない。

　とはいえ……だ。

「あいつに聞いたらどうなんだ？」

　そこは気になる。というより、むしろ聞かねばならない事ではあった。

　自分が命を懸けるのでない以上、無責任に他人の一党パーティへ口を挟んで良いわけがあるまい。

「それが、その……」

　女神官は言い淀むとも、恥ずかしがるとも言い難がたい奇妙な表情を見せて、頰を搔いた。

「異国の事なら自分より経験豊富だから、お二人に聞いたほうが良い……と」

　槍使いはぐ、と呻いた。そうまで言われては、ぐうの音ねを出すのがやっとではないか。

　──あの野郎め。

　内心の苛立いらだちを、槍使いは懸命に押し殺して取り繕う。

　後輩、ましてや女性相手に見栄みえも張れぬようでは銀等級の名が廃すたるというものだ。

　謙虚堅実と言えば聞こえは良いが、自信不足の男などどこに頼りがいがあるというだろう。

　外見と中身、自信と実力は両輪だ。どちらが欠けても、槍使いとしては不本意である。

　大英雄と呼ばれるにはいささか以上に道は遠いが、相応の振る舞いができぬでは、だ。

　彼はちらと受付に目をやって、目当ての受付嬢がこちらを見ている事を確認し、頷いた。

「とりあえず、河岸かしを変えるぜ。女を立たせっぱなしじゃ、俺の評価も下がるんでな」

　自分のためだから気にするなという体ていで、槍使いは場所を待合室の長椅子へと移した。

　しずしずと付き従う魔女が全てを見透かしたように微笑むが、それも今更というもの。

　文字の読み書きだ、呪文じゅもんの扱いだ、恥を忍んで教わった時点でおおよそ見抜かれている。

　──だからって、だらしねえ振る舞いを見せて良いわけじゃねえがな。

　その辺り、自分はどうもあの何か変な奴とも、重戦士とも考えが違うらしい。

　──後輩がいると、また違うもんかね。

　ひとしきり考えて、結局結論がでない考えを彼は放り捨てた。

　恐らく自分が生徒だ弟子だ、新米を一党パーティに組み入れて教育する事はないだろうから。

　何十年かして現役げんえきを退しりぞいた後ならば考えてやっても良い。そんなものだ。

「それ……で。……砂漠、に……ついて、聞きたいの……よ、ね？」

　そんな風に思索に耽ふけっていたものだから、水を向けたのは魔女の方だった。

　彼女はひゅるりと優雅な手付きで煙管きせるを取り出し、先端を指先で叩いて火を灯す。

　ゆったりと吐き出した紫煙を、その肉感的な肢体に纏まとわせ、すっかりくつろいだ風だ。

　対面に座った娘二人は身を固くさせ、両手を膝ひざの上でぎゅっとしてるのだから対照的。


　聞けば初心者を抜けて中堅に一歩踏み出そうという所らしいが──……。



　──ま、そんなもんだよな。

　槍使いは笑いを嚙み殺ころした。おっかなびっくり歩いていくくらいでちょうど良いのだ。

「はい。ただその、何もわからないので、何から聞いて良いものか……」

「暑いので日除ひよけは必須だとは伺うかがっています」

　女神官と女商人は、どちらからともなくそう切り出した。

「確かにないときっついな。あっても、日出ひだるの神にとっ捕まって殺されっちまうぞ」

　槍使いが脅かすようにそう言ってやると、彼女らは「えっ」と互いに顔を見合わせる。

「あの」おずおずと問うたのは、女神官の方だ。「峠とうげでないのに、いらっしゃるのですか？」

　日出の神は峠に住まう悪神の類だと、広く信じられている。

　暑い中、炎天下で働く者の背中に飛びついて、しがみつき、離れなくなるのだ。

　すると体からは精も根も尽き果てて、意識が朦朧もうろうとし、終しまいには死ぬ。

　飢饉ききんで死んだ者の霊か、地の底の悪霊か、あるいはそれ以外の何かかは定かでない。

　槍使いも一度、二度、日出の神と行き合った事がある。

　金属の鎧兜を手に入れて、浮かれて身につけた──まだまだ不慣れな時期だった。

　思えば故郷の酒場で老傭兵が、行軍の最中によく騎士が落馬して死んだと笑っていたっけ。

「俺に言わせりゃ、あれは病の神じゃねえかと思うがね」

　まあ良いと槍使いは手を振った。日出の神は、対策を知っていればどうという事はない。

　糧秣りょうまつを一口食べ、水を飲み、木陰こかげで一休みすれば良いだけの話だ。

　もっとも砂漠に木陰はないから、そもそも捕まらないようにしなければいけないが。

「けど、暑いだけじゃねえぞ、砂漠は」と彼は言った。「夜はえらく冷えるんだ」

「冷える」

　今度は女商人がぱちくりと瞬まばたきをした。心なしか、顔が青い。

「それは……雪山と同じほどに、でしょうか」

「え、え」と魔女が頷いた。「それくらい……ね」

　ぶるりと女商人が身を震わせたのに気づいたのは、槍使いだけだろうか。

　何か嫌な思い出があるのか、彼女はそっと後ろ髪に隠れた首筋を撫なでている。

　その様に魔女は流し目をくれると「だか……ら」と言葉を続けた。

「薄くて、軽い……布、で。ね？　隠すの。……頭、から……足、まで」

「肌を出さねえ方が良いな。肌が炙あぶられっちまうよ」

　槍使いはそう言って、二人の整った顔へちらりと目を向けた。

　白く、細やかな肌が、炎で炙られたかのように赤く腫はれては、あまりにも勿体もったいない。

　貴重な宝は守るに限る。槍使いは二人へ言い含めるように繰り返した。

「上から下から、だ。薄手の外套でも調達しな。素材は麻で、ゆったりした奴だ」

「下から？」と小首を傾げる女神官に、槍使いは「照り返しだ」と教えてやった。

　日差ひざしが砂に反射して、ぎらぎらと輝いて光を放ってくる様は、見ねばわかるまい。

「本当に雪山と同じような塩梅あんばいなのですね……」

　けれど女神官は「なるほど」と興味深く頷いて、その唇に細い人差し指をあてがった。

　──そういや、二度くらい雪山には行ってんだっけか？

　つい前の冬にも、あの戦士と聖女の一党パーティに同行していたような記憶がある。

　なんだ。槍使いは微かに唇の端を持ち上げた。ちゃんと経験を積んでるではないか。

　経験点とは、何も怪物と戦う事だけではない。

　成長とは、単に能力査定が上がったとか、技を覚えたという事ではない。

　その違いをわからない者は、早々に足を踏み外して死んでしまうものだけれど。

　気づけば立派にしっかりと足を踏み出し、前に歩いているではないか。

　──当人に自覚はねえんだろうけどな。


　周りが銀等級ばかりでは、致し方のない事か──……。



「他には、何かあるでしょうか？」

　感慨に浸ひたっていた槍使いを現実に引き戻したのは、真まっ直すぐに突き刺さるような声。

　見れば女商人が、硝子ガラスのように透き通った瞳を彼に向けている。

　腰に剣を帯びている様といい、まったくの素人しろうとではないのだろう。

　相応の経験を積んできているのは、彼女も同じという事らしい。

「ああ、悪い」と呟いて、槍使いは続けた。教えることは多くある。

「まずは流砂だ。流れる砂……」

　他にも風のこと。砂漠に住まう怪物のこと。旅程のこと。休息の仕方。砂漠の街について。

　槍使いが答えきれない事や、言い損ねた事を、魔女が訥々とつとつと補おぎなっていく。

　知らない事だらけのまま足を踏み入れて、失敗を繰り返し、得てきた知識だ。

　無償で提供する気はさらさらない。口を開けて欲しがるだけの者に、この価値はわかるまい。

　だが、前へ進もうとする者を導くのなら別だ。槍使いはそう思う。

　女商人はふんふんと生真面目きまじめに頷いて、帳面に尖筆せんぴつで何事かを書き付けている。

　その隣では女神官が、ぶつぶつと繰り返し教えられた事を呟いて暗記を心がけている。

　蜂蜜色の髪と金髪くらいしか似たところはないのに、何とも姉妹しまいのように見えてくる。


　この子らが無事に冒険を終えて帰ってくる事を思えば──……。



　──まったく、悪い気はしねえよな。

　……と、ふと気になったのか、魔女がついと煙管を揺らし、煙を吐き出した。

「ね。……あな、た……は、書かなく、て……良い、の？」

「あ、はい」

　女神官は、さも当たり前のように頷いて、言った。

「もし誰だれかに漏れたりしたら、面倒な事になりますから」

　槍使いは無言で天を振り仰いだ。視界には天井てんじょうが映るだけだった。

「どうかしましたか？」

　問うたのは疑問にも思っていないような声。女商人か、女神官か。二人ともなのか。

「……まあ、良い」

　良くはないが、良い。そういう事にしよう。責任は自分にはあるまい。

　畜生めガイギャックス。槍使いは、低く呻いて、二人へ自分の知識を伝えにかかった。

　隣で魔女の漏らす微かすかな笑い声は、かの神のそれに聞こえてならなかったが。
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　──今日は、結構遅いな。

　彼女はふとそう思って、ぐるりと鍋をかき混ぜる手を止めて、軽く伸びをした。

　吊つるしてある鳥籠の金糸雀カナリアと格子を透かして、窓の外を見る。

　夜の薄闇うすやみの中、ぼんやりと納屋なやの隙間すきまから、橙色だいだいいろの灯りが漏れていた。

　彼はそこにいる。それがわかるだけで、彼女はほんのちょっぴり笑みが浮かぶ。

　彼の帰りが遅いのは、別に珍しい事ではない。しょっちゅう冒険に出かけているからだ。

　休み──と言って良いのか──の日も、何くれと外に出るし、牧場の仕事などもしている。

『今日は』などと思うのは、彼が、納屋に籠こもっているからだった。

　少し調べ物があると、出かけて帰ってきた彼はそう言って、昼からずっとこもり切り。

　何年か前に大量に譲り受けた書物の、そのまた一部を彼は納屋にしまい込んでいる。


　大半は冒険者ギルドに託たくしてしまったし、彼女もその運搬を手伝ったものだけれど──……。



　──本、かぁ。

　良くもまあ、読めるものだと彼女は思う。

　手習い程度は受けている。だから読み書きはわかる。

　計算も、まあ多少ならできなくはない。牧場の手伝いで、あれこれ必要だからだ。

　けど本を読むのは難しい。

　勉強というのは難しい。

　学ばなくたって生きてはいけるだろうけれど、より良く生きるには必要なのだろう。

　例えば今夜、伯父おじが赴いている会合だってそう。商あきないというものをわからなきゃいけない。

　──伯父さんも大変だ。

　なんて、思わず他人事ひとごとのように思ってしまって、彼女は笑った。

　今は、他人事。だけれど、それも後どれくらい続くだろう。

　伯父も歳を取る。幼い頃の記憶ばかり思い浮かぶけれど、改めて見ると……だ。

　色々と、難しい。

　彼女は溜息を吐いて、ぱちりと頰を叩いた。気持ちを切り替える。

「……よしっ」

　決断したら、すぐに行動へ移すべきだ。

　ぐずぐずと悩んでいたら、結局動けなくなってしまうのだもの。何だってそうだ。

　彼女はうんと頷いて棚をひっかきまわし、仕舞い込んでいた野営鍋キャンプオーブンを取り出した。

　鋳鉄ちゅうてつ製の小振りなそれは、文字通り野営やなんかで使う、携帯用の料理具だ。

　それに大鍋の中からシチューを移して蓋ふたをして、ついでにその上にパンを二切れ。

　後はひょいと匙さじと酒壺、杯を摑つかんだら、反対の手に鍋をぶら下げて外へ出るだけ。

　──もう夏の空だなあ。

　見上げた先には双つの月と、星々の海。

　吐いた息は白む事なく、暖かい空気に、そっと涼しい風が入り交じる。

　さわさわと牧草が揺れる音。遠くでは、まだ寝ていないらしい牛の声。

　道の先を透かし見れば、街の灯とて見て取れる。

　彼女はしばしその見慣れた景色を眺めた後、小走りになって納屋へと向かった。

　扉の隙間から漏れ出る光に目を細め、そっと押し開くと、微かに蝶番ちょうつがいのきしむ音。

「……ごはん、できたよー？」

「ああ」

　返事は一言。いつもと違って、くぐもっていない声。

　ずらりと棚が並び、良くわからない道具の詰め込まれた納屋の一番奥。

　そこに座り込み、ランプの灯りの下で、彼は何か書物の頁ページを繰くっているところだった。

　鎧もなく、兜もなく。黙々と何かに熱中してる様を、彼女は少し懐かしく思った。

　だからそれを邪魔したくなくて、そっと足音を立てぬよう中に入り、後ろ手に扉を閉める。

「なに、読んでるの？」

「砂漠について調べている」

　──さばく？

　一瞬言葉の意味がわからなくて、彼女は首を傾げた。

　さばく。捌さばく。裁く。砂漠──ああ、砂漠。

　はてなと考え思い至ったけれど、それは言葉の意味がわかったというだけの話。

　なにしろ、彼がゴブリン以外について調べている様は、あんまり想像がつかなかった。

　もちろん──小さい頃は、熱心にいろんな話を、お姉さんに聞きたがっていたけれど。

「彼の国の物語を集めたという体裁の本もあったが、複数の国の内容が入り混じっている」

　魔法の灯りと精霊の物語、灰被はいかぶりの娘の物語、彼はぱらぱらと本をめくり、首を横に振った。

「昔の知り合いも言っていたが……行って見て確かめなければ、わからぬものだな」

「つまり、次は砂漠の国に行くの？」

「たぶん、そうなる」

「ふぅん……」

　──どんな所だろう？

　たしか、東の国境くにざかいを越えた先の国がそうだ……とか昔に聞いたことがある。

　背中に瘤こぶのある驢馬ろばを使っているとか、なんとか……。

　彼女がそう呟くと、彼は「どうやら本当にいるらしい」と、ぼそぼそ呟いた。

　──御伽話おとぎばなしだと思ってたなあ……。

　でも砂漠というからには、きっと砂ばかりに違いない。

　どこまでも砂地がずっと広がっている光景を思い描こうとして、彼女は眉まゆをひそめた。

　見たこともない不可思議な景色なんて、子供の落書きめいた空想にしかならないものだ。

　結局、彼女は曖昧模糊もことしたその光景を放り捨て、静かに彼の後ろに立った。

　すとんと腰を下ろし、背中合わせに座る。しっかりとした感触と温かみがすぐ後ろにあった。

「ごはん、冷めちゃうよ？」

「ああ」と彼は短く応こたえて、少しの間を置き「少ししたら、もらう」と言った。

　彼女はその応答に、ほんのちょっぴり考え込んで、しょうがないなと笑った。

　付き合いは──途中の五年を抜いたって──長いのだ。悩んでるなぁ、なんて、すぐわかる。
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「難しい場所なの？」

「わからん」と彼は言う。「そもそもが、初めて行く場所だ」

　そっかと頷くと、そうだと声が返ってくる。

「外国だもんね。初めてだ。すごいや」

　彼女はぱんと両手を打って、無邪気に喜んで見せたものだけれど。

　自分だって他の国なんて行ったことはないのだ。すごいことではないか。

　──森人の里には、連れて行って貰もらったけれど。

　あれは外国、異国というのとは、いささか趣おもむきが違うものだろう。

　普通の人なら一生に一度だって見ることのできない、素晴らしい光景で、大切な思い出だが。

　他の国を舞台にする活躍なんて、そんな事は、本当にもう、冒険ではないか。

「お前も行った事はあるまい」

　短い声で、彼は言う。それは低く唸るような言葉で、どうにか絞り出すようでもあった。

「構わないか……と。聞いて良いものかと、思っている」

「あ……」

　──そうか。

　そうなるのか。

　ずっと昔、彼の行った事のない街へ、自分は行った。喧嘩けんかになって、それっきりだった。

　今度は逆だ。

　そうなって──だから彼は、妙に不安になっているのか、と。

　合点がいって、彼女は笑った。

　肩越しに振り返った彼がむ、と呟くよりも先を封じるように、えい、とその頭を抱え込む。

「……なんだ」

　困惑したような声。それが何だかとても面白おもしろくて、彼女はわしゃわしゃと髪を撫でてやる。

　彼はされるがまま、抗あらがう気配もなくて、大人しいむく犬か何かのように思えるから不思議だ。

「ね、君はさ。冒険者になりたいんでしょ？」

「……」

　返事はなかった。だけれど、聞く必要もなかった。

　──じゃあ、冒険しなきゃね。

　彼女はそうやって、抱き寄せた彼の頭に向け、囁ささやくように声をかける。

　今度の返事は、やはりすぐには返ってこなかった。

　ややあって、彼は問うた。

「……そうか？」

「そうだよ」

　そうですとも。彼女は頷いて、言い含めるように繰り返す。

「そのためにも、あたしはちゃんと君がご飯を食べて、寝てから出かけるべきだと思います」

「……」

　む。彼は短く唸ったが、やはり抵抗はなく、こくりと頷いた。

　彼女は鍋を引き寄せ、蓋を開け、パンとシチューを分け合って食べることにした。

　シチューは少し冷めていたが、それでも、彼女にとっては会心の出来だと思う。

　いつだって、そのつもりなのだ。
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「では、息災そくさいでな。鱗うろこの僧侶殿よ」

「うむ。そなたも、善よきいくさ場に巡り合わん事を」

　隻眼せきがんの女将軍に見送られ、冒険者たちの馬車は国境を越えて、中間世界ミッドワールドへ走りだした。

　辺境の街を旅立ってから一週間と少し。

　空は青く、風は草原の香りを運び、穏やかな旅路である。

　それに何より、女商人の誂あつらえた馬車が殊ことの外ほか、上等なものだったのが良い。

　女神官にとって馬車と言えば荷車か幌ほろ付きのがせいぜいだったから、これには驚いた。

　絹張りのクッションに、ゆったりとくつろげる椅子いす、足を伸ばせる広さ。

　おまけにその揺れないことときたら！


　床下に発条ばねが仕込んであると、手綱たづなを執とる女商人は語ったが、女神官にしてみれば──……。



　──ばね？

　であった。

　とはいえどのような仕組みなのかまるで見当がつかない居心地の悪さも、結局は最初だけ。

　何にせよ荷物を積んだ馬車を従えて、上等な客車に乗れば、気分は姫君か王侯貴族か。

　──前に乗せていただいた大司教アークビショップ様の馬車は、お忍び用のものだったけれど……。

　今度のこれは違う。商会の頭取が誂えた、真実上等な高品質の馬車なのだ。

　そんなめったにできない体験を、女神官は素直に喜んだものだった。

「むう」と、その一方で頰ほおを膨らませているのは妖精弓手エルフだ。

「なんか仲良さそうだったわよねー」

　長耳をひょこりと揺らして、からかうように蜥蜴僧侶リザードマンへと尖とがらせた唇くちびるを開く。

「どういう知り合い？　もっかい言うけど。なんか仲良さそうだったじゃない……彼女と」

「なに、昔馴染なじみでしてな」

　それに動じた様子もなく、蜥蜴僧侶は座したまま、ゆるりとその長首を振った。

「ああ、昔と言っても百年二百年前の話ではありませぬぞ」

「わかるわよそれくらい」と妖精弓手は、その薄い胸を反そらす。

「定命の者の昔って、五十年くらいでしょ？」

「ははははは」

　さも当然と言わんばかりの言葉に、蜥蜴僧侶は軽かろやかに笑って明言を避けた。

　あるいは彼女の言葉を冗句の類たぐいと受け取ったのかもしれない。

「以前の戦友と言おうか、かつての雇い主と言おうか……」

「友達ってこと？」

「になりまするな」

　ふうん、そう。妖精弓手は、そう素っ気なく呟つぶやいて、ごろりと馬車の座席へ寝転がった。

　その字面じづらだけを追えばはしたないの一言なのだが、森人エルフの所作しょさは典雅の一言。

　この豪奢ごうしゃな馬車の内装に似つかわしいというか、様になっているのだから不思議なものだ。

　だから鉱人道士ドワーフが鼻を鳴らしたのは、その寝姿に対してではなく、彼女の衣装について。

「しっかしお前さん、その格好はどうにもならんかったんか？」

「え、別におかしなところはないでしょ？」

　ひょいと足を振る勢いで身を起こした彼女の装束しょうぞくは、普段のそれとは大きく異なっていた。

　無論、異国の地、砂漠での冒険になるだろう。各々おのおの、装備は調ととのえてある。

　ゴブリンスレイヤーも普段の鎧よろいの上に日除ひよけの外套を羽織はおっているし、それは当然の事だ。

　金属鎧は熱で焼けるし、そうでなくとも中身が茹ゆだって、下手をしなくても死んでしまう。

　だが彼女──妖精弓手のそれは、いささか度が過ぎていた。

　薄手の布で作られた、長袖ながそで長なが裾すそのシャツに脚絆きゃはん。頭にまで布を巻いている。


　腰をきりりと帯で締めているあたり、動きやすくはありそうだが──……。



「都でなんぞ買いあさってると思うたら、そんなだから金がなくなるんだろが」

「あら、鉱人ドワーフ。種もそうだけど貯め込むだけだと腐るのよ？　使うから巡るんじゃない」

「……たまに含蓄がんちくのある事を言いよる」

　生はえてこないのがおかしいのよね。そうぼやく妖精弓手に、鉱人道士は匙さじを投げたらしい。

　肩を竦すくめたのを敗北宣言と認めた妖精弓手は、上機嫌に長耳を揺らして御者ぎょしゃ台だいへ首を伸ばす。

「ありがとね、見繕ってもらっちゃって」

　そう言って妖精弓手は両手を広げ、見せびらかすようにその衣装を披露する。

「異国に行くっていうんなら、その国の装束とか着てみたかったんだ。すっごく嬉うれしい！」

「え、あ……」

　不意にかけられた言葉に、女商人は手綱を握ったまま、戸惑ったような声をあげた。

「いえ。あまり、私も詳しくはないものですから……気に入っていただけたなら、何よりです」

　ほんのり赤く染まった彼女の耳元に気づけば、それが不快なものでないのは一目いちもく瞭然りょうぜん。

　女神官は僅わずかに笑みを深めて、大事な友達へ少しばかり助け船を出してあげる事に決める。

　誉ほめられ慣れてないのは、他人事ひとごとというわけでもないのだし。

「商あきないの事はわからないのですが、異国のものを目にされる事は多いのでは？」

「見ることも、扱う事も多いのですが。自分が着たことはありませんし……」

　女商人は自分の知る話題になったためか、どこかほっとした様子で頷うなずいた。

「それをお店で……その」と彼女は一瞬言いい淀よどみ「……友人のために仕立てるのは、勝手が」

「違いますか？」
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「ええ、とても。……緊張しました」

　女神官はくすくすと笑い、女商人は恥じ入るように俯うつむいて襟足えりあしで隠した首筋を軽く撫なでる。

　そこに何があるかをこの場で知らぬ者はいない。

　である以上、彼女がこうして落ち着いた様子でいられるのは、何よりも喜ばしい事だった。

「あね様の婚姻が決まった時、あなたも呼べれば良かったんだけどね」

　妖精弓手は少しばかり残念そうに、ぷらぷらと両足を振りながらあっさりと話題を変える。

　一つのことに頓着とんちゃくしないのは森人流なのか、それとも彼女の性質によるものか。

　──両方、でしょうね。

　そんな事を思って女商人を見やれば、彼女も頰を微かすかに緩ゆるめて視線を向けていた。

　目配せを交わして笑いあうと、妖精弓手が「ん？」と小首を傾かしげてくる。

「何でもないですよ。ね？」

「ええ。……何もないです。本当に」

「そう？」

　なら良いけどと窓の外に目を向けた森人の娘は、勢いよく「そうだ」と手を打った。

「今度、ウチの里にも来てよ。宴うたげの最中だし、きっとみんな歓迎してくれるから！」

「え、あ……」と、女商人は戸惑ったように瞬まばたきをする。「良いのですか？」

「もちろん！」

　妖精弓手は長耳をピンと伸ばし、人差し指でくるりと宙に円を描いた。

「私が紹介状書いたげる！　一緒に行けるかわかんないからね。ドレス作ってもらいましょ！」

「あ、ありがとう……ございます」

　どぎまぎと頭を下げる女商人と、自信たっぷりの妖精弓手。

　友人二人を見やりながら、女神官はふと考える。紹介状という事は、つまり。

　──森人のお姫様のお友達、ってことですよね。

　あの若き森人の王は、どんな反応をするだろう。奥方はきっと大喜びするに違いない。

　なにしろ、あのお二方が、この天真爛漫てんしんらんまんな妹を愛してらっしゃらないわけがないのだ。

　と、そんな事に思いを巡らせていた、その時だった。

「わ……」

　女神官が思わず目を見開いたのは、馬車の窓の外に広がる景色。

　ずっと続いていた草原の緑が、すっぱりと絵筆を走らせたように白い砂へ切り替わったのだ。

「すごい……。もっと徐々に変わっていくものかとばかり、思っていました」

「私も、実際に見るのは初めてです」

　思わず呟いた女神官に応じるように、女商人がこくりと頷く。

　窓の外に広がる景色は、まさに一変している。

　──遠くへ来た。

　頭上に広がる青空は奇妙に低く、近く感じて、よけいにそう思わせる。

　外に顔を出してみれば頰に触れる風は、熱っぽくて乾いていた。

　王国の西方辺境からは、遠いのだ。ここは。

「……そろそろ、車輪にかんじきを履かせた方が良いのではないか」

　ぼそりと低く唸うなるような声があがった。

　言うまでもなく今まで黙して座っていた、ゴブリンスレイヤーである。

　急に声を出すのやめてよね。妖精弓手は顔をしかめていたが、知った事ではないらしい。

　彼はゆっくりと手足を伸ばし、薄汚れた鎧兜よろいかぶとの留め具を締めにかかっていた。

　それを見た女神官も、大慌てで緩めていた腰帯を締め、鎖くさり帷子かたびらをきちんと絞る。

　休息の時は装具を緩めておくのが鉄則だと、前に教わった事は身についているのだ。

「お、起きてらしたんですか？」

「微睡まどろんでいただけだ」と、ゴブリンスレイヤーは女神官へ短く言った。

「国を出れば、小鬼が出る可能性は高い。……おい」

「はい、ただ今」

　続けて、女商人が応じる。彼女は手綱を執って、馬の歩調を緩めにかかった。

　先頭を行く彼女の馬車が止まったのを認めてか、後続の荷馬車も停止するらしい。

　窓越しにそれを確認したゴブリンスレイヤーは、続けて鉱人道士と蜥蜴僧侶を振り返った。

「どうする？」

「決まっておろう。なあ、鱗の」

「さあて、ここは一番……」

　三人の男は顔を見合わせ、各々の握り方をした拳こぶしを同時に突き出した。

「……ふむ」

　そう低く唸って、馬車の外に出たのはゴブリンスレイヤーだった。

　かんじきを、車輪に取り付けねばなるまい。
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　空の高いところを鳥が輪を描いて飛ぶのを、妖精弓手はぼんやりと眺めていた。

「かんじきなんて。そんなの必要なわけ？」

　止まった馬車の中に興味はないのだろう。彼女は早々に抜け出して、馬車の屋根の上。

　平和ねーなんて言っていたのも束つかの間まで、今は車輪の方を覗のぞき込むように首を伸ばしている。

「砂地で使うのは初めてだ。確証はない」

　森人にしてはたぐいまれなる短気さだが、応じたゴブリンスレイヤーは平然としたもの。

　彼は蛇腹じゃばら状に繫つながった板を馬車の車輪の傍そばに敷き、御者台の女商人に手振りで合図する。

　頷いた彼女が馬を少し進ませ、屋根上にいた妖精弓手は「おっと」と声を漏もらした。

「雪山では、雪に足や車輪が沈み、動けなくなる事がある。砂地でも、そうなるやもしれん」

「はいはい。オルクボルグお得意の念のためって奴やつね」

　車輪の下敷きになった板を丸めて車輪を包む、鉄兜の上を妖精弓手はひらりと飛び越えた。

　とん、と砂地に着地したその爪先つまさきは砂を蹴け散ちらす事なく、数歩彼女は舞うように足を進めた。

　無論、その足跡は残らない──彼女は上かみの森人なのだ。

「……必要ないと思うけどね」

「それならそれで、次に活いかせる」

　ゴブリンスレイヤーの一言に「はいはい」と妖精弓手は笑って、肩を竦めた。

　この何か変な冒険者が周到なのは、今に始まった事ではないのだから。

「どうだい、かみきり丸や。塩梅あんばいは」

　替わって馬車の窓から声をかけたのは、聞くまでもないと言った風の鉱人道士だ。

　何となれば、このかんじきを拵こしらえたのは鉱人である。

　不具合など万に一つもあるわけはないと、確信しているのは当然の事だった。

「走ってみないことにはな」

　ゴブリンスレイヤーは首を横に振る。

「俺おれの装着法が正しいとも限らん」

「手引書通りにやったって、手引書に漏れがあるこたあるものな」

　荷崩れ防止の綱を、重さに対して何本とは決めていても、適切な固定方法は決めていない。

　そんな笑ってしまうような失敗も、それで荷崩れから馬車の横転なんて大事故も、あるのだ。

　それを失策、無能と言って笑うようでは、進歩や改善、そして発展はありえない。

　鉄は熱し、叩き、冷やさねば鍛えられない事を、鉱人は誰だれよりもよく知っている。

　鉱人道士はその短い体軀たいくを窓から突き出すようにして車輪の方を見やり、鷹揚おうように頷いた。

「後は蹄鉄ていてつも替えてえとこだな……」

「蹄鉄」とゴブリンスレイヤーは呟いた。無論、知識はある。だが知らない事だった。

「砂漠では蹄鉄も替えるのか」

「聞いた話じゃ、砂漠ン奴らは円盤型のを履はかせるらしい」

　たぶん沈まんようにか、砂地ならそっちの方が蹄ひづめに負担がかからんのだろ。

　鉱人道士の注釈を聞いて、ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と低く唸った。

　いずれ戻ったら、牧場主へ聞いてみる事にしようと考える。

　あの人は自分より、よほど家畜について詳しいのだから。

「さし当たっては、藁わらを巻いて馬沓うまぐつとしておくか……」

「後は水を飲ませて、今のうちに草も食わせとけ」

　そういって鉱人道士は、天高くで燃える太陽を、睨にらむように見上げた。

「ま、鉄兜が焼けんうちに片づけっちまえ」

「そのつもりだ」

　遠くでは、あーつーいー！　と妖精弓手があげている声が響いている。

　追従ついじゅうしている荷馬車の方でも、同じように御者が砂漠越えの準備を始めていた。

　それをちらと見た妖精弓手が「馬の相手しようか？」と声をかけ、無機質な「頼む」の声。

　彼女がひょいと跳ぶようにして駆け戻り、馬へ二言三言、人ならざる言葉をかける。

　ゴブリンスレイヤーは、黙々もくもくと二つ目、三つ目の車輪へかんじきの装着に取りかかる。

　その度たびに、ぎ、ぎ、と前後する馬車の中、女神官は全すべてを覚えようと眉間みけんに指をあてがった。

　いずれ──いずれ、一人で砂漠に赴おもむき、小鬼と戦う事だってあるかもしれないのだ。

　そんな状況はとても想像できないけれど、それでも、だ。

　──備えあれば嬉しいな、ですね。

　どんなに準備をしたところで憂い、つまり心配はなくならない。

　だが、準備が役立つ事はある。常にではないが、そうなれば、嬉しいものだ。

「……でも、わたし、もっとこう……そりみたいなものだと思っていました」

　そのためにも疑問は解消していくべきだ。

　彼女のぽつりと呟いた言葉に、蜥蜴僧侶がぐるりと目を回して身を乗り出す。

　後進からの質問は、常に喜ばしいものだからだ。

「やり方は常に一つとは限らぬ、という事ですな」

　馬車と言っても二輪四輪、一頭立て二頭立てと多くの種類がある。

　また積み荷やら速度やら、乗り手の求めるものも千差万別であろう。

「我らの選択が正解ではないし間違ってもいない、というのは、当たり前の事よ」

「なるほど……」と女神官は頷いた。それはよくわかる話であった。

「ましてや、唐突に天の火石ほいしが降ってくる事などもありまするでな」

　予想外のことは起こるもの。

　そう言って袋から糧秣りょうまつ──いや、軽食用か──のチーズを取り出し、蜥蜴僧侶はかじり付く。

　甘露の叫びを苦笑混じりに見守りつつ、女神官は次の疑問をぶつけることにした。

「こちらの人は、どのようにしているのでしょうか」

「さて……現地につけば、いずれわかろうものですが。馬は草地でなければ生きられぬ獣と」

　蜥蜴僧侶はその長首を巡らせた後、尾を座り心地よくするように巻き直した。

「馬の足は水と草あればこそ。とならば馬以外の何か、となりましょうが。さて……」

「……瘤こぶ付きの驢馬ろばを使うようです」

　やや遠慮がちな小さい声は、御者台の方から。

　女神官が視線を向けると、取り繕うように手綱を操あやつる手元を見ながら、女商人が続ける。

「もっとも、その驢馬は逆に、私たちの国では生きられないようですが」

「ほほう」蜥蜴僧侶が興味深そうに喉のどを鳴らした。「仕入れた事がおありで？」

「一度だけ」と女商人は頷いた「上手うまく歩けず、それに病にかかってしまったので……」

　女神官はその話を聞きながらも、真剣に考えて、結局答えが出なかった事を問いかける。

「えと、その、瘤というのは……頭に？」

「いえ。背中に」と女商人は言葉を区切った。「こう、丘か……山のような」


　へぇー……。感心したように声を漏らし、女神官は頭の中の想像図を描きかえる。



　一角獣のような驢馬は、どうやら間違いであったらしいから。

「やっぱり……色んな事をご存じですね。すごいなあ」

　そんな事は……と俯く女商人の耳は、やはり赤い。

　女神官がくすくすと笑うと、彼女はますます恥じ入ったように俯いてしまう。

　そしてほどなくして、ゴブリンスレイヤーが「終わったぞ」と馬車に乗り込んでくる。

　そして、ざ、と。馬車は砂を蹴散らして道なき道を走りだした。

　街道とは名ばかり。風によってさざ波のように寄せる砂は、すぐに道を埋めてしまう。

　目印となるのは半ば埋もれた道祖神、交易神の石像のみ。

　それを頼りに進むしかなく、もし間違えれば砂漠の中で渇いて死ぬ事になろう。

　だが女神官は──いや、彼女に限らず、妖精弓手も、女商人も、景色に見惚みほれていた。

　太陽が傾かたむき、光が赤くなると──砂が一面、鮮やかな桃色に染まるのだ。

　空は赤と青の混じり合った紫になり、雲は残光を受けて白く燃える。

　そして火の混ざった熱い風が運ぶのは、どこか甘やかな不思議な匂におい。

「これ……花の香りね」

　妖精弓手が、心ここに非あらずといった、陶然とした口調で呟いた。

「いつかわからないけど。雨が降った時にだけ咲いた、花の香り。それがずっと残ってるんだ」

　それはとても信じられない事だったが、けれど、確かに花の香りだった。

　──砂漠に、花は咲くんだ。

　どれほど前かわからないけれど、砂塵さじんに混じる残り香を、女神官は確かに感じた。

「……すごい、ですね」

「ええ。……本当に……」

　そう呟いたのは、御者台に座る女商人だったろう。

　彼女は淡紅たんこうの世界を見つめ、何度も瞬きをし、そっと目尻を擦っていた。

　美しい薔薇ばら色に染まった頰に、一筋、光るものがあった。

　それがどうしてか、女神官にとっては、ことのほか嬉しいのであった。
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「……あれ、何だろう？」

　不意に女商人が声をあげたのは、夕闇ゆうやみが押し迫り、周囲に暗い影が落ち始めた頃だった。

　中間世界に宿のようなものはない。夜営を考えねばならない状況ではあった。

　そんな時に、行く手の暗がりに、何か道をふさぐ影のようなものが認められたのだ。

「ゴブリンか？」

　瞬時にそう漏らし、御者台へ身を乗り出したのはゴブリンスレイヤーだった。

　徐々に近づくにつれ濃さを増していくその輪郭は、人だかりのように見えてならない。

「違うとは、思いますが」

　間近にある鎧兜の臭いを気にもせず、女商人はふるりと蜂蜜はちみつ色の髪を揺らして首を振る。

「わかりません。私には見えないので」

「だろうな」

　おいと呼ばれ、「おいとは何よ」と耳を尖らせた妖精弓手が、入れ替わりに御者台へ。

　代わりに車内へ戻ったゴブリンスレイヤーは、素早く自分の装具を検あらためにかかった。

「戦いになるのでしょうか……」

　それに倣ならって女神官もまた、手早くぱたぱたと荷物や何かを纏まとめていく。

　いざとなれば馬車を飛び降りる事も考えているのだろう。その手付きに淀みはない。

「わかんねえが、何がおこっかわかんねえのだけは確かだかんな」

　ぐびりと酒を呷あおり、指先についた雫しずくを舐なめとる鉱人道士は、平素と変わらぬ様子で言う。

「怪物か、人か。ここいらじゃ、もう冒険者ギルドだ認識票だは通じねえもの」

「ははは、いや、まったく。ここは荒野こうやの無法の地、と……」

　蜥蜴僧侶までもがあっけらかんと言うものだから、女神官は眉まゆをひそめた。

　怯おびえとは違う。躊躇ちゅうちょでも、ないだろう。たぶんこれは緊張だ。

　──いやな臭いがする。

　そう、思う。たとえるなら、冒険に出て、洞窟どうくつの前に立った時のような。

　首筋がちりちりとする、奇妙な感覚だった。

「鎧兜。盾、槍……かな」目を凝らした妖精弓手が呟く。「十人ね。馬車を止めてる」

「止めている？」

「こっちにも止まれって手を振り出したわね」

「……検問のようですね」

　ほっと女商人が息を吐いた。

　明確にここはどこの領地とも決まってはいないが、警邏けいらの兵は互いに出すものだ。

　たとえ異国でも兵士がいれば、少しは安心できるというもの。

　彼女はすぐに自分の衣服へ手を入れ、ポケットを探り、折り畳んだ羊皮紙を取り出した。

　冒険者ギルドなんてものが後ろ盾になくとも、今や彼女の後ろには国があるのだ。

　身分の証あかしとして国王が記しるした手形は、当然帯びている。


　これを見せて商人だと伝えて、護衛のものだと紹介し──……。



「積み荷から何か要求されるかもしれませんね。金銭の類で済めば良いですが」

　その程度、世の常だ。

「ひとまず、最寄りの街まで向かいます。今夜は無理でも、明日には。調査はそれから──」


　御者台後ろの覗き窓から呼びかけた彼女が、そっと馬車の速度を緩めた途端──……。



「走って！」

　鋭く、妖精弓手が声をあげた。え、と女商人が隣の彼女の顔を見上げる。

「いいから、早く！」


「え、ですが、検問では──……？」



「構わん」と車内からゴブリンスレイヤーの鋭い声。「行け！」

「は、はい！」

　今度は躊躇なく、女商人は馬車馬へと鞭むちを打った。

　鋭い打擲ちょうちゃく音に続いて嘶いななきが上がり、蹄が砂を蹴散らして馬車が加速する。

　車内にいた女神官はその勢いに、思わず座席から転げ落ちそうになったほどだ。

　窓を見ると、兵士たちがなにやら叫び、こちらを止めようと近づいてくるのがわかる。

　だが馬車の速度は凄すさまじく、彼らの声の内容までは、とても女神官にはわからない。

　ただ奇妙なことに、止められた馬車の森人と圃人レーアもまた、こちらへ何か叫んでいる。

　──あ、れ？

　何か変だ。女神官は目を瞬またたいた。検問を破ることへの疑念。違和感。いや違う。これは。

「盗賊シーフ、ですか!?」

「あの子たちが走れって叫んでてくれたおかげね」

　するりと馬車の中へ顔だけ戻した妖精弓手が、油断なく弓と矢に手をかけて言う。

「どうする？　やるの？」

「追ってきたらだ」

　仮にも一党パーティの頭目リーダーを任せられているのだ。返答は早い。

　後になって良い考えを思いつくより、今動いた方が百倍マシだと、彼は熟知している。

「俺たちはゴブリン退治に来た。盗賊退治ではない」

「そ」

　妖精弓手は飄々ひょうひょうとそう応えながらも、イチイの大弓に素早く弦つるをかけはじめる。

　備えるべしというのは、森人にとって呼吸するが如ごとしでもあるのだ。

　しかし女神官にとっては違う。迷うように、ぎゅうっと錫杖しゃくじょうを握りしめた。

「あの人たちを助けなくて良いんですか……？」

「ま、命までは取られんじゃろうて」

　むつかしいところだが。そう髭ひげをしごいて、渋い顔をして鉱人道士が応じる。

「兵士の格好して手間てま暇ひまかけて盗賊やっとるんだ。短絡的なことはしねえと見た」

「逆にこちらが仕掛ければ、人質なり、面倒を嫌って殺されるなり、危あやうくなりますぞ」

「……そう、でしょうか」

　そうなのだろうか。

　結局は、これもまた一天いってん地六ちろくの賽さいの目次第ということか。

　女神官の脳裏のうりに、ふと「よくあること」という言葉が蘇よみがえる。

　本当にそうなのだろうか。問いかけ続けたこの二年、三年。答えは未いまだ出ない。


　簡単に出るようでは、それは答えとは言わないのだと、そう聞くが──……。



「けれど、問題もあります」

　静かな中に焦あせりを滲にじませた声は、女商人のそれだ。

　暗闇くらやみの彼方かなたを見据みすえ、手綱を執る彼女の頰には、汗。

「馬は昼から走らせ通しです。それに夜は冷える……と聞きました」

　状況は厳しく、余裕はない。緊張するのも当然だろう。

　もはや周囲は夜の中。急ぎ野営の場を見つけねば、今夜は良くても、明日に死ぬ。


　いや、砂漠という未知の状況下で今夜の生存も可能かどうか──……。



「ホント、なんだって只人ヒュームはそんなところにまで住もうとするのかしらね」

　それでも妖精弓手の気楽な言葉は、いつだって気持ちを緩めてくれる。

　女神官はそれに追従するように笑った。軽口は大事だというのも、冒険の教訓の一つだ。

「森人の方々は、住む場所が狭すぎるんですよ」

「住める自然の中にいるからね。只人は自然を作り替え過ぎ」

　とはいえ、そう言って微笑ほほえむ妖精弓手は、街の中以上に朗らかに見える。

　木々──森の緑が少ないとはいえ、この砂漠も自然は自然、森人には好ましいのか。

　と、しかし不意にその表情がかげった。長い耳が、ひくりと揺れる。

「どうしたい、耳長の」

「黙って」

　鉱人道士にぴしゃりと言い返し、妖精弓手は目を瞑つむって耳をそばだて、顔をしかめた。

「……来る。前から」

「前から？」

　追手ではない？　一党パーティは顔を見合わせた。別働隊か？　それにしては間があいた。

　ゴブリンスレイヤーが無言で武器を執り、蜥蜴僧侶が身構える。

　やがて女神官にも、その耳に聞こえるものがあった。


　大地を蹴り、駆ける、自分たちの乗った馬車以外の何か──……。



　──騎兵？

　いや、これは前にも聞いた事がある。これは蹄ではない。犬の足音。唸り声。

　それに跨またががって襲い来るものの正体を、女神官はただ一つしか知らない。

「──ゴブリン！」

　砂漠の夜よ闇やみを越えて、戦いの気配が押し迫ってきた。
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「やはりな」

「ああ、もう、オルクボルグと冒険に行くと絶対こうなると思ってた!!」

「そもそもがゴブリン退治の依頼だろう」

「そうだけど！」

　きゃんきゃんと喚わめきながら、するりと妖精弓手が窓から身を乗り出して矢を放った。

　暗闇を物ともせずに飛んだ木芽きめ鏃やじりの矢は、弦げん楽器が如き音を立てて砂塵の彼方へと消える。

　次の瞬間、切れた綱を握る小鬼の乗り手の狭間はざまを、馬車は勢いよく走り抜けてすれ違った。

　馬車馬の足を絡からめて横転させんという小賢こざかしさは、上森人の弓術に以もって打ち破られた。

「ＧＧＯＯＯＲＯＧＢ!?」

「ＧＯＲＢＧ!?　ＧＯＯＲＯＧＢ!!」

　無論、それで諦あきらめるようでは、ゴブリンはゴブリンと呼ばれまい。

　思いの外ほかに獲物が手強てごわいという事実は、単なる苛立いらだちと、その後の報復に繫がるものだ。

　醜く罵声ばせいをあげた小鬼どもが乗騎たる悪魔犬の首を巡らせ、即座に追撃にかかるのは必然。

「……ッ」

　そのおぞましい叫び声に、女商人はぎゅっと唇を嚙かみ締しめた。

　手綱を執る手が震えるのは、何も緊張ばかりが理由ではない。

　血の気が失せて青ざめた表情ばかりは、車内からは窺うかがい知る事はできないけれど。

「代われ」

　ゴブリンスレイヤーの発言は端的だった。

　彼は車内の覗き窓から御者台を窺うと、鋭く声をかけ、馬車の扉を開いた。

　途端、ごうと大気が渦うずを巻いて車内へと飛び込んでくる。風の唸り。まるで嵐あらしの中。

　まだ残照の熱持った砂埃すなぼこりが吹き込んできて、女神官はけほ、と小さく咳込せきこんだ。

「やれ」と女商人の震える声が、途切れがちに聞こえる。「ます」

　だが、ゴブリンスレイヤーは有無を言わさぬ調子で続けた。

「いや、いざという時にお前に呪文じゅもんを使って貰もらう可能性がある」

　淡々として、無機質で、常通りの低い声。

「それに、今回はお前が依頼人で、俺たちが護衛だ」

「あ……」

　それは女商人がかつて雪山で聞いたものと、何ら変わるところのない、冒険者の声だった。

「……わかり、ました」

　女商人は、意を決して頷いた。手綱を御者台に引っかけ、身を横にずらす。

　走る馬車の上で、手すりを摑つかんで客車の昇降台へと足を移すのだ。

　停まっている時ならば何ら造作のないこと。走っていたって、そう難しくはない。

　だが顔に浮かんだ恐怖と緊張は、何も巻き上がる砂塵の中へ、落ちる可能性からではない。

「ＧＧＲ！　ＧＯＯＯＧＢ!!」

「ＧＯＲＧＢ！　ＧＢＢＧＯＯＢ！」


「……く、ぅ……ッ」



　小鬼の気配が間近に迫る。悪魔犬の脚力ならば、馬に併走する事も容易なのだろうか。

　愚かな獲物を引きずり降ろしてやろうと、ゴブリンどもが馬車の脇わきへ距離を詰めてくる。

　息吹がかかりそうだ──というのは、ただの妄想だ。

　風の唸りが、小鬼の醜悪な吐息といきなぞ吹き飛ばしてしまう。

　だが、女商人は自分のすぐ背後から、それを吹きかけられていると思えてならなかった。

　早く動かねばならない。頭ではわかる。止まっていた方が危険なのだ。当然のこと。

　だけれど意に反して、体は言うことを聞いてくれない。首筋が熱く、痛く、疼うずく。

　思わずぎゅっと身を強こわばらせた彼女のすぐ脇を、ひょうと短剣が貫つらぬいて飛んだ。

「ＧＯＯＲＯＧＢ!?」

　釘くぎを打たれたかのように、女商人へ手を伸ばそうとした小鬼が犬上で仰のけ反ぞる。

　そのまま音を立てて砂漠へ転げ落ち、砂埃を上げて遥はるか彼方へと消え去っていく。

　昇降台を踏み、立ち尽くした彼女を、ゴブリンスレイヤーはぐいと摑んで車内へ引いた。

「す、すみません……っ」

「構わん」

　彼は車内へ引き寄せた女商人の震える体を抱き留めた後、静かな動きで女神官へ託たくした。

　女神官は「平気ですよ、わたしたちもいますから」と、その薄い胸を張った。

「また、一緒にがんばりましょうっ」

「……はい」

　ようやく女商人の表情が和やわらいだのを見て、女神官は内心、ほっと息を吐いた。

　そしてゴブリンスレイヤーの方を見てこくりと頷き、鉄兜がそれに応こたえるよう縦に揺れた。

　手すりを摑んで車内に身を乗り出し、ゴブリンスレイヤーは妖精弓手を振り返った。

「数はどうだ？」

「待って、上に出ないとよくわかんない！」

「頼む」

　するりと栗鼠りすか何かのように妖精弓手は馬車の上へと駆け上がり、姿を消した。

　ゴブリンスレイヤーは闇の中、迫り来るゴブリンどもを睨みつつ御者台へと移る。

　鎧兜を纏っていながらの危なげない動きは、妖精弓手とは比較にならずとも、熟練のそれ。

　御者台へ腰を据えた彼は、さっと手綱を執って馬へ一打ち。

「ＧＯＲＧＢ！　ＧＲＯＲＧＢ!!」

　小鬼どもの喚き声を余所よそに馬を走らせ、彼は振り返る事なく算段を纏めていく。

　──撒菱まきびし、油壺あぶらつぼの類は、後ろの馬車があるから使えんな。

　そも砂地で油を撒まいて脚が絡め取れるかどうか。試す気はあまり起きない。

　己おのれ一人の手では足りない。とならば、他を頼るまで。最近は、ずいぶんと手が増えた。

「巣穴は近くにあると見て良いだろうが……どう見る？」

「小鬼どもが砂漠の寒さに耐えうる気概があるとも思えませなんだ」

　蜥蜴僧侶は、状況にはそぐわぬゆったりとした口調で応答する。

　こと合戦に関して、彼ら蜥蜴人リザードマンほどに熟知しているものは四方世界に少ない。

「とはいえ、適度に追い散らして追撃するには……いささか地の利が向こうにありますな」

「情報は欲しいが、奴らからしか手に入らぬわけでもあるまい」

「そもそも小鬼ばらは簡単に口を割りまする。軽い口から出る言葉に、重みなぞとてもとても」

「鏖殺おうさつするか」

「常通りに」

　歴戦の強者つわものたちは淡々と殺戮さつりくに同意し合い、方針はこれで固まった。


　となれば、さてどう作戦を立てるか、という事になるのだが──……。



「ていうか、あいつら鎧着てるわよ！」

　屋根上からひょこりと、逆しまに顔を突き出した妖精弓手が、さらに状況を知らせる。

「装備が良い……？」

　女神官の記憶には、あの忌いむべき人喰鬼オーガや、小鬼聖騎士ゴブリンパラディンの姿がある。


　上位の存在がいると見て間違いはあるまい。徒党を組んで連携を取っている時点で──……。



「残りは十五匹ってとこね」

　そもそも屋根に登った目的を思い出したように叫び、妖精弓手の顔がまた引っ込む。

「訂正、十四！」

　続けて遠く、ゴブリンの悲鳴があがった。矢で射抜かれたのは言うまでもなかろう。

「ＧＧＯＧＢ!!」

「ＧＯＯＲＧ！　ＧＯＯＲＯＧＢＢＢ!!」

　しかしそれで黙っている──そもそも叫び通しだ──ゴブリンどもではない。

　最初に御者台にいたのは怯えた若い娘だ。矢を放ってくるのは森人の娘だ。

　これを逃す手はないし、小鬼どもの脳は捕らえた後の事を妄想するので手一杯となる。

　そしてその都合の良い思考は、いつだって暴力の種火たりうるのだ。

　ほどなく遅ればせながら、ぴゅん、ぴゅんと軽い音が周囲で飛び交い始めた。

　かつんと鎧に突き立ったそれをゴブリンスレイヤーが摑み取ると、細い矢だ。

　軽く、短く、子供の玩具のようで──けれど肉を突き刺し、抉えぐる武器。

「短弓か？」

　小鬼の騎馬弓兵。彼はつまならそうに唸った。矢をへし折る。弩いしゆみの類があると厄介だ。

「後続の荷車を頼む」

「はいはい、森人使いの荒いこと！」

　すかさずゴブリンスレイヤーは手綱を執って、馬車の速度を緩めにかかった。

　途端、阿吽あうんの呼吸で、足音すら立てずに妖精弓手が月下に舞う。

　馬車の屋根を蹴った彼女は軽々と夜を飛び越えて、空中から地上を視認。左手に矢を三本。

「ＧＧＯＲＯＧＢ!?」

「ＧＯＧＢ!?」


「ＧＧＯＲＧＢ！？！？」



　それを同時に弓に番つがえれば、矢の雨が降って、小鬼が乗騎ごと大地へと縫い止められる。

「あと十一……っと！」

　軽かろやかに荷馬車の荷物に降り立って、妖精弓手は息一つ乱していない。

　荷馬車の御者台では馬借ばしゃくらしい御者が、ひぃひぃと悲鳴混じりに必死で頭を下げている。

　山賊盗賊など屁へでもなくとも、砂漠で小鬼に囲まれれば生きた心地もしないのだろう。

「いくら金払いが良くても、こんなとこへくるんじゃあなかった……！」

「只人も色々よね」

　こんなとこで盗賊する者、冒険にくる者、そして小鬼を退治しにくる変な奴と。


　まったく、馬車と騎兵での追跡戦という状況だけ見れば胸躍る冒険なのだが──……。



「ほんと、ゴブリンじゃあ冒険って言えないわよね……！」

　満天の星空の下、上の森人が弓を引く様は神話を描いた絵画そのものの美しさ。

　放たれた矢が無慈悲に命を刈り取り、また一匹の小鬼が落犬して砂漠の染しみと消える。

　残り、十。

「もうあの耳長娘一人に任せといて良いんじゃねえかな」

　開けた土地で森人の弓を相手取る事の、どれほど愚かしいか。

　鉱人ほど思い知っているものはいまいが、そのわりに鉱人道士の口調は愉快げだった。

　酒を旨うまそうに呷る様は見物と決め込んでる風だが、手にした投石紐スリングがその印象を裏切る。


　何かあれば即座に応戦する気でいるのは明白だが──……。



「……馬車の中だと、弾数が限られてしまいますものね」

　同じく投石紐を手にした女神官もまた、慎重な面持おももちで頷きを返す。

　普段はこの投石紐が殊の外頼もしく思え、今も変わらないが、それは石あってのこと。

　袋に玉石を詰めたといっても限りがある。砂漠にあって手頃てごろな石を拾えるとも限らない。

　それを言えば、妖精弓手の矢とて同じこと。補給には限りがある。

「だが小鬼どもには補給がある。放浪部族トライブとも思えんからな」

　忌々いまいましげにゴブリンスレイヤーが呻うめいたのを聞きき咎とがめ、蜥蜴僧侶が長首を縦に振る。

「大本を叩たたかねば、ここで幾ら叩こうが意味はあるまい」

「補給線を断てば、いかな俊英とてその場で負けが決まるものですからなあ」

「しかし、今は無理だ」

　それに恐らく、次の手を打ってこよう。統率者がいるとなれば、尚なおの事。

　故にそれに気づけたのは、ゴブリンスレイヤーが油断なく警戒を続けていたからだろう。

　しかし発見に遅れたのは、彼が夜目を見通せぬ只人であったからに相違なかった。

　砂地に埋もれた材木の塊──馬車の残骸ざんがいを見て、咄嗟とっさに手綱を引いた時には間に合わない。

　ず、と馬の足が砂地に沈み、けたたましい嘶きが上がったのだ。

「やはり、地の利は向こうにある……か」

　ゴブリンスレイヤーは鋭い舌打ちを一つ。その間にも、徐々に徐々に馬は沈み、車体が傾く。

「罠わなだな。追い込まれた」

「流砂か！」と鉱人道士が叫んだ。「慌てんな、じたばたしなきゃ頭まで埋もれはせん！」

「私たちはともかく、馬は……！」

　女商人が怯えた声をあげる。事実、馬は未知の状況にけたたましく嘶き、首を振るっている。

　溺おぼれるように足を動かし体を震わせる度、ずぶずぶと流砂へ馬は沈んでいくのだ。

「後続に縄を繫いで、止まらせろ」

　ゴブリンスレイヤーは手綱を引き、馬を宥なだめながら指示を飛ばす。

　最善でなくとも、思いつく事を片っ端からだ。

「一網いちもう打尽だじんなぞ馬鹿馬鹿ばかばかしいにも程がある」

「承知！」

　いち早く応じたのは、戦いの場において身を持て余していた蜥蜴僧侶だ。

　獰猛どうもうな獣そのものの動きでするりと馬車を飛び降りた彼は、女神官が声をあげる。

「これ、鈎縄かぎなわです！」

　出かける時は忘れずに。冒険者キットから取り出した鈎縄を、彼女は見事な姿勢で投じた。

　蜥蜴僧侶は尾をくねらせて砂地を疾駆しながら、振り返ることなく空中でその鈎を摑み取る。

　反対側の端は、女神官と鉱人道士、それに女商人が三人がかりで車体へ結んでいよう。

「ちょっと、どうしたの!?」

　妖精弓手は叫びながら自分めがけて飛んできた矢を摑み取り、弓に番えて引き絞った。

　お返しとばかりに飛んだ矢は元の射手を貫いて、そのまま後方へとたたき落とす。九。

　だがこのままでは四方を囲まれるだろう。そこまで相手を引き離せてはいない。

　白兵戦となれば、また状況は変わる。妖精弓手は森人にあるまじき仕草で舌打ちをした。

「なに、ちょいと罠に引っかかりましてな！」

　そこへ駆けつけた蜥蜴僧侶が、さも俄雨にわかあめにあったかのように説明し、鈎を馬車にかける。


　さて、となれば後は御者に馬車を止めさせるべきなのだが──……。



「だから俺ァこんな冒険まがいの荷運びは嫌だったんだ！　砂漠は地獄の入口だ……！」

「地獄なぞありませぬ故、ご安心召されい」

　怯えた様子の御者へ蜥蜴僧侶は諭さとすような口ぶりで言った。

「死ねば皆、砂漠の地蟲じむしに食われて循環に還かえり、天地を巡るのみですぞ」

　ありがたい説法への返答は、ひきつって声にならないような、絞り出された悲鳴だった。

　蜥蜴僧侶はふんと鼻を鳴らす。

「野伏殿、拙僧が手綱を握る故、攻撃は任せましたぞ！」

「ほんとにもう、いっつもこんな感じよね……！」

　馬車の足は止まり、四方から悪魔犬に跨った小鬼どもが押し寄せてくる。

　妖精弓手は残りの矢を手探りで数えながら、不敵に唇の端を吊つり上あげた。

「ま、罠は嵌はまって踏み潰つぶせってね。何とかやってみましょ！」

「ははは、まるで鉱人の娘ごのような事を言われる！」

　一声吠ほえて蜥蜴僧侶は御者台に登り、馬車をぎしりときしませる。

　それと入れ違うように妖精弓手はひらりと飛び降りて、彼を守るように弓を構えた。

　残り九騎。闇の奥には増援もいるかもしれない。悪魔犬に飛びかかられてはまずい、が。

「とにかく数を減らすこと、ね……！」

　妖精弓手は文字通り矢継やつぎ早ばやに射撃を繰り返し、ゴブリンどもを迎え撃つ。

　そうした光景を背後に、ゴブリンスレイヤーは馬を御ぎょす事を早々に諦めていた。

　綱で引かれた馬車がぎ、ぎ、と音を立てて停まるが、足を取られた馬は狂乱状態だ。

「このままでは取り付かれるな」

　自分も降りて迎撃に加わるべきか。彼は御者台に吊つるされた角灯かくとうを取り上げ、腰に下げる。

　元より彼ほど小鬼を侮らない者も少ないが、悪魔犬とて侮れぬ。

　小鬼の乗り手が九騎ということは、単純に敵の数は十八。こちらの三倍である。

　──状況は依然として不利。

　ゴブリンスレイヤーが思索を重ねながら後方の迎撃へ赴かんとした、その時。

「あ、あの……っ」

　俯いてなにやら思案に耽ふけっていた女神官が、意を決したように顔を上げた。

　鉱人道士、女商人、そしてゴブリンスレイヤーの視線が一挙に彼女の瘦軀そうくへと突き刺さる。

　少女は恥じらうように目線を彷徨さまよわせたが、しかし怯ひるむことなく言い切った。

「何とか……できる、かもしれません」

　ゴブリンスレイヤーの返事は、決まりきっていた。
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「ＧＲＲＯＯＲＧＢ!!」

「ＧＲＧ！　ＧＯＲＧＢ!!」

　小鬼どもにしてみれば、まったく忌々しい夜であったに違いない。

　えらそうに指図さしずする奴の言うことを聞いて張った縄は、何故なぜか突然ぶっちぎれる。

　そもそもあいつが保証するから、夜更けから眠いのに待ち伏せていたのに。

　だからあんな奴に従うのはイヤだったんだ。

　そう思いこそすれ小鬼が追撃の手を緩めないのは、無論、忠誠心によるものではない。

　御者台に乗っていたのは泣きべそをかいて怯えている小娘だ。

　後ろの馬車に立って矢を射掛けてきているのは森人の牝めすではないか。

　同胞の何匹かは間抜けにも射抜かれて死んだが、自分はそんなドジはしない。

　見ろ、調子に乗って弓矢を放ってる間に、ついに奴らは流砂に飛び込んだではないか。

　後は近づいて引き倒し、馬車をこじ開け、中にいる連中を痛めつけてやれば良い。

　足を止めた今こそがその好機だ。手加減などしてやる必要はない。

　こちらを殺そうとしてきたのだ。殺されるような目にあったって、文句は言えまい──！

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、どうかその御手みてで、我らの穢けがれをお清めください》……！」

　だからその時、粛しゅくと響きわたった言葉の意味なぞ、ついぞ小鬼らには理解できなかった。

　声音こわねが涼やかに大気へ満ちて、波紋のように広がり消えていくのを、耳にしたかどうか。

　小鬼どもにわかった異変は、次の瞬間、ず、と音を立てて乗騎の足が沈んだ事だった。

「──!?」

「ＧＯＯＲＯＧＢ!?」

　おかしい。馬鹿ばかな。ありえない。浮かんだ言葉はそんなところだろう。

　ここはまだ流砂の外のはず。間抜けな獲物のように、踏み込むわけがない。

　だがいくら否定ひていしたところで現実は変わらない。悪魔犬の脚は沈み、引き込まれていく。

　──引き込まれていく？

　もし僅かにでも、その疑問を抱くことができた小鬼がいたならば、それを見た事だろう。

　砂の渦の中心。捕らわれた獲物のいる場所に現れた──清らかな、泉を。
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「浄化の奇跡か……！」

　ゴブリンスレイヤーが鋭く叫んだ言葉に、女神官は、はいと短く首肯する事で応じた。

　砂漠には流砂と呼ばれる、言葉通りに流れる砂の川のような箇所がある。

　出立の時、槍使いと魔女が教えてくれた知識が、今や女神官の脳裏に渦巻いていた。

　それは底なし沼と同じようなものだ、という。

　非常に地面が柔く、脚を踏み入れれば沈んでしまうためそう錯覚さっかくするのだ。

　例えばそれは、砂を敷いた桶おけへ水を注そそぎ込んだようなもの。

　砂は一見してそこへ積もっているように見えるが、差し入れた指は沈み、抜けない。

　何故なぜなら地面に見えるのは見せかけだけで、ほとんど水と入り交じっているのだから。

　──そう、これは砂の混じった泉なのだ。

　であれば《浄化》ピュアリファイできぬ道理はない。

　女神官は、慈悲深き地母神が願いを聞き届けてくれたことに、ほっと薄い胸を撫で下ろす。

　お叱しかりを受けるような祈りだけは、もう二度としてはいけないと、戒いましめているのだ。

　とはいえ無論、清められるのは一部の砂だけだ。周辺の砂はどっとこの泉へ流れ込む。

　水と砂は混じり合い、瞬く間に流砂となってそこに立つものを引きずりこまんとするだろう。

　砂漠の中心に泉が垣間見かいまみえるのは、ほんの刹那せつなの時だけであろう。

　だがしかし、彼ならその刹那を活用してくれる。そして、仲間たちならば！

「大海蛇シーサーペントのあれだ！」

「ほいきた！」

　事実ゴブリンスレイヤーは瞬時に指示を飛ばし、鉱人道士は打てば響くように応じる。

「《踊れ踊れ水精ニンフに風精シルフ、陸と海の境はざかいで、転ばぬよう気をつけて！》」

　続けざま唱え上げられた呪文は、溺れかけていた馬車馬にとってはまさに救いの手だ。

　蹄が水を嚙む。体が浮かぶ。精霊たちが持ち上げ、励まし、水面を進ませる。

《水歩ウォーターウォーク》の呪文を受けた馬がぐいぐいと進むのに、鉱人道士がひゅうと口笛を吹く。

「やっぱ呪文使いは手数よな。かみきり丸、呪文の名前くらい覚えとらんのか？」

「咄嗟だったからな」と彼は鉄兜の内で言った。「後ろの馬にもかけてやれ。飛ばす」

「あいよ！」

　鉱人道士が重ねて精霊へ呼びかける様を横目に、女神官はそっと小さく息を吐いた。

　──上手くいって、良かった。

「……すごい、ですね」

「そんなことは、ないですよ」

　女商人がまん丸と目を見開いてこちらを見つめる視線へ、女神官は首を横に振った。

「全部、聞きかじりで……わたしが調べた事とかでは、ないですし」

　それがたまたま上手く行っただけ。

　ぶっつけ本番でやるべき事ではなかった。失敗していたら、どうしていただろう。

　そう思考を巡らせて、まったく思い浮かばなかったので、女神官としてはばつが悪い。


　とても誇ったり、威張ったりできるような心持ちではなかったのだが──……。



「いや、助かった」

　鉄兜の奥でぼそりと呟かれる言葉が嬉しく思えるのは、どうしてだろうか。

　はい。短く頷いた女神官は、赤らんだ頰を誤魔化ごまかすよう、繫いだ縄へと目を落とす。

　冒険者用に作られただけあり、もう一台の馬車の重みでも、ぎしぎしきしみつつ未だ健在。

「あの」と女商人が、いたたまれないような口調で言う。「これは、私が見ていますから」

　自分にも何かさせて欲しい。そう言いたげな気配は、切実に伝わってくる。

　何となれば女神官も、その気持ちで踏ん張っているのだから。

「わかりました」と頷き、女神官はにこやかに微笑んだ。「お願いしますね！」

「はいっ」

　女商人は声を弾はずませて頷き、しっかと結び目に手をかけ押さえ込んだ。

　それを見届けた女神官は、そっと座席に身を委ゆだね、ふと鉱人道士と目があった。

　鉱人道士がにやにやと笑っているのに気づき、女神官は「むう」と頰を膨らませる。

　だがそんなささやかな抗議も、彼にとっては愉快なものなのだろう。

　からからと笑い飛ばされてしまっては、女神官としても──なんというか。

「……不本意です」

「良いじゃねえの。いっぱしの冒険者っぽくなってきたな、って誉めてんだからよ」

　──そうなのだろうか？

　とても自分ではそんな自信が持てなくて、服の中に落とし込んでいた認識票を引き出す。

　鋼鉄の重みは馴染んだようにも思えるが、まだまだ、違和感を覚えるのも確かなのに。

「ねえ、今の誰が何やったの!?」

　ほどなくして、宙を飛ぶように駆け戻ってきた妖精弓手が、鈴のような声をあげる。

　彼女の矢筒はすっかり軽くなっていて、残った小鬼どもの運命を物語っていた。

　溺れ、戸惑い、脚を止め、次々に射抜かれたに違いない。

　砂地に累々と残されたであろう小鬼と悪魔犬の死体を、思い浮かべる。

　同情や、悲しみといった感情はない。哀れみも、ないだろう。

　ただ女神官は内心で、彼らの魂が正しく天地に還る事のみを静かに祈る。

「娘っこがの、やらかしたのよ」

　と、鉱人道士が目を輝かせて髭をしごき、妖精弓手が「ええっ」と悲鳴めいた呟き。

「やっぱりあの変なのの悪影響よね。……神様に怒られないようにしなきゃだめよ？」

「え、あ、いえ。その。……大丈夫ですよ。その、もう、気をつけていますし」

　あまり真剣に心配されるので、女神官は戸惑いながら、照れ照れと弁解を述べる。

「もう？」と妖精弓手は目を尖らせたが、それについては苦笑いだ。

《浄化》ピュアリファイの奇跡、その扱いには殊の外、慎重になるべきであるし。

　──とはいえ……。

　女神官は、馬車の内側まで忍び込んでくる夜気の冷たさに、ふるりと身を震わせた。

　たった今、一難を切り抜けた。だけれど、ただそれだけの事でしかない。

　砂漠は広く──行く手に待ち受けている未知を思えば、この程度、まだ序の口だ。

　そしてその印象は、決して間違いなどではなかった。

　それを彼女は、翌日にまた思い知らされる事になる。
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「あなたがたに、希望を託たくします」

　蝶ちょうよ花よと育てられた娘だった。

　世の中の薄汚れた面も何もかも知らず、籠の中で大事に大事に慈いつくしまれてきた娘だった。


　それの良よし悪あしは問うまい────只人ヒュームの命は短いのだ。



　安寧の中、真綿に包つつまれぬるま湯に浸つかかって生きて欲しいと、親が願って何が悪かろう。

　私の主あるじたる彼女の父、先の王の生涯しょうがいもまた、それに等しかった。

　世の薄闇うすやみへ光を当てんとすれば波乱が起こるが、ただ政まつりごとを回すだけなら不都合はないのだ。

　飢える者も、病める者も、富む者も、栄える者も、かくあれかしとすれば、問題はない。

　世を変えねばならぬと思う者は、得てして傲慢ごうまんで残酷なものだ。

　改革者にとって停滞は害悪であり、安寧は無価値で、踏ふみ躙にじることに一切いっさいの躊躇ためらいはない。

　何故なぜなら、己おのれの行動こそが何よりも優先され、正しいのだと──そう確信しているから。

　故に娘の籠が無惨むざんにも打ち壊された時、私は彼女を連れて逃してやろうと考えていた。

　それは友も同じだった。小さくて勇敢な私の友人は、姫をことのほか大切にしていたから。

　かの男は残酷で残虐で、姫もまた自分のために利用して使い捨ててしまうに違いない。


　そして姫は、きっとそれに耐えられないだろう──……。



　だけれど、それは誤りだった。

　彼女は最後まで城へ留まる意思を固め、私たちへ真まっ直すぐに突き刺すような視線を向けていた。

　もはや城の中に希望はない。あるとすれば──それは外。

　かつて宮廷に仕つかえていた騎士が、野に下ってひっそりと暮らしているという。


　多くの騎士たちが宰相に従い、もしくは操あやつられた今──……あるいは、彼ならば。



　姫がついぞ出ることは叶かなわなかった世界への希望を託されて、私たちは走った。

　あのならず者たちローグライクと共に。





§






　盗賊シーフどもの数を数えるのが嫌になった頃合ころあいに、ようやく全すべてが終わった。

　いや、正確には気がついたら終わっていた──という感じだったのかもしれない。

　熱を持っていても肌身を晒さらすには砂漠の風は寒く、手酷てひどく扱われた節々がひどく痛む。

　冴さえ渡わたる空の下に輝く星々は、ひどく黄ばんで見えて、光が目に突き刺さる。

　それでようやく、自分が飽きた玩具の人形を捨てるように仰向あおむけに転がされた事を理解する。

　体に絡からみついて粘つくのは、汗と涎よだれと涙と、ありとあらゆる私が垂れ流したものだろう。

　だが森人エルフの香りは花のそれだ。漂う嫌な臭いは、食い散らかされた晩餐ばんさんの残り滓かすのせいだ。

「ま、ったく……。女性の扱い、が……なって、いない……ですね」

　悪態を吐くと、ひどく喉のどが粘つき、鉄錆てつさびのそれに混じってえづくほどに苦い味がした。

　それでも声を出したのは、矜持きょうじを保つにもまず心を奮い立たせる必要があったからだ。

　寝所と呼ぶのもはばかられる垢あかじみた布に手をついて、生まれたての子鹿のように這はい進む。

　──本当、どうしてこうなってしまうんだか。

　あのならず者ローグたちと別れてすぐ、今後の方針について友人と言い争いをしたのが始まりだ。

　希望を探す。この砂漠の中で。それは二十億の針からたった一本を見つけ出すことに等しい。

　だから私は早々に馬車でも摑つかまえれば良いと言ったのに、あのわからずやときたら……。

　──極秘任務なのだから徒かちで行くべきだなんて、歩き辛づらい道を選んで！


　そうしてあっさり喧嘩けんか別れして、やっとこ隊商を見つけて声をかけて乗ってみたら──……。



　──それが人攫ひとさらいどもの馬車で、あいつまで捕まっているとは思いませんでしたね。

　ましてやその後、人攫いども共々、盗賊どもに襲われる事になるとは……いやはや。

　私は惨殺された人攫いどもの死体と、撒まき散らされた食器の間を、必死に這い進んだ。

　胸や股座またぐらのあちこちが砂利や小石に擦れて酷く痛むし、その度たびに微かすかな声が漏もれる。

　どうして神々は我々をお作りになられた時、体に突起バリを多く残されたのだろう！

　だが、どれほど経たった後にか、私はついに目的のものへと手をかけることに成功した。

　散乱する食器と残飯、汚物溜ためにも似たその中にある、中身の残っているだろう瓶かめだ。

　だがしかし、手に取ろうとした指と足腰は、主人たる私の意思に背そむいた。

　摑もうにも立ち上がろうにも力が入らず、ごとりと瓶は横倒れ、中身を砂地にぶちまける。


「あ、ぁ……もお……ッ！」



　神々を罵ののしったバチが早速当たった。砂地に滴したたる水へ、私は顔をしかめて口吻こうふんを落とす。

　じゃりじゃり、ぴちゃぴちゃと、周囲を警戒しながら泥水に舌を這わす。

　這いつくばって舐なめ啜すするさまは泣きたくなるほどに無様だが、今は喉を潤うるおしたかった。

「……ぇ、う」

　口を漱すすぎ、粘ついた唾液を吐き捨てて、もう少し。味も何もわからないが、構うことはない。

　森人の人生は長いのだ。多少の失態など、瞬まばたきするほど待てば覚えている者は消え失せる。

　ましてや、あの城塞で行われているおぞましい行為に比べれば、この程度、何だというのか。

　だから──そう、だから、やってやったのだ。

　人攫いの上前を撥はねる盗賊どもも気に入らず、遠くからやってきた馬車を逃してやった。

　より正しく言えば、あのチビ助が逃してやったのに付き合わされた、のだけれど。


　当然ながら盗賊どもはご立腹で、人攫いを皆殺した後、友人に折檻せっかんをと言い出し──……。



「まったく、どうしていつだって私はお前さんを助けてしまうんだろう……」

　私がぼやくのに、いつのまにか傍かたわらに来ていた小さな友人が、知ったことかと肩を竦すくめた。

　そしてポンと、私の目の前の砂地に金色の護符を放り出す。

　彼女はどうやったものか、私が盗賊どもに没収されたその護符を取り戻してきたらしい。

「……恩には着ませんからね」

　言い返すと、友人はにやにやと笑うばかり。まったく癪しゃくに障さわるったら。

　私は護符を大事に手にとって、もたつきながら首から下げ直す。

　どうやら私が盗賊どもの槍を磨き、パンを炉で温めている間に、友人は頭かしらと交渉したらしい。

　明日か明後日には街につくから、そこで早々に売っぱらわれる──と、まったく。

「どうせ安値で叩き売るつもりなのでしょうね。本当、見る目のない奴やつらですよ」

　ぶつくさと呟つぶやいた私は、友人の隣で膝ひざを抱えてうずくまった。一人で過ごすには、砂漠は寒すぎる。

「鉱山の水汲み奴隷として売られて、百年は出てこれなくなったらどうするんです？」


　私の問いに、友人はわからないと首を横に振るばかり。ああ、本当に────……。



　希望なんて、どこにあるというのだろうか？
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「フライパンを飛び出し、火の中へ……か」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉がゴブリンスレイヤーの呟きだと、女神官はすぐに気づかなかった。

「え？」と向けられた視線に応こたえたわけではなかろうが、御者ぎょしゃ窓まどより彼は続けて呟く。

「先生……師の言葉だ」

「ま、これじゃホントに火の中よね」

　呆あきれたように肩を竦すくめたのは妖精弓手エルフで、彼女はそんな様子で窓の外、青空を仰あおぎ見る。

　容赦なく降ふり注そそぐ日差ひざしは、馬車の中にまでも熱気をもたらしてくる。

　砂地の照り返しとあわせれば、竈かまどで熱されているのと大差ないような有様ありさまだった。

「外に出てると、耳が焼けちゃうわ」

　嫌気が差したと言わんばかりの妖精弓手は、ふるりとその長耳を揺らす。

　昨夜、やっと馬の足を止めて休みを取れた時には、肌寒いほどであったというのに。

　森人エルフでなくば、体を壊しかねないほどの気温の差だ。とても定命の者が住まう場所ではない。

「頭ン布じゃ、隠せねえもんな」

　対する鉱人道士ドワーフはといえば、流石さすがに火に親しむ種族であるからか、平然としたものである。

　汗一つかかない、とまではいかないが、それでも普段と変わる様子が見られない。

　とはいえ、それはこの二人が只人ヒュームならざる身であるからだろう。


「……申し訳ありません。昨晩、私が無理に馬を走らせたせいで──……」



　座席の隅で身を縮こまらせる女商人が、か細い声で謝罪の言葉を口にしている。

　彼女の雪のように白い肌は赤く熱持ち汗ばんで、ふう、ふう、と浅い呼吸を繰り返していた。

　苦しげに上下する胸に目を止めた女神官が服を緩ゆるめてやると、やっと少し、呼吸が落ち着く。

「暑気あたり……でしょうか？」

　無理もない。野外活動に慣れ親しんでいる女神官ですら、くらくらと酩酊めいてい感を覚えるのだ。

　いくらかつて冒険者であったとしても、貴族で、今や商人である彼女には辛つらいものがあろう。

　女神官が水袋を差し出すと、女商人は「すみません」と、ひどく乾いた声で呟く。

　唇くちびるに飲み口を当ててやり、彼女がこく、こく、と喉のどを鳴らして飲むのを、女神官は手伝った。

　滴したたった雫しずくをそっと手拭てぬぐいで拭ぬぐってやると、また「すみません」の呟き。

「水飲んで、干し肉を齧かじっとけ。日出ひだるの神に行き当たったんなら、それで死にゃあすまい」

「本当は……もっと涼しい場所に行ければ良いのですけれど」

　鉱人道士に頷うなずいて、鞄かばんから干し肉を取り出した女神官は、それを口に含んで嚙かみほぐした。

　掌てのひらに取り出したそれを指先で摘んで女商人に与えると、彼女は柔くなった肉をそっと嚙はむ。

　先に水を飲ませてもらい口が湿ったのもあって、さほど苦労せずに食べられているようだ。

　そう。幸いにも、物資がまだ多少あるので、現状は致命的ではない。

　葡萄酒ぶどうしゅを混ぜた水も、食料も、後続の荷馬車には大量に積んである。

　流石に馬の足は、この日差しと、小まめな休息給餌きゅうじのおかげで、だいぶ鈍ってはいたが。

「かみきり丸も適度に休んどけ。鉄兜てつかぶとだもの。脳が煮えっちまうぞ」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　状況は致命的ではない。だが、決して楽観視して良いものではない。

　──流砂があったということは、街道を外れたということだ。

　道祖神たる交易神の石像も消え失せ、もはや辿たどるべき道は砂塵さじんの中に埋もれて消えた。

　いくら夜の星と双月、昼の太陽で方角がわかっても、自分の位置が摑つかめない。

　鉄兜を透かして景色を見れば、

　じりじりと照りつける太陽と、道標みちしるべ足りうる山もなく、ひたすら地平線までの砂。

　熱された地面から立ち上る湯気はゆらゆらと揺らめき、陽炎かげろうとして彼方かなたで踊っている。

「……蜃気楼しんきろうという奴やつがあるのだったか」

　出立前に読みふけった砂漠の本に、そんな記述があった事を思い出す。


　砂漠には幻が時として現れ、旅人を惑わすのだとか──……。



「そんなの、ちゃんと良く見て聞けば、騙だまされたりしないわよ」

　ゴブリンスレイヤーの独り言に応じたのは、ひょこりと窓から顔を突き出した妖精弓手だ。

　彼女は熱風と砂埃すなぼこりに思わず猫めいて目を細め、ふるふると顔を振ってから、後方へ首を捻ひねる。

「ねえ、そっちは大丈夫なのー？」

「ははは、拙僧としては水気がないのはともかく、暑さとしては心地よい塩梅あんばいですなあ」

　やはりまたしても呑気のんきそうな声。

　後方の馬車では、日差しを心地よく浴びた蜥蜴僧侶リザードマンが、御者台で手綱たづなを握っていた。

　本来御者を務めるはずの馬借ばしゃくは、その横で縮こまってブツブツと呟いている。

「砂漠は地獄なんだ。ここで死ぬと、魂を喰くわれっちまうんだ……」

「いかんせん、夜に冷えるのは堪こたえまするが」

　蜥蜴僧侶は彼の背を軽く叩たたいてやりつつ、まるで気にした風がない。


　かえって声をかけない方が落ち着くだろうと、判断したのかもしれないが──……。



「とはいえ、行く宛あてもないのでは、いささか気持ちの方が萎なえてしまいますなあ」

「街道まで戻れれば良いんだけどねえ」

　妖精弓手は、つまらなさそうに窓際に頰杖ほおづえを突いて、風に耳や頰ほおを晒さらした。

　状況は致命的ではないが、決して明るいわけでもない。

　──自分一人でも、その事実は認められただろうが。

　それを受けて尚なお、楽天的に物事を考えられるのは、自分では無理だったろう。

　だからゴブリンスレイヤーは、あえてその軽口に乗る事にした。

「小鬼どもの装備を回収できなかったのも痛いな」

「ホントよねー。矢が補充できなさそうなんだもん、この辺りじゃ」

　そんな彼の気持ちを知ってか知らずか、妖精弓手はくすくすと鈴を転がすように笑った。

　と、不意に彼女が目を細め、遠くを透かし見るように額ひたいへ手を翳かざした。

「どうした？」

「向こう。建物……かな？　何かある」

「ふむ」と彼は低く唸うなった。迷う余裕はある。だが、迷うほどの選択肢はない。「決まりだ」

　疲れ切った馬車馬は、ゴブリンスレイヤーの手綱たづな捌さばきにも素直に従って首を巡らせた。

　車内では、ぎしりと揺れる動きにあわせて、馬車の方向が変わったのが伝わってくる。

「まぁたこの金床は。陽炎か何かと見間違えとんのじゃねえか？」

「しっつれいね！」と、鉱人道士の軽口に、ひょこりと頭を引っ込めた妖精弓手が嚙み付ついた。

　喧々けんけん囂々ごうごうと始まるいつも通りのやりとりを微笑ほほえましく見つめつつ、女神官は息を吐く。

　なんのかんのと言った所で、この暑さが堪えるのは彼女とて変わらない。

　水を節約するために、彼女はそっと手拭いに水を垂らし、湿らせたそれで頰と額を拭う。

　続けて、汗で額に髪を貼はりつかせた女商人のかんばせも。

「……やはり、もうちょっと鍛えておくべきでしたね」

　ほう、と息を吐く彼女に苦笑い。女神官は、ふるりと首を横に振った。

「もう少し先で、休めると良いのですけれど……」

　ほどなくして馬車が辿り着いたのは、やはり集落で──そして、異様なほどに静かだった。





§






　ざ、と。踏み出した足がうず高く積もった砂を蹴け散ちらすのは、当然の事だろうか。

　桿さおを倒して車輪に閘ブレーキを押し当て、御者台から降りたゴブリンスレイヤーは考える。

　足首ほどまで砂に埋まってしまうこの状況は、砂漠では日常茶飯事なのだろうか。

　熱に茹ゆだった脳は、あまりにも鈍い。彼は舌打ちをして、水袋の水を一口、二口呷あおる。

　鉄兜の隙間すきまに押し込んだ飲み口からは、ひどく生ぬるい水が滴った。

「とにかく調べねばならんと思うが、どうだ」

「……そうなりますね。現在地を把握しない事には、どうにもなりませんし」

　問われた女商人は、ちょうど馬車の外へ、そのすらりとした脚を踏み出したところだった。

　砂地に長靴を取られ、外套がいとうを日除ひよけにするように頭上に翳しながら、戸惑いつつ頷く。

「どうして、私へ聞くのです？」

「お前が今回の依頼人だからだ」

　ゴブリンスレイヤーがそう応じると、彼女はぱちくりと瞬まばたきをして、頰を緩めた。

　どこか張り詰めた緊張感が抜けて、安堵あんどしたような表情に思えた。

「では、お願いします」

「ああ」

　彼は頷き、仲間たちへと手振りで集落へ向かう事を示した。

　前へ進むと、背後からは砂を蹴散らす音。皆が馬車から降りてきたのだろう。

　足を前に踏み出す。蹴られた砂が白く散らばり、煙となって風に流されていった。

　彼は腰の剣を確かめ、いつでも引き抜けるよう備えながら注意深く前へと進む。

　集落は幾つかの建物が並んでいて、どれも真白い粘土か、日干し煉瓦れんがを積んだものらしい。

　遠目には何を生業なりわいとしているのかもわからないが、瘤こぶ付きの驢馬ろばでも飼っているのか。

　あるいは、宿場町の一つやもしれぬ。いずれにせよ、水と情報は期待したい所だが……。

「うわ、足元あっつい……」

　そう言って慌てたように砂を駆ける妖精弓手だが、足跡がないのは森人ならではか。

　地面からの照り返しがじりじりと一行を焦こがし、その眩まぶしさに女神官は思わず目を細めた。

「……目が、焼けてしまいそうですね」

「あんまし上も下も見ねえ方が良いな。……つか、こら耳長の格好が正解だわ」

　鉱人道士のぼやきを、数歩先行く彼女はしっかと聞いたらしい。

　妖精弓手はくるりと振り返り、ご満悦の表情で、その薄い胸をふふんと反そらす。

「森人の知恵よ、知恵。その土地その土地の自然に合わせるべきなのよね」

「精霊使って自然に手伝わせとる奴らの言うことかい」

「地面に穴を掘って、森切り開く鉱人ドワーフよりはマシよねー」

　びゅうびゅうと吹き荒れる風の音に混じり、二人の軽口が耳に届く。

　後は砂を蹴散らす足音だけ。本当に、それだけしか音はない。

　──ゴブリンか？

　いや、それにしては綺麗きれいすぎる。

　伽藍がらんとした印象を与える──廃墟はいきょのような集落に踏み入りながら、彼は鉄兜を振った。

　考えるべき事は、多いのだ。

「御者はどうだ」

「とてもとても。ついて来れる雰囲気でなし、かといって連れて来れる余裕もありますまい」

　ぐるりと目を回し、のんびりとした調子で歩いている蜥蜴僧侶が応じる。

　彼がゆらりと長首を巡らせた先では、荷車の幌ほろの下、うずくまっている男の姿があった。

　外套に包くるまって、指を咥くわえて虚うつろな様子でぶつぶつと繰り言を呟いているのは、昨晩からだ。

　砂漠の環境、突然の襲撃や逃避行、そして砂の中で行く宛もなく彷徨さまよう事。

　耐えられる者ばかりではない、という事なのだろうか。

「危険は？」

「さて……そればかりは。砂漠に魂を奪われた者の行動は、予測できませぬでな」

　何かを見透かしたように、蜥蜴僧侶はその瞬膜しゅんまくを動かし、ちろりと舌を出してみせた。

「なれど商人殿はか細くも、肝きもが据すわっておいでだ。声もあげれぬという事はありますまい」

「気は配っておいてくれ」

「承知、承知」

　のそのそと歩く蜥蜴僧侶に先を譲り、ゴブリンスレイヤーは一息を吐いた。

　周辺警戒。人員の状態把握。一党パーティの頭目リーダーとして、考えるべきこと。やるべきこと。

「……そちらの体調はどうだ」

「はい」と女神官は、ふぅふぅ息を吐きながら、汗ばんだ顔に笑みを浮かべた。「大丈夫です」

「なら、良い」ゴブリンスレイヤーは頷く。「水は飲んでおけよ」

「心配……なんですよね」

　ふむ。それとなく歩調を合わせてやると、ちょこちょこと隣に並んだ女神官が妙な事を言う。

　意味を理解できなくて鉄兜を傾かたむけたゴブリンスレイヤーへ、彼女はくすりと頰を緩めた。

「あの子の事です」

「ああ……」

　鉄兜の内で視線を巡らせて、ゴブリンスレイヤーは馬車の方をちらりと見やった。

　女商人は外套を日除け代わりに御者台へ登り、四方へ目を向け、警戒しているらしい。

　彼の目では彼女の顔色までは窺うかがえない。心身共に、もしかしたらやせ我慢なのかもしれない。

　だがしかし、女商人はこちらに気づくと、その手を上げて大きく左右に振った。

　大丈夫だと言わんばかりの仕草だった。

「依頼人……」と、彼は空中に言葉を探すように呟く「……だからな」

「そうですね」

　女神官はさもわかっていますと言うような態度で、喉の奥で笑いを転がし、歩調を上げる。

　こちらが速度を落とし、彼女は急ぎ足でついてきて、やっと隣に頭が並ぶのだ。

　目眩めまいのするような暑気の中を、二人はそうして集落の街路──と思わしき砂の川を行く。

　樽たるも、農具も、屋外にあるものは大体が転がるか、砂に埋もれるか、その両方だ。

　道の有様も含めて、とても人が暮らしている場所とは思えないが……。

「でも、それにしては……朽くち果てた気配も、ありませんね」

　おっかなびっくり周囲を見回した女神官の呟きに、ゴブリンスレイヤーは無言で応じた。

　まったくの同感だった。ゴブリンの巣穴とは異なる、得体の知れぬ気配がすると思えた。

　もっとも、彼はその直感を大事にこそすれ、それで躊躇ためらうような性質たちでもないのだけれど。

「どうだ。人はいたか」

「いたけど」と声をかけられた妖精弓手が、建物の戸口で耳を揺らした。「寝てるみたい」

「……なに？」

　ゴブリンスレイヤーは、開け放たれた扉を潜り、玄関に積もった砂を乗り越えて踏み入る。

　一歩屋内おくないに入り込めば、日差しが遮さえぎられたせいか建材のせいか、むしろ涼しいほどだった。

　そのひんやりとした空気に薄寒いものを感じながら奥に向かうと、そこは食堂であるらしい。

　踏み散らした砂の隙間からは絨毯じゅうたんが見え、中央には円卓代わりの長櫃ながびつが一つ。

　そこに突っ伏すようにして壮年の男が眠っており、左右を蜥蜴僧侶と鉱人道士が囲んでいる。

「他の部屋も見て回ったが、全員こうでの。赤ん坊まで声一つ立てとらんのだ」

「さて……他の家もそうとすれば、否いな、そうでなくとも面妖な状況でありまするな、と」

　異様なものを感じ取っているのは、この二人も同じなのだろう。

　突っ伏している男は、妖精弓手の衣服と似た、砂漠の気候にあったものを纏まとっている。

　それ以外は何の変哲もないが、俯うつむいたままぴくりとも動かない。

「あの、もし……？」

　こわごわと声をかけんとする女神官を、ゴブリンスレイヤーは手で制した。

　代わって小剣を鞘さやから抜き放ち、彼は一歩ずつ男へ近づいていく。


　そして盾を括くくり付けた左腕を伸ばし、男の肩を摑み──……。



「──ひッ!?」

　女神官が悲鳴を漏もらしたのと同時、ぐずりと、音も立てずに男の体が崩れた。

　ぱらぱらと粉微塵こなみじんに、石像が風雨に晒されて朽ちていくような有様で。

　血肉の色を思わせる赤黒い塵に成り果てた後、残るのはゴブリンスレイヤーの手の内のみ。

　それさえも、彼がさほど力を込めて握らずとも、自然に零こぼれていってしまったのだが。

「な、なんですか、これは……？」

　思わず女神官が後ずさったのも無理はない。

　鉱人道士や、蜥蜴僧侶ですら──彼は鱗うろこだが──顔色を変えているように思えたのだから。

「おいおい、てえことは、この村ン奴ら、全員これか……!?」

「夜のうちに、気づくことなく、一人残らず……という事らしい」

　ゴブリンスレイヤーは短く呟いた。蜥蜴僧侶が「道理で静かなはずだ」と長首を縦に動かす。

「怪物の類たぐいに襲われた、と見るべきですかや？」

「とすれば……色のある死グラオーグラマーンかもしれん」

　鉄兜の隙間から、ぽつりと呟かれた言葉に、皆は思わず顔を見合わせた。

「恐ろしいものが砂漠にはいると、聞いたことがある。何かは、よくわからんそうだが」

　御伽話おとぎばなしの怪物だと、ゴブリンスレイヤーはそう言って短く首を横に振った。

「構わん、忘れてくれ。思い出しただけだ」

　ゴブリンスレイヤーが小鬼以外の怪物について口にするなど、そう滅多めったにある事ではない。


　もし外の警戒をしているのでなければ、妖精弓手などは大騒ぎしたであろうが──……。



「ちょっと、みんな！　マズいわよ!!」

　その当人の声が凛りんと響いたのは、まさにその時であった。





§






「う、うわああ！　もういやだ！　この砂漠は呪のろわれているんだ……ッ!!」

「ちょっと貴方あなた、待ちなさい……！　どこへ……！」

　女商人がその細腕で摑みかかるのを振り払って、馬借の男は荷馬車の手綱を奪い取っていた。

　とさりと砂漠に突き飛ばされ尻しりを突いた女商人の口から「きゃあっ」と悲鳴が上がる。

　だが馬借はそれを一顧だにせず、ぴしゃりと馬を打って荷馬車を発進させていた。

　咄嗟とっさに女商人が身を転がさなければ、その細く美しい肢体は二目と見られなくなっていたろう。

「俺おれは帰る！　帰るぞ、一秒だってこんな所にいたくない……！　死にたくない……ッ!!」

　馬借は血走って乾いた目を剝むいて、口から泡を噴き、馬車馬を何度も鞭打むちうつ。

　瞬またたく間に砂塵の彼方へ消える馬車を這はいつくばって見送りながら、女商人は歯嚙はがみする。


　こんな事なら躊躇ちゅうちょなぞせず、腰の細剣を抜き放つべきだったか──……！



「すみません、止められませんでした……！」

「良いから！」

　彼女の言葉に何よりも早く応じたのは、さっと駆け寄ってきた妖精弓手だ。

　砂を蹴って──森人が、だ！──一目散に参じた彼女は、素早く女商人を助け起こす。

「大丈夫？　怪我けがとかしてない!?」

「あ、はい」と、女商人はこほこほと咳せき込こみながら頷いた。「砂が、口に入りましたが」

「そ、良かった」

　妖精弓手は心底安堵したという風に息を吐き、そっと大事な友人の髪や頰を拭ってやった。

　そして一転、彼方を睨にらみつけるとはしたなく舌打ちし、凛と張り詰めた声を張り上げる。

「ちょっと、みんな！　マズいわよ!!」

　仲間たちは、即座に建物から飛び出してきてくれた。

　蜥蜴僧侶が長尾をくねらせて先陣を切り、次に鎧兜よろいかぶとのわりに俊敏なゴブリンスレイヤー。

　小走りの女神官と、そして最後尾にどたどたと鉱人道士。

「これはしたり！」と真っ先に叫んだのも、蜥蜴僧侶だ。

「彼奴きゃつめ、そこまで砂漠に魂を打ち砕かれておるとは思わなんだ……！」

　一時的に正気を失っていたと思いきや、不定のものであったのだろう。

　落ち込む者は逆に何をする気力もないため、放っておいた方が良いのだが、裏目に出たか。

「どうした、何故なぜ射ん」

　ゴブリンスレイヤーは、からころと転がる骰子サイコロの音を忌々いまいましげに振り払って呟いた。

　しかし妖精弓手は応えず、砂塵の彼方へ目を凝らしながら静かに問うた。

「そっちは？」

「ダメだな」と彼は首を横に振った。「誰だれも生きてはいまい」

「できれば……弔とむらってあげたいですけれど……」

　女神官がおずおずと言うが、彼女とても長居することが危険だという事はわかっている。

　なにせ得たいの知れぬ死が渦巻うずまいているのだ。逃げ出した馬借の方が賢明やも知れぬ。

「とにかく、早く追いかけたほうが……！」

「馬車引いてか？　むっかしいな……」と、鉱人道士が顔をしかめて呻うめいた。


「《追風テイルウィンド》の術使えばいけっとは思うが──……」



「やめといた方が良いかな、鉱人」

　妖精弓手が、しかめっ面つらを隠しもせずに応じる。

　彼女は典雅な仕草で人差し指を立てると、ついと砂塵の彼方へとそれを向けた。

「見てよ、あれ」

　そこに、彼女が弓を射ず、追いかけもしなかった理由があった。

　砂塵の彼方と、そう述べた。その通り、そこに蠢うごめいているのは土埃だ。

　巻き上がった砂が地平線の上で渦を巻き、荒れ狂う風に乗ってうねっている。


　まるでとぐろを巻く大蛇だいじゃのようだ──……女神官が、呆然ぼうぜんと小さな声で呟いた。



　それが、押し寄せてくる。

　赤黒く聳そびえ立つ山々が、真まっ直すぐにこちらへ突っ込んでくるかのように。

「な……」

　思わず立たち竦んで声をあげたのは、女商人だ。

「……ん、ですか……あれは……ッ!?」

「ったく、なっほど！　色のある死たぁ良くいったもんだ！」

　答えは、ほとんど罵ののしり声にも近いような鉱人道士の叫びだった。

「赤き死の風シムーンか！　この村ン奴らは、アレに殺られたんだろうさ！」

「なにそれ、怪物!?」

　妖精弓手が弾はじかれたように背の低い仲間を見やる。鉱人道士は怒鳴り返した。

「砂嵐だ!!」

　シムーンとは、すなわち毒の風という意味である。

　恐るべき熱を帯びた砂嵐。高熱の石礫いしつぶて。それが万物平等、一切いっさいの容赦なく襲い来るのだ。

　不運にもその只中ただなかに取り残された者に待ち受けているのは、想像もつかぬ熱風だ。

　空を覆おおい尽くす砂の暗黒に閉じ込められ、たちまちのうちに乾き、そして死ぬ。

　無論のこと冒険者たち全員が、その詳細を知っていたわけではない。

　けれども、彼らは冒険者なればこそ、死の気配には敏感であった。

　わけもわからぬまま砂嵐に飲み込まれていく馬借とは、そこが決定的に違っていた。

「走れ!!」

　そう叫んだのはゴブリンスレイヤーだったろう。全員が、一目散に建物を目指して砂を蹴る。

「ははははは、いやさ、面白おもしろくなって参りましたなあ！」

「鱗の、笑うとる場合か！」

　蹴爪けづめで地を駆ける蜥蜴僧侶は、素早くその長い尾で鉱人道士を背中に拾い上げた。

　鉱人の短軀たんくでは砂嵐に追いつかれるのは必定ひつじょうだ。今は何よりも時が惜しい。

「でも建物の中の人もやられてるんでしょう!?」

　その横を颯爽さっそうと駆ける妖精弓手は、背後へちらと目線を向ける。

「ねえ、例の水中呼吸の指輪は!?」

「持ってきてはいるが、砂嵐の中で使えるかどうか、命をかけて試す気はない」

　ゴブリンスレイヤーは息も乱さず脚を動かしながら、思考を纏め、現状の最善策を口にする。

「住人は気づかなかったから殺やられた。窓と戸を閉め、立て籠こもるぞ」

　一党パーティの頭目が方針を決めれば、後はそれに従って全力を出すのみだ。

　蜥蜴僧侶と鉱人道士、そして妖精弓手が走り抜けていく中、女神官は女商人へ肩を貸す。

　日出の神と行き合った彼女は、哀れなほどに息を切らしていて、覚束おぼつかないのだ。

「支えますから、しっかり……！」


「う、馬……は、どうします、か……!?　放っておく、わけには──……」



「諦あきらめろ」

「きゃッ!?」


「ひゃ……ッ!?」



　ゴブリンスレイヤーは娘ら二人の問答をバッサリと切り捨て、その間に割って入った。

　それぞれの細く華奢きゃしゃな腰へ腕を回し、まるで薪まきを抱えるかのようにして抱き上げる。

　途端に彼女らの漏らした悲鳴と細やかな抵抗を無視して、彼はさらに速度を増して走りだす。

　だが、彼の脚よりも闇やみの方が速い。

　覆いかぶさるように迫る暗がりに、たまらず、女商人が懇願こんがんするように声をあげた。


「だ、大丈夫ですッ。私は──……歩けますから……！」



「転げた時の補助ができん」

　そのやりとりを聞いた女神官は、躊躇なく言い切った。

「……お願いします！」

　生存の可能性が少しでもあるのはこちらだと、彼女は判断したのだろう。

　身を委ゆだねた女神官は、せめても助力になろうと言うのか首を捻り、背後を見やる。

　もはや立ち昇る砂埃は、正しく砂嵐と呼ぶに相応ふさわしい勢いで、空に輝く陽光を遮っていた。

　一行の頭上には暗く重い影が落ち、まもなく夜のような闇に閉ざされるのは必定に思える。

《聖光ホーリーライト》を唱えるべきか？　いや、そこまでの暗さではない。《小癒ヒール》、《浄化》ピュアリファイ、違う。

「……いざとなったら《聖壁プロテクション》を唱えます！」

「頼む」

　となれば後は精神を研ぎ澄まし、天上の神々へ祝禱しゅくとうを唱える備えをしておくのみだ。

　女神官が目を瞑つむって祈りの言葉を呟く一方で、女商人はぎゅっと唇を嚙かみ締しめている。

　ゴブリンスレイヤーは彼女へ何か言うべきかと考え、それよりも脚を動かす方を優先した。

「オルクボルグ、早く!!」

　鉄兜の狭い視界の先では、先に戸口についた妖精弓手が大声をあげて手を振っている。

　その真横をすり抜けた蜥蜴僧侶と鉱人道士が中に飛び込んだのを見て、彼は頷いた。

　押し寄せる赤き死の風に対し、彼に与えられた最後の一手番ターン。

「投げるぞ」

「えっ？」


「きゃ……ッ!?」



　返事は待たず、ゴブリンスレイヤーは宣言通りの行動を取った。

　まず女商人を戸口へ投げ込み、ついで女神官を放り、そして一息に最後の距離を駆け抜ける。

　二人が砂に汚れた絨毯の上に転がるのを、鉱人道士と蜥蜴僧侶が受け止める。

　そして滑り込んだゴブリンスレイヤーの背後で、バンと勢いよく妖精弓手が扉を閉める。

　次の瞬間、轟音ごうおんと共に住居が大きく揺れ、きしんだ。

　まず間違いなく、間一髪かんいっぱつであった。
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「ドアを閉めろ。防塁ぼうるいを築け！」

「任された……！」

　部屋に飛び込んだ瞬間、熱した鉄鍋に水を垂らしたかの如ごとき音が室内に響き渡る。

　それが砂礫されきが建物全体へ襲いかかっている音だとは、知らぬ者には想像もできまい。

　蜥蜴僧侶が塵の積もった長櫃を担かつぎ上げて扉に押し当て、ゴブリンスレイヤーは絨毯を引く。

　転がっていた娘らが慌てて飛び退のき、彼は広げた絨毯を窓を隠すように当て、楔くさびを打った。

　ぴしゃりと閉じた窓や扉の隙間からも砂は漏れてくるが、致命的な事にはなるまい。

　叩きつける轟音ばかりはどうにもならないとはいえ、会話できないほどではないだろう。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜の庇ひさしを透かしてきしむ天井てんじょうを見やり、それから首を横に振った。

「他の部屋はどうだ？」

「一通り見て、固定したわよ」

　いつのまにか屋内を走り回っていたのだろう。妖精弓手が髪をばさばさと搔かきながら応じる。

　それはさながら猫が毛繕いをするような無頓着さだが、森人なればこそ実に様になっている。

「ああ、もう……髪が砂まみれ……！」

　彼女が手櫛てぐしでその髪を梳すく度に、砂埃がもうもうと舞い散って、白い煙のように立ち昇る。

　それを見た女神官と女商人も、はたと自分の髪や衣服を検あらためた。

　どう贔屓ひいき目めに見ても、砂にまみれていない場所はないような有様だ。

　ゴブリンスレイヤーとて衣服の隙間に入り込んだ砂の感触がわかる。いわんや、彼女らは。

「……少し、休みましょうか」

「そう……ですね」女商人は、くたびれた顔で笑う。「幸い、もう家主もいないようですし」

　思えば国境くにざかいを越えてよりこちら、張り詰め通しだった。

　精神の緊張は肉体の緊張、疲労に繫つながるのは当然だろう。ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「死者の弔いを済ませたら、休め。呪文じゅもん遣いが疲労していて良い事はない」

　彼女の心情を慮おもんぱかってのことか？　──いや違う。起き上がって来られると面倒だからだ。

　彼は椅子いすを探して周囲を見回し、それがないと悟ると、戸口の脇わきにどっかと座り込んだ。

　腰に帯びた剣を外し、抱きかかえるような姿勢で、片足を伸ばして背を戸に預ける。

「この砂嵐では、ゴブリンどもがいたとしても入っては来れまい」

　であるならば、呪文遣いでない前衛担当としては見張り番を務めるべきであろう。

　普段の野営の手順通り、自分と妖精弓手が警戒し、呪文遣い三人──今は四人──は休息だ。

　そう伝えると、鉱人道士は得心行ったとばかりに髭ひげをしごいて頷いた。

「んじゃ、わしゃあちょいと最後に一働きすっかね……」

　どうせ寝て休めば呪文も回復するのだ。今が使い所に違いない。

　鉱人道士は自身の触媒が詰まった鞄を引ひっ搔き回し、羊皮紙を一束ひとたば摑み取る。

「《終わりなきもの、死の弟たる砂男サンドマン。戯曲一つと交換に、砂で夢と我らを守っておくれ》」

　ふわりと宙に舞った羊皮紙は、ばたばた砂塵を巻いて渦を描き、不意に虚空こくうへ消え失せる。

　途端、ほんの少しばかり砂嵐の音が低くなり、家の中に温かいものが満ちたように思えた。

　そのせいかどうか、女神官は眠たげに目を瞬またたき、女商人は貞淑ていしゅくに口元を押さえて欠伸あくびを一つ。

「《惰眠スリープ》か」とゴブリンスレイヤーに問われ、鉱人道士は鼻を鳴らした。

「ま……わしン才覚じゃ、こんなもんじゃろうて」

　恐らく、あの砂嵐の真っ只中ではとても精霊への呼びかけなぞできなかったのだろう。

　鉱人道士はふんと鼻を鳴らした後、腰に吊つった酒をがぶりと呷り、髭についた雫を払った。

「砂まみれになってっだろうが、喰いもんがねえか探してみるわ」

「とならば、拙僧もそれに付き合うとしよう。いかんせん、熱量が足りませぬでな、熱量が」

　なんだいそらあ。鉱人道士が蜥蜴僧侶に呆れた返事をしつつ、二人は奥の台所へ。

「じゃあ、わたし……たちは、休ませて……いただきますね」

「すみません。……お願い、します」

　うつらうつらと頭を揺らしながら、女神官、そして女商人がゆっくりと床から立ち上がる。

「ほら」と差し出された女神官の手に摑まり、女商人は覚束ない足取りで寝室へと向かった。

　ゴブリンスレイヤーは転げそうな様子を見て一瞬腰を浮かせたが、それは杞憂きゆうだったらしい。

　彼女らは手を取り合って寝室に入ると、そこでしゃんと錫杖しゃくじょうを鳴らし、祝禱を捧ささげる。

「慈悲深き地母神ちぼしんよ、どうかその御手にて、地を離れし者の御魂みたまを御導き下さい……」

　それは常よりも、ずいぶんとたどたどしい口調で唱えられた地母神への祈りだった。

　とうに限界を迎えた二人は、倒れ込むように寝台へと横たわる。すぐに、寝息が上がった。

　かつて人だった灰がもうもうと立ち昇る中、手を取り合って眠る姿は、姉妹しまいか何かのそれだ。

「……」

　ゴブリンスレイヤーは無言のまま、雑囊ざつのうから水袋を引っ張り出した。

　中身はだいぶ減っており、節約して飲まねばならない事は明白だった。

　それでも必要だろうと判断して、彼は貴重な一口で喉と舌を潤うるおし、息を吐く。

　本当なら顔を拭いたいところだった。砂埃で、瞼まぶたが引きつったような感覚だった。

「水は」

「井戸はたぶん、これで埋まるでしょうね」

　長耳をふるりと振って、妖精弓手は肩を竦めた。閉ざされた窓の外を軽く見る。

　彼女の目ならば、何か只人とは違うものも見えるのだろうか。

「台所に水瓶みずがめはあったと思うけど、だいぶ砂が入っちゃってた。飲めるとは思うわよ」

「そうか」

「気遣ってるじゃない？」

　砂を蹴散らし汚れてない空間に腰を乗せた妖精弓手が、ざっくばらんに笑って言う。

「……む」ゴブリンスレイヤーは、低く唸った。「……わからん」

「照れ隠し？」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。

「本当に、良くわからんのだ。頭目という奴が」

　それきり、彼は何を言うでもなく黙り込んだ。

　わからないながらも、仮にも頭目たる者が不必要に愚痴ぐちを吐露とろすべきでない事は知っている。

　あの重戦士は、決して己おのれに自信がないような素振そぶりなぞ見せなかったものだ。

　妖精弓手が「そ」とだけしか相槌あいづちを打たなかったのが、何ともありがたく思える。

　彼女は慎みを投げ捨てたかのような仕草で靴を脱ぎ、中に入った砂を吐き出していたけれど。

　足跡を残さぬ上の森人といえど、砂粒の侵入を防ぐことはできないのだろうか。

　ゴブリンスレイヤーはぼんやりとそんな事を考え、疲労具合に嫌気が差して顔をしかめる。

　益体やくたいもない事を考えるなど、疲れ切っている証拠ではないか。

「まあ、良いけどさ。いつまで起きてるつもり？」

「……む」

「私はぐっすり寝たいのよ」

　何を言っているのかと、あっけらかんと妖精弓手は言い放つ。

　それは常通り、先の見張りを自分がやるという宣言であったろう。

　同時に、己へとっとと寝ろとどやしつける説教でもあった。

　ゴブリンスレイヤーは、ひどく懐かしい誰かの口調を思い出して、唇を歪ゆがめた。

　鉄兜を被っていて良かったと、そう思う。どんな声だったかは、もう曖昧あいまいだった。

「わかった。では、寝る」

「そうしなさいな」

　ひらりと手を振る妖精弓手に遠慮なく、ゴブリンスレイヤーは装具を緩めにかかった。

　そして深く壁に背を預け、深呼吸を一度してから、片目を瞑って意識を空に飛ばす。

　水、食料、旅程、そして小鬼。休み、起きたら食料を厨房ちゅうぼうから。それと地図。そして小鬼だ。

　この過酷な環境で奴らはどう生きているのか。群れだけでは難しかろう。山賊の近くだ。

　生息域が被っている。揉もめていないのはどういうことだ。巣穴はどこだ。

　どうやって糧かてを得ている。娯楽が足りまい。奴らは欲深で、我慢を知らない。

　とても砂漠では生きられまい。そしてそれは自分も同じこと。

　一党パーティを生かして帰せないようでは──とても冒険者などとは名乗れまい。

　先生が自分のこの様を見たら、どれほどがっかりするか。嘲あざけるだろうか。

　ぐるぐると渦を巻く思考の中に潜りながら、彼はもう一度息を吐いた。

　砂嵐がいつ頃に収まったのかは、ひどく曖昧であった。
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　外に出るのは一苦労だった。

　なにせ扉は内側にたわみ、窓の鎧戸よろいどからはさらさらと砂が零れ落ちている有様だ。

「こらもう、かんっぺきに埋まっとるわな」

　鉱人道士が諦め顔で首を横に振るのだから、一党パーティの間からも異論は出なかった。

　なにせ鉱人が土に関して言うのだ。これに抗あらがえるだけの知識も経験も、持つ者はいまい。

　であればどうするべきか。ゴブリンスレイヤーは手札を検めにかかる。

「道を掘り出すのは……難しそうですね」

　なんとなし、窓やドアの隙間を覗のぞき込んだ女神官が、困ったような調子で言う。

　建築作業に明るいわけではないが、それでも手作業でどうにかなるとも思えぬ有様だ。

　一気に砂が流れ込んできては敵かなわない。なにせどこまでどう掘ればいいかわからぬのだ。

　ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

「呪文で道は作れるか？」

「《隧道トンネル》か」

　しかし、鉱人道士は渋い顔をした。何も一眠りした後だからではあるまい。

「できんこたぁないが、術が途中で解けっちまったら、全員埋まって十四行きおだぶつよ」

　妖精弓手が「うへぇ……」と顔をしかめたので、これはなし。

　運試しはやってみる価値があるが、それは他に手の打ちようがなかった時に限るものだ。

「横が駄目ならば上へ。生息域と進歩の道は、そうあるべきであろう」

　蜥蜴僧侶が尾でとぐろを巻きながら、信徒へ教えを説くような口ぶりで顎あごを開く。

　なるほど。この建物の素材は日干し煉瓦だ。大工道具の類がなくとも破壊は容易よういだろう。

　穴の直下にいなければ、落ちてきた砂で生き埋めになる事もあるまい。

　問題は、と。妖精弓手がおっかなびっくり、天井を見上げながら呟いた。

「屋根ごと全部いっぺんに崩れてきたらどうするか、ね」

「そンときゃあ、《聖壁プロテクション》で支えて貰もらえや良かろ」

　そんでポイと横に流しちまえと鉱人僧侶は軽い調子で言って、思わず女神官は苦笑いした。

「そういう事のための奇跡ではないのですけれど……。頑張っては、みますね」

　妖精弓手は「えっ」という顔をした後、天を振り仰ぎ、深々と首を横に振った。

　いや、確かにそういう事のための奇跡ではないのだろうけれども。けれども。

「……悪影響よねー、ホントに」

「……？　何のでしょうか？」

　きょとりと小首を傾かしげる女神官の頭を、妖精弓手は妹に対してそうするように撫なで回す。

　その度に砂がぱらぱらと落ちるのだけれど、娘二人はきゃいきゃいと声をあげて笑った。

「なら、上か」

　ゴブリンスレイヤーは立ち上がり、天井を見上げ、腕を伸ばして天板へと触れた。

　指先で押してみると、しっかとした感触が返ってくる。たわんではいまい。

「慎重にやらねばならんな」

「外から見っ限り、上は陸ろく屋根やねだったの」

　鉱人道士が、さてもはてもと髭をしごき、思案顔で腕を組んだ。

「砂も積もっちゃいようが、ま、出られんこたぁなかろう」

「……何か、食べてからにしませんか？」

　そう提案したのは、女商人だった。

　緊張し、疲弊した様子の彼女からしてみれば、それはぽつりと漏れた思いつき程度の事だ。

　けれど──顔が乾いていた。喉が渇いていた。お腹なかが減っていた。

「そうだな」と、ゴブリンスレイヤーは鉄兜の奥で息を吐いた。「そうしよう」

　一党パーティは、住居の中からあれこれ拝借する事をとっくの昔に決めていた。

　そもそも遺跡や墳墓から埋蔵品を頂戴ちょうだいするのが冒険者だ。いわんや主の死んだ家なぞは。

　死者に敬意を払いつつの収穫は、台所から砂に埋もれた水瓶と、竈から冷え切った平パン一枚。

　適当な壺つぼを空にして砂を払い、間に布を挟んで何度か水を行き来させれば砂は取り除ける。

　平パンにしたところで、竈で火を熾おこして温石を作ってもう一度温ぬくめれば良いだけの事。

《浄化》ピュアリファイも《着火ティンダー》も糧秣りょうまつも、多少の知恵と工夫があれば節約して済ませる事ができるのだ。

「ここ数日、まともに座って食事なぞ摂とっていなかったからな。良い機会だった」

　ゴブリンスレイヤーが、もそもそとパンを千切ちぎり、兜の隙間へとねじ込みながら呟く。

　それを聞いて、女商人は疲れた顔に僅わずかながら笑みを浮かべた。

「揺れたり動いたりしない寝床も、数日ぶりですね」

「後はこれで水浴びできれば文句ないんだけどなあ」

　そう言って妖精弓手が鬱陶うっとうしそうに髪を摘む。汚れと森人は無縁だから、気になるのだろう。

　彼女の愚痴を聞いた女商人が、申し訳なさそうに言う。

「わたしが水を作る奇跡を授さずかっていれば良かったのですけれど」

「したらよ。この砂地じゃあ、一財産作れっかもしんねえなあ」

　鉱人道士が合いの手を入れて、女神官が苦笑して、蜥蜴僧侶が含蓄がんちくあるような口ぶりで頷く。

「なにしろ湯水の如くという言葉の意味が、まるで違うような有様ですからな」

　そう言って、彼は大顎に似つかわしくない、小さなパンの欠片かけらを放り込んだ。

「湯水の如くと言えば、なんでもチーズを小鍋で煮立て、食物を浸ひたして食す料理もあるとか？」

「ああ」と女商人が目を細めた。「白葡萄酒とチーズで……山地の方の料理ですね」

「何とも夢のような食べ物ですなぁ」

「需要はありますか」

「無論、無論」と蜥蜴僧侶は、食いついてきた女商人へ頷いた。「需要は生み出すものですぞ」

　後片付けには、砂を用いた。

　手を清めるにせよ、食器を洗うにせよ、だ。

　あれだけ日の光とその波紋を受け止めてきた砂は、下手な水よりも清らかなのだから。

　それは場違いなほど、ひどく凪ないだ時間だったように思う。

　外が砂漠であることも、危機的状況にあることも、小鬼の事も抜け落ちたようだった。

　皆で車座になって食事を摂る機会も、ずいぶんと増えたものだ。

　ゴブリンスレイヤーは小鬼退治について思考を巡らせる合間、ふとそう考える。

　彼は女商人が、笑いながら食事をする合間、目尻を擦るのに幾度か気づいた。

　だが、それについて何も指摘することはなかった。

　他の者たちも気づいていただろうが、しかし誰も何も言わなかった。

　一党パーティから、たった一人取り残されてしまった者の気持ちへ、安易に踏み入るものではない。

　ただ女神官だけは、何くれと甲斐甲斐かいがいしく、妹ができたばかりの幼子のように世話を焼く。

　それもまた彼女の選択で──女商人が受け入れているのならば、きっとそれで良いのだろう。

　ゴブリンスレイヤーは名残なごりを惜しむ事もなく、片付けを終えると立ち上がった。

「では、取り掛かるとしよう」

　繰り返しになるが、外に出るのは一苦労だった。

　椅子の上に立って作業を行うのは、体軀たいくの問題からゴブリンスレイヤーが担当した。

　天板を慎重に取り外し、さらにその上に存在する日干し煉瓦を、やはり慎重に打ち砕く。

　使う道具は冒険者セット出かける時は忘れずに！の鎚つちと楔だ。

　途端、どっと砂が内へ降り注いでくるのは、当然の結果といえどやはり肝が冷える。

　けれどそれと同じぐらい、隙間から垣間見かいまみえた青空は、女神官にとって喜ばしい光明だった。

「これなら、出れますね……！」

「となら、ゆっくり穴を広げにゃならんな」

　鉱人道士が腕をまくり、指で枠を作って穴を透かし見ながら頷いた。

「かみきり丸、かわれい。鱗の、ちと肩を貸せ。只人造りは無駄にでっかくて叶かなわん」

「承知、承知」

　身を屈かがめた蜥蜴僧侶の背、肩を伝って立った鉱人道士が、そこから先の作業を行った。

　太い指先で鎚を巧たくみに操あやつって煉瓦を砕き、外し、取り除けて、放る。

　苦労したのはそこまでで、後はもう時間の問題だった。

　瞬く間に穴は人が通り抜けられるほどに広がって、真っ先にゴブリンスレイヤーが登る。

「良いぞ」


　その一言と共に投じられた縄を伝って屋根上に出れば、女神官に見えるのは──……。



「わ……」

　どこまでも果てしなく広がる四方世界の地平線と、恐ろしく高いところにある青い空だった。

　世界とは、これほどまでに広いのだろうか。

　青い天蓋と浮かぶ雲は、手を伸ばしても決して届かないほど遠くに浮かんでいる。

　四方を見ても、ひたすら紅くれない色の砂が流れているだけ。

　頰に吹きつく熱風に思わず目を細め、髪を押さえながら、女神官は息が上がるのを感じた。

　は、は、は、は。喘あえぐように早く、か細い。

　唐突に海の中心に投げ出されて、溺おぼれかけている。何故か、そんな気持ちになる光景だった。

　だからこそ、真っ先に気がついたのも彼女──女神官だった。

「砂漠が……動いている……？」

　始めは微かすかな振動。砂のさざ波。そして、砂塵を切り裂く──尖塔せんとうの如き背鰭せびれ。

　ど、と砂煙と共に地上へ飛び出したのは、恐ろしいほどに巨大な外套を思わせる、大魚だ。
















　一匹──いや、それだけではない。二匹。三匹。

　次々と現れる巨影は、雷鳥の翼の如く胸鰭むなびれを広げて宙を飛び、その長い尾に砂煙を引いて行く。

　目眩のするような大魚の群れが、砂面から飛び出し、空を覆い隠して、また砂へ潜る。

　もうもうと巻き起こった砂すな飛沫しぶきが、波の雫さながら、雨のように一党パーティへと降り注いだ。

「砂海鷂魚サンドマンタの大移動……！」

　思わず叫んだのは、はたして鉱人道士か、あるいは蜥蜴僧侶、もしや女商人だったやも。

　けれどそれきり、冒険者たちは言葉を失ったかのように、その圧倒的な光景へ見入っていた。

　一いち生涯しょうがいのうち、たとえ森人といえど、そう見る事のできる景色ではないだろうから。

「まったく……どうしろって？　あの上を馬に乗ってぴょんぴょん飛んで渡れとでも？」

　御伽噺に出てくる黒衣の狩人かりうどじゃあるまいし。呆れたように、妖精弓手が呟く。

「御伽噺って言ったら、それこそまるで大昔にいたっていう終わりなき蛇へびよね」

「その心は？」

　興味深く問うた蜥蜴僧侶に、妖精弓手は肩を竦めて言った。

「出会った森人は今でもそれが通り過ぎるのを待ってるの」

　仏頂面でそう言った妖精弓手だが、やがて、ふるふるとその細い肩を震わせだす。

　そしてついに、堪こらえきれないとばかりに笑い声が溢あふれ出た。

「あー、もう、ホントどーしようもないわね。これ！」

　鈴の転がるようなその声が、心底から愉快だというように、青い空へ伸びていく。

　子供さながらの仕草でごろんと仰向あおむけに寝転がった妖精弓手は、砂も気にせず手足を広げた。

「これだから冒険ってたまらないわ」

　その言葉に、誰かが笑った。笑いはさざ波のように広がって、瞬く間に一党パーティ全員に移った。

　笑うしかなかったせいだったのかもしれないし、ただ、圧倒されたからなのかもしれない。

　だが、諦めたわけではなかった。

　馬はなく、物資もなく、時間もなく、砂海鷂魚が通り過ぎるのを待たねばならない。

　待ったところで、今度は行く宛もなく砂漠の中を彷徨い続けねばならない。

　だというのに──どうしてだろうか。誰も、女商人さえも、絶望的とは思っていなかった。

　ゴブリンスレイヤーさえもが「ああ」と呟いたのに、はたして気づいた者はいただろうか。

　これが冒険だという事は、もはや言うまでもないことだ。

　そして冒険であるならば──《宿命》と《偶然》の骰子は、未いまだ音を立てて回っている。

　その出目は、往々にして、良かれ悪あしかれ、常に劇的なものだ。

「……船が」

　はたして、骰子の数字を見たのは女商人だった。

　彼女はぽつりと呟き、屋根上の砂をかき分けてその端までかけた。

　慌てて女神官がその後に続き、彼女を支えるように細い腰へと腕を回す。


「船──……？」と女商人と同じ方を見た女神官が、目を瞬かせる。



　それは、間違いなく船だった。

　白い帆を熱風に張って、砂面に白く航跡をつけて疾走する船だ。

　三角の帆を膨らませた船が幾隻も幾隻も、砂海鷂魚の群れを追いかけているではないか。

　ここが砂漠だと一瞬忘れてしまうかのような光景は、ともすれば幻にさえ思えてくる。

「さて、となれば遭難者としては、助けを求めてみますかな」

　蜥蜴僧侶がのんびりと言ったのに頷き、ゴブリンスレイヤーは中途半端ちゅうとはんぱな小剣を持ち上げた。

「声をあげろ。光るものを持っている者は、それを振れ」

「あ、は、はい！」

「なら、これを……！」

　慌てて頷いた女神官が錫杖を掲かかげ、その横で女商人が腰に帯びた細剣の鞘を払う。

　涼やかな音と共に現れたのは、紅玉こうぎょくから鍛えられし軽銀の眩まばゆいばかりの輝きだ。

　陽光を浴びてきらきらと瞬くその光に、はたして、船団は気がついたらしい。

　ざ、と先頭を行く一艘いっそうが舵かじを切り、この集落の跡地へと向かってくるのが見て取れた。

「海賊──いやさ砂賊か？　その類でなけりゃあええがなぁ」

「その時は、船をぶんどってやれば良いのよ」

　鉱人道士はぼやきさえも愉快げに。妖精弓手の軽口は、打てば響くかの如く。

　やがて船はざ、と砂を巻き上げながら、廃墟のすぐ傍そばへと舷ふなばたを見せて停止した。

　漁船か何かなのだろう。そこまでは大きくない──が、それは砂海鷂魚との比較のせいか。

　十人は乗れそうなその船の甲板には、老人が長銛ながもりを手にして立っていた。

「あんたら、漂流者か」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、静かに頷いた。

「冒険者……」と言葉を区切る。「……だ。難儀しているが、乗せてもらう事は可能か？」

　淡々とした声に、やはり相手も、低く静かな声で応じた。

「好きにしろ」

　そう言って、船長らしき年老いた蟲人ミュルミドンは、がちりと顎を打ち鳴らしたのだった。





§






　船上で感じる風は、砂漠で浴びた風とはまた違った、鋭い善よき風であった。

　それは恐らく船の速さのみならず、蟲人が水やら手拭いやらを貸し与えてくれたからだろう。

　濡ぬらした布で顔を拭うだけで、女神官は思わず「ほう」と息が漏れてしまうほどだった。

　あの乾ききった土地にいた時間は、ほんの数日であったというのに。

「すまねえな、蟲人どんや。ずいぶんと助けられっちまった」

「まあ、構わん。水の類は、我々はあまり必要としないからな」

　鉱人道士が述べた礼にも、船長の蟲人は淡々とした調子で応じて、ギチギチと声を漏らした。

　それに続いて、船団は流れるように陣形を変え、群れの外れにいた砂海鷂魚を囲んでいく。

　瞬く間に本流から切り離されたその巨魚へ、次々に蟲人らの投じる銛が突き刺さる。

　無論それは只人の投擲とうてきなどとは比べるべくもないものだが、蟲人は拙つたなさを数で補おぎなっている。

　端的に言えば、統制された集団が投げる百本の銛なら、一本は刺さるに決まっているのだ。

　とはいえその一本の銛で、空と大地を行く巨大な怪物が命を落とすという事は、まずない。

　そもそも銛一つが痛痒ダメージになっているかどうかも曖昧で、綱を張っても船が引きずられる始末。

　しかし蟲人の漁師は鉤爪かぎつめで綱を摑み、背の羽を広げ、さっと砂海鷂魚まで駆け上るのだ。

　そうなれば、後はもう蟲人たちの独壇場だ。

　次から次へと銛が打ち込まれ、砂海鷂魚の背に取り付き、寄って集たかって大鉈おおなたを振り回す。

　もちろんまともに体力を削る時間はない。殻の隙間に潜り、鰓えらや鰭を的確に切り取るのだ。

　ほどなくして砂海鷂魚は悲鳴をあげてゆっくりと傾き、もがくように高度を下げていく。

　そして、ずん、という地響きと砂煙を伴って、砂漠へと叩き付けられた。

「デカブツでも、落ちれば死ぬ」と蟲人の長おさは静かに言った。「当たり前の事だな」

「見事なものですなぁ」

　蜥蜴僧侶がぐるりと目玉を回すのに、蟲人は顎を鳴らして「それで生きてきている」と言う。

「今時分、奴らは繁殖期だ。雌めすの群れと出会うために、ああして大群で泳ぎ回る」

　だから漁も楽なのだ。

　蟲人の長はそう呟いて風に触角を揺らし、不意に船員へ手を上げてみせた。

　すると瞬く間に彼らは帆の向きを変えて船を風に乗せ、巧みに舵を切ってのけるのだ。

　女神官からすれば魔法のようだとしか思えないのだが、女商人にとってはまた違うらしい。

　彼女は緊張と困惑、興奮の混じった表情で、食い入るように船と砂海鷂魚に見入っている。

「どうかしましたか？」

　女神官が気遣うように問うと、彼女は「あ、いえ、その」と誤魔化ごまかすように手を振る。

「何と言いますか……すごいな……と」

「そっちのあんたが」

　蟲人の長が顎を鳴らして、女商人へ言った。

「商売をしているなら、取引を考えんでもない」

「……それはありがたいのですが」

　見透かされたらしい事に彼女は白い頰を赤らめ、身を強こわばらせて俯いた。

　──それにしても……。

　と、そんな細やかなやりとりに、女神官は驚きを隠せない。

　蟲人というのは、もっと、こう──無機質で、冷たい種族だとばかり思っていたのだが。

　──やっぱり、会って話してみないと、わからないものですね。

　偏見という程でもないが、自分の中にあった先入観を、女神官はしっかりと訂正しておく。

　砂漠にしろ、蟲人にしろ──そして冒険にしろ、思い込みというのは良くない事だ。

　何となれば、それは初めての冒険で痛いほど身に沁しみてわかっている事ではないか。

　ちらと女神官が目を向けたのをどう受け取ったのか、安っぽい鉄兜が静かに縦に動いた。

「……ゴブリンについて、何か知っているか？」

　ああ、もう、この人は。女神官は仕方ないなと、僅かに口元を緩める。

「ゴブリンか」

　問われた蟲人の長は、何やら考え込むかのように頭こうべを垂れた後、触角を軽く揺らした。

「昔はそこそこに相手取ったもんだが、そういう話を聞きたいんじゃあるまい」

「なに？」と長耳を振って食いついたのは妖精弓手だ。「もしかして冒険者だったとか？」

「ま、そんなところだ」

　蟲人の長は煩わずらわしそうに手を振った。

　いや……もしかすると、照れ隠しなのかもと、女神官は思った。

「実際ンとこ、あんたらがどこまで知っているかによるな。この国について」


「王が変わってから国交が絶えて──……」



　ん、と。女神官は口元に指をあてがって言葉を紡つむぎ、その後を女商人が引き継いだ。

「……国境くにざかいの辺りで不穏な動きがある、と」

「間違っちゃいねえが、間違ってるな」

　蟲人の長はそう言って、ゆったりとその場に座り直した。

　趺坐ふざする姿勢は堂々たるもので、やはり相応の年月を経てきただろう事が窺える。

　ちらと装束しょうぞくの合間から見える甲殻にも、細かな傷が多いように見えた。

「王は変わってねえ。死んじまったのは確かだ。今、采配さいはいしてんのは宰相の方でな」

「専横せんおうですか」

　女商人の問いに、蟲人の長はぎちりと殻を擦り合わせるようにして肩を竦めた。

「残ってンのが姫様じゃあな。止められんのだろうさ」

「すると、なにですかな」

　のそりと蜥蜴僧侶が長首をもたげた。

　戦いくさに敏さとい蜥蜴人リザードマンだ。もはや口にする前から答えのわかっているような口ぶりであった。


「拙僧らが行き合った、あの兵に扮ふんした山賊は、逆で──……」



「山賊まがいの兵隊だろうよ」

　蟲人の言葉に、ゴブリンスレイヤーが低く唸る。

　不ふ機嫌きげん極きわまりないのを隠しもしない──彼はいつもそうではあったけれど。

　だが女神官にも、その気持ちはわかった。あまりにも、考えたくはない事実だった。

「兵がゴブリンと組んでいる、と？」

　盗賊シーフ、山賊の類であれば、まだゴブリンと縄張りが近くにいてもおかしくはないだろう。

　しかしよもや国の兵士が──ゴブリンの近くで追剝ブッシュワッカーまがいの事をする、などとは。

　だが、そうとしか考えられないではないか。

　装備を整え、悪魔犬を飼いならし、騎兵を擁する、それだけの規模の小鬼の群れだ。

　普通ならば、国軍の傍でそんな規模の小鬼の群れが長生きできるわけもないのだから。

　蟲人の長は何も答えなかった。代わりにガチリと顎を鳴らした。

「王が死んだのが暗殺だか病死だかは知らん。が、宰相が賢さかしい事は間違いないだろうよ」

　──それは、どんな思惑があっての事なのだろう。

　女神官は、ふと目眩を覚えて、足元が覚束ないような気持ちだった。

　只人が、小鬼どもを従えているのだ。

　邪教徒や、混沌こんとんの神々に仕つかえる騎士の類ならばともかく、仮にも一国の宰相が。

　いったいどんな考えがあれば、そんなおぞましい行為に手を染められるのだろう。

　この日差しの下で、女神官は寒気を感じて、ぎゅっとその細い体を抱きしめた。

「怪物どもを従える只人なんざ、昔にもいたさ。そう珍しくもねえ」

　ふん。気門から息を吐いて、蟲人の長はその触角を揺らした。

「まったく、愚かな話だ。……例えば、火の秘薬で礫を飛ばす武器を知っているか？」

「大筒、短筒の類かや」

　鉱人道士が訳知り顔で応じるが、女神官は聞いたこともなく、妖精弓手と顔を見合わせた。

　女商人が「鉄砲の事ですね」と呟くが、「てつほう？」と小首を傾げるしかない。

「話に聞いたことはある」

　ゴブリンスレイヤーが、低い声で言った。

「だが聞く限り、俺の目的にはそぐわん。いらぬ武器だ」

　蟲人の長は「だが、やつは違った」と言葉を続けた。

「鎧を抜ける。集めれば密集してる敵兵を薙なぎ倒せる。軍を作れば覇を唱えられる」

　どうやら以前、この国にそのようなことを考えた者がいたらしい。

　蟲人の長の先を促すように、ゴブリンスレイヤーが問うた。

「どうなった」

「敵の騎兵が散開突撃して弾を避け、接触時に密集、《矢避》ディフレクト・ミサイルで弾は逸それ、陣を食い破られ死んだ」

「さもありなん」

　蜥蜴僧侶が、何を当然の事をと言わんばかりに呟き、その目をぐるりと回した。

「武器一つでいくさ場がどうにか変わろうはずもなし。幾らでも勝つ術すべはありましょうや」

　砂塵を乗せた風が、音を立てて甲板の上を吹き抜ける。

　蟲人の長は、複眼で空を見やった。ぼやけた青に、砂色が霞かすんで抜けていった。

「つまり奴らは……自分が傍から見たらどうなのか、まったく気づいちゃいねえのさ」
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　太陽が天頂を少し過ぎた頃、ざ、と砂塵を巻き上げながら砂船は横滑りして停まった。

　見れば遠く、黒い小山のような影が見て取れる。幾重にも連なった、丸屋根の尖塔──城だ。

　それは女神官が見たこともない形状の城で、思わず舷げんから降りるのも忘れて見入ってしまう。

「あれが、都だ。……俺たちは近寄らんようにしている。面倒は御免ごめんなんでな」

　蟲人の長がそう言ったので我に返ったのか、女神官ははっと居住まいを正し、頭を下げた。

「あ、あの、ありがとうございました……！」

「そう頭を下げるな。あんたらがどうなろうが、こっちは構わんのだから」

　帽子を押さえてぺこぺことされるのが居心地悪いのか、蟲人の長はその鉤爪を振った。

「小鬼どもをどうやって従えてんだかは知らんが、情報が集まるのは彼処あそこだ。伝手つてはあるのか」

「通行手形や、多少の財貨は身に帯びているのですが……」

　問われて、困ったように形の良い眉まゆをひそめたのが女商人だった。

　整った顔立ちに、しょぼくれた子供のような表情が浮かぶ。

「他の品は、砂嵐で」

「赤き死の風か。ありゃ厄介だからな。金はあるか？」

「一応は。手形もありますし……門は越えられると思うのですが」

「ダメなら金を握らせりゃ、それで通る。……まあ金銀があんなら、都で交易はできるだろう」

　品物も、情報も、門の通行権も、この世の大半は代価さえあれば手に入れられるものだ。

　音を立てて吹き抜ける風がそれを物語っている。蟲人の長は、幼い娘を慰めるように言う。

「砂漠にいるのは風の神、交易神だ。風に奪われたものは、また風が運んできてくださる」

　そして彼は装束の内側を探りながら、触角を一党パーティに向けて、がちりと顎を鳴らした。

「そっちの一党パーティ、地図役マッパーはどいつだ」

「拙僧だが」と蜥蜴僧侶が手を上げた。「何かな、長どの」

「持っていけ」

　無造作に取り出され、放られたのは、莎草パピルスで織られたと思わしき紙の束だった。

　空中から鉤爪で搔かっ攫さらった蜥蜴僧侶がそれを広げると、見事な筆致の絵図面が広がっている。

「これはまた……」と、蜥蜴人は顎から息を漏らした。「何とも見事な地図だ……」

「この辺り一帯だ。砂漠ン外に持ち出すんじゃあなけりゃ、好きにしろ」

「お心遣い、痛み入る」

　奇怪な手付きで合掌し、深々と頭を下げる蜥蜴僧侶の横で、「まったくだ」と鉱人道士。

　彼はぱんぱんに膨らんだ背囊を、その小さく無骨な掌で力強く叩いてみせた。

「水と食料も分けてもらっちまったしな」

「これでまた砂嵐にあってもなんとかなるわね！」

「二度と御免だってのな。わしら霞かすみ喰ってる森人たぁ違うんだぞ、耳長娘」

　鉱人道士のボヤキにケラケラ笑いながら、ひょいと身軽な動作で妖精弓手は船を降りた。

　ふわりと白い外套を広げながら、着地しても砂粒一つ蹴散らす事はない。

　対象的にどすんと地に落ちるように降り立つのが鉱人で、やはり妖精弓手は大笑い。

　もっとも続けて蜥蜴僧侶が飛べば、ばっと巻き上がる砂飛沫は彼女にも降りかかるのだが。

「失敬失敬」

　ふんすと怒り顔で腰に手を当てる妖精弓手に、さして気にした風もなく蜥蜴僧侶は目を回す。

　そして長い尾を舷へと伸ばして支え代わりにすると、女神官と女商人へ手を伸ばした。

「さて、お二方も降りられよ」

「す、すみません」

「……失礼します」

　ぺこぺこと二人は恐縮しながら、手を取り合って蜥蜴僧侶の尾に摑まり、そっと砂地へ。

　砂をかけられたことを根に持っているのか、妖精弓手は肘で軽く蜥蜴僧侶の脇腹わきばらを小突いた。

「私の時にはそーいう事してくれないのよねー？」

「颯爽と飛び降りて行かれる様に目を奪われましてなぁ」

　からからと笑い飛ばされ、彼女は上の森人にあるまじき無作法さで頰を膨らませる。

　だがそれも一時の事だ。

　長足をひょいと繰り出して砂塵の彼方を目指して歩き出せば、すっかり機嫌も治っている。

　彼女はくるりと振り返り「オルクボルク、はやくー！」と手を振る始末だ。

「森人の類は陽気なものだな」

　甲板の上に立つ蟲人の長は、親しみの籠もった口調で呟いた。

　その意図はわからないまでも、ゴブリンスレイヤーは「いつも助かっている」と応じた。

「俺には、ああいう振る舞いはできん」

「おい」

　不意に呼びかけられ、ゴブリンスレイヤーは舷にかけていた手を止めた。

　蟲人の長は、その感情と表情の窺えない複眼を、じろりとゴブリンスレイヤーへ向けている。

「迷ってるらしいな」

　その言葉は断定的だった。

「……いや」

　否定ひていしかけたゴブリンスレイヤーだったが、しかしそれ以上の言葉が口から出てこなかった。

　彼は溜たまり、唸り、そしてややあってから、「ああ」と応じて、渋々とそれを認める。

「良くわかるものだ」

「わからいでか」

　蟲人の口から、ギチギチという音が発せられた。どうやら、彼は笑っているらしかった。

「そういう奴に、昔は良く声掛けをしたもんだからな」

「俺は頭目だが……」

　ゴブリンスレイヤーは言い直した。

「頭目と、認めてもらえているらしいが」

　そして、その安っぽい鉄兜を巡らせる。

　面頰めんぼおの庇で区切られた視界には、砂の上に立ち、こちらを待つ一党パーティと、女商人の姿があった。

「それにしても、なあに、あの玉葱たまねぎみたいな屋根。不思議ねー」

「あらあな。石をああ積んで、最後に要石かなめいしを嵌はめっと、自然と崩れんように組めるのよ」

「土地土地には色々な知恵があるものですなあ……」


「わたし、こちらに来てからびっくりし通しで──……」



「……私もです」

　ゴブリンスレイヤーはそんな彼ら彼女らの姿を見て、息を漏らす。

　皆と共に、こんな所まで来ようとは思いも寄らなかったものだ。

　来られるなどとは、今まで考えた事もしなかった。

「生憎あいにく、ゴブリン退治以外は……不得手だ」

　ここまでの行程、自分に何かできただろうかと──そう考える。

　先に進めるのかどうか。判断に迷っていたと言われれば、それは事実に他ならない。

「まったく新しい領域に踏み出すなんてこたぁ、どんな冒険者だってやるもんだ」

　だが、蟲人の長はばさりと切り捨てるように、ゴブリンスレイヤーへ言い放った。

「そこで死ぬ奴もいる。死にかける奴もいる。生き延びる奴も。悩もうがどうしようがな」

「……」

「だったら、やれる事をやるしかないだろう」

「そんなものか」

「ああ」と蟲人の長は触角を揺らした。「そんなものだ」

「……そうか」

　ゴブリンスレイヤーは、息を吐いた。

　答えなどではない。悩みが晴れたわけでもない。ただただ、事実を再確認しただけだ。

　まったく、師が見ていたら大笑いし、罵り、しこたま殴られたに違いない。

　全すべてはやるかやらないか。

　そんな事は最初に教わったのに──こうして悩んでいるのだから、やはり自分は頭が悪い。

　才能はなく、資質もない。あるのは根性だけで、つまりはやるしかない。ありったけで。

　ゴブリンスレイヤーは舷にかけた手に力を込め、ぐいと身を引き上げてから、砂地に飛んだ。

　ど、という音は鉱人道士とも、蜥蜴僧侶とも違う、軽く、けれど力強い着地だった。

「上手うまくやれよ、冒険者」

　仲間たちと共に歩きだす背を、蟲人の長はその複眼で持って見送った。

　頂点を過ぎた陽ひは未だに焦げるような白光を放つが、直じきに淡い紅色に変わるだろう。

　あの冒険者たちが都につく頃には、きっとそのはずだ。

　思いもかけず世話を焼いた事を、蟲人の長は誤魔化すように触角を振った。

　冒険などとは離れて久ひさしいというのに、稀まれにこういう事があるから、骰子の目は読めない。

　──これも旅の神の追い風なのか、それとも《宿命》か《偶然》か……。

「ま、俺は……どっちでも良いがな」

　そう言って、蟲人の僧正そうじょうはがちりと顎を鳴らしたのだった。
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「やあ」

「うげ」

　水の街、薄暗い酒場の中でも、さらに深海を思わせるほどに暗い奥まった仕切り席。

　そこへ不意に現れて片手を上げた小柄な銀髪の娘に、蔓フィクサーの男は露骨に顔をしかめた。

　上等な内装もあわせて、まっとうな平民ならおいそれとは入れない類たぐいの店だ。

　そこに侍女服姿で現れれば浮いて当然──なのだが、この娘、異様なほどに溶け込んでいる。

　まるで圃人レーアかと見紛みまごうほどの体軀たいくだが、隠形おんぎょうの腕もそれに匹敵ひってきするという事なのだろう。

　──《死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド》帰りっつー噂うわさは、あながち噂じゃねーんだろうなあ……。

　そこまで考えて、蔓は「てことは今何歳なんだ」という不埒ふらちな思考を彼方かなたへ投げ捨てた。

　思いがけぬ登場とはいえ、起こりジョンソンの機嫌きげんを損ねて良い事はない。

「どーいう御用でしょうかね」と蔓は娘を見る。「進捗しんちょくについては報告したと思いましたけど」

「うん、それそれ」

　ひょいと腰掛けスツールに飛び乗った彼女は、ひらりと手を振って、躊躇ちゅうちょなく高い酒を頼む。

　あるいは、強い酒というべきか。鉱人ドワーフ造りの火酒は、まともな只人ヒュームが飲むものではない。

　高級な店に相応ふさわしい迅速さと貞淑ていしゅくさで兎人の女給が運んだ杯を、娘は一息に干してのける。

「とりあえずもう一杯お願いするよ」

「仕掛けランの話する時に酒は厳禁じゃねーんですかい」

「こんなもん水だよ、水」

　森人エルフが飲んだら頭が破裂するものが水でたまるか。蔓は諦あきらめた調子で首を横に振った。

「で、進捗がどうしたと？」

「やあ、まあ、情勢は複雑怪奇って奴やつでね」

　ほどなくして尻しりと尾をふりふり、現れた兎人の女給から銀髪の侍女は再び杯を受け取る。

　それを今度はちびちびと旨うまそうに舐なめながら、彼女はやれやれと肩を竦すくめた。

「姫様の我儘わがままにかこつけて、斥候スカウトを頼んだわけだけども」

「お隣のね」

　蔓がそう注釈をつけると、銀髪の侍女はうんと頷うなずく。

　何がかこつけて、だ。蔓は内心で笑った。堂々と入り込む口実に利用しただけだろうに。

「こっちの姫様はだいぶ落ち着かれて何よりだよ。地母神ちぼしん様の加護ぞあれだ」

　迂闊うかつに話しているように見えるが、その辺りは問題ない。元よりそのための店だ。

　第一、この起こりジョンソンが自分から口火を切っているのだ。

　──俺おれが心配するだけ無駄かねえ……。

　諦めたように息を吐き、蔓は「お姉ちゃん！」と女給を呼んで、酒を頼んだ。

　一党パーティの仲間が頑張っている間に酒を呑のむのもどうかと思うが、こっちだって奮闘中だ。

　根回し、事前準備、情報収集、事後処理、救援準備、エトセトラエトセトラ。

　結局のところ、仕掛けにおいてどんぱちなんていうのは一番最後の派手な部分でしかない。

　ともすればその派手な部分は、派手だからこそ控えなければならないものだ。

　粗暴クルードと思えば繊細テクニカルに、繊細テクニカルと思えば粗暴クルードに。

　それが長生きの秘訣ひけつだ。

　足元にいる白い獣が、てしてしと靴を叩たたいてくるのに、そっと爪先つまさきで押し返す。

　──病で伏せってるとこ悪いけど、今度見舞いに行くから勘弁しておくれよな。

　使い魔を複数操あやつれる魔術師というのは頼もしく、彼女のおかげで連携が密に取れる。

　密偵、森人の魔術師、精霊使いの御者ぎょしゃ、知識神の神官、使い魔を従える魔術師、そして自分。

　この六人は良い一党パーティだと──少なくとも蔓は思っている。皆にも思われていたいと、思う。

　だからこそ、こうして目前の起こりとだって、舌先三寸口八丁でやりあうのが自分の役目だ。

「で、なんです。例の御神酒おみき絡みの瀆神とくしん案件は、もう片付いたでしょう？」

「ま、小鬼はね。結局、大した事ないんだけどさ」

「村に軍でも送り込んで守らせりゃ良いんですよ」

　意趣返しも兼ねて意地悪く聞いてみると、侍女はふんとつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「予算と資源と人員が無限にあって、人心って奴が王様万歳で一色になればね」

　いや、それはそれでやだな。自分でそう呟つぶやいて、娘はじろりと凄すさんだ上目遣うわめづかいで睨にらんでくる。

「だいたい、小鬼だけ相手してりゃ良いってもんじゃないのはわかってるだろう？」

「そりゃね」蔓は笑った。「おかげで儲もうかってますよ。騒動トラブルは仕事ビジネスだ」

　邪教に吸血鬼に魔神、不正に汚職、反乱目論もくろむ辺境領主に、門閥もんばつ貴族。

　犯罪は告発したって金にならない──と言ったのは森人だったか誰だれだったか。

　秩序と混沌こんとんの争い、その狭間はざまに生まれる影を走る者としては、まったく至言と言う他ない。

「問題は、小鬼を増やしてる連中が誰か、さ」

　銀髪の娘が息を吐く。

　どうやってでもない。何のためにでもない。誰が。その意味を蔓は理解できる。

　できるからこそ、嫌な予感は早めに確かめておくべきだった。

「まさか勇者様を放り込むなんて言わんでしょうね」

「それこそまさか」娘は鼻で笑った。「人と人との争いに、彼女を引きずり出すのは馬鹿ばかだよ」

　ちょっとでも力のある奴を、すぐにそうしたがる輩やからは多いけれど。侍女は肩を竦めた。

「なら……それをウチの連中にぶっ潰つぶさせろって？」

　そりゃあ危険だ。どうしようもなく。だが金にはなる。裏取りは必要だが。

　危険と報酬とを秤はかりにかけるのが顔役フェイスの役割。

　剣を振るい、矢を放ち、術を投射するのと同じように、顔役は言葉で切り結ぶ役割だ。

　蔓は考える。さあて、水の街は鬼の衛視長とやりあうのとどちらが気楽か。

　足元では状況を察した魔術師の使い魔が、油断なく銀髪の娘へ身構えていた。

　交渉がこじれて激しくなれば、彼女の呪文じゅもんこそが命綱だ。来てもらって良かった。

　だが、蔓の雰囲気が変わったのに気づいたのだろう。銀髪の娘はひらひらと手を振った。

「いや、もう他が動いてる。藪やぶ蛇へびだよ。先頭の戦士が粘菌まみれになるが如ごとしさ」

「へえ？」

「小鬼は小鬼退治の専門家に任せるってさ。大司教アークビショップ様と御用商人の娘さんが動いているらしい」

　ふうんと蔓は興味ないふりを装よそおって、その話に耳をそばだてた。

　大司教様と形式ばっているが、その呼び方はまるで姉妹しまいの友人を語るような気安い口ぶりだ。

　かの御仁は六人の英雄が一人。御用商人は……あの冒険者上がりの貴族ご令嬢だったか。

　──とすればあっちの国絡みで、またごたごたが起こりそうだなぁ。

　備えるべきだ。影の世界では、騒動はつまり、商売の種なのだから。

「ま、業カルマだよ、業カルマ」銀髪の娘が薄ら笑う。「良いことをして積み重ねるんだ」

「因縁に生き、業に死すって？」蔓も笑った。「それなら小遣こづかい握った子供を助けますぜ」

　そう言って、蔓はちらと銀髪の娘へ目を向ける。
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「で、本題は？」

「愚痴ぐち」

　銀髪の娘は据すわった目つきのまま、またかぱりと酒を呷あおって、兎の女給を呼びつけた。

「ここいらには毒虫が多すぎるんだよ。大おお蜘蛛ぐもとか、蠍さそりとかさ」

　娘は深々と息を吐いて、店台カウンターに突っ伏し、その銀糸を広げる。

　年齢など聞く気もないが、こうして見ると、不貞ふて腐くされている子供のようだった。

「おかげで害虫駆除に大忙しなのさ」

「陛下が？」

「貧乏貴族の三男坊とその従者が、さ」

　呟く娘の横顔は、どこか楽しそうで、白い頰ほおに朱が差す理由は酒精だけではあるまい。

　──つまり結局、彼女は冒険がたまらないのだな。

　蔓はそう思い、もう一杯酒を頼むことにした。

　とびっきり上等で、とびっきり旨く、とびっきり強い酒でなくてはだめだ。

　仲間たちの無事の帰還と、商売繁盛、赤毛の枢機すうき卿けいの心労と、素晴らしい冒険のために。

「じゃ、その冒険についても今度聞かせてくださいよ」

「機会があればね」

　娘は笑って、届いた酒の杯を、愉快そうに手の中で弄もてあそんだ。

　蔓には──冒険者が自分たちとは似て非なるものだと、良くわかっていた。

「で、何をすりゃあ良いんで？」

「人探しと、一仕掛けってところかな」

　あくまで影にて、己おのれの器量伏し、御下命ごかめいいかにても果たすべし。


　それが自分たち────仕掛人ランナーだ。
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「……くふぅ」


「んー……！」



「……ふぁ」

　女三人寄れば姦かしましいというが、流石さすがにこの一時ばかりは三人娘も息を漏もらすばかり。

　香油の灯ともった薄暗い石室には、白い蒸気がもうもうと立ち込めて、隣の顔すらわからない。

　大理石でできた長椅子ながいすの背もたれは、やはり巨大な石櫃せきひつになっていて、蒸気の源みなもとはそこ。

　肌着一枚──妖精弓手エルフには薄布を巻き付けて──くつろげば、あっという間に汗が吹き出す。

　異国の街の蒸し風呂というのは、砂漠で疲弊した体に、ことのほか心地よいものであった。

「……あー……只人ヒュームって不思議なこと考えるわよねえ……」

　妖精弓手が長耳をだらしなく垂れ下げながら、何とも気の抜けた声を漏らす。

　精霊が入り交じるからと、風呂ふろを厭いとっていたのも今は昔。

　しゅうしゅうと吹き上がる湯気にしっとりと髪を湿らせて、ご満悦の様子だった。

「暖炉……とはまた違うのよね、これ」

「大理石の大櫃の中で火を焚たく暖房は、城やお屋敷にもあります」

　やや舌っ足らずな蕩とろけた言葉は、やっと表情を和やわらげて息を吐く女商人だ。

　彼女は白い肌を火照らせ、珠たまのような汗を纏まといながら、ゆったりと湯気に身を任せている。

「石はじんわりと温まりますから。……でも、蒸し風呂に使うのは……驚きです」

　そう言いながらもしきりに首筋へ手をやっているのは、浮かび上がる痛々しい疵きずのせいか。

　女神官は荷物を大事そうに抱えながら、あえて話題を切り出すことを選んだ。


「……とりあえず、街にはついて──……どうしましょうか」



　そう、問題はそこなのだ。そう考えて、女神官はぼんやりと目を閉じた。

　──いえ、もう問題ではないですね。

　血の巡りが良くなったせいだろうか。砂漠の熱とは違う、心地よい暑さに身を任せる。

　この砂漠の国でも蒸し風呂は一般的で、奥では按摩あんまも受けられるという。

　だが、流石に体を解ほぐしてもらう暇ひまはあるまい。やらねばならない事がある。

　そう──問題ではない。問題を、どう解決するかという話なのだ。

　蟲人ミュルミドンの助けを借りて都入りし、ひとまず宿をとった一党パーティは、既に次の行動へ移っている。

　何はなくとも、まずは休息。そして次の一手を打つための情報収集だ。

　右も左もわからない中でがむしゃらに突き進むのは、それが有効な時以外は無駄なことだ。

　蜥蜴僧侶リザードマンと鉱人道士ドワーフは、食べ歩きがてらに街中を巡ると言っていた。

　ゴブリンスレイヤーは、何やら行くべき場所があると言って、結局は別行動だ。


　女性陣に関して言えば──……。




　──……気を使って頂いた、のでしょうね。



『休め』という端的な一言だったけれど、もう相応の付き合いだ。意図は理解できる。

　かつての時とは違い、選択肢の有無は確かに存在する。自分から言い出せば良い。

　その上で女神官は『はい』と言って、女商人、妖精弓手と共にこの湯屋を訪れたのだ。

　いざという時、気力体力が充実していなければ、神へ奇跡を嘆願できないのだから。

「敵地、ですからね」

　気を緩ゆるめるべき時は緩めて、引き締める時は引き締める。

　女神官はそっと手を伸ばし、壁に据すえ付けられていた水盤から水を掬すくい、顔に浴びた。

　ぴしゃりという水音も、ひやりとした感覚も、火照った顔にとても心地よかった。

「……私は」と、女商人がぽつりと言った。「……商あきないを、しようかと思います」

「あきない？」

　きょとりと長耳を揺らして問うた妖精弓手に、女商人は「はい」と短く頷うなずいた。

「馬車をなくしてしまいましたが、商品足りうるものは幾つも持ち歩いていますから」

　──そういえば。

　女神官は思い返す。ちょくちょくと、鉱人道士が自分の衣服に宝石を縫い込んでいたっけ。

　あれは旅の備えだと言っていたけれど、なるほど、確かにそれはそうだ。

　荷物が失われる事はあっても、衣服含めてまるごと失ってしまう事は、そうそうない。

　彼女はぎゅっと布包を抱きしめながら、「わかります」と呟つぶやく。女商人は頷いた。

「簒奪さんだつ以前には我が国と取引のあった商会もありますから、尋ねてみるつもりです」

「一人で？」

　妖精弓手が目を細めた。同意を求めるように、ひょいと顔を女神官へと伸ばしてくる。

「危なくないかしら？」

「そうですね」と、女神官は唇くちびるに細い指をあてがって考え込む。


「何があるかわからないですし──……依頼人さんで、わたしたちは護衛ですもの」



　いくら彼女が魔術を覚え、剣術を身に着け、元冒険者だからといって、だ。


　この敵地で単独行動はさせられない──……と、あの人なら考えるだろう。



「やっぱり、お一人では行かせられないですね」

「そうですか……」

　心なしか、女商人がしゅんとしょぼくれた様子で俯うつむいたので、女神官は目を瞬またたかせた。

　それから彼女に気づかれないように、そっと目を細めて、笑いを嚙かみ殺ころす。

　妖精弓手も気づいたらしく、くすりと喉のど奥おくで笑いを転がしたのがわかった。

　この友人が年相応の表情を見せてくれるのは、二人にとってとても喜ばしいことなのだった。

「それなら、ここは二、二ね！」

　だからと言うわけでもないだろうが、妖精弓手が勢いよくそう言い放つ。

　彼女はその美しい指を二本、両手それぞれで立てて、びしりと二人に突きつける。

　に？　女神官と女商人がきょとりと首を傾かしげると、妖精弓手は「そ！」と薄い胸を反そらす。

「オルクボルグが一人で行ったのがおかしいのよ。全員二人組、単独行動は危険なんだから！」

　だから女商人も、依頼人とはいえお客様ではなく一人前の仲間扱い、ということか。

　そこまで彼女が考えているかは定かでないが、森人エルフの思慮深さは時として真理を射抜く。

　一瞬目を見開いた女商人が、花の蕾つぼみが綻ほころぶように笑みを浮かべ、こっくりと頭を動かした。

「はいっ。それで……構いません」

　まるで素直な子供のようだ、と女神官は思う。自分だって、そう歳としは変わらないのに。

　いや、その肢体に関して言えば、この中で一番大人びて見えるのは彼女なのだが。


　良いな、という思いは少しある。でも自分が先輩で、彼女は後輩だ。だったら──……。




「なら、わたしと──……」



「私はこの子と一緒にあきない？　に行くから、そっちはオルクボルグの方ね！」

　機先を制したのは妖精弓手だった。

　先程の二本指が今度は人差し指一本。びしっと突きつけるように女神官へ向けられる。

「え、あ」と女神官は戸惑いから瞬まばたきを数度。「わたしが、ご一緒するつもりでしたが……」

「砂嵐すなあらしの時とか、二人べったりだったじゃない。久々に会ったんだもん。私も喋しゃべりたいわ」

　森人が『久々』と言うのが何だかおかしくて、女神官は思わずくすりと笑ってしまう。

　それをからかわれたと受け取ったのかじろと睨にらまれ、彼女は「ち、違います」と手を振った。

「わたしは、それで」と言いつつ、女商人をちらと見る。「……大丈夫です？」

「はい」と彼女は、確かな動きで頷いた。「私も、じっくりお話ししてみたいと思っていました」

「なら決まりね！」

　妖精弓手からの風は強い。なんだか自分まで子供扱いされたようで、女神官は唇を尖とがらせる。

　けれど子供扱いと思ったり、それに拗すねるようでは、尚なおの事子供ではないか。

　そう思い直した女神官は、改めて「わかりました」と頷いた。

「なら、わたしは先に行きますね。ゴブリンスレイヤーさん、単独ソロは慣れてらっしゃいますが」

「でも、まだゴブリン退治までいってないからね」

　妖精弓手がけらけらと笑い、女神官もまた苦笑交じりに頷く。

　そうして荷物を抱えて立ち上がると、女商人が不思議そうな顔をして見上げてきた。

「ところで、どうして鎖くさり帷子かたびらを浴室に……？」

「なくしたりしたら大変だからですよ？」

　妖精弓手は、無言のまま顔を覆おおって天を振り仰あおいだ。
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　外に出ると、どこか懐かしい匂においが漂っていて、女神官は鼻をひくつかせた。

　白茶色──と言うべきだろうか。

　身を清めて湯屋を後にすれば、改めて、広がる町並みはそんな印象を受ける様相だった。

　日干し煉瓦れんがを重ねて漆喰しっくいで塗り固めた家々の連なり。

　硝子ガラス──もっとも透き通った薄いものはこちらの国でも高級だったけれど──のない窓。

　土を踏み固めた茶色い道。吹き抜ける風に乗って舞い踊る砂塵さじん。

　そんな街路を行く人々は、見た事もない格好をして、見た事もない荷物を持っている。

　そしてそれら全すべてを睥睨へいげいするかのように聳そびえ立つ、丸屋根の巨大な宮殿の影。

　──うちの国のお城も、立派だったけれど……。

　戦いくさに備えた城の威圧感ともまた違う、存在としての格差を見せつけるような威容だ。

　しかし、やはりここは街で、ここに暮らすのは人なのだ。

　昼下がり、白金に輝く太陽の日差ひざしは変わらない。

　裸足はだしで走り回る子供たち。道端みちばたに床几しょうぎを用意して盤上遊戯に興じる老人たち。

　どこかの奥方らしい人が、並ぶ店で果物を買っている。

　──あれは、甜瓜メロンですよね。


　前に食べた事がある。そうか、この辺りで採れるものであったのか──……。



　もちろん、明るい部分だけではない。

　四方世界がそれだけでできていないことを、女神官は知っている。

　人の一生を変えてしまうような出来事が──当たり前に起きるのだと、もう知っている。

　本当にそのままで良いのかとは、思っているけれど。

　例えば薄暗い路地の陰には薦被こもかぶりの人々が、欠けた茶碗を前にして座っている。

　角を一本曲がれば、淀よどんだ影の横たわる色街や、阿片あへん窟くつがあるのだろう。

　向こうにある市場で商われているのは、奴隷であるに違いない。

　借金や税の滞納、罪の贖あがない、あるいは戦の負債を清算するために奴隷身分となった人たち。

　それが良いとか、悪いとかではなく──事実として、存在する世界に彼女は生きている。

　──そして、ゴブリン。

　もちろんこの世を脅かす怪物は小鬼だけに限らない。

　というより……小鬼だけに限って見るのは、間違いだ。

　人喰鬼オーガ、異界の大目玉、闇人ダークエルフ、トロル、川をせき止めるものモケーレ・ムベンベ、上位魔神グレーターデーモン、雪の魔女、邪教。

　自分が見てきたものだけで、これほどの脅威がこの四方世界には存在している。


　それよりも小鬼の方が危険だとは思えない。思えない、が──……。



　──ああ……。

　いつだったか、水の街でゴブリンスレイヤーが言っていた言葉が、女神官の脳裏のうりを過る。

　──ゴブリンに狙ねらわれている村と、よく似た空気……。

　人々の顔に、どこか陰りがある。

　風がどこか淀んでいる。

　首筋がちりちりとするような、奇妙な違和感。

　それは一言で言ってしまえば気の所為せいなのかもしれない。

　だが勘働きというのは、いわば経験則の事だとも聞く。

　経験を積み重ねたから感じ取れるようになったのか、あるいはそう思い込んでいるだけか。

「……」

　女神官は判断のつかぬまま、縋すがるように両手で錫杖しゃくじょうを握りしめ、街を急ぐ。

　其処そこ此処ここの辻辻つじつじには衛兵が立ち、半月状の曲刀を腰に帯びて油断なく通りを見張っている。

　街道での出来事を思えば──兵士だからとて、いや、だからこそ、気をつけなくては。

　故に彼女は、目をつけられぬよう素知らぬ顔をして道を行く。

　足早にならず。だけれど、きょときょと辺りを見回したりしないように。

　ゴブリンスレイヤーが訪れると言っていた店は、宿までの行程で通り過ぎている。


　確か場所は、と──……。



「あのう、もし……」

「ふぇっ？」

　不意に横合いから声をかけられ、女神官は我ながら間の抜けた声を出してしまったと思った。

　見れば女神官の傍そばに立つのは、見慣れた──つまり我が国の衣装を纏った、外套がいとう姿の女性だ。

「ああ、やはり！」と人の良さそうなその女性は、女神官を見てにこやかに微笑ほほえむ。

　頭巾ずきんの下から、ひょこりとはみ出た長耳が揺れている。首に下がった、地母神ちぼしんの聖印。

「エルフ……？」

「良かったぁ。同じ国の人だと思ったんですよ。この国の方に聞くのは怖かったもので」

　にこにこと満面の笑みを浮かべて、森人の女性はこちらへ寄ってくる。

　女神官は戸惑ったように視線を彷徨さまよわせた。この事態は想定外だったからだ。

「実は、湯屋までの道を教えて欲しいんです。わかりますか……？」

「は、はい」

　どう答えるべきか。女神官は判断に迷いながらも、こくりと頷いた。

「わかります、けど……」

　何か妙な──微妙なずれを覚えるのは何故なぜだろう？

　妖精弓手や、あの里で多くの森人と接してきたためだろうか？


　今まで出会ってきた森人と比べると、どうも、何か──……。



「やめなよ」

　そんな彼女の思考を遮さえぎったのは、やはり不意に響いた、涼やかな声だった。

　落ち着いたその声は、路地の影から。外套を纏った、赤毛の娘──またしても、長耳。

　赤毛の森人は決断的な歩調で二人の方へ歩み寄り、鋭い目つきでもう一人の森人を睨む。

「モグリでしょ。知ってるよ、そのやり口」


「何を言ってるのです？　私は道を尋ねていただけで──……」



　頭巾の森人は、戸惑いを隠せないといった風で小首を傾げる。赤毛の森人は何も言わない。

　女神官は困惑の目で二人を見比べて、はたと、頭巾を被った森人のそれに気がついた。

　──白い汗だ。

「……すみません、失礼します」

「な……ッ!?」

　思い立ったら即座に動く。それが生き残るコツだという事は、何度も教えられた。

　女神官はさっと手を伸ばし、森人の頭巾の中に手を入れ、頰ほおをごすりと擦った。

　掌てのひらにべったりとついたそれは、汗ではなく、白い顔料──白粉おしろい。

　そして露あらわになるのは、白い肌へまだらに滲にじみ出る、青黒い色。

「闇人……！」

「ち……ッ」

　森人の──いや、闇人の女は鋭く舌打ちをすると、一転、身を翻ひるがえして走りだした。

　女神官はすかさず錫杖を握って振りかぶろうとするが、すぐにそれを取りやめる。


　周囲に衛兵の視線がある中で、派手に騒動を起こすのは得策ではない──……。



「うん、それが正解」

　赤毛の森人は、女神官の様子を見て、にこりと柔らかく微笑んだ。

　──あ。


　女神官は思わず瞬いた。森人の年齢はわからないけれど、思った以上に、若い──……？



「……あれは衛兵と手を組んでる。麻薬の売人と話していたろ、とかすぐに声をかけられるよ」

　ほら。赤毛の森人が示した先では、剣呑けんのんな目をした衛兵がおっとり刀でこちらへ向かって来る。

　女神官は何をどう言い繕うか素早く頭の中で算段を纏めていたが、先に森人の方が動いた。

　彼女は何事かを言おうとする衛兵の前で、すっと不可思議な手付きで手を動かした。

「私たちは誰だれとも話していないよ」

「……」兵士は一瞬戸惑ったらしいが、頷いた。「お前たちは誰とも話していない」

「もう行った方が良いんじゃないかな？」

「もう行った方が良い」

　それは、何か、不可思議な奇術トリックでも見せられているかのようだった。

　衛兵はふらふらとしながらも踵きびすを返し、先程まで立っていた辻へと戻っていく。

「あんまり長くは効果がないんだ。今のうちだよ。行こう」

　ふう、と息を吐いて、赤毛の森人は額ひたいの汗を拭ぬぐい、歩き出す。

　白粉が剝はがれるような気配はない。女神官は用心しいしい、その後に続いた。

「それで」と彼女は振り向かずに言う。「荷物を確認するとか言って、お金を掠かすめ取るんだ」

「つまり、詐欺さぎですか？」

「偽衛兵じゃないから、そうは言わないかも」

　赤毛の森人はそう言って軽く肩を竦すくめたが、女神官は無言のまま、僅わずかに唇を嚙かみ締しめた。

　混沌こんとんの気配だった。

　無論、全ての人が清廉せいれん潔白けっぱくでなければいけないわけではない。神さえそれを望んではいない。

　だが不正、腐敗は混沌の苗床なえどこだ。芽生めばえたそれらは、根を張り、広がり、絡からみついていく。

　そして魔女草ストライガのように、国を枯らして美しい紫の花を咲かせるのだ。

「……どうして」

　ぽつりと呟いた言葉を、赤毛の森人はどうやら違う意味で受け取ったらしい。

「自己満足」と彼女は笑った。「業カルマを積みたかったんだよ」

　女神官は何とも言えぬ思いであったが、元よりそう疑う事に長たけた性格ではない。


　──……というより、なんでも疑ってかかっていては……。



　身が持たないというものだ。深呼吸して息を吐き、肩の力を抜く。

　洞窟どうくつの中と同じだ。警戒すべき時は警戒する。何かが起きたら即応する。

　それに何より、助けられたのだ。まず最初にすべき事は決まっている。

「あの、ありがとうございましたっ」

　女神官は足を止め、ぺこりと深く頭を下げた。赤毛の森人は、一瞬驚いたように目を開く。

　そして参ったなあ、と。何とも恥ずかしげな、はにかむような表情で頰を搔かいた。

「ホントにそこまでの事はしてないんだけど。ええと……冒険者さんだよね？」


「あ、はい」と女神官は頷いた。「黄金の蜃気楼しんきろう亭というお店へ行く途中で──……」



「なら、ちょうど良かった」

　赤毛の森人は、からりと年頃としごろ──十五、六──の娘そのままの笑みを浮かべ、立ち止まった。

「私も、ここに行く途中だったからさ」

　女神官は、はたと気がついて上を見上げる。

　そこにははたして、まさに今この時に現れた幻のように、美しい楼閣が聳え立っていた。
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　扉の奥へ一歩足を踏み入れた瞬間、女神官は圧倒されたと言っても良い。

　楼閣は中央が吹き抜けになった、外見から想像されるより遥はるかに広い建物であった。

　真ん中の円台を見下ろせるようにして、ぐるりと個室が螺旋らせんを描いている。

　そして目に映る全ての調度品が黄金こがね色に輝いていて──けれど、そればかりではない。

　水だ。

　楼の中には水路が設けられていて、そこに贅沢ぜいたくにも大量の水が流れ込んでいるのだ。

　この砂漠で、本当に水を──湯水の如ごとく使えるなんて！

　思わず足を止めた女神官の周りでは、様々な種族の人々が、囁ささやくように会話を交わしている。


「噂うわさによれば、この楼閣は本物の蜃気楼で──……」



「……まだ始まらないのか。予約を何ヶ月待たされたと思っているんだ……」


「騒ぎを起こすなよ。楼主の手勢は、全員手練てだれの──……」




「おい、見ろよ。あそこにいるの、例の大店おおだなの主じゃ──……」



　下半身が蛇へびの女性が尾をくねらせて進み、奥の水槽で歌を口ずさむのは人魚だろうか。

　双頭の給仕もいれば、異様な刺青いれずみを全身に入れた客が酒を傾かたむけていたりもする。

　しばらくぼうっと見惚みほれていた女神官は、はっと我に返って、ふるりと頭を横に振った。

　──いけない。

　圧倒されたままでは、ダメだ。

　手慣れた様子で奥へ入っていく赤毛の森人の背を、女神官は必死に追いかける。

　本当に、目を奪われるような光景ばかりだ。

　硝子ガラス瓶びんに繫つながった煙管きせるから渦巻うずまく匂い。運ばれていく見たこともない料理の数々。

　かつかつという乾いた音がするのは、広げた掌の上で短剣を翻す……何かの賭博とばくであろうか。

　赤面してしまうほど肌も露わな装束しょうぞくで、腰をくねらせ、通路を行き交う女給たち。

　他にも奥の扉の前に立っている獣人は、きっと用心棒に違いない。

　無言で店内を睥睨している様は油断の欠片かけらもなく、かなりの腕だというのが察される。

　筋骨きんこつ隆々りゅうりゅうとした体軀たいくもさることながら、まるで服の下に鎧よろいでも着込んでいるのだろうか。

　異様に節々が膨らんでいて、何よりも──その顔に生えた鋭い角ときたら！

「あの方は、一角獣……でしょうか」

「どうだろう」と赤毛の娘は笑った。「犀人さいびとって言うらしいけど」

　彼女が円台の見える横台カウンターに座ったのに、釣られるようにして女神官も隣の席についた。

　横台の向かいでは、顔を覆う仮面をつけた細身の──女性？──店員が注文を待っている。

「ええと……」

　女神官は、頭上へ掲かかげられるように並ぶ品名メニューを眺めた。

　共通語──だろう。飲み物の名前はわかるけれど、それがはたして何なのかが、わからない。

　その様を見た赤毛の森人はくすりと笑い、ぴんと指を立てて仮面の店員へ告げる。

「お酒の入っていないものってあります？」

「酒は置いておりません」と仮面の店員は首を横に振った。「茶や他の飲み物、食事ならば」

「じゃあ、甘くて冷たい飲み物をお願いします。それと、軽い食べ物。おすすめを」

「あ、わ」と女神官は声を上擦うわずらせた。「わたしも、それで……！」

「畏かしこまりました」

　仮面の店員は、女神官の不慣れな様子を揶揄やゆする事もなく、慇懃いんぎんに頭を下げた。

　彼女──だろうか。女神官にはやはりわからない──が奥に戻り、ふうと一息。

　ふと横を向くと、至極しごくリラックスした様子で、赤毛の森人がゆったりとくつろいでいる。

　その長耳に目を止めた女神官は「おや？」と数度目を瞬かせた。

　森人と言うにはやや短く、けれど半森人ハーフエルフと呼ぶにはやや長いような気がしたのだ。

「森人……の」と、女神官は慎重に言葉を選んだ。「冒険者の方、でしょうか？」

　その言葉を聞いた彼女は苦笑いして、首を横に振った。

「ううん、取替っ子チェンジリング」

　それは確か、只人の夫妻から生まれる、森人のことだったと女神官は記憶していた。

　祖先の血が蘇よみがえったのか、あるいは本当に妖精の悪戯いたずらなのかは、さだかではないが……。

　いずれにせよ人とは異なる生まれだ。相応の苦労が伴う事もあるだろう。

「それに冒険者って言うよりは……」

　だが女神官がそれに何か詫わびるよりも先に、彼女は言葉を続けていた。

　まったく意に介した風のないその姿は、既に自分なりに道を歩んでいることの証拠だろう。

　女神官はむしろ逆に、詫びようとした事を恥じて、そっと目を伏せた。

「冒険屋、かな？」

　赤毛の森人は、そう言ってはにかんだように笑った。女神官には聞き慣れぬ言葉だった。

「冒険屋……」

「お仕事でやってるからさ」

　もちろん、それだけじゃあないんだけどね。そう言い訳するように、彼女は呟く。

「……お待たせいたしました」

　と、ほどなく仮面の店員が戻り、静かに卓上へ杯と皿を並べはじめた。

　透き通った美しい玻璃はりの杯には、とろりとした白い飲み物。

　彫金で彩いろどられた平皿には、黄金色をした焼き菓子のようなものが幾つも重なっていた。

「えと……？」

　見たことのない食べ物に女神官が小首を傾げると、仮面の店員は丁寧な口調で言った。

「固まった桃の樹液を水で戻し、ナツメと氷砂糖で煮込んで、乳を加えたものです」

　こちらは、と、仮面の店員は続けて指先で平皿の上の料理を示す。

「カスベの油茹でになります」

「かすべ？」

「砂海を飛ぶ、大海鷂魚エイの事です」

　──ああ、あの砂海鷂魚サンドマンタの……。

　こくこくと頷いた女神官は、ひとまず地母神へと感謝して、その料理を頂く事にした。

　なにせ店内見渡して、あの特徴的な安っぽい鉄兜てつかぶとは見当たらないのだ。

　であるならば、温かな食事を冷さましてしまう事は、彼女の信仰に反する。

　彼女は祈りを済ませると、そそくさとまずは油茹で、もとい揚げ物を口に運んだ。

「──！」

　熱々のそれは口の中でさくさくと砕け、中に詰まったふわりとした魚肉の感触に変わる。

　まるで焼きたてのバタつきパン、それも小麦粉を使った白パンのような味わいだ。

　なんとも美味なのだが、それにしても熱い。当然、玻璃の杯へと手が伸びる。

「わ……わ……！」

　口の中に零こぼれ落ちるとろりとした飲料は、甘く、冷たく、とても爽さわやかな味わいだった。

　こくりと喉を鳴らせば、するっとそのまま胃いの腑ふまで流れる感触が、何とも心地よい。

「ん……美味おいしいよね」

　赤毛の森人もにこにこと上機嫌で、料理に舌鼓したつづみを打っている。

　妖精弓手は肉や魚を嫌うから、こうして楽しんでいる森人の姿は女神官には新鮮だった。

　とはいえ、そればかりではいけない。遊びに来たわけではないのだ。

　女神官はそっと仮面の店員へと、様子を窺うかがうように小さな声で話しかけた。

「あの、すみません。わたしの一党パーティの方が来ていると思うんですが、見かけませんでしたか？」

「どのようなお客様でしょうか？」

「えと」

　唇に人差し指を押し当てて、女神官は考え込んだ。さて、何と説明したものだろうか。


「鉄兜と、革鎧に、鎖帷子で……。短めの剣と、円盾を腕に括くくった──……」




　──……うん。



　これは外見を伝えただけで十分そうだなと、改めてそう思って苦笑い。

　見れば仮面の店員も、戸惑ったように硬直しているではないか。

「……それでしたら」と彼女？　は言う。「まずは、舞台の方をご覧になれば宜よろしいかと」

「舞台……？」

　目を向ければ、ちょうど楼内の照明が消え、代わりに中央の舞台へ光が落ちた所だった。

　しんと静まり返った人々は、固唾かたずを呑んで、何事かが始まるのを待ちわびているらしい。

　赤毛の森人が、そっと女神官の耳元で囁いた。

「ほら、始まるよ」

　──そう、本当に、始まったのだ。
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　こなたの星砂ほしすなを散らして往いった人々は

　もはやかなたの輝かしき地へ臥ふして久ひさしく

　どうか我が囁きに耳を貸しさぶらえ


　これより語るは、風の音──……






　瀟しょうと鈴の音ねが一つして、微かすかな声が、波紋の如く空間へと広がっていく。

　舞台の上にしずしずと歩み出てきたのは、褐色かっしょくの肌と黒翼を持つ、鳥人の娘だった。

　まだ幼さの残る彼女は、感情の薄い冷たい顔つきで、翼爪よくそうに一振りの曲刀を携たずさえている。

　僅かな篝火かがりびの光を受けて、生きているかのように冴さえ冴ざえと輝く、さぞや名のある刀だろう。

　と、その刀が宙空に放られ、とととんと軽快に娘は足を繰り出し、舞台を駆けた。

　ひれ伏すように翼を地に付けたかと思うと、大きく羽撃はばたいた一瞬で剣を摑つかみ取って一閃いっせん。

　平坦へいたんながらも優美な稜線りょうせんを描く肢体を晒さらして、披露されたのは凄すさまじいまでの剣舞であった。

　舞台裏で奏かなでられる旋律に乗せて、踊り子の娘は剣を振るい、舞を踏み続ける。

　それは英雄譚えいゆうたんだった。遥か古いにしえの、ある女詩人の残した武勲詩ぶくんしであった。

　地底奥底の湖。そこに君臨するは黒い竜。挑むのは、暗黒の城塞を踏破した冒険者たち。

　蠢うごめく小鬼に人喰鬼を蹴け散ちらして、闇の鉱人ドワーフの助けを借りて、ついに深淵しんえんへと降り下る。

　そして水面に潜む黒影へ、唯一気づいた圃人レーアの斥候スカウトが警告の声をあげた。

　途端、長首をもたげた黒竜は、全てを爛ただれさせる恐るべき強酸の息吹を浴びせかけた。

　これを一身に受け止めるは蜥蜴人リザードマンの戦士。しかし鱗うろこは焼け落ち、爛れ、膝ひざを突く。

　すかさず妙齢の神官が治癒の奇跡を嘆願するが、敵の動きは待ってはくれぬ。

　時間を稼ぐべく前に飛び出したのは、楽器を背負った、魔の血を引く美貌びぼうの女魔剣士だった。

　呪いの刃ヘクスブレードが竜の鱗を刻み、その隙すきに立ち上がるは蜥蜴人。

　唸うなりをあげる大金棒に打ち据えられ、たまらず黒竜は湖の暗い水底へと逃れんとす。

　しかし蜥蜴人は偉大なる父祖の名を一声叫び、竜を追って湖へ躍り込む。

　貴様をこれにて撃ち殺せば、この武勲は歌にもなろう。惚ほれた女に歌われるならば本望よ。


　かくて恐るべき黒竜の長首は、水の中、釘くぎを打つかの如くにへし折れた──……。



　踊り子の娘は、言葉もなく歌もなく、ただその剣舞によってのみで全てを表現してのける。

　褐色の肌を淡い桃色に上気させ、珠のような汗の雫しずくが照明によってきらきらと輝く。

　娘の無表情な瞳ひとみが、真まっ直すぐに高座こうざの青年──楼主の方へ向いている事に、何人が気づこう。

　それは、どこまでもどこまでも情熱的で、純粋な、ただ一人のために捧ささげられた芸能だ。

　女神官が思わず赤面してしまうほどに一途いちずで、ひたむきで、いじらしい恋の舞踏だった。

「すごい……」と思わず呟くと、やはり頰を染めた赤毛の森人も「ね」と頷いた。

　この楼閣に集つどった客も、みんな、彼女の舞踊が目当てだったに違いない。

　見惚れたあまりすぐに現実へ戻れなかった女神官は、思わず「ほう」と息を漏らす。

　周囲で響く拍手の音が疎まばらなのも、遠くに聞こえるのも、きっと皆がそうだったからだろう。

　しずしずと頭こうべを垂れて踊り子が舞台袖そでへ消えて尚、まだ舞台に影が残っている気さえした。

「国一番の踊り子、だってさ」

　どこか浮ついたような口調で、赤毛の森人が囁いた。

「はい、それに……竜退治」

　女神官は夢見るように口ずさみ、そっと目を閉じた。あまりにも懐かしい言葉だった。

　本物の──御伽噺や伝説に語られるような──竜には、まだ会った事がない。

　いつか、そんな冒険をする事もあるのだろうか。あの時交わした、他愛たあいない雑談のように。

　出会って喜べるものでも……そんな容易たやすい存在では、竜は決してないのだろうけれど。

「ははは。……まあ、夢はあるけどね」

　赤毛の森人は困ったように笑って、その長耳にかかった髪を払った。

「竜には手を出すな、だよ。警告があるから」

「それは……危ないから、でしょうか？」

「厄介事ばっかりだからだよ、たぶんね」

　彼女は言葉少なにそう言って、くるりと手の内で玻璃の杯を弄もてあそんだ。

「信じるかどうかは、あなた次第だけど」

　はあ。よくわからぬまま、女神官は相槌あいづちを打つ。その様子を、赤毛の森人は見抜いたらしい。

「何か竜退治に思い入れでもあるの？」

「あ、いえ。昔……そんな事を言っていた、仲間が……いた、ので」

　仲間。はたしてそう呼んで良いのか。女神官は、時折迷う。彼と、彼女たち。

　まだ生きているあの娘に、また会いに行く勇気は──まだ持てていない。

　それはきっと、竜と対峙たいじするよりも、勇気のいる事なのだ。

　赤毛の森人は静かに目を伏せ、玻璃の杯を口元に運び、こくりと喉を鳴らした。

「もう会えない友達って、いるよね」

「……そう、ですね」

　女神官は、彼女の過去に何があったかを知らない。

　彼女にしても、女神官の過去など知る由よしもない。

　ただお互いに、置いてきぼりになった事は、言わなくたってわかるものだ。

　──きっと、この人の、それだけじゃあない理由の一つなんだろう。

　女神官が冒険を続ける理由の一つが、あの最初の旅の仲間たちであるように。

　だが、そんな思索が遮られるのも、かつての記憶と同様に唐突なものだ。

　舞踏と思い出の残滓ざんしを吹き飛ばすように、乱雑な騒音が楼の入口近くで響いたのだ。
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「返せ……っ！」



「ここにあるぜ、ほれ……！」


「返せ、剣……っ！　返せ……ッ!!」



　思わず肩をびくりと震わせた女神官が目を向ければ、一人の若者を取り囲む荒くれが数人。

　いや、正確に言えば入口からふらふらと入ってきた若者が、荒くれどもに突っかかったのだ。

　中でも青い鱗の蜥蜴人が、豪奢ごうしゃな鞘さやに入った剣を取り、見せびらかすようにぶら下げている。

　対する若者の方は既にぼろぼろで、散々に痛めつけられた後なのは一目いちもく瞭然りょうぜん。


　殴り倒され剣を奪われた──……そう見て取るのは、あまりにも容易よういだった。



「お前は俺おれに負けたんだ。欲しけりゃお前もぶんどりな」


「くそ……っ。返せぇ……っ!!」



　そしてこの暴漢たちが、寄って集たかって若者から剣を奪い取ったのは、誰の目にも明らかだ。

　しかし涙目になり、それでも怯ひるまず男に飛びかかる若者へ、誰も手を貸そうとはしない。

　眉まゆをひそめ、顔をしかめ、上品な店に不釣り合いな騒動から興味をなくして目を逸そらす。

　この国、この土地では、蜥蜴人によって若者が足蹴あしげにされるなど、日常茶飯事なのだろう。

　──あんまりだ。

　女神官はそう思った。だから彼女は椅子いすを蹴って立ち上がった。

　仮面の店員が微かに舌を鳴らし、一角獣の用心棒が全身の鎧をきしませながら脚を踏み出した。

　そして赤毛の森人は、微笑みながらも小さく溜息ためいきを吐ついた。

「なあ」

　その四人よりも早く、動いた者がいたからだ。

　ゆらりと左右に肩を揺らし酒場に入ったその客の足元で、靴の金具が歩調に合わせ鳴り響く。

　それは革の外套を着込んで軍帽らしきものを被った、密偵と思わしき若い男だった。

「歌と踊りは、静かに楽しむものだと思っていたんだけど」

「あぁ……!?」

　青い鱗の蜥蜴人は、その異様に大きな瞳をぎょろりと密偵へと向ける。

　だが密偵は慌てふためく様子もなく、ゆったりとくつろいだ佇たたずまいで両手を掲げた。

「そう怒るなよ。揉もめ事ごとなら外でやろうって誘いに来ただけさ」

「なるほどな」

　蜥蜴人はぎろりと目を回し、愉快そうにシュウシュウと耳障りな声で笑った。

「良いとも。外でやろう」

　もがく若者から脚を退しりぞけ、蜥蜴人はゆっくりとした動きで楼の入口へ向けて歩き出す。

　その長くくねる尾に続いて密偵が歩き出したのを、蜥蜴人は硝子球の目で認めたらしい。

「てめえみたいな奴やつが無様にくたばるのを見るのが、俺の望みなんだ」

「そうかい」密偵は笑った。「やれるもんならやってみろ」

　そこから何が起こったのか、女神官には、はっきりとした事は分からなかった。

　ただ、異様な素早さで、密偵が蜥蜴人の後頭部を殴りつけた──と、女神官には見えた。

　だがほんの一瞬で、はっきりと何が起こったのかは、まったく認識できなかった。

　ただどたんと音が響いて崩れ落ちた蜥蜴人の手の甲から、鋼線が銀の光のように伸びている。

　それは密偵の帽子を掠めて、楼閣の壁にしっかりと食い込み、埋まっていた。

　蜥蜴人の手の甲から、鋭い棘とげのようなものが発射されていたのだ。

「だから外でやろうって言っただろう？」

　密偵は無感情に鋼線を素手で千切ちぎると、担かつぎ上げた蜥蜴人を無造作に外へ放り出した。

　それで終しまいだ。

　じろりと密偵に睨まれた蜥蜴人の取り巻きは、ばたばたと大慌てで店から逃げ出していく。

　周囲の客らも、用心棒や仮面の店員も、それっきり騒動は片付いたと見て取ったのだろう。

　注目はあっさりと消え失せて、すぐにざわざわとした喧騒けんそうが舞い戻ってくる。

　彼らは口々に舞踏の感想を語っていて、もはや今の争いなぞ頭の欠片にもないらしかった。

「迷惑料だ」

　密偵が外套のポケットから取り出した金貨を弾はじくと、仮面の店員が空中でそれを摑み取る。

　見ればいつのまに抜いていたのだろう、店員の手には毒針のように鋭い刃が握られていた。

　店員は慇懃に剣を収め、丁寧な手付きで金貨をしまい、頷きを一つ。

　それが向けられた先は舞台の袖で、そこには奥に戻ったはずの踊り子の姿があった。

　彼女は剣へ手をかけており、どこかほっとした様子で、楼主の席へ頭を垂れてまた奥へ戻る。


　────わからなかった。



　女神官は目を瞬かせる。彼女には彼らがいつそう動いていたのか、まるで見えなかったのだ。

「どれ……」

　そんな周囲をよそに、密偵は蜥蜴人の手から零れ落ちた長剣を拾い上げた。

　剣は女神官の目から見ても優美な曲刀サーベルで、それは見事な鞘に納まっている。

　ためつすがめつそれを眺めた密偵は、やがて、よろよろと立ち上がった若者へそれを放った。

「わ、わ……！」

　大慌てで抱きとめるように剣を受け取った若者は、目を白黒させて密偵を見やる。

　密偵は帽子の鍔つばを軽く押し上げると、外套に隠された口元に、僅かに笑みを浮かべたらしい。

「ツイてたな」


「……ッ！」



　若者はギュッと剣を抱きしめると、感極かんきわまったのか、礼も言わずに楼閣を飛び出していく。

　駆け抜けていくその背中を密偵は見送ると、それからゆっくりと女神官の方へと向き直る。

　そして彼は、きまり悪げに片手を上げた。

「よう」

「まったくもう」

　赤毛の森人が、「仕方ないな」と言わんばかりに苦笑する。

「用事は済んだの？」

「うん、まあ」と密偵は、ちらと若者が走り去っていった戸口の方へ目を向けた。

「今、終わったかな」

「そっか」

「後は。皆と合流してひとっ走りだ」

　彼と彼女は、何とも親しげな様子で言葉を交わしている。

　それを見れば、もう二人の関係はおおよそ察しがつくというものだ。

　女神官は緊張に体を強こわばらせていたが、椅子から浮かしかけた薄い尻しりをぺたんと下ろした。

「お仲間の方……ですか？」

「うん」と彼女は困ったように頰を搔いて、頷いた。「ウチのね、斥候担当」

「この子は？」

　今度は逆に彼に問われ、赤毛の娘は「ちょっとね」とはにかんだように応じ、席を立つ。

「目立っちゃダメなんじゃなかったっけ？」

「ハン」と密偵は呟いた。「先に抜いたのは向こうショット・ファーストだぜ？」

「格好つけたかったんでしょ」

　赤毛の娘はくすくすと笑った。

「あの歩き方とか、そうだよね。何、あれ？」

　密偵はどうやら図星を突かれたらしく、何か呟いた後、「そうだよ」と諦あきらめたように頷いた。

「……別に良いじゃんかさ。少しくらい」

　ううん。赤毛の森人は首を横に振り、にこにこと機嫌きげん良い小走りで、彼のもとに走り寄った。

　彼女にとっては、きっと密偵が自分と同じような行動を取ったのが嬉うれしかったのだろう。

　それは何となくだが──女神官にも、良くわかる感情であったから。

「えっと」と、女神官は慎重に言葉を探した。「……じゃあ、お気をつけて」

　それはありきたりな言葉ではあったけれど、女神官は心を込めたつもりだった。

　たった一時、僅かに触れ合っただけの相手でも、無事を願う理由には十分過ぎた。

「うん、そっちもね」

　赤毛の森人は柔らかく微笑むと、財布から取り出した金貨を横台に滑らせた。

　仮面の店員はそちらへ目線も向けずに貨幣を受け止め、優雅に頭を垂れる。

「またのご来店をお待ちしております」

「ありがと」

　ひらりと手を振って、赤毛の森人は雑踏を行く少女のように密偵と連れ立って歩き出した。

　二人の背丈せたけは違っていたけれど、並んで歩く様は、もう何年もそうあるのが当然と言った風。

　それをぼんやりと見送りながら、女神官は、そっと溜息を漏らした。

　羨うらやましいとは、思わなかった。
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　変わった取り合わせの二人が奥の個室から出てきたのは、それから程なくの事だった。

「まったく、変なやつが来たと思えば、変な事を聞くものだな。とびっきりの面倒ではないか」

「代金は支払ったつもりだが」

「わかっているとも！　失敬、愚痴ぐちだ。部下が店を構えてから、仕事が増えて叶かなわんのでな」

　ふんと小鼻を鳴らしたのは幼げな娘──圃人、いや、鉱人であろうか。

　髭ひげはなくとも豊かな髪の毛、細身ながらもしっかりと筋肉の詰まっている事を伝える足音。

　上等な衣服を纏い、長靴でがつがつと床を踏み鳴らして歩く様は、大名ビッグネームさながら。

　そんな鉱人の娘はぶつくさ恨み言を漏らして楼主の席を睨み、その後に安っぽい鉄兜が続く。

　薄汚れた革鎧のその男は、液体の詰まった小瓶こびんと、一本の巻物を雑囊ざつのうに捩ねじ込んでいる。

「楼主あいつに文句を垂れると、奴の踊り子ラーケサは狼狽うろたえるか剣を抜くかだ。まったく……」

　鳥人の心酔も良し悪しだとか、踊りと楼の実入りが良いから実際文句も言えんだとか。


　黒砂を操あやつる魔術師、従者たる奴隷上がりの踊り子、仮面の暗殺者、獣人の闘士──……。



　最前線より下がった部下たちへの恨みつらみを延々と呟く割に、娘の口調は満足げだ。

　部下が引退した。それで人手が足りない。だがその部下の店から利益りえきは出ている。現状は是。

　実利主義的な者にしてみれば、現状に愚痴を漏らすのはある種の楽しみなのやもしれない。

　元よりゴブリンスレイヤーに答えなぞ期待していないのだろうから、それも当然だ。

「昔、似たような手合てあいがいた」

　かつかつと短い四肢で歩みを進めた彼女は、不意にぽつりと呟き、じろと鉄兜を見上げた。

「盗賊シーフが塔に手出しできんのは臆病おくびょう故だ。勇気を持ち外壁を登れば良いと、愚かな田舎いなか者ものがな」

「登ったことはある」と、ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。「そいつはどうなった」

「成し遂げたとも」鉱人の娘は、さも当たり前のように言った。「まったく、恐るべき蛮人だ」

　鉱人の娘はしばし押し黙ると、私らしくもないがと呟き、顔をしかめた。

「……他に言うべき言葉が見つからんな。樽たるに乗る者の弟子よ」

　彼女はそう言って居住まいを正すと、その小さな手を安っぽい鎧の冒険者へと差し出した。

「──幸運と勇気を」

「……俺は、自分の運を信じたことはないが」

　ゴブリンスレイヤーは、無骨な籠手こてに包つつまれた手で、その鉱人の手を握りしめた。

「……与えられたものは役立てよう」

「そうしてくれ」

　二人のやりとりは、そうして握手を交わした事で、どうやらもう十分だったようだ。

　鉱人の娘は、仮面の店員や一角の用心棒が頭を垂れる中、意気いき揚々ようようと楼閣を後にする。

　そしてゴブリンスレイヤーはゆっくりと店内を見回し、そして無造作な足取りで歩き出す。

　女神官は、彼が自分のついた横台にやってくるまで、決して口を開こうとはしなかった。

　こうした場所では複雑な手順や作法が必要だと、先だって教わったばっかりだったのだから。

　自分が彼の勤めの邪魔をしては意味があるまい。

「すまん、待たせたらしい」

　そして開口一番、彼ははっきりとそう言ってくれる。

「情報の他幾つか買い物をしたが、思いの外ほか手間取った」

「いえ」と女神官は健気けなげに微笑んで、ゆるりと首を左右に振った。「大丈夫です」

「そうか」

　彼の口調は淡々としていて無機質で素っ気なかったが、女神官はそこに僅かな変化を見た。

　──少し、変わった？

　躊躇ためらいがない……いや、彼は常に躊躇わないものだけれど。それでも、そう思えたのだ。

　──それに比べて……。

　自分は、どうなのだろう。

　この国に来てからこちら、迷ってばかりで、ちゃんと上手うまく動けていたとは、とても思えない。

　まだまだ未熟、右も左もわからぬ駆け出しの新人で、とても昇級なんて相応ふさわしくないのでは。

　羨ましいだなんて、とんでもないのだ。そんな事を考えられるほどの、立ち位置にいない。

　──そんな自信のなさそのものが、ひどく嫌になる。

「……どうかしたか」

「え、あ……！」

　声をかけられ、じいっと鉄兜の庇ひさしの奥を見ていた事に気づき、女神官は慌てて手を振った。

「い、いえ、なんでも、ただ、その……」

　声が上擦る。唾つばを飲み込む。先程の甘い飲み物の味が、ほのかに喉を伝った気がした。

「……お任せしてしまってばかりで、申し訳ないな……と」

　そう、結局は──そこに尽きるのだ。

　何もできていない。

　役に立ってないのではないか。ただ、ここにいるだけではないのか。

　戦闘でもそう。移動中もそう。障害にあたったときも。こうして情報を集めるときも。

　異国の街で盗人に出くわしても何もできず、酒場でも揉め事を止められない。

　そもそもゴブリンスレイヤーと共に最初からこの酒場に来たとして、何ができたろう？

　ただ横に突っ立って、彼の言葉ややりとりを聞いていただけではないのか。

　そんな事を思うと、いつだって彼女は自分が未熟だと痛感する。

　──でも。

　そう思う心と同時に、できる事はできているのではないか、という疑念も浮かぶ。

　例えば、細々とした物を常に持ち歩いて──冒険者ツールは大事だ！──手渡す、とか。

　戦闘で常に周囲を見回して、投石紐スリングやらなにやらを使って、味方の援護をする、とか。

　冒険と冒険の休憩時には、みんなの世話を焼いて、水や食料を配る、とか。

　それに……一党パーティの中で自分にしか扱えない、奇跡だってある。

　もちろん、聖職者としては、あの蜥蜴人の僧侶の方がずっとずっと上だ。

　奇跡についても巧たくみに使いこなせるというわけではない。失敗だってある。けれども。

　──今回は、叱しかられませんでしたし……！

《浄化》ピュアリファイの奇跡に纏わる苦い思い出と、今回の成功。それを考えると、少しばかり嬉しい。

　神様にだって認めてもらえた──というのは驕おごりが過ぎるので、自戒、自戒と繰り返す。

　だが、同時にこうも思うのだ。

　人喰鬼と戦い、水の街の地下水道を踏破、収穫祭で舞い、古城での討伐戦、訓練場での攻防。

　森人の里では失敗してしまったが、《死の迷宮》ダンジョン・オブ・ザ・デッドに挑み、雪山ではちょっとした活躍もした。


　先立っての神酒を巡るあれこれでは、まだまだ未熟さを痛感したものの──……。



　こうして指折り数えていってみると、思いの外、自分は頑張れているのではないか？

　そうでなくば、そもそも昇格の話などこないだろう。

　第一、何でもかんでも全部一人でできるわけがあるまい。

　たとえ勇者様であれ、水の街の大司教アークビショップ様であれ、一党パーティの仲間と共に世界を救ったのだから。

　──いえ、いえ。

　そんな立派な方々と自分を比べてしまうことこそ、増長の証拠なのではないかしらん。

　聖典に曰いわく、己おのれが悟ったと思う時点で、その者は悟っていない。これ即すなわち魔境なり、という。

　結局、女神官の思考はぐるぐると同じ場所をめぐり続ける。

　自信のなさは自分の悪い部分だとわかっているけれど、成長を確信する事もできない。

　なにせ正解のない問いなのだから、これでは自分の尾を飲んだ蛇のようなものだ。

「いや」

　だからこそ──彼がそう言って首を横に振ってくれる事が、彼女には本当に嬉しかった。

「いざという時の手札は、あればあるだけ助かる」

　その声には、いつも通り、ほんの少しばかり言葉が足りなかったけれど。

「……」

　女神官は拗ねたように唇を尖らせかけ、けれどそのあまりの子供っぽさに、くすりと笑った。

　笑うと自然に感情も弾はずむような気がして、彼女はさらに頰を緩め、「良いですか」と言う。

　人差し指をぴんと立て、ことさらに強調するように、わざとらしく。

「それ、褒めてるって思えませんよ」

「む……」

「結局、いるだけで何もしてないって言ってるじゃないですか」

　ゴブリンスレイヤーはそう言われて、鉄兜の奥で低く唸った。

　女神官はつんと澄ましたような顔をして横台の上に金貨を置くと、つかつかと歩き出す。

　そして楼の入口に立つと、くるりと金髪をなびかせて振り返った。その顔には、満面の笑み。

「だから、ちゃんとお役に立って──みせます！」

　それは彼女の決意表明であり、またある種の誓いでもあった。

　これを果たさなければ、たとえ審査で昇格が認められても受け取るまいと決めていた。

　そして──根拠なくとも堂々と、これを言えれば、自信がついてくると思いたかったのだ。

「……」

　安っぽい鉄兜の奇妙な冒険者は、しばし黙った後、いつも通り「そうか」と短く言った。

　だから女神官も、いつも通りに「そうですよ」と返した。

　彼が自分の脇わきを抜けて、楼閣を後にする。女神官はとことことその背を追いかける。

　仮面の店員が、こちらに向けて頭を垂れるのがわかった。

「またのご来店を、お待ちしております」

　女神官は「はい」と、ほんの少し勢いよく応じ、振り返ってぺこりとお辞儀を返した。

　次は──次は一人でも、自信を持って、堂々と訪れる事ができるように。

　そうなりたいと、思ったのだ。

　赤毛の森人のように。魔女のように。大司教のように。あるいは、銀等級の冒険者のように。

「標的は決まった」

「まさかと思いますけど、お城だったり……します？」

「いや」

　そんなやりとりを交わしながら、ゴブリンスレイヤーの後を追って、女神官は扉をくぐる。

　既にあの殴り倒された蜥蜴人も、密偵も、そして赤毛の森人の姿もそこにはなかった。

　さほど長くは店内にいなかったはずだが、外気に触れる感触は、何とも久々に思えた。

　そしてそこでようやく、女神官は先程覚えた、奇妙に懐かしい香りの正体に思い至った。

　──ああ、そうか……。

　たとえ空は違えど、雨の匂いだけは、どこも変わらないのか。

　それがどうしてか、女神官にはたまらなく嬉しく思えたのだった。
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　姫君は宰相が嫌いだった。

　先程まで顔をあわせていた兵士長も嫌いだった。

　もちろん、誰だれもかれも嫌いだというわけではなかったけれど。

　雨のあとの空気を切り裂く砂船に乗るにしては、あまりにも不快な夜であった。

「おや、姫。どうやらご気分が優れないようですな」

　砂船の甲板上を吹き抜ける風ですら消せない、嫌味ったらしく絡からみつくような声。

　それに姫君は、視線で人が殺せるならば殺せただろう鋭さで睨にらみ返す。

「あのようなものを見せられて、気分の良い者がいるわけもないでしょう！」

　高貴な身分にあるまじき、吐き捨てるような言葉だ。それを吹き抜ける砂塵さじんが攫さらっていく。

　腰の曲刀に手を乗せ、都の影を眺めていた宰相は、まるで小馬鹿こばかにしたように鼻で笑った。

　隠すことなく日に晒さらしている青黒い肌は、彼が闇人ダークエルフの血を引いている証拠だ。

「ま、いささか品のない行為ではありましょうな。兵士長の性根しょうねの表れと申しましょうか……」

「どの口が……」姫君は、ぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。「父が生きていたなら、許しはしませんよ」

「まったく、惜しいお方を亡くしたものです」

　宰相は言葉ほどにも思っていない口ぶりでそう言って、ゆるく首を横に振った。

「私としても心は痛むのです。あのような邪法に手を染めた者を、配下に持つなど」

　今度は──それは真実であるらしかった。

　沈鬱ちんうつそうに眉まゆをひそめた宰相は、なるほど確かに、気分が良いわけではなさそうだった。

　姫君の見る限りにおいては、あの現場を目まの当あたりにした時も同じ表情をしていた。

　もっとも、あの場面を前に喜びを露あらわにするようなら、その性根は小鬼並という事だろうが。

「あれは己おのれが何をしているか理解してますまい。ただ、冴さえた考えと思っておるのでしょう」

「理解していない兵士長も、許容している貴方も、所詮しょせんは小鬼と同じという事ね」

　だからこそ、姫君のはなった痛烈な皮肉は、宰相の矜持きょうじをことのほか傷つけたらしい。

　彼は瞳ひとみに炎を燃やすようにぐわっと目を見開き、摑つかみかからんばかりに姫君へ迫った。

「──秩序だけで国が保てるとお思いか？」

「だから滅びたのです」

　しかし姫君は一瞬の怯おびえを押し殺し、その豊かな胸に呼気を吸うと、一息で応じた。

「ですが混沌こんとんにのみ頼る者も、同じ末路を辿たどる事でしょう」

「知った風な口を聞く」

「ええ。あなた、自分がどのように見えているか考えた事がお有り？」

　浅ましく、小賢こざかしく、そして愚かで高慢で──救いようがない。

「あなたには知恵も、勇気もない。あるのは汚らわしく傲慢ごうまんな、力だけよ」

　姫君はそっと息を漏もらし、震える膝ひざを叱咤しったして、決然と前を見据みすえる。

　いくら宰相が彼女をすぐに殺すつもりはないとはいえ、恐怖は常にあった。

　王位を簒奪さんだつしたのだ。姫君から正当な後継者として認められねば、民の反発も起こるだろう。


　それを力で捩ねじ伏せる事も可能だが、けれど余計な手間てま暇ひまをかけたくはない──……。



　故に宰相はあの光景を見せつけ、こちらの心を折りたかったのだろうが、無駄なことだ。

　今の彼女には、ほんの僅わずかながら、立ち続けるための寄よす処ががある。

　飼っていた鼠ねずみを用いて依頼を出す事で、どうにか侍女である二人の友を逃す事ができたのだ。

　彼女たちが、きっと助けを連れてきてくれる。この国の闇を払う、そんな助けを。きっと。

「ああ、そうだ」

　不意に宰相が、こちらへ目も向けず、思い出したように口を開いた。

「お友達の事を思うているのならば、無駄なことだと言っておきましょう」

「……っ」

「我が国の兵が優秀である事は姫もご存知ぞんじのはず。直じきに、刎はねた首をお連れして差し上げよう」

　姫君は何事か言おうと口を開きかけたが、しかし今度は言葉が出なかった。

「時間はもうあまり多くはありませぬぞ。ようくお考えになる事です」

　それきり、宰相は姫君に興味を失ったらしかった。

　姫君は辛うじて膝から崩れ落ちるのを堪こらえ、自身の命と結びついた魔法の砂時計を思い返す。

　砂粒が全すべて落ちれば──その時、姫君の命も魂も奪われ、永劫えいごうを妖霊ジンに弄もてあそばれるだろう。

　宰相としては、そうなっても別に構わないに違いない。

　自我のない操あやつり人形とする手間暇を思ってか、あるいは闇人らしい残虐さ故なのか……。

　猶予ゆうよを与えた理由については、姫君としては想像するよりほかなかったけれど。

　その両手に枷かせがなくとも、その足が鎖に繫つながれていなくとも、今の彼女は虜とりこの身だ。

　そして城に戻れば、居室から出ることも許されなくなるに違いない。

　だけれど──だからといって、その立たち居振舞いふるまいまでも虜囚りょしゅうらしくする必要はあるまい。

　──俯うつむいて泥を見るのではなく、せめて星を見上げていよう。

　たとえ空に、暗雲が未いまだ濃く立ち込めているのだとしても。
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「行ったか？」

「みたいね」

　妖精弓手エルフの言葉に、ゴブリンスレイヤーは岩棚の上で身を起こした。

　久方ぶりと思わしき雨の後、湿った岩と砂の感触は、ひやりと底冷えするようなものだ。

　ましてや夜が訪れる。今夜はきっと寒くなるだろう。

　だがいくら空気が澄んでいたとはいえ、遠く彼方かなたを走る砂船まで見通すのは容易よういではない。

　仮に昼、前に手に入れた革帯と水晶の遠眼鏡とおめがねを用いても、ゴブリンスレイヤーには無理だ。

　上かみの森人エルフの目は、それを軽々とやってのける。

　まったく気負った風もなく長耳を揺らす彼女は、きっとその事に気づいていないのだろうが。

　夕立に紛まぎれて都を抜け出したゴブリンスレイヤーたちは、砂塵の中、西方へと進んだ。

　横堀井戸カナートからの用水が地上へ出て、鏡の如ごとき川となっているのを逆に辿たどれば迷う事はない。

　そうして一党パーティが行き着いた先こそ──夜霧の彼方に聳そびえ立つ、赤黒い城塞の影であった。

　川辺に切り立った岩盤、その上に建てられたその威容。

　このような状況でなければ壮麗であったのだろうが、今となっては禍々まがまがしさしかない。

「この辺りからは岩砂漠ハマダになっとっから、慌てんでも隠れ場所には困らんの」

　砂船をやり過ごして一息。鉱人道士ドワーフが、残り少ない火酒を舐なめるように口に含む。

「しかしま、砂船については知らんが、あの船ァ王族が乗るような立派な拵こしらえだったの」

「という事は、やはり拙僧らが摑つかんだ情報も外れてはおらなんだ」

　のそりと岩陰で身を縮めていた蜥蜴僧侶リザードマンが、その巨体を伸ばすようにして起き上がった。

「拙僧らが聞くだに、宰相殿はあの城塞にご執心とかで、奴隷だのも大量に買い入れてるとか」

　いないとか。呟つぶやきながら彼が顎あごに咥くわえる水袋は、液体が入っているにしてはいやに重たい。

　それも当然、中に詰められているのは水牛の乳で拵えた、どろりとしたチーズなのだ。

　まるで絞り出すかのように喉のど奥おくへと注そそぎ込み、蜥蜴僧侶は「甘露、甘露」と舌鼓したつづみを打つ。

　蜥蜴僧侶はチーズを堪能しながら目玉をぐるりと回し、ちらと女商人の方を見やる。

　腰の軽銀剣に手を当て身を低くしている彼女が、何とも物言いたげに思えたのだろう。

「して、そちらの首尾はどうでしたかな？」

「……私が聞いた限りでも」

　水を向けられた女商人は、一度瞬まばたきをした後、どこか嬉うれしそうな口調で応じた。

「城塞へ搬入される物資の数、武具、兵糧ひょうろう、奴隷などは増えています。ただ……」

「ただ？」

「兵の増員がかかったという話は、都でも聞けていません」

　女商人が緊張の面持おももちで発した言葉に、皆は黙り込んだ。

　考えられる事は多々ある。例えば兵士ではなく、戦奴せんどを増やしている可能性だ。

　槍を持たせて数を揃そろえて突撃させるだけならば、戦奴でも徴兵された平民でも大差ない。

　だがしかし、ただそれだけの事ではないだろう──そんな予感が、確かに女神官にはあった。

　あの赤黒い要塞を前にすると、首筋がちりちりとする感覚があるのだ。

　それが啓示なのか、単なる強迫観念なのかは、女神官にもわからない。


　だが──……。



「……中で増えている、という感じですね」

　ぽつりとそう呟いた言葉を、湿った、砂混じりの風がさらっていった。

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷うなずいた。「まあ、おおよその察しはつく」

　なにも、都で三方に分かれて行った情報収集ばかりではない。

　この国に足を踏み入れてから得た手がかりは、全すべてがあの要塞を示している。

　山賊まがいの兵士。その兵士と連携していると思わしき小鬼の群れ。

　乗騎たりうる悪魔犬を飼いならし、武具を揃え、数も多い。大規模な勢力だ。

　しかし、砂漠には死が渦巻うずまいている。

　砂嵐すなあらし。砂海鷂魚サンドマンタ。日差ひざし。水もなく、食料もない。

　そして蟲人ミュルミドンたちとて小鬼を見逃しはすまい。

　事実、蟲人から受け取った──凄すさまじく精密な──地図を見るが良い。

　この近隣に、あれほどの規模の小鬼どもが隠れ潜める場所はない。

　ただの盗賊シーフや、混沌こんとんの勢力ではない。我慢がきかず、忍耐のないゴブリンならば、尚なおの事。

　では──奴らの巣はどこなのか。

「この要塞のどこかにある、小鬼の謎なぞを解き明かすには──といったところですかや」

「いずれにせよ断定はできん。まずは潜り込まねばなるまい」

　ゴブリンスレイヤーは蜥蜴僧侶にそう返し、雑囊ざつのうより、丸めた莎草紙パピルスの束たばを取り出した。

　興味津々といった体で、横合いからひょいと妖精弓手が広げられたそれを覗のぞき込む。

「なぁに、それ？」

「見取り図だ」

　彼はざっと眺めると、森人の「あーっ」という声を無視し見取り図をびりびりに破り捨てた。

　千々ちぢに裂けた紙片は、あっという間に風にさらわれて砂の彼方へと飛び去っていく。

「ちょっと、まだ見てる途中だったのに！」

「他人に見せず、読み終えたら廃棄しろという契約だ」

　そう言われてしまえば妖精弓手エルフも反論し辛づらいのか、ふん、と不満げに息を漏もらすに留とどめる。

　しかし彼女は一転して長耳をぴんと伸ばすと、その平坦へいたんな胸を思い切り反そらした。

「良いもんね！　今の一瞬でだいたい覚えたから」

「そうか」

　しかし当然ながらゴブリンスレイヤーからの反応は鈍く、妖精弓手はむうと頰ほおを膨らませる。

　女神官は苦笑しつつも、「まあまあ」と宥なだめにかかった。

　こうしたやりとりにもすっかり慣れたな──と、女神官は不意に思う。

　最初の小鬼退治はもちろん、その後も、鉱人道士と妖精弓手のやりとりの度たびに慌てていた。

　──でも、緊張していないのは良いこと、ですね。

　緊張は体の動きを硬くする。咄嗟とっさの判断ができなくなる。女神官は「うん」と頷いた。

「でも、どうやって入りましょうか？　正面から行きますか？」

「私の手形があれば、商人として通してはもらえると思いますが……」

　女神官の問いに、女商人が難しそうな顔をして応じる。

　彼女は形の良い眉まゆを寄せ、親指の爪つめを嚙かむように唇くちびるに当てていた。

　そうして思案している女商人の言葉を、かわって蜥蜴僧侶が引き継ぐ。

「外様とざまの者に、砦とりでの内奥を披露するとは思えませなんだな。ましてや敵国とならば」

　問題はそこにある。ただゴブリンの巣穴に踏み込むのとはわけが違う。手強てごわい巣だ。

　ゴブリンスレイヤーは無言のままに一瞬思案すると、鉄兜てつかぶとを蜥蜴僧侶へと向けた。

「どう見る？」

「英雄伝説を紐解ひもとけば、敵軍に追われる負傷した味方に化けて……というのもありましたなぁ」

「それで入り込めるのか」

　ゴブリンスレイヤーの問いに、蜥蜴僧侶は「成功はしたようですな」と返した。

「それどころでない状況を作り、味方に重要な情報をもたらさんと決死なふりをして、と」、

「何にしたって、客にしろ負傷兵にしろ、天守閣キープまで入り込むンは容易たやすいこっちゃなかろ」

「然しかり、然り。ましてや拙僧ら、別に天守閣が目的というわけではありませぬからなぁ……」

　鉱人道士が髭ひげをしごきながら入れた茶々にも、蜥蜴僧侶はことさら生真面目きまじめに応じてみせた。

　この手の議論において、必要なのはとにかく案であり、考えであり、手札の数だ。

　集団思考であれば、水を差すのが何よりもよろしくない事を、蜥蜴僧侶はよく理解している。

「密ひそかに忍び込めば、どうだ」

　低く唸うなった後、ゴブリンスレイヤーは短く言った。

「忍び込めるとして、だが」

「ま、上策ではありましょうが……いかんせん、警備がさて、どうなっておるやら」

　ぐるんと目を回し、蜥蜴僧侶は尾で地面を打った。ばふりと砂塵が舞い上がる。

「何にせよ、俄雨にわかあめは天恵てんけいでしたな」

「ええ、本当に……」

　そう言って、女神官は曇天を見上げた。つい先程まで、砂漠には噓うそのように雨が降っていた。

　雨の帳とばりに身を隠せば、どこまでも近づくのは容易になってくる。

「それにゴブリンでしたら、そんなに真面目まじめにお仕事はしていないでしょうけれど……」

　女神官は遠慮がちに、けれど普段の彼女よりは積極的に口を開く。

　そう、ゴブリンの巣であれば話は簡単なのだ。

　けれど城塞……要塞？　彼女の中では、あまり区別がつかない。


　今までの経験で、幾度かそういう場所に挑んだ事もあるけれど──……。




　──……火を放つ？



　いやいや。女神官はふるりと頭を振って、思考を元の道筋に戻した。

　囚とらわれてる人がいるかもしれないのだ。それを確かめてからでなければ、使えない。

「兵隊さんたちですと、どうなんでしょうか……？」

「国境を越えた時に会った奴らは、ほとんど盗賊か山賊みたいな感じだったけどねー」

　そんな女神官の思考に気づいた節もなく、妖精弓手がひらりと手を振った。

　さほど勤勉とはとても思えないが、だからといって兵士全員が不真面目と断じるのは早計だ。

　一事が万事とはいえ、白い鴉からすが一羽いても、全ての鴉が黒いわけではないのだから。

「さぁて……」

　思案顔をしていた鉱人道士が、酒壺さかつぼを弄もてあそぶ手を止め、はたと妖精弓手の方へ向いた。

　その顔ににんまりとした意地悪げな表情が浮かぶのを認め、彼女はぴんと長耳を逆立てる。

「また奴隷になって入り込むーとかヤだからね、オルクボルグ！　ぜーったい!!」

　びしりとその美しい指を突きつけるようにすると、妖精弓手はさっと立ち上がる。

　女商人と女神官、二人を守るように仁王におう立っての発言には、さしもの鉱人道士も肩を竦すくめた。

「いえ、その、必要でしたら、わたしは……」

「……私も……」

　おずおずと遠慮がちに口を開く二人の娘へ、上の森人は「ダメよ！」ときっぱり言い切る。

「手段を選ぶなって言うけど、選んで勝つから上等なんでしょうが！」

　だいたいなんでもありにするとオルクボルグは酷ひどいことをやらかすのだ。

　その気持ちは女神官も痛いほどわかるので、「それはまあ……」と曖昧あいまいに濁すしかない。

　だけれど、こうして注文をつけられても、ゴブリンスレイヤーは常に「そうか」と応じる。

　善処する事を苦とも思わないし、だからこそ、皆が彼を頭目リーダーとして選んでいるのだ。

　一党パーティの中で上下はないけれど──皆を見回して決断できるという事は、重要な資質だ。

　ただ頭目の言うことに賛同し、褒め称たたえ、付き従うだけの一党パーティでは、そう長生きできまい。

「──手はある」

　故に彼が常通り、期待通りにそう断言した時も、冒険者たちはまず聞く姿勢に入った。


　その安っぽい鉄兜が向けられた先は──……。



「……？」

　きょとりと不思議そうに小首を傾かしげる、女商人。

　そしてその背後には、彼女が贖あがない、一党パーティと荷を乗せてきた……瘤こぶ付き驢馬ろばの群れがあった。
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「門をォーッ！　開ッけろ──ッ!!」



　凛りんと張り澄ましたその呼び声に、城門の内側で微睡まどろんでいた兵士ははっとして立ち上がった。

　不意に降ふり注いだ俄雨は、何とも物珍しく、見入っているうちに寝こけてしまったのだろう。

　──いかんいかん。見つかったらコレものだ。


　首が飛びかねない。いや、首が飛ぶだけで済めばまだマシか──……。



　兵士は慌てて槍を持ち、要塞の壁面に設けられた矢や狭間はざまを覗き込む。

　そうして門前にかけられた桟橋の上を見て、兵士は息が止まるかと思った。

　そこに佇たたずんでいたのは、見たこともない異国の装束しょうぞくを纏まとう、凛とした美しい娘であったから。

　駱駝らくだを幾頭も引き連れた娘は、腰に煌きらめく銀の剣を帯びていて、物語から抜け出たよう。

「聞こえないのですか！　門を開けろ!!」

　その彼女が、その澄んだ声を再度響かせて、こちらへと呼ばわっている。

　兵士はどぎまぎとしながら、圧倒的に威厳で劣る声を、負けじと精一杯に張り上げた。

「い、いったい何者か！」

「何者!?　何という無礼な口の聞き方でしょうか！」

　返事は、上官の叱責よりも耳に痛く突き刺さる。

　娘は信じられないといった身振りで両手を広げ、その手に握った手形を高々と掲かかげた。

「彼の国よりの商談に参りました。さらに視察の許しを得ています。まさか聞いていないと？」

　兵士はそれを確認しようと夜闇よやみの中で目を凝らすよりも早く、さっと手形は仕舞われる。

　その仕立ての良い服の張り詰めた胸元むなもとに兵士の目は行き、ごくりと生唾なまつばを飲み込んだ。

「どうした、何事だ」

　途端、背後から聞こえた上官の声に、ぎくりと体が強こわばった。

　だが考えてみれば、先程まであれだけ嫌だった上官の存在が、今となってはとても頼もしい。

「それが、そのう……」

　兵士は従順そうな態度を保ったまま、全ての責任を彼へ押し付ける事を決断した。

「異国の商人が商談と視察で参られた、とかで……。指示を願います！」

「なにぃ？」

　上役である隊長にしてみれば、寝耳に水の一報であった。

　──まったく、七面倒臭い事ばっかりだ！

　部下は間抜けで、さらに上司の兵士長ときたら、こんな思いつきばかりをしくさる。

　やれ配置換え。やれ寝台換え。やれ警備の経路を変えろ。そして今度は急なお客だ。

　忌々いまいましいばかりで、ほんの少しの役得やくとく──という名の盗賊行為──がなければやってられん。

　兵士を退しりぞけて覗いた矢狭間の先、美しい娘の姿に、八つ当たりめいた考えが過る。

　仕事を真面目にこなせば文句はないのだろうから、だったら真面目にこなしてやれば良い。

　それでほかがどうなろうが、知った事ではあるまい。

　この澄まし顔の娘が困り、憎たらしい兵士長が困るなら、胸がすっとするではないか。

「わからんな。そんな話は聞いていないが……。確認を取れるまで待たせるしか」

「聞こえていますよ！」

　だがそんな下らぬ考えを、令嬢はあっさりと見透かしていたようだった。

　ぴしゃりと跳ね除けるような言葉に続いて、畳み掛けるように鋭い声が矢狭間を貫つらぬいた。

「知らぬ存ぜぬなど通るものですか！　これは責任問題ですよ。あなた、名前は？」

「え、あ、あ、は……？」

「あなたが情報伝達を受けていなかった怠慢のせいで待たされたと、報告せねばなりません」

　困惑する隊長をよそに、娘の声は一転して穏やかなものへと移り変わっている。

　まるで嵐あらしのようだ。そして嵐が凪ないだ時と同様に、その苛烈かれつさが収まったわけではない。

「あなたの上役に確認するでも、都に早馬を飛ばすでも好きになさい」

　──その後、首がどうなろうが覚悟の上の行動なのでしょうね？

　夜の帳の向こうで、うっすらと微笑ほほえむ娘の顔が、隊長の目にも良くわかった。

　隊長は、ごくりと喉を鳴らす。

　ちらと部下である兵士を見れば、彼は素知らぬ顔で姿勢を正して突っ立っている。

　この後何がどうなろうとも、あの娘も、この兵士も、責任者として隊長の名を挙げるだろう。

　──ええい、クソが……！

　心中、隊長は思う様に神々と風と骰子サイコロを呪った。

　だが呪ったところで状況は好転しまい。

　門を開けて通すか否いなか。だが待たせれば待たせるほど、確実にこの娘の機嫌きげんは悪くなる。

　確かめようがない。隊長はぎりっと歯を食い縛った。

「さあ、早く決めなさい」

　かつかつと、娘がすらりとした足を覆おおう長靴の先で、苛立いらだたしげに地面を叩たたく。

　よく見れば、女の傍そばにはずんぐりとした巨体の男が外套がいとうを被って佇んでいた。

　獣人──いや。頭巾ずきんの端から覗く長顎は、間違いない、蜥蜴人リザードマンだ。

　一人だけのわけがない。当然だ。一人だけなら、どうとでもできたろうが。


　面倒は嫌だ。手間どるのも嫌だ。責任を押し付けられるのもまっぴらだ。何より──……。



　──首が刎はねられるだけで済むならまだしも、あそこに送り込まれるのだけはゴメンだ！

　もはや彼は、己おのれの保身のみを考えて、叫んでいた。

「門を開けろッ!!」

「はい、かいもぉーんッ!!」

　部下が嬉々ききとして叫び、滑車を回して二重になった落とし格子を上げていく。

　──ええい、もう、知るか!!

　いざとなったら逃げ出してしまえと、隊長は腹を括くくって、息を吐いた。





§






「ご苦労様です」

　女商人は幾頭もの駱駝を引き連れて門を潜りながら、にこやかにそう言った。

　迎え入れる衛兵の隊長はといえば、表情が強ばっていて、何とも不機嫌そう。

　なのでその手にそっと金貨を滑り込ませる。このぐらいは手慣れたものだ。

　隊長は一瞬驚いたように目を瞬かせた後、すぐにだらしなくその目元を緩ゆるめた。

　人は感情で動くものだ。そこに時として損得の勘定が加わる。


　何の益もない場所で長々と待たされる者の心に、不満が溜たまるだろう事は──……。




　──……経験則、ですね。



　ひどく苦い味が舌の奥に滲にじむが、貴族として受けた教育が、それを顔に出させない。

　これがより都に近い場所であるか──まともな機密のある場所ならば別だ。

　もしくは、もっと混沌に染まってしまっていたら、却かえって規律が整っていたろう。

　上位者の暴威からは、まだ逃れられる。故に、甘い。


　──もっとも──……。



　女商人にしたところで、そんな目算が立てられるのは、宮廷に出入りしていたからだ。

　冒険者としてだけで活躍していたのでは、きっとこう上手うまくはいかなかったろう。

「え、ええと、では、ひとまずお部屋の方へ……」

「ああ、いえ、結構です」

　おずおずと提案された隊長からの言葉を、女商人はぴしゃりと跳ね除けた。

「視察と申し上げた通り、部屋で待たされていては、出資に値するかわかりませんから」

　そしてにこりと微笑む。自分の意志は堅く、貴方がたの味方ではあるが、容易くはないと。


　それに──……と見上げた先。背後に付き従うのは巨漢の蜥蜴人。



　……ではなく、相応の祈禱きとうを込めて作られた、竜牙兵ドラゴントゥースウォリアーだ。

　すっぽりと外套で全身を覆い隠して武器を携たずさえたその姿は、一見して屈強な傭兵ようへいのそれだ。

　幼い頃に聞いた寝物語では、邪悪な魔術師の下僕として打ち砕かれてばかりだけれど。

　──これで存外、頼もしく思えるから不思議な子ですね。

　自分ひとりでこんな大立ち回りなぞ、心細くてできなかったろう。

　手が震えぬよう、声が震えぬよう、気をしっかと持っておかねば。

「なので、兵舎の方から案内して頂けますか？　寝具に衣類、食事、ご要望は多いでしょう？」

「は、はあ……。むさ苦しい所、ではありますが……」

「お近づきの印に、茶や菓子などもお持ちしておりますから。兵士の皆さんへ、と」

　女商人はそう言って、駱駝で運んだ荷物の方へ、ちらりと意味深な目配せを送る。

　ただそれだけで、相手は都合よく、それが何か自分の望みの物だと誤解してくれるのだ。


「え、あ、そ、それはありがとうござい──……ます？」



「そうなるとまずはこの瘤付きの驢馬を繫つながなくては。倉庫ですか？　それとも囲い場コラル？」

　こちらです？　そう問いながらも、女商人はそのすらりとした脚で勝手に一人で歩き出す。

　どうやら異国の貴人であるらしい。それも要塞へ出資。状況改善。それに茶に菓子？

　不躾ぶしつけな扱いをした後の怖さと、提供される利益りえきは、思考の天秤てんびんを容易く狂わせる。

　慌てて後を追いかけてくる隊長、そしてその部下たちを見れば、効果は一目いちもく瞭然りょうぜん。

　怖い衛視と優しい衛視なんて言葉も良く聞くけれど、ようは単純な話。

　──とかく一方的にまくしたてて、この場で重要な決断をしろ、なんて……。

　そんなの、詐欺さぎの常套じょうとう手段ではないか。

「ですから、申し訳ないですけれど、もう少し付き合っていただきますね？」

　哀れな兵士たちへそう言って、女商人はにっこりと艶あでやかに微笑むのだった。
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　そうして女商人を出迎えるべく、兵士たちが大慌てで走り回っている一方で。

　城塞の基礎たる岩盤、そこへ海の如ごとく打ち寄せる川の水面に、波紋が幾つか現れた。

　俄雨の影響で茶色く濁り、夜ともなれば尚の事に墨すみを流したような暗い水だ。

　当然、誰だれも気づくことなく、ざばりと伸びた手が岩盤に取り付いたのを知る者もいない。

　もっとも、現れたのは美しい森人の娘だ。であれば、認めたとしても現実とは思うまい。

　ましてや水面を蹴けるようにして、ひょいと身軽に岩盤へ脚を乗せて立つのだから尚更なおさらだ。

「……良いわ。他に気配なし」妖精弓手は長耳を引くつかせて言った。「上がってきて」

　ついで、ざば、ざばと水音を伴いながら、次々と冒険者たちが水上へと姿を現す。

　彼らは潜水していたにもかかわらず一切いっさい濡ぬれた様子もなく、息を切らせた気配もない。

　妖精弓手が伸ばした手を摑んでゴブリンスレイヤーが、続いて鉱人道士、女神官。

　最後に蜥蜴僧侶がより大きな波を立て、「失敬」という言葉と共に鉤爪かぎつめで岩を踏む。

　そして彼らの手には、一様に超自然の光が灯ともった指輪が輝いていた。

「いやあ、まっさか砂漠で水に潜るたぁ思わなんだわ」

　鉱人道士がまるで大きな獣のように身を震わせ、のそりと岩棚の上に縮こまる。

　繰り返しだが《呼気》の力があれば濡れずに済むが、そこは気分の問題なのだろう。

「やっぱり、こういう道具って持っておくべきなんでしょうか……」


　対して、女神官は思案顔。あまり金銭に拘こだわってきたつもりはないが──……。



　──やっぱり、優れた冒険者を目指すのでしたら……。

　魔法の道具の一つ、二つは持っておくべきなのだろうか。第七位、青玉ともなれば。

「言っとくけど、この何か変なのの装備は参考にならないからね」

「えっ」

　なんて思案していたら妖精弓手に咎とがめられ、女神官は思わず声をあげた。

　見れば妖精弓手は処置なしと顔をしかめていて、それがちょっぴり不満に感じる。

　だって実際、この指輪は結構役に立っているように思うのだ。

「ならないからね」と上の森人は繰り返し、「で、どうするの」とゴブリンスレイヤーへ問う。

「潜入する」

「だから、どこから？」

　決まりきった事だとばかりのゴブリンスレイヤーに、妖精弓手の目と長耳が吊り上がった。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜の下で低く唸ると、暗闇くらやみの中を手探りに、岩盤伝いに移動する。

「最初は、便所穴から潜り込む事も考えたがな」

「うえ」

　妖精弓手が勘弁してと言いたげな声をあげた。

　もしかすると、要塞の頭上に張り出した部分に、嵌はめ込こまれた木の板を見たのかもしれない。

「穴が小さくて途中でつっかえては、あまりにも間抜けだ」

「ま、かみきり丸よ。耳長娘なら突っかえる事はなかろうて。なんせこの金床だもの」

　鉱人道士がそう言って、くっくっと喉の奥で押し殺した笑い声をあげた。

　むっと妖精弓手が不満げな声をあげ、女神官もまた自らの貧相な体軀たいくを見下ろして赤面する。

「ちょっと鉱人ドワーフッ！　引っかかるならどう考えたってあんたのその樽たるみたいなお腹なかじゃない！」

「それに便所となったら、肥こえ喰ぐらいの類たぐいがおるかもしれんからのう」

　そんな抗議をさらりと流した鉱人道士は、にんまりと意地悪く笑って、妖精弓手を見上げた。

「戸板をひっくり返すなよ、耳長の。こっちにゃ、屍しかばね喰いの大長虫がおるかもしれん」

「鉱人が戸板の上から踏めば潰つぶれるでしょうよ」

　ふん。妖精弓手は澄まし顔で鼻を鳴らすと、それっきり反論もせず黙り込んだ。

　彼が何を探しているのか女神官には見えなかったが、他の者にははっきり見えたようだった。

「ここだ」

　そう言ってゴブリンスレイヤーの革かわ籠手ごてが摑んだのは、岩盤へ埋め込まれた格子戸だった。

　女神官が岩から滑り落ちないよう、そっと身を乗り出して見ると、まるで牢ろうの鉄格子のよう。

　ご丁寧に錠前と蝶番ちょうつがいが備わっている辺り、嵌め殺しではなく開閉が想定されているらしい。

　ただ気になったのは、錠前の鍵かぎ穴あながない──正確には外側にはない辺りか。

「これ、通用口……ではありませんよね。……出たとしても水の上、ですし」

「当たらずとも遠からず。通用口と言えば言えなくもありませぬなぁ……」

　蜥蜴僧侶が愉快げに呟き、ぐるりとその目を回した。彼は舌を出して、錠前に鉤爪をかける。

「ま、何にせよここは野伏殿の出番かと思いまするぞ」

「はいはい。……本職じゃないんだけどね。退どいて」

　妖精弓手がするりと前に出て、仲間が退しりぞいた隙間すきまに身を潜り込ませる。

　彼女は細くしなやかな腕を格子の隙間に差し入れ、手首を折り曲げ、針の如き小枝を鍵穴へ。

「ああ、もう、面倒くさいなあ、これ……」

「文句言うない」と、ぼやく彼女を鉱人道士が嗜たしなめる。

「なぁに上手くいかんかったら、ぶっ壊しゃ良いんだ。気楽にやれい、気楽に」

「それこそ気楽に言わないでよね」

　頰を膨らませるという森人らしからぬ仕草を見せた妖精弓手は、ややあって「よし」と頷く。

「外れた。行きましょ」

　がちゃりという音と共に落ちた錠前を空中で摑み、意気いき揚々ようようと彼女は格子戸を押し開けた。

　一歩踏み込むと、そこはさながら薄暗い洞窟どうくつのような場所である。

　床こそなんとか石畳らしく削られてはいるものの、むりくり岩盤を掘り抜いたのは明らかだ。

　其処そこ此処ここにごつごつと大岩が張り出していて、鉱人道士がつまらなさそうに鼻を鳴らす。

　鉱人に任せれば、もっと美しい石室が作れただろうにと言わんげだ。


「ま、只人ヒュームにしちゃ立派だの。努力は買うが────……」



「うえ……」

　その言葉を遮さえぎるように、真っ先に中に入っていた妖精弓手が顔をしかめて呻うめいた。

　洞窟の中は、涼やかな風の抜ける川辺とはまるで違った、すえた異臭が立ち込めていたのだ。

　生きながら腐敗していく人の肉や汗、汚物の入り混じった、死臭とも言えるそれ。

「──牢獄っつうんは、やっぱどうもな。気分良い場所たぁいかねえな」

　がしゃりという物音で、女神官は自分の脚に今触れた重たいものが、鉄鎖と枷かせだと気づく。

　慌てて飛び退のこうにも、あちこちには岩が飛び出している。

　まだ暗がりに目が慣れていない今、女神官は身を縮こまらせて、立ち尽くすしかない。

「そんで一方通行。そらそうだわな」

「ああ」

　短く応じたゴブリンスレイヤーが、雑囊から取り出した松明たいまつへ火打ち石を叩く。

　ぼう、と橙色だいだいいろの炎で照らしだされたのは、なるほど確かに、岩屋の中に設けられた牢獄だ。

　岩のあちこちには深々と杭くいが打たれ、鉄枷が繫がれている。

　だが何よりも女神官の目に止まったのは、ひどく高い所に設けられた、棚のような空間だ。

　牢獄から石を削り出した階段を上って、ちょうど踊り場にあたる部分。

　しかしそこから先へ続く道はなく、打ち込まれた木の梁はりによって行く手は遮られている。


　下から吹き抜けになって眺める事ができるその梁には、木の荒縄が垂れ下がって──……。



「あ」と女神官は思い至り、声をあげた。「捕らえた人の首を吊つって、格子戸から……!?」

　死体を、捨てた。

　その言葉を口にするのは憚はばかられて、女神官は喉を詰まらせる。

「どこの城でもこんなものでしょうや。川だ湖だのの隣に建ってれば、尚の事」

　それを宥めるように蜥蜴僧侶はそう言って、その両手で奇怪な合掌を行った。

　遅れて、女神官も戸惑いながら手を組み合わせ、短く祈りの言葉を口にする。

　蜥蜴僧侶にしてみれば、遺体が水に流されて、魚に食われるのは当然の弔とむらいなのだろう。

　女神官にとってそれは違和感があったが、だとしてもこの場で鎮魂を祈るのは同じ。

　二人の聖職者が各々おのおのの信仰に依より死者の安息を願う中、ゴブリンスレイヤーは床を調べだす。

　汚物貯め、食器、いずれにせよ乾ききり、餓死させられたのでなくば使われた痕跡はない。

「しばらく囚人は入れられていないようだな」

「ま、今も他に誰も捕まってないものね」

　ゴブリンスレイヤーの呟きに、妖精弓手が面白おもしろくもなさそうに応じる。

「只人って残酷よね。百年も生きられないのに、その何年も閉じ込めちゃうなんてさ」

「だから罰になる」と彼は鉄兜の中で低く声を漏らし、首を横に振った。

「つまり今行われているのは罰ですらなく、処刑という事だな」

　何にせよ、囚人がいないのは予想通りだ。となれば、看守の類もいまい。

　今頃いまごろは女商人が兵士たちをうまい具合に集めているだろう。だが、その時間も有限だ。

「どうだ」

　ゴブリンスレイヤーは、牢屋と城内を区切る分厚い鉄扉の前に立って言った。

　促された妖精弓手が扉を軽く調べて、極きわめて上品で絵になるような仕草で舌打ちをする。

「これは無理かな、できても時間かかりそう」

　さもありなん。ゴブリンスレイヤーは頷き、その革籠手で扉と壁の継ぎ目を軽くなぞった。

「であれば、蝶番はどうだ？」

「鉱人にかかりゃあな」と鉱人道士は掌てのひらに唾つばを吐いて、馴染なじませた。「ちくと、待っとれ」

　扉を外すまでのちくとは、ほんの二分ほどであった。

　迷宮だの遺跡だのの探索で、こんな事を逐一するわけにもいかないが、そこはそれ。

　何事につけ、あらゆる行動の有利不利とは、時と場合と状況によるものだ。

　今回は錠前を外すよりもこちらの方が良いとなれば、冒険者たちに躊躇ためらいはない。

「……」

　だが、そうしてぽっかりと開いた暗黒への入口。

　それがどうしてか、女神官には小鬼の巣穴に思えてならなかった。
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「おや。また一人気をやってしまいましたか」

　また一人、詰め所の兵士が、ふらりと力なく崩れ落ちて床に倒れ、意識を失った。

　それを眺めて低い声で呟きながら、女商人は頰に一筋、冷たい汗が伝うのを感じる。

　──失態でした。

　そう思う。

　特に対面に座す兵士が、鬼気迫る目つきでこちらを睨にらみつけているとなれば、尚の事。

「……どうしました？　そちらの手番ですよ」


「……ッ！　わかってらぁ……！」



　兵士は苦虫を嚙み潰したような顔をして、卓上に突き立っていた短剣を握りしめた。

　ぐっと掌を天板に押し付けるように広げると、深呼吸を一度。

「砂時計が落ちるまでに、二十回だ」

「受けましょう」


「よし！　……お、お……ッ！」



　次の瞬間、彼はその刃を勢いよく次々と指の間へ突き刺し始める。

　しくじれば指を落としかねないが、躊躇ちゅうちょしてはいけない。それは負けを意味する。

　刃を突き立てる回数と速度が、この賭かけ──マンブリーペグの要点なのだから。

　玩具の短刀五本に本物を一本混ぜ互いに刺し合う、城塞都市式ルーレットより穏当だが……。

　──本当に、失態でした。

　女商人は、重ね重ねそう考え、顔に後悔と緊張とがにじまぬよう苦心する。

　この要塞を訪れてから、彼女がその表情を露あらわにしたのはたった一度だけだ。

　衛兵たちの詰め所で、彼らに茶や菓子などを振る舞った時ではない。

　日頃ひごろから締め付けられた兵士たちが、我先に集まってきたのを捌さばいた時でもない。

　一人の兵士が、悪ふざけに彼女の身体に手を伸ばして触れた、その時だけ。

「ひっ!?」とまるで年頃としごろの娘のような悲鳴を漏らし、払い除けてしまった時だけだ。

　しまったと、思ったときにはもう遅い。明らかな嫌悪けんおの声は、誰にとっても不快なものだ。

　普段楽しめない甘味、美しい──自画自賛でなくば──異国の女に傅かしずかれ、上機嫌。

　そんな空気は一変し、疑心に満ちた視線が女商人へと突き刺さる。

　そこで、思わず一歩たじろいでしまったのも、よくはなかったのだろう。だが……。

　──ゴブリンに、見えたのだもの。

　一瞬、ごうごうと吹き抜ける吹雪ふぶきの音が聞こえた気がした。

　あの晩から何もかも変わってなんかいないのではないか、という風に思う。

　友達と出会えたのも、その後の冒険も、今日までの旅路も、全ては都合の良い妄想。


　自分は未いまだに、あの雪の中に閉じ込められているのではないか──……。




「────」



　ず、と。背後で竜牙兵が動くのを感じた。

　知らず、は、は、と浅く速い呼吸になっていた女商人は、ちらとそちらを見やる。

　無論、外套と頭巾で覆い隠されたその長顎の骸骨に、表情などあるわけもない。

　自我などなく、ただ主人からこの娘を守れと命じられただけの骨人形に過ぎない。

　その手に握っているのも、彼女が街で調達した、無骨な数打ちの鉄剣だ。

　けれど守ってもらえるというのは、あの時にはありえなかった事だ。

　そして、皆に助けてもらった以上、もはやただ守ってもらうばかりではいけない。

　深呼吸を、一つ。

　女商人は、「大丈夫です」と気丈に微笑んで、そっと竜牙兵を押し留めた。

「……紳士的に行きましょう」

　そう言って、彼女は上着を脱いだ。汗ばむ肌にシャツが張り付いているのがわかる。

　困惑か、期待か、好き勝手にどよめく兵士らを無視して、右手が腰から軽銀の短剣を抜く。

　そして左手をテーブルの上に広げ、彼女は花が綻ほころぶように微笑んで、こう言い放った。

「マンブリーペグはいかが？　まさか百戦錬磨の殿方が、怖いとは仰おっしゃいませんね？」

　じゃらりと金貨銀貨を卓上に積み上げれば、後はこの通りだ。

　興奮と酩酊めいていに突き動かされた彼らは、一も二もなくこの危険な遊戯に飛びついた。

　緊迫する博打ばくち。交互に刃を突き立てる度、固唾かたずを呑んで見守る兵士。

　緊張に耐えきれず遊戯を降りた者を「どけ、次は俺おれだ！」と押しのけて、幾人も。

　だが、徐々にその手付きが覚束おぼつかなくなっていく。

　指を刃が掠かすめるもの。手の甲を刺してしまうもの。ふわりと漂う鉄錆てつさびの臭い。

　そうしているうちに、ふらり、ふらりと疲弊したように兵士たちは崩れ落ちていく。

　目の前の対戦相手は、残りあと数人だという異常さに気がついているのだろうか。

　気づかないでいてくれれば有あり難がたいが──気づかれないように振る舞わなければなるまい。

　なにせ彼女の衣服に焚たきしめた香は、思考を惑わせ、酩酊を誘うだけでしかないのだから。

　食料に仕込めば勘付かれる薬も、異国の娘が纏う香水となれば、気づかれぬものだ。

　ましてや──またとない娯楽と欲望に興奮し、熱狂しているなら、薬の巡りも早くなる。

「ほら、次はそっちだぜ、お嬢さん！」

「ええ。……二十回でしたね、そちらは」

　女商人は内側に棘とげのある指輪を撫なでて指を刺激し、意識を覚醒かくせいさせながら呟く。

　そして財布から、一摑みの金貨を場に投じ、くるりと砂時計を返して言い放った。

「では、私は三十回で」

「ぐ、ぬ……！」

　このマンブリーペグに、必勝法はない。

　もしあるとすれば、ただ冷静に的確に正確に、この三つを心掛ける事に尽きる。

　そうすれば──ただ焦あせった相手が、指を落とすか、あるいは緊張に耐えきれなくなるだけ。

　──そう、この程度が何ですか。

　たとえ指に刃を落とそうが、そんなものは、首筋に焼き付いた烙印らくいんと比べるべくもない。

「始めます」

　女商人はちろりと赤い舌で薔薇ばら色の唇を舐めると、勢いよく短剣を振り下ろした。





§






「まったく……こら未完成もええとこだわい」

　鉱人道士は短い手足を駆使し、断崖を渡るように据すえ付けられた木の櫓やぐらをよじ登った。

　岩盤に掘られた地下道はもはや洞窟といっても過言ではなく、天然の亀裂が幾つもあるのだ。

　となればこの辺りに衛兵が来ないのは無理もない──のかもしれない。

　鉱人より背丈せたけも四肢の長さもあるとはいえ、女神官ですら移動には一苦労なのだ。


　体力があろうとも、完全武装の衛兵が毎日ここを通らねばならないのは──……。



「それに、しても……」と、どうにか呼吸を整える。「人が通る事を、考えてない……みたい」

　いったい幾つ目だろう。上の足場に飛びついて、しがみつき、必死になって身体を上げる。

　思わずへたりこんで息を吐いても、誰も責めたりはしなかった。

　不幸中の幸いと言うべきか、地下に満ちた空気は冷え込んでいて、さほど暑くはない。

　これで日中の砂漠の如き熱気が渦巻いていたら、とても探索は進められなかったろう。

「あるいは、意図的に通れぬようにしておるのやもしれませぬなぁ……」

　一方で、蜥蜴僧侶はさして消耗した様子を見せていない。

　体軀が大きい、膂力りょりょくもある、そして手には鉤爪、脚には蹴爪けづめ。

　するすると手がかりを摑んでよじ登っていくさまは、ヤモリの類と言われても違和感はない。

「意図的に？」

　問うた女神官へ、蜥蜴僧侶は「然り」と頷き、こりこりと鉤爪で自分の長顎を軽く搔かいた。

「封じ込めておきたいのでしょうや。見たくも触れたくもない何かを、この地下に」

「どっちにしたって迷惑極まるって話よ」

　不満たらたら。露骨に機嫌悪く言いながらも、妖精弓手の身のこなしは軽々としたものだ。

　ととん、と。水切り石のような軽かろやかさで木の足場を駆け上がり、腰に手をあて身を捻ひねる。

「今どこにいるかもごちゃごちゃになりそう」

　そう言って妖精弓手は、鬱陶うっとうしそうに長い耳を揺らして顔をしかめた。

「地下だと、よくわかんないのよね。──遠くから、泣き女バンシーの声みたいなのがするし」

　それは、女神官も地下に脚を踏み入れた時から気づいている事だった。

　洞ほらを吹き抜ける風が、岩と岩の間を通る際に奏かなでる音なのだろうか。

　死を直前にしたものの、断末魔の叫びにも似た……。

　──亡くなった方の骸骨を風が通り抜けると、きっと、こんな……。

　そんなくだらない妄想が脳裏のうりに浮かんで、女神官はふるりと頭を振った。

「だが、集中しろ」

　妖精弓手の軽やかさとは異なり、ゴブリンスレイヤーは手足を一つずつ着実に動かしていく。

　一党パーティの中で最も重装備であるのだが、慣れた動きは斥候スカウトとしての技量を現している。

　彼が転げ落ちるのはよほどの不運か──あるいは、妖精弓手が蹴り落とした時くらいか。

　目前にあるすらりと伸びたしなやかな脚を避けて、彼は足場の上に身体を引き上げた。

「罠わながあるぞ」

「それはわかってるってば」

　澄ました風に応える妖精弓手の視線の先は、もはや洞窟ではなく、迷宮と化していた。

　先程からところどころ──あるいは上に向かうにつれ、か？──現れる、人工的な区画。

　石材を組んだ壁、敷石の並んだ床。だが、そこに微妙な違和感が存在する。

　それは僅わずかに飛び出した敷石であったり、歩く度にかたかたと揺れる床である事もあった。

「どれ、わしが見ようかね」

「良いわよ」と妖精弓手は、用心しいしい応えた。「外すより避けた方が早いもの」

　そう言って彼女がすっと石畳の上に爪先つまさきを下ろすと、途端に床から鋭い光が飛び出した。

　それは幾本にも連なる長く鋭い銀の棘で、無謀にも通路に飛び込んだ者を貫き殺す死の罠だ。

　何も考えず駆け込んだり飛び込んだりすれば、待ち受けているのは無残な死以外にない。

　妖精弓手はその上の森人として培つちかった敏捷びんしょうさで、そっと静かに棘の狭間を抜けていく。

「……っし」と、ほどなくして彼女は小さく快哉かいさいを上げた。「良いわ。ゆっくり通って」

　後は彼女の言を信じ、同じ道順で棘の間をすり抜けていくだけだ。

　そして一党パーティの誰も、妖精弓手の発言を疑う事はない。

　信頼できず、どうして冒険ができるというのか。もし間違っていても、彼女のせいではない。

　失敗したのが斥候役なら、斥候役に任せると判断した側も失敗している。

　宝箱を開封するのが斥候役なら、怪物どもと切り結ぶのは前衛だ。

　その間、術を唱えず立っているだけの呪文じゅもん遣いも、いざとなれば仕事が待っている。

　であれば、優れた冒険者の一党パーティにおいて、役割における優劣などは存在し得ない。

　一党パーティは、一蓮いちれん托生たくしょうなのだ。

「……服とか、ひっかかって破けてしまいそうですね」

　とはいえ、神官衣を着ているとこういう罠の突破は難儀してしまう。

　いくらすり足で通れば良いとはいえ、服がひっかかって転げれば、罠に飛び込むのと同じだ。

　慎重に慎重にと、顔を強ばらせているのを見て、妖精弓手がくすりと笑う。

「大丈夫よ。どっかの酒樽さかだるの方が、よっぽどつっかえてしまいそうだもの」

「だぁっとれ、金床たァ違うんだ。筋肉がみっしりつまっとるでな……！」


　それを言ったら一番難儀しそうなのは、一番の巨体と長尾の主な気がするのだが──……。



　──なんて、言ってはいけないですよね。

　女神官は思わず笑ってしまった顔を隠すように俯うつむかせ、黙々もくもくと脚を動かす事に集中する。

　隊列は、いつもの通りだ。

　妖精弓手とゴブリンスレイヤーが前、間に女神官と蜥蜴僧侶、後に鉱人道士。


　だから自分がもたもたしてはいけないと、そう思って懸命に針山を抜ける、と──……。



「……？　どうかしましたか？」

　目の前で、ゴブリンスレイヤーと妖精弓手が身を低くして脚を止めている。

　無論のこと女神官とて、それで状況を理解できないほど未熟ではない。

　彼女は素早く両手に錫杖しゃくじょうを構え直し、自分の立ち位置を探りながら状況への備えを始めた。

　呼吸を整え、意識を研ぎ澄ませ、いついかなる時でも祈りを捧ささげられるように、だ。

　それは鉱人道士と蜥蜴僧侶、ひいては一党パーティの全員にも言えること。

　中途半端ちゅうとはんぱな剣の刃が輝き、イチイの大弓の弦つるが絞られ、触媒の鞄かばんを探り、爪爪牙尾。

「後方は任せる。棘があるとはいえ、回り込まれたらことだ」

　頷いた鉱人道士と蜥蜴僧侶が最後尾に立って、背後に広がる岩窟へ睨みを利きかす。

　女神官は隊伍たいごの真ん中に立ち、前後どちらからの襲来にも対応できるように身構えた。

「やりすごせるか？」

「無理でしょうな」と、ゴブリンスレイヤーの問いに蜥蜴僧侶が応じた。

「後ろは棘。一本道。こちらは大所帯。向こうの数が少ない事を頼むより他は」

「押し通るべきだな」

　そんな短いやりとりを経て、一党パーティの方針は迎撃に固まった。

　やがて行く手の暗闇の中に、それが見えた。

　いて欲しくはなかった。だが、いるだろうとは思っていた。

　子供のように低い背丈。兵士を戯画化したかのような醜悪な模倣もほうと装備。そして緑の肌。

「小鬼!?」

「ＧＯＯＲＧ!?」

　双方ともに望んだわけではない、不意の遭遇戦である。

　けれど槍と鉄帽を装備したその小鬼より、戦闘を想定していた分、冒険者たちが一手早い。

「やるぞ！」

　そう言ってゴブリンスレイヤーが低い姿勢で飛び出すと同時、妖精弓手の矢が走る。

　鉄兜の脇わきをすり抜け追い越し空間を貫いた木芽きめ鏃やじりの矢は、そのまま小鬼の眼窩がんかへ突き立った。


「ＧＯＧＧＢ！？！？」



　鏃はそのまま脳をかき混ぜて息の根を止めるが、ゴブリンスレイヤーの勢いは止まらない。

　それは最初の一匹であって、決して最後の一匹ではないからだ。

「ＧＯＯＲＯＧＢ!!」

「ＧＯＢＢＧ！　ＧＲＲＢＧ!!」

　ゴブリンの強さは、数だ。

　揃いの武具を身に着けた醜悪な兵士の集団が、ばたばたと闇の奥から飛び出してくる。

　ゴブリンスレイヤーは迷うことなく右の剣を振りかぶり、投げ打った。

「ＧＧＢＧＯＯＲＯＧ!?」

　妖精弓手の矢とは比べるべくもない速度だが、小鬼を殺すには十分だ。

　自信過剰から先陣を走っていた小鬼が喉に刃を生やし、宙で仰向あおむけに一回転して倒れ込む。

　その屍を容赦なく踏み越え小鬼どもが押し寄せる頃には、空からの手が床から手槍を拾っていた。

　左手の松明を目眩めくらましに盾を掲げ、低い姿勢から上向きに穂先が繰り出される。

「ＧＯＢＢ!?　ＢＧＲ!?」

　喉を貫き通せば、たとえ即死せずとももう戦えない。がぼがぼと濁った音が響くばかりだ。

　ゴブリンスレイヤーは血泡を噴く小鬼を蹴倒けたおし、槍を離すと二匹目の小鬼の軀むくろから剣を抜く。


「これで、三──……」



　呟きながら彼は鉄兜の内側より、素早く相手の数を探る。通路の奥から迫る足音。その数は。

　──十か、そこらか？

　認められる範囲ではそう多くはないが、後続がさらに来ると面倒だ。突破が最優先。

「光！」

「はい、いきます！」

　女神官は素早く戦況を見て取り、正面を見据えたまま、ととっと数歩後退する。

「後ろは問題ねえぞ！」

「やりませい！」

　蜥蜴僧侶と鉱人道士の二人と背を合わせ、前衛二人の背を視界に納め、紡つむぐ祈りは一息に。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》!!」

　眩まばゆい光が、不浄な要塞の地下通路を真っ白に清めていく。

「ＧＢＢＯＧＯＢ!?」

「ＧＯＧ!?　ＧＧＲＧＢ!?」

　その聖なる光に浮かび上がるのは、たまらず悲鳴をあげ、目を覆って仰のけ反ぞる小鬼どもだ。

　何をもたもたしているのか、区画に入るところで詰まって、さほどの近距離ではない。

　ゴブリンスレイヤーはその間合いを一息に駆け抜け、手近な一匹へ思い切り脚を叩きつける。

　蹴り飛ばされた小鬼が無様に床の上を転がり、何かに突っかかって仰向けに一瞬弾はずんだ。

「ＧＯＯＲＧＢ!?」

　と、次の瞬間、無慈悲な刃が上下より飛び出し、じゃきんと文字通りにその体を嚙み切った。

　吹き出す臓物と血潮ちしおが、小鬼の死体の病的な痙攣けいれんによって辺りへと飛び散る。

　女神官の顔が思わず引きつるほどの、残酷な罠。小鬼どもはこれを越えるのに難儀したのか。

　しかしゴブリンスレイヤーにとっては、好都合の一言だ。

「四。罠があるな」

「だから、わかってるってば！」

「押し込むぞ」

　ああ、もう！　妖精弓手は典雅な森人語で悪態をつき、矢筒から木芽鏃の矢を抜いた。

　彼女がその鏃に口づけると、たちまち芽吹いて花咲き枯れ落ち、実を結ぶ。

　その木の実の矢をぐいと大弓から放てば、小鬼どもは強烈な一撃を受けて大きくよろめいた。

「ＧＯＧ!?　ＧＯＲＧＢ!?」

「ＧＧＯＢＢ!?」

　さらに実は小鬼を吹き飛ばすと割れ砕け、ぱっと種を飛び散らせる。

　その種が釣瓶つるべ撃ちにゴブリンどもへ襲いかかり、彼らは状況も忘れて逃げ惑った。

　鎧よろいだなんだを纏っていたところで、しょせんは小鬼である。困難からは逃れたがるものだ。

「ＧＯＯＢＧＢ!?」

　そして当然、存在を失念していた鋼鉄の刃によって、真二つに命を落とす者も出てくる。

　ゴブリンスレイヤーとしては、小鬼の死に方なぞ至極どうでも良かった。

　それより石畳に広がる血溜まりに脚を取られないよう、気を配る方が重要だ。

「六──七……！」

　混乱する小鬼どもの真まっ只中ただなかで、ゴブリンスレイヤーは縦横無尽に両手の武器を振り回す。

　視界を焼かれ、全身を種子に打ち据えられ、後ろには罠、前には敵。

　ゴブリンの強みとは数だ。

　その知略は悪童のそれに等しく、膂力もまた同様。殺意と悪意はあれども、所詮しょせんはその程度。


　故に石造りの通路に押し込まれ、その強みを活いかせなくなれば──……。



「これで、十三」

　僅かばかりの数の過多など問題にもならず、四方世界で最も弱い怪物に過ぎないのである。

　最後の一匹に消えかけた松明を押し付けて息の根を止めたゴブリンスレイヤーは、息を吐く。

「間抜けめ」

　燃えさしを投げ捨てるように口をついて出たのは、ひどく辛辣しんらつな悪態であった。

　女神官には、この場にいない何者かに向けたものであるように聞こえた。

「……とりあえず、切り抜けましたね」

　だが、ひとまずは先へ行くべきだ。女神官は呼吸を整え、しゃんと錫杖を鳴らす。

　彼女はその薄い胸の内で鎮魂の言葉を祈り、小鬼たちが死後に迷い出ぬように願う。

　死ねばそれで終しまいなのだ。それ以上を求めるべきではない。向こうは違うにしても。


「もっと大勢で来ると思いましたが──……」



「十分多いわよ」と妖精弓手は顔をしかめた。「この死体の数、どうするの？　隠せないでしょ」

　彼女は申し訳程度の偽装のつもりか、小鬼の死体に突き立った矢を抜きにかかっていた。

　木芽鏃の矢なぞを用いるのは、四方世界広しといえども森人しかおるまい。

　存在がバレるのは得策ではない──結構な騒音と死体を伴う戦いの後ではあるけれど。

「いや、隠す必要もあるまい」

　ゴブリンスレイヤーは、ひどく忌々しげに呟き、先に続く暗黒の道を睨んだ。

　彼は雑囊から新しい松明を取り出し、床に転がる松明の残り火を移して火を灯す。

「このまま、奥へ進むぞ」

「ふむ……」

　蜥蜴僧侶が何やら思案げに顎に手を当てた後、合点がいったらしく目玉をぐるりと回した。「なるほど。小鬼殺し殿も、なかなか悪辣あくらつな手を取られまするな」

「オルクボルグが悪趣味なのは今に始まったことじゃないでしょ」

　疲れ、あるいは呆あきれきった様子で妖精弓手が息を吐き、くるりと髪をなびかせ振り返る。

「そっちは平気？　後ろ、何もなかったと思うけどさ」

「あ、はい！」と、女神官は慌てて頷いた。「大丈夫です、わたしは」

「こっちもな」

　鉱人道士もまた、いつのまにか抜いていた手斧ておのを腰帯に提さげて応じる。

　前衛が押し込まれれば、逆に棘の罠にかかっていたのはこちらの後衛だったろう。

　妖精弓手としては責任を覚えていたらしく「そ」と返す声は、やや弾んでいた。

　それに目を細めた鉱人道士は、「しっかし」と足元の血溜まりに靴を入れ、呟く。

「混沌に与くみしてるたぁいえ……国ン砦で、これかね」

「この手の……己は賢いと思ってる手合てあいが、考えそうな事だ」

　その疑問への解というわけでもなく、まるで独り言のようにゴブリンスレイヤーは言う。

　珍しく──そう、本当に珍しいことに──彼は、ひどく苛立っているようだった。

「小鬼を兵士として従える」

　ゴブリンスレイヤーは、小鬼の死体から血肉と臓物を可動部に詰まらせ、刃の罠を壊した。

　それは先に進むためとはいえ、見ていてあまり気持ちの良い行動ではなかった。

　しかし一党パーティが進む地下道の先には──より、おぞましい光景が待ち受けているのだった。

　何故なぜなら──この地底の深淵しんえんこそが、断末魔の叫び声の源であるのだから。

「つまり、小鬼並のことしか考えていないわけだ」
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　この赤黒い要塞の地下で、何が行われていたのか。

　あえて詳しく述べる必要はあるまい。

　それは小鬼の巣の最奥に等しく、そして小鬼の巣以上におぞましい光景であった。

　何故ならばそこに繫がれていた娘らは、全て人の手によって攫さらわれ、買われてきた者。

　そこで切り刻まれ食事とされた血肉は、全て人の手によってここに落とされてきた者。

　手足の筋を断たれていたり、足首に楔くさびを打ち込まれたりしている者もいる。

　だが一様に肌は清められていて、怪我けがはなく、瞳ひとみの光だけが失せていた。

　管理されていたのだ。無論、小鬼の手によるものではない。

　つまりその空間は、人の手によって作り上げられた、石造りの小鬼の繁殖場であった。


「────」



　扉を蹴破けやぶり一党パーティがそこへ踏み込んだ時、女神官は言葉もなかった。

　酷いだとか、嫌悪感などではなく──浮かんだ感情は、恐らく「どうして」だったろう。

　室内に響き渡るのは苦痛、哀願、悲鳴、そして魂を摩耗される断末魔の叫びに他ならない。

　ここに繫がれた者は、遠からず死ぬ。体か、心か、そのどちらかが壊れてしまう。

　その場面に直面して、はたして何が言えるというのか。何を言うというのか。

「《いと慈悲深き地母神よ、遍あまねくものを受け入れられる、静謐せいひつをお与えください》！」

「《呑のめや歌えや酒の精スピリット。歌って踊って眠りこけ、酒呑む夢を見せとくれ》！」

　だが口を突いて出たのは祈りの言葉で、続く鉱人道士の言葉も精霊への呼びかけであった。

　おぞましい行為や食事に勤いそしんでいたゴブリンどもが、はっと顔を上げたところでもう遅い。

　小鬼らは声なき声をあげた後、ぐらりと寝ぼけたようによろめいて、ばたばたと崩れ落ちる。

　そこへ一気に踏み入ったのが、ゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶の二人だ。

　閉所の戦闘であれば弓よりも剣、そして爪と牙と尾が物を言う。

　彼らは得物を縦横無尽に振り回し、無力化された小鬼どもの息の根を止めて回る。

　それは、いつかの地下遺跡での戦いを思い出させる光景だった。

　違う事と言えば、無言で、疲弊していても、誰も忌避きひの気持ちを抱かなかった事だろう。

　先程遭遇した小鬼どもの気が抜けていたのも当然で、ここで楽しんだ帰路だったに違いない。

　女神官は祈禱を続けながら、ふと目で、彼の背中を追いかけていた。

　薄汚れた革鎧の彼は淡々と短剣で喉を刳くり、目覚めた者の抵抗をねじ伏せ、剣を持ち替える。


　ゴブリンスレイヤーとの冒険で、幾度となくこういう場を目撃し──……。



　──慣れて、しまった……のでしょうか。

　ふと、そう思う。そう思えてしまう自分に気がついて、女神官は内心に寒気を覚えた。

　それではいけない。上手くは説明できないが、そうあってはいけないのだ。

　確かにこれは、当たり前のように起こる事の一端ではあるのだろう。

　だが、それを当たり前の事にしてはいけないはずなのだ。


「…………ッ」



　女神官はぐっと唇を嚙かみ締しめ、縋すがるように両手で錫杖を握りしめた。

　そして汚物の中に膝ひざを突いて屈かがみ込み、虜とりこの娘たちの身体を抱きしめる。

　中には今まさに使われていた娘もいようが、何の躊躇いもない。

　一人ひとり、全員、神官衣が汚れるのも構わず、そっと抱きしめて身体を清めてやる。

　無論のこと、彼女は《浄化》ピュアリファイの奇跡を授さずかっている。それを使えば一瞬で片がつくだろう。

　だが──奇跡とは、そうするためにあるものではない。

　彼女自身が慈いつくしみを持ち、娘らに何かしてやりたいと行動するからこそ意味があるのだ。

　過去に、そして現在も周囲で巻き起こる血なまぐさい行為と裏腹に、静寂は穏やかで優しい。

　このおぞましい繁殖場で生き延びた者らは、夢現ゆめうつつのうちに、その地獄から救われたのだ。

「……只人って、時々信じられないような事をするわよね」

　ぽつりと。吐き捨てるような最初の音は、妖精弓手の冷たい一言だった。

　彼女は臭気を防ぎたいのか、襟巻えりまきで口元を覆い隠すように引き上げていて、表情が見えない。

　女神官が何と言ったものか口を開き、閉じしているのを見かねたか、鉱人道士が溜息ためいきを吐つく。

「お前さん、これ見て只人は邪悪だから全部滅んじまえとか言うなよ？」

「言わないわよ」

　森人なら言いかねんと、ことさら胡乱うろんげな目を向けられ、妖精弓手は長耳をピンと尖とがらせた。

「言うとくが、この国でもあかんからな」

「だから、言わないってば！」

　むきぃっと言い返して始まる喧々けんけん囂々ごうごうの言い争い。けれど、緊張した空気は緩んでいる。

　いや、そもそも最初から、そんなものはなかったのかもしれない。自分の杞憂きゆうだっただけで。

　それは別に平和だとか何だとか、そんな御大層な事に関かかわる心配ではない。

　ただ、自分が友達に嫌われたくはないという──そんな細やかな不安ではあったのだけれど。

「……良かった」

　と、思わず漏れた女神官の呟きを、どうやら妖精弓手の長耳は拾い取っていたらしい。

　彼女はばつが悪そうに、ほのかに赤くなった頰を指先で搔いて、言い訳めいた口をきく。

「そういう極端なのは、それこそ只人だけでしょ。これをやらせた奴らが悪かった、違う？」

「ま、いくさ場での責任は、常々から兵卒より命じた士官にあるものと、それが定法じょうほうですやな」

　然り、然りと同意を示した蜥蜴僧侶は、長顎の牙に挟まった血肉をぺっと床に吐き捨てる。

　彼にとって重要なのは強者の心臓を食らう事で、小鬼がそれに当てはまらないのは明白だ。

「実際、混沌に与した指揮官が上にいるだろうとは拙僧も思いまするでな」

「だとしても……あの、何だ」

　ゴブリンスレイヤーは言いい淀よどみ、空中に言葉を探すように鉄兜を巡らせた。

「……あの、オーガとかいう奴の方が、まだ上等だ」

　あ、やっと覚えたんだ。妖精弓手がくつりと笑いを嚙み殺ころす。恐らくは、意識して。

　それをゴブリンスレイヤーは一顧だにせず、低い呻きを兜の隙間から漏らした。

「昨年の収穫祭の時に相手をした輩やからと同じ、小鬼の扱いをわかっていない、素人しろうとに過ぎん」

「あの……闇人ダークエルフですね」

　ふと街で出会った闇人の盗賊を思い返しながら、女神官は頷いた。

　偏見であるのは承知のうえで、闇人の多くは混沌に与し、地上の秩序に仇かたきなす存在だ。

　先だっての御神酒を巡る戦いも、背後で糸を引いていたのは闇人であったと聞いている。

　──今回の一件も、裏で闇人が暗躍していた、のなら……。

　どんなにか良かっただろうと、そう思う。きっと、そんな事はないのだろうけれど。

「それで、この人たちを助けて……」

　いや、そうではない。女神官は思考を巡らせる。ここは敵地だ。考えるべきは。

「……どう助けるか、ですよね」

「ひとまず、依頼人と合流する」

　ゴブリンスレイヤーは、血糊ちのりで鈍った剣を放り捨て、小鬼の槍を拾い上げた。

　それを背負うように担かつぎ、ついで小振りな曲刀を腰の鞘さやへ叩き込む。

「大所帯での移動になるからな。そのために陽動をやってもらった」

「それにあの娘っ子も無事に送り届けなければ、依頼失敗になってしまうものな」

　鉱人道士が口直しとばかり、酒を一口呷あおって、滴したたり落ちた雫しずくをぐいと腕で拭ぬぐい取った。

「結構派手にやったとはいえこっちに敵が来てねえから、上手くいってっと思うが」

「竜牙兵は未だ健在故、ご心配召されるな」

　虜囚りょしゅうとされていた、未だ眠っている娘らを軽々と担ぎながら蜥蜴僧侶が呟く。

　女神官にはわからないが、術者と使い魔の間には、何か霊的な絆きずなの類があるのだとか。

　それは聖職者が呼び出す神の御使いについても同じらしく、竜牙兵も同様なのだろう。

「娘らを連れたまま、案内できるか」

「向こうの詳細な様子まではわかりかねるが……誘導して引き合わせるくらいならば」

　もっとも、こうして複数人を背負い担いだ状態では、戦いには期待してくれるな。

　言わずとも伝わるだろうといった風に、蜥蜴僧侶は目を回して見せた。

「十分だ」

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜を縦に動かして頷き、すぐにずかずかと歩き出した。

　無造作な足取りは平素と何ら変わりなく、妖精弓手がやれやれと肩を竦めて首を振る。

「ほら、先に進むなら物見が必要でしょ。いっくらオルクボルグに斥候の心得があるってもさ」

　二人は素早く、侵入口とは別の扉へと向かい、様子を探り始める。

　ここから先も、まだ少しの距離がありそうだ。

　女神官には上の兵士たちが、何を封印したかったのか、わかる気がした。

　あれだけ罠を用意し、地下の奥底の穴ぐらに押し込めて。

　こんなおぞましい場所が足元にあると考えながら、安穏と暮らしていけるわけがないのだ。

　ましてや、その小鬼らの行為の片棒を自分たちが担ぐとなれば、尚の事。

　地下に踏み込めば、女たちや囚人らの悲鳴や泣き声が響き渡って、その精神を苛さいなんだろう。

　それが、自分たちが是とし、自分たちがもたらした結果だとしてもだ。

　──そうでなくては、あまりにも……。

　もはや、祈らぬ者どもノンプレイヤーキャラクターと、大差ないではないか。

　女神官は努めて意識しないよう蜥蜴僧侶の背に周り、娘らの姿勢を整えてやりながら呟いた。

「……便利、ですよね」

　竜牙兵。ぽつりと呟くように、女神官は言葉を付け加えた。

　それは他愛たあいない雑談だ。淀んだ気持ちを吹き飛ばしてくれるような風は、この地下にはない。

　だからせめても心を軽くしようと、みんな冗談を言い、笑うのだ。

「なに、良いも悪いも術者次第。腕っこきならば空も海も地の果ても、その力は無限大ですぞ」

　蜥蜴僧侶がそう言って目玉をぐるりと回してくれたのを見て、女神官はほっと息を吐いた。

「いつかわたしも、地母神様から御使いを授かれれば良いのですが」

「信心が揺らがねば、その日も来るでしょうや」

　さあ、と、女神官は背を押された。鉱人道士が気にするなというように笑っている。

　前を見れば、既にゴブリンスレイヤーと妖精弓手は扉を開け、皆の行動を待っていてくれた。

　──信心……。

　女神官は自分の中にある気持ちが、はたして信仰と呼べるのかどうか、未だ迷う事がある。

　それは初めての冒険から生還した時より変わらず、この胸の中にあるものだ。

　けれど同時に、こうも思う。

　──迷うことが、わたしの信仰なのではないでしょうか。

　寺院の先輩から教わった事や、今までの経験が、そう思わせてくれるのだ。

　彼女は小走りになり、前より少し近づいたように感じる、ゴブリンスレイヤーの背を追う。

　死者が迷わぬよう祈り、傷ついた娘たちの幸いを願い、仲間と友人らの無事を望みながら。
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　ばたんと衛兵詰所の扉を開けると、そこは死屍しし累々るいるいと言っても良いような有様ありさまであった。

　床の上に伸びた兵士たちは皆疲弊した表情で、とても健康的な眠りとは言えまい。

　ましてや、縄だなんだでぎっちりと縛り上げられていれば尚の事だろう。

　立っているのは僅かに二人。シャツを汗に濡らした女商人と、外套頭巾姿の竜牙兵のみだ。

　踏み込んだゴブリンスレイヤーは、ざっと室内を見回してから、静かに問うた。

「無事か」

「……ええ」と女商人は汗を拭い、椅子いすにかけた上着に袖そでを通して頷いた。「なんとか」

　それを聞いて、女神官はほうと息を漏らした。妖精弓手がにんまりと笑う。

　二人の仕草を見た女商人もまた、どこか恥ずかしがるように、頰を赤く染めて俯いた。


「すみません。予想より時間がかかってしまって──……」



　女商人は居心地悪い様子でそう言って、取り繕うように上着を着直し始める。

「一人で衛兵何人も転がしておいて、時間がかかったも何もないわよね」

　くすくすと妖精弓手が笑い声を転がすと、女商人は「やめてください」とささやかに抗あらがう。


「別に私一人でもないですし、戦ったわけでも──……」



「戦わずに勝ったのなら、もっとすごいじゃないですか」

　女神官がすかさずそう言って二の句を塞ふさぎ、「ねえ？」と仲間たちへと同意を求める。

　彼女にしては珍しい、わかった上での意地悪な言に「あう」と女商人が力なく声を漏らす。

　当然、鉱人道士がそれを見逃す手などあるわけもない。

「まったく、まったく。これまた上手くやったもんだわい」

「ふふ、我が竜牙兵も良く働いたようですな。善よき哉かな善き哉」

　鉱人道士と蜥蜴僧侶、銀等級の二人も、上首尾に対しては褒めるような言葉を口にする。

　ゴブリンスレイヤーはいつも通り、ことさら褒めたりはしないものの……。

「香の効果は問題ないようだな」

　などと呟いてからは無言で兵士たちの拘束を確かめているのだから、文句はないのだろう。

「えと」と、女商人は羞恥心しゅうちしんを隠すように視線を彷徨さまよわせた。「それで、そっちは……？」


「こちらも、無事に」と女神官は頷いて、蜥蜴僧侶の方を目線で示した。「後は脱出を──……」



　──どうするか、だ。

　女商人が竜牙兵に縛り上げさせたようだが、この場の兵士で全て、というわけでもあるまい。

　加えて小鬼どもだ。地下に押し込められているとはいえ、地上に出てこないとは限らない。

　それに何より、虜囚を幾人も抱えている。この状況では、とても身軽な脱出など不可能。

　かつての雪山、あの古城の戦いのように担いで逃げるというわけにもいくまい。

　あの時と違ってここは敵地で、城塞から直じかに街へ逃げ込めば良いというわけでもなかろう。

　女神官は難問を出された学徒のように難しい顔をして、うーうーと微かすかに唸った。

「え、そんなの、船着き場から砂船を借りちゃえば良いじゃないの」

　その悩みを、さも当たり前であるかのように吹き飛ばしたのが、妖精弓手であった。

「あるんですか、船着き場？」

「さっき見取り図見て覚えたから間違いないわよ」

　ふんすと腰に手を当て胸を反らし、得意げに言い放つと、彼女はちらと鉄兜を見やる。

「オルクボルグも最初からそのつもりでしょ？」

「一応はな」

　安っぽい鉄兜をこっくり揺らして、ゴブリンスレイヤーは同意した。

　女神官は内心でなんとも言えず、こっそりと溜息を吐く。

　──作戦を教えてくださらないのは、まあ、いつもの事ですけれども。

　本当に、仕方のない人だ。

　そして──たぶん、言われなくても気づけるようにならねばならないのだろう。

「その娘ら」とゴブリンスレイヤーは助け出した虜囚を顎でしゃくった。

「は、竜牙兵に預ける。操舵そうだはできるのか？」

　そう問われた蜥蜴僧侶は、思案げに顎を撫でてから目を回した。

「ま、恐らくは。蟲人殿らの船に乗せてもらった折、拝見しましたでな。行き先は？」

「蟲人から貰もらった地図を見せろ」

「承知、承知」

　蜥蜴僧侶が懐ふところより莎草紙パピルスの巻物を取り出し、広げた。

　今度は妖精弓手がひょいと覗き込んでも咎められることはなく、一党パーティ全員がそれを見る。

　実に卓越した筆致で描かれている地図で、玄人くろうとはだしも良いところであった。

「これは遺跡か？」

　その中でゴブリンスレイヤーが目につけたのは、要塞からほど近い場所であった。

　そこには×印のつけられた、石柱の円と思わしき絵が描かれている。

　川の水も近くを通っており、休息も取れそうである。

　遺跡ならば怪物の類も考慮すべきだが……冒険者にとっては何を今更、だ。

　混乱の中で向かうには、道標みちしるべとして相応ふさわしいように思えた。

「決まりですな」蜥蜴僧侶が頷いた。「竜牙兵は船着き場から船を出し、そこへ」

「その間に我々は上に行く」

　ゴブリンスレイヤーは地図を丸め、蜥蜴僧侶へと放った。鉤爪が空中でそれを搔っ攫う。

「そして脱出し、合流し、遺跡へ向かう」

「ほんなら、早い方がええな。もたもたして、面倒に頭っから突っ込むのはごめんだわい」

　鉱人道士がその太い指で、ひのふのと残りの呪文回数を数えながらぼやいた。

「術はどうするね。わしが《酩酊ドランク》を一回で、あと三回はいけっけどもよ」

「拙僧は、竜牙兵を呼んだだけですからな」と蜥蜴僧侶が続く。「同じく、残りは三度」

「わたしが《聖光ホーリーライト》と《沈黙サイレンス》を使いましたので、あと一度……」

　女神官が言葉を区切って、ちらと女商人の方へ目線を送る。

　彼女は自分が見られている事の意味を一瞬解しかねたらしいが、すぐに目を瞬またたかせた。

「……私は、呪文を使っていないから。あと二回、唱えられます」

「やっぱ呪的資源リソース多いわよね、うちの一党パーティ」

　合わせて十三回、残りは九回。数え上げた妖精弓手が、くすくすと鈴を転がすように笑った。

「ねえ、あなたやっぱりうちの子にならない？　前衛もできて呪文も唱えられるって凄いもの」

「え、と。その……困ります。そんな……」

　ぎゅむと上の森人に抱きしめられ、頭を撫でられた女商人が、顔を赤らめて俯いてしまう。

「私は、その、都で……やらなければならない事も、多いですし」

　年の離れた──事実だが──友人と見るべきか、仲睦なかむつまじい姉妹しまいと見るべきなのだろうか。

　女神官が慌てて「困ってますよ？」と口を挟むのも含めて、三人のやりとりは微笑ましい。

　こんな邪悪な要塞、累々倒れた衛兵たちの傍では、不釣り合いなほどに。

　鉱人道士は眩まぶしいものでも見るように目を細め、「まったく、耳長め」と親しげに零こぼす。

「わしも鱗うろこのも前衛後衛両方いけんだぞ、多少は。で──かみきり丸よ、小鬼はどうするね」

「ゴブリンどもの巣穴は地下だからな」

　ゴブリンスレイヤーの答えは端的だった。

　彼は雑囊から引っ張り出した水袋を兜の隙間にねじ込み、中の水を呷ってから言葉を続けた。

「全部探し出して殺していくのは、手間がかかる。一網いちもう打尽だじんにせねば」

　つまり、やる事は決まっている。いつもと同じ。

　彼はゴブリンスレイヤー。そしてこれは、ゴブリン退治だ。

「そのために上に行く……」

　揉もみくちゃにされながら、やっと妖精弓手とのじゃれ合いを脱出した女商人が呟く。

　彼女は鉄兜の面頰めんぼおから、自分に視線が向けられているのに気づき、頷いた。

「確認するが、そちらの依頼は良いのか」

「この国の宰相が混沌に与し、小鬼を増やして勢力を増そうとしている。確かに、この目で」

　見ました。女商人は応こたえる。何が起きているのか。邪悪な混沌の芽生めばえが、ここに在る。

「……依頼は完了です。後は、私がこれを報告すれば良いだけですから」

「ならば、同行してもらうぞ」

　ゴブリンスレイヤーは中身の半ばまで減った水袋を、雑囊に押し込みながら言う。


　その声は事さらにぶっきらぼうで、無機質で、淡々としていたけれど──……。



「一党の呪的資源リソースは多い方が良い」

　はい。女商人は、僅かに頰を緩めて頷いた。そう言ってもらえるのが、嬉しかったからだ。

　その後、一党パーティの面々は簡単に話し合い、段取りを決めると、すぐに準備に取り掛かった。

　それは作戦会議を伴ったとはいえ、ひどくささやかな小休止でもあった。

　思えば要塞へ潜り込んでから、はたしてどれぐらいの時間が経過しただろうか。

　長かったようにも思えたし、あっという間だったようにも感じられる。

　けれど時間というのは着実に進んでいるもので、真夜中も過ぎているかもしれない。

　疲労と興奮は危険だ。なにせ、下手をすれば疲れているという事実すら認識できなくなる。

　だから彼らは少し談笑し、水を飲み、糧秣りょうまつを食べ、貴重な時間を使って笑いあった。

　やがてゴブリンスレイヤーが「行くぞ」と声をかけ、五人の冒険者は立ち上がる。

　目指すは要塞の最上部。その後に何が待ち受けているかはわからない。

　何故ならば──これはやはり、冒険であるからだ。

「あ、少し待ってください」

　女商人がふと思い出したようにそう声をあげたのは、詰め所を後にする間際まぎわになってから。

　扉の傍からたたっと小走りに駆け戻った先は、助け出した娘らを担ぎ上げた竜牙兵だ。

「まだお礼をしていませんでしたから……」

　彼女は竜牙兵の頭巾を摑んで頭を下げさせ、同時に爪先立つまさきだって、その頭巾の中に頭を隠した。

　わ、と妖精弓手が声を漏らす。ほんの一瞬、竜牙兵と女商人の影が重なったからだろう。

「……おまたせしました」

　そうして女商人が、やはり小走りになって一党パーティの元へ駆け戻ってくる。

　彼女の頰は、ほんのり紅べにが差している。一部始終を目撃した女神官も、顔が熱かった。

「ははは、まったく、果報者ですな。あの竜牙兵は」

　蜥蜴僧侶がそうやってからからと笑うと、女商人の顔は、さっと耳まで赤く染まる。

　彼女は「い、行きましょう！」と振り切るように扉を開けて、要塞の通路の奥へ。

　一党パーティは苦笑しながらもその後を追うことになったが、ふと鉱人道士が呟いた。

「一応聞いとくが、要塞の司令官だか将軍だかをぶっ殺そうって腹じゃあるめえな」

「そいつが誰だかは知らんが、必要あるまい」

　ゴブリンスレイヤーは、無慈悲なほどに冷たい言葉で応じた。

「ゴブリンに忠誠心なぞ、期待する方が間抜けなのだ」
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　食事は与えられている。

　寝床も与えられている。

　女だって与えられている。

　だが、その全てが彼らにとっては不満でしかなかった。

　なにしろ彼らをこんな穴蔵の奥に押し込めて、連中は上で好き勝手に楽しく過ごしているのだ。

　食べ物ももっと良いものを食べているだろうし、贅沢ぜいたくだってし放題だろう。

　糞暑い夜も、寒い昼も、ぬくぬくと寝転がって気楽にしてるはずだ。

　さらに言えば、こちらが必死に戦って手に入れたものを搔かっ攫さらっていくのだ。

　女にしたってそうだ。

　与えるとか好きにしろとか言っておいて、いざ好きにすると怒鳴り散らして鞭むちで打ってくる。

　自分たちのものをどうしようが、それこそ自由ではないか。多少痛めつけて何が悪い。

　そして何よりも、この程度でこちらが従うと思われているのが腹立たしい。

　なにやら小難しい理屈を掲げて威張りくさっているが、頭の中身はこっちと大差なかろうに。

　結局は、威張り散らしてふんぞり返ってるだけしか能のない連中なのだ。

　だいたい紙切れに何か書き付けて騒ぐだけで、何の仕事をしているというのだ。

　そのくせ、こっちを見下していやがる。

　ああしろこうしろとうるさく指示を出しておいて、終わった後で文句をつけてくるばかり。

　そんなにやりたきゃ自分たちでやれと言うのだ。

　あげく──これだ。

　目の前の家畜小屋は空っぽ。あちこちには仲間の死体が散らばり、その臭いは地上へ向かう。

　その小鬼は自分が仕事を抜け出した事も棚に上げて、怒りから唸り声をあげた。

　もし小鬼の言葉をわかるものがいたとしたなら、顔をしかめるほどの罵詈ばり雑言ぞうごんを聞いたろう。

　──あいつらはとうとう俺たちを決定的に怒らせたぞ！

　いつだって彼らは怒り狂っていたし、それは自分勝手な八つ当たりに過ぎない。

　だが多くの場合そうであるように、彼は自分の怒りが正しいものだと決めつけていた。

　自分たちは不当に虐しいたげられているし、であるからこそ立ち上がり、取り戻す事が許される。

　この要塞で一番苦労しているのは自分たちなのだから、一番上に立つのも自分たちなのだ。

　もっと言えば「たち」ではなく「自分」なのだが、その小鬼の叫びは地下洞に木霊こだました。

　ここで生まれ育った者も、外から引き入れられた者も、誰もが怒り狂い、武器を手に持つ。

　上の要塞をぶんどって、近くの街も、何もかも、全部奪って我々のモノにすべきだ。

　兵士たちがくっちゃべっていた踊り子だ、姫だなんて奴らだって、手に入れてやろう。

　あの連中は間抜けだったから奪えなかったのだが、自分たちは違う。

　──そしてその上で一番得をするのは、俺であるべきだ。

　何故なら自分がこの戦いの指導者なのだから、当然だ。

　みんな自分の手足となって忠実に動くべきだし、自分の代わりに死ぬべきだ。

　いや、むしろここで殺されてる間抜けどもと違って、自分はそんなヘマはしない。

　だから生き残るのも、自分だ。間違いない。


　彼は下卑た笑みを浮かべ、都合の良い妄想で頭と股間を膨らませて、剣を振り回し──……。



「ＧＧＯＯＯＧＯＯＧＯＲＲＢＢ!!」

　次の瞬間、無造作に叩き付つけられた鉄鎖によって脳漿のうしょうをぶちまけ、その生涯しょうがいを終えた。

　痙攣しながら崩れ落ちた小鬼の死体を踏み潰し、尚も蹂躙じゅうりんするのは、より巨大な小鬼。

　この地下の小鬼の中でも最も強力な個体である彼は、己こそが頂点に相応しいと吠ほえたける。

　他の小鬼たちにも否やはなかった。

　このデカブツを利用して上手くやってやる、という意味で、その意思は一致していた。

「ＧＯＯＲＯＧＧ!!　ＧＯＯＲＧＧＢＢＧ!!」

　かくてゴブリンたちは、地上へ向けて一直線に走り始めた。

　地下通路を走り抜け、罠にかかって死ぬ間抜けを無視し、地上へ、地上へ。

　まず真っ先に犠牲になった、そして犠牲者の中でもっとも幸運なのは、詰め所の衛兵たちだ。

　縛り上げられ眠りこけていた彼らは、怒り狂う小鬼どもによって朦朧もうろうのまま引き裂かれた。

「ＧＯＲＧＢ!!　ＧＯＯＲＧＢＢ!!」

　なんだ、只人なんて大したことはないじゃあないか。

　いや、見ろ。こいつら見たこともないものをバクバク食べていたらしいぞ。糞が。

　臭いがするぞ。雌の臭いだ。嗅かいだ事のない良い匂においだ。さらわれた孕はらみ袋の臭いもする。

　上だ。上に行ってるぞ。糞が。引きずり倒して、ぐちゃぐちゃにしてやれ。

「ＧＯＯＲＧＢＢ!!」

　衛兵たちの装備を奪い取り、たっぷりと血を浴びた小鬼どもは鬨ときの声をあげ突き進む。

　只人どもを殺し、奪われた孕み袋を取り戻し、より多くの正当な取り分を得るために。

　一度始まったら、死ぬまで決して止まらないのが──ゴブリンというものなのだから。
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「な、なんだあ!?」

「小鬼どもだ！　小鬼どもが地下から湧わき出してきやがった!!」

「糞が、誰だあんな奴らを使おうなんて決めたのは!!」

　罵声ばせいが飛び交い、剣戟けんげき音が鳴り響き、悲鳴と絶叫、肉を断つ音、怪物の喚わめき声。

　それが無茶苦茶に入り乱れ、誰もが慌てふためきおっとり刀で駆けている。

　着の身着のままの兵士、大慌てで鎧を着てる兵士、下着姿で逃げ込もうとする者も。

　断末魔の叫び声は明らかに人に非ざるものが多かったが、人の声もちらほら混ざる。

　小鬼の巣穴の上で暮らしていて、警戒もしていなかったのだ。こうもなろう。

　つまりは──紛れもない混沌ケイオスだ。


「な、なんだお前ら!?　どこの隊の所属──……」



「地下から小鬼どもが攻めてくるぞ」


「な、ぁ……ッ!?」



　状況を把握できぬままに誰何すいかの声をあげた兵士に一声返し、小鬼殺しの一党パーティは廊下を走る。

　逃げ惑い、あるいは対処しようとする兵士たちで入り乱れる通路を、ひたすら上へ、上へ。

　途中「怪我人を搬送するぞ！　退け！」と走る兵士たちには、流石さすがに道を譲ったけれど。

　女神官は一瞬担架で負傷者を運ぶ兵士へ目を向けたけど、すぐに前を向いて走りだす。

　迎撃にせよ脱出にせよ大半の兵士が下へ向かう流れを、逆に遡さかのぼっていくのだ。

　当然、薄汚れた男が率いる、多種族混成、雑多な装備の一党パーティへ声をかける者は少ない。

　いたとしても、それは先程のように状況をしっかりと把握できていない者だけだろう。

　ゴブリンへの囮おとりとして兵士を用いて、兵士への囮としてゴブリンを用いる。

　無論、いくら数があり、不意を打ったとしたって、所詮は小鬼だ。

　体勢を立て直せば兵士らが負ける道理もなく、ほどなくこの混乱も収拾されるだろう。

　だが──一時の時間を稼ぐには、十分過ぎる。

「……まったく、確かにお前さんは、小鬼に関しちゃ玄人だよ」

　どたどたと走りながら鉱人道士が呵々かかと笑った。

「しっかし実に悪辣なことを考えおるのう、かみきり丸は」

「俺の考えた、俺の知識というわけではない」

　通路の端に身体を寄せ、曲がり角の向こうを窺うかがいながらゴブリンスレイヤーが応じる。

　様子を確かめたゴブリンスレイヤーが問題なしと手を振って、一党パーティは再び走りだす。

　いくら要塞が入り込んだ敵を惑わせるように作られているとはいえ、そこに務める人もいる。

　ましてや彼らは冒険者だ。洞窟、遺跡、迷宮の探索はお手の物。

　事前に地図を覚えているともなれば、迷う事などありえない。

「敵に追われ、情報を伝える味方に化けてやれば良いのだろう？」

「拙僧よりの献策が功を奏し、御味方の大勝利と。なるほど、なるほど」

　蜥蜴僧侶が、心底愉快げに目玉を回し、尾を打った。

　蹴爪で石畳を嚙んで、長い尾をくねらせて駆ける彼は、控えめに言っても怪物じみている。

　当の本人はすれ違う際に兵士たちがぎょっとした顔をするのを、楽しげに眺めているのだが。

「しかし……味方というには、いささか珍妙な格好過ぎますな、我らは」

「だから皆、私みたく服を変えておけば良かったのよね」

　対して、颯爽さっそうと駆け抜ける妖精弓手は、かえって目立たずに済んでいる。

　それは他の一党パーティが薄汚れた鎧や巨漢の蜥蜴人だからか、あるいは衣装を変えているからか。

「そしたら、そもそも最初っからもっと楽に潜入できたんじゃないかしら？」

「変装は嫌いではなかったのか」

「奴隷は別よ！」

　泥沼に釘くぎを打つが如き反応のゴブリンスレイヤーへ、妖精弓手はむきぃっと言い返す。

　──でも、やっぱり目立ちますものね。

　はっ、はっと息を吐きつつ後を追う女神官は、妖精弓手の美貌びぼうを見てそう思う。

　上の森人の美しさは浮世離れしているし、それは衣装を変えた所で隠れるものではない。

　女神官は少し考えた後、ふと思い立って、鉱人道士を先回りして軽口を叩く事にした。

「好き嫌いしてはいけませんよ？」

「うぇっ!?」

「ほ」

　予想外だったのだろう。妖精弓手が悲鳴をあげて、鉱人道士が目を丸くして声を漏らす。

「娘っ子の言う通り。そんなんだから何時いつまでも金床なんだ、お前さんは」


「なんてこと……ッ！　純粋だった子がどんどんオルクボルグたちに毒されていく……！」



　本気なのか違うのか、妖精弓手はことさら大仰に天を振り仰あおいで嘆きだす。


「ど、毒されてはいません……っ！」



　大慌てで女神官が言うけれど、そんな反論に取り合ってくれる者はいない。

　上を目指すには階段を通らねばならない。目の前にあるのは急勾配で狭い螺旋らせん階段だ。

　脚を踏み外す可能性もあれば、上から敵──小鬼にしろ衛兵にしろ──が押し寄せる事もある。

　前衛たるゴブリンスレイヤーと妖精弓手は戦いの気配に表情が変わるし、蜥蜴僧侶もまた同じ。

　走りながら「むぅ」と女神官は頰を膨らませ、仕方ないのでそれ以上の抗弁を我慢する。


「────……？」



　と、ふと視線を感じた彼女は、ちらと傍かたわらを併走している女商人の方へ目を向けた。

　一党パーティに遅れまいと懸命に走る女商人は、顔を赤くし、息も荒く、必死に駆け続けていた。

　女神官はそれを気遣ってなるべく速度を合わせていたのだが、その彼女が目を丸くしている。

　──考えが至らなかった。

　彼女が過去に経験したことを思えば、小鬼の叫び声は恐ろしいに違いない。

　城塞を走り抜ける間、今も尚、ひっきりなしに周囲では戦いの音と小鬼の絶叫が響いている。

「大丈夫ですか？」


「え、あ──……」



　心配になって声をかけると、女商人は何と言うべきか、戸惑ったように視線を彷徨わせる。

　そして呼吸を整えながら、ぽつりと、どこか羨うらやましそうな口調でこう呟いた。

「……何というか……凄いな、と」

「そう、でしょうか？」

　女神官には、よくわからない。前を走る人たちの背を追うだけで、精一杯なのだ。


　だけども──……。



　──凄いというなら、それはわたしだけじゃあなくて。

「きっとみんな、凄いんですよ」


　──……わたしだけじゃなくて、あなたも。



　立派に商人として、女神官には想像もできない領域で活躍してる少女の手を、そっと握る。

　かつての雪山での戦いのときと同じように、しっかりと。

　それに彼女が躊躇いながら指を絡からめ、ぎゅっと握り返してくれるのが、とても嬉しかった。

「じゃあ、もうひと踏ん張り、がんばりましょうっ」

「はいっ」

　場違いなくすくすという年頃の娘らしい笑いを交わし、二人は皆の後を追って階段を駆ける。

　細い石造りの螺旋階段。とすれば、これは外から見た尖塔のどれか一つなのだろうか。

　やがて階段の頂点に辿り着けば、そこはぐるりと四方八方に窓の開いた、大きな天蓋の下。

　見張り塔であるのだろう。ゴブリンスレイヤーが窓から首を出し、辺りを見回している。

　──いや、違う……？

　女神官にはむしろ確認しているのは、周辺ではなく、屋根の方であるように思えた。

「上に行くんですか？」

「屋根上にな」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「だが屋根は角度が厳しい。天井てんじょうはどうだ」

「ちくと高すぎるな」

　上を見上げていた鉱人道士が目を細めて唸る。

「梁まで登れりゃあ、石を外して外に行けっだろ」


「なら、決まりだ。──……おい」



「わかりましたっ」

　女神官はすかさず鞄から冒険者ツールを探って、愛用の鈎縄かぎなわを引っ張り出す。

　──出かける時は、忘れずに……！

　やはり冒険者ツールというのは、お薦めされるだけあって、持っていて困るという事がない。

　ゴブリンスレイヤーに手渡すと、彼は縄を摑んでぐるんと鈎を回し、ひょうと投じる。

　鈎はしっかと梁に嚙み付いて、垂れた縄を二度三度引いて具合を確かめれば、後は登るのみ。

　流石に女商人は不慣れで手間取ったものの、他五人がかりで引き上げれば問題にもならない。

　梁に登った冒険者たちは、鉱人道士の手で天井板てんじょういたを取り払い、ぞろぞろと屋根裏へ上がる。

　そこは見事な曲線を描くように石を組み上げた、その内側だ。

「外に出んのだよな」

「それに加えて、一番上だ」

　ゴブリンスレイヤーは目を細めて、屋根の一番上、頂点に当たる石を睨むように見上げた。

「要石かなめいしというのがあるのだろう？」

「ちょっと、オルクボルグ！」

　何か嫌な予感がしたのだろう──女神官も顔がひきつった──妖精弓手が、声をあげた。

「まさか崩すつもりじゃあないでしょうね、この要塞……！」

「いや」

　しかしゴブリンスレイヤーは淡々とした様子で応じ、ゆっくりと鉄兜を巡らせる。

「俺は崩さない」


　その視線が向いた先は────……蜥蜴僧侶であった。
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　おぉぉおおおぉぉおおおおおぉぉおおぉぉん……と。

　さながら大勢の亡者が嘆き叫ぶかのように、長く尾を引いて木霊する音だった。

　それを聞いて、何事か理解できた者は、はたして何人いただろう。

　小鬼どもには不可能だったに違いない。

　衛兵たちの多くも、きっと理解できなかったはずだ。

　だからそれに気づけたのは、音ではなく、目で見た者。そしてその次が、振動を感じた者だ。

　砂漠が、動いている。

　荒野こうやの彼方に、砂塵が渦巻く。それは地面すれすれに生まれた雲にも似ていた。

　それが押し寄せてくる。近づいてくる。渦巻き、膨れ上がるように。

　この小鬼禍の只中にあって砂漠を眺める余裕がなくとも、微かな振動は全員に平等だ。

　始めは微かな振動。敷石の上に散らばった砂粒が、散り散りになる。

　机の上の食器、放り出されていた武器。家具。音を立て、揺れて、落ちて、倒れる。

　逃げ惑い、あるいは小鬼に抗い続けていた兵士たちの動きが止まった。

　何も考えていない小鬼どもも困惑し、不安げに声をあげて四方を見回した。

　そして、その時が来る。

　砂の大波が膨れ上がり、雨の如く要塞へと降り注ぐ。

　その中から飛び出す──尖塔の如き背鰭せびれ。

「サ、砂海鷂魚サンドマンタだあぁああぁッ!?」

　悲鳴のようなその叫びも、要塞へと飛びかかってくる大怪魚の影に呑まれて消え失せる。

　外殻を有する巨大な魚の群れにとっては、小鬼も、人も、その要塞も全てが等しく無意味だ。

　一匹の砂海鷂魚が城壁にぶち当たったのを皮切りに、次々とその群れが要塞へと飛びかかる。

　通り道にある一切合切いっさいがっさいを無視し、全て平等に蹂躙し、飲み込んでいくのが砂海鷂魚だ。

　彼の国に名の知れた要塞が砂海鷂魚の群れによって塗り潰されるまで──瞬く間であった。
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「きゃ、あああ……ッ!?」

　とてつもない衝撃にたまらず叫んだ女商人を、女神官はぎゅうっと抱きしめる。

　見張り塔の円まる屋根やねどころではない。要塞そのものが悲鳴をあげてきしんでいるのだ。

「《大地を冠せし馬普龍マプロンよ。仮初かりそめなれど、我らも群れに加え給たもう》」

《念話コミュニケート》の祈禱を終えた蜥蜴僧侶が、やれやれとその長首を振って、

「いやさ。いくら鱗があるとはいえ、魚類に愛を囁ささやくはめになるとは。予想だにせなんだ」


「むぅ。……なんか今回、そういうの多いわよね。出かけの将軍もそうだし──……」



　そんな風に妖精弓手は何かを続けて言おうと、さらに口を開きかけた。

　だが即座にずずんとまた尖塔が揺れて、がらがらと頭上から屋根石の一部が崩れ落ちてくる。

　蜥蜴僧侶へ言いかけた文句の言葉は飲み込まれ、即、ゴブリンスレイヤーへと放たれる。

「っていうか、ちょっと、オルクボルグ!?」

「外に出るぞ」

　妖精弓手が上げた抗議の声をばっさりと切り捨てて、彼は崩れた屋根をさらに蹴り崩した。

　そうするとぽかりと空間が大きく開け、途端に強く鋭い風が屋根裏へと吹き込んでくる。

　わ、と思わず目を瞑つむってしまった女神官は、風の収まりと共に、またしても声をあげた。

　──紅くれない、色だ。

　それは、砂漠の夜明けデイブレイクだった。

　地平線に向かって徐々に薄くなる藍あい色の空。黒い砂塵の向こうには、紅色の光が差す。

　光は徐々に広がっていき、それにつれて大地がまるで花咲くように、紅に染まるのだ。

　雨上がりの夜風に乗って仄ほのかに香るのは、甘やかな花のそれ。

　女神官はここまでの十年と少しの人生で、何度も夜が明ける様を目まの当あたりにしてきた。


　だけれど、こんなに美しい夜明けは──……。



　──ううん……。

　違う。そうではない。きっと、夜明けそのものは、いつだって美しいのだ。


　ただ、誰もそれに気づけていないか、まじまじと眺める事が少ないだけで──……。



「わ。と、と……」

　けれどそんな感慨も、一瞬で消え失せてしまう。

　またしても大きな音がして、塔がひどく揺れ動く。あまり時間はあるまい。

　女神官はぎゅっと抱きしめた女商人へ「立てますか？」と促し、支え合うように踏ん張った。

「だから、ちょっと、オルクボルグってば！」

「なんだ」

　崩れた屋根に手をかけ、片足をかけるようにして外を覗いていた鉄兜が妖精弓手の方を向く。

　長耳をこれ以上ないほどにピンと逆立てた上の森人は、振動を物ともせずに詰め寄った。


「出て、どうするのよ！　下へ降りたって、この騒ぎでしょ、どうしようも──……」



「なんだと？」

　ゴブリンスレイヤーが、心底驚いたような声をあげた。

　それはいつも通りの淡々とした口調ではあるが、あまりにも意外な言葉だった。

　皆が何も言えなくなった。視線が真まっ直すぐ、安っぽい鉄兜へと突き刺さる。

「お前が言ったのだろう」

　それさえも彼は不思議そうな様子で首を傾げ、何を馬鹿ばかなと、あっさり言い放った。

「あれの上を、渡る」

　何を馬鹿な、と。言いたいのは妖精弓手であったらしいが、言葉が出ない。

「な、な……!?」と口を開閉させている彼女を見て、女神官はふと思い出す。

　砂漠への道筋で、そんな英雄の事をちらりと妖精弓手は口にしていた。

　確かにひどく短いが、生涯忘れえぬ、とても印象的な名前の英雄であったように思う。

　だが、そんなささやかな事を、この人は忘れていなかったのだ。

「……まったく」と鉱人道士が息を吐いた。「お前さんとおると、退屈だけはせんわ」

「そうか」

「《降下》フォーリング・コントロールだろ？　かけちゃるから、ちっと待っとれ」

「頼む」

　鉱人道士が一口酒をかっくらって気を入れて、土精への呼びかけのために両手を閃ひらめかせた。

　砂漠は日の光と、夜の月、砂の精に地の精、そして炎と風の神の領域だ。

　であれば、かような冒険者たちへの助力が惜しまれるわけもなし。

「《土精ノームや土精ノーム、バケツを降ろせ、ゆっくり降ろせ、降ろして置いてけ》！」

　途端、女神官は自分たちの周りで何か小さなものが、けらけら笑いながら踊るのを感じた。

　同時にふわりと神官衣の裾すそなどがはためいて、慌てて片手でそれをぎゅっと抑え込む。

　すると空耳でなければ、微かな笑い声はとても愉快げなものへと変わるのだ。

「さて、拙僧は重みがありますからな。地の力の軛くびき、軽くしてもらわねば潰れかねませぬ」

　そんなよくわからない事を言って、どぉれと腕を回し、のそりと蜥蜴僧侶が一歩前に出る。

「竜牙兵の位置はわかりますでな。怪魚の背を渡る、まずは一番槍と……！」

　言うなり、蜥蜴僧侶は一声吠えて砂海鷂魚の群れの只中へと飛びかかっていった。

　巨体に反した軽やかさでふわりと降り立つと、がっと蹴爪で背の甲羅を蹴り、また一跳び。

「ああ、もう、命が幾つあったって足らないわよ。──ずるい！　待ちなさいってば！」

　その後を追って、妖精弓手がふわりと跳んだ。

　風に乗った木の葉さながらの跳躍は、弾む鞠まりにも似て、たちまちその姿も小さくなっていく。

　上の森人にとっては川の水面を渡るのも、砂海鷂魚の背を渡るのも、同じなのかもしれない。

「ったく、わしから離れっと術が解けっちまうかもしれんぞ！」

　慌てて鉱人道士がその後を追って空中へと飛び出した。

　ぽぉん、ぽぉんとその身体を弾ませて背を渡っていく辺りは、どこか危なっかしくもある。

　うっかりとすれば落っこちてしまいそうなのだが、不思議と落ちる気配もない。

　手慣れたもの、というべきなのか。もしそう言えば、彼はきっと呵々と笑うだろうけれど。

「どうする。先に行くか？」

　そうして皆が飛び出していく間、後方の警戒に当たっていたのがゴブリンスレイヤーだった。

　彼は支え合って立つ女神官と女商人を気遣うように、鉄兜を巡らせて視線を向けてくる。

　もちろんその面頰の奥に隠れた表情を窺うことは、できないのだけれども。

「……いえ。大丈夫です」

　女神官は、腕の中の女商人を見やった。彼女は戸惑いながら、それでもしっかりと頷いた。

「二人で、行きますから」

「……そうか」

「そうですよ」

「そうか」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「わかった」

　彼はいつのまにか交換していた剣を腰の鞘に叩き込み、城壁を蹴って、空中へと踏み切った。

　そうしてしまえば、後は二人きり。

　遠雷の如く轟音ごうおんが響き渡り、その度に塔が、要塞が、ぎしぎしと音を立てて揺れ動く。

　間もなくここは完全に崩れ落ちてしまうだろう。時間はなく、余裕もない。

　だけれどどうしてか女神官は落ち着いていた。

　心が穏やかで、温かく、どこかふわふわと浮かぶような、弾むような、そんな気持ちだった。

「……行きましょうか？」

「はいっ」女商人が頷いて、女神官の手をぎゅっと握りしめた。「行きましょう！」

　二人は手を取り合って、高い塔の端へと向かった。視線を交わして、深呼吸を一つ。

「せえ……」

「……のっ!!」

　そうして、少女たちは冒険の空へと身を躍らせた。

　吹き抜ける風が、二人の髪をさらう。女神官はたまらず、錫杖を持った手で帽子を押さえた。

　そして砂塵混じりの突風に目を瞑らず、制動がかかって尚ぐんぐん迫る怪魚の背を見据える。

「え、ぇい……っ!!」

　二人で一緒にその甲羅を蹴りつければ、身体はふわりとまた宙へ面白いように浮かぶのだ。

　夜を越えて、日の出の方向へ。太陽はきらきらと輝き、世界は薔薇色に輝いている。

　娘たちは、顔を見合わせた。笑っていた。どうしてか、笑わずにはいられなかった。

「あ、は、あはは……っ」

「ふふ……ッ」

　それはまるで紅玉ルビーか銀の靴の踵かかとを打ち鳴らした時のように、軽やかな足取りであった。
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　────それで、終われば良かったのだが。




「ＧＯＯＲＯＯＧＢＢ！！！！」



　頭上から響き渡る轟音の中を、一匹の小鬼が、ひたすらに走り続けていた。

　他の小鬼より一回り大きな体格を持つ彼は、とうの昔に鎖を投げ捨てている。

　今や彼は角のついた兜に外套、鎧を着込み、使えもしない斧槍ハルバードを携えていた。

　そのどれもこれも、先陣きってとびこんで一番に立派な部屋に飛び込んで物を奪った結果だ。

　自分の後からついてきて、おこぼれに与あずかろうなんて奴らに分けてやる必要はない。

　そして彼は外を見て、やはりいの一番に逃げ出したのだった。

　自分は兵士と斬きり合ったり、嬲なぶったり、嬲ってる間に他の兵士に殺される間抜けとは違う。

　他の奴らは死んで当然の屑くずばかりだが、自分は違うのだ。

　いや、そもそも自分が死ぬなどとすら、彼は思っていなかったに違いない。

　今まで連中は一度も自分を助けたりせず、むしろ嘲笑あざわらっていたのだから、死んで当然だ。

　そんな風に思っていたのかもしれない。

　いずれにせよ彼は要塞が崩れるよりも早く、分厚い岩盤に守られた地下に飛び込んでいた。

　自分を再びこの穴蔵に押し込めた連中への怒りが、ふつふつと湧いて出る。

　だが、今はそれどころではなかった。

　彼には目的があったし、他の馬鹿に先を越されるわけにはいかなかったのだ。

　彼がくしゃくしゃになるまで握りしめたそれは、一枚の紙切れであった。

　鎧兜をぶんどった際に、たまたま拾い上げたそれは、絵図面のようなものが描かれていた。

　地図とかいう奴だろう。彼は自分の賢さに満面の笑みを浮かべた。賢いからわかるのだ。

　これは地下の通路。通路の奥に。何か印がついている。そこに向かえば良いのだろう。

　そこには宝があるに違いない。女かもしれない。食べ物かも。いずれにせよ、良いものだ。

　彼の頭にあったのはそれで全てだったし、その全てを自分が手に入れる事だけであった。

　只人どもが何故こんなところに罠を仕掛け、小鬼を押し込めておいたのかなど思いもせずに。

　結局の所、ゴブリンに思慮深さなぞ求めるほうが間抜けなのだ。

　目の前にあるものに飛びついて、奪い取り、飽きるまで弄んだあと、次に向かう。

　それこそが、ゴブリンなのだから。
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　幸いにして、砂船は冒険者一党パーティが上から飛び降りるようにして乗り込んでも転覆しなかった。

　喫砂線をだいぶ上げ、大きく揺れこそしたものの、だが。

　一党パーティ全員に虜囚、加えて竜牙兵を乗せて尚、軽快に砂海を走るのは流石に軍用品故だろう。

「ほんっと、信じられないわね！」

　その船上で、相変わらずといった様子で妖精弓手がぷりぷりと怒りを露わにしている。

　彼女はきっと鉄兜を睨みつけると、その細く長い指先をびしりと突きつけた。

「水どばー、小麦粉でどかーん、お次は要塞ぐしゃーっときたわ、なんなのよまったく！」

「もっと色々とやったと思ったが」

「そういう事じゃなくて！」

　そんな二人のやりとりを、他の面々は何ともほっとしたような心持ちで眺めていた。

　終わった、という感があったのだろう。

　妖精弓手の憤りも、結局はじゃれ合いの類だという事もわかっている。

　鉱人道士が船頭を代わり、砂船は悠々と帆を広げて遺跡に向けて進んでいく。

　女神官は女商人と共に手分けし、助け出した娘たちに日除ひよけをかけ、手当を施ほどこした。

　身体を改めて清めてやり、傷には化膿かのう止めの軟膏なんこうを塗って、包帯を巻いてやる。

　どういうわけか竜牙兵が、やけにキビキビと手伝いにくるのが、妙に愉快だった。

「こういう時は、慌てて動いたりしない方が良いものでしてな」

　どっかと座って四方を見回していた蜥蜴僧侶が、やはりのんびりとした風に言った。

　彼はこれで人心地と言った様子で、糧秣の袋からチーズの塊を取り出している。

　そう言えば──もう、朝か。一晩動き詰めで、女神官はふと胃いの腑ふを上から押さえた。

　気づけば、もうずいぶんとお腹が減ってしまっている。

「即逃げるものと思われておりましょうからな」

　がぶりとチーズにかじりつく姿が何とも羨ましく思えて、女神官もまた鞄を漁った。

　──あの酒場で頂いた飲み物と、お魚は美味おいしかったな。

　時間があれば、もっと色々と食べる事もできたのだろうけれども。

　そんな事を思いながら、彼女は焼き菓子を取り出し、木槌きづちで叩いて割り砕いた。

　堅く焼き締めた保存食は、こうでもしないと分けるのも難しい。


「そして追手の輪が広がりきったところで、より内側に飛び込むか──……」




「──……わたしたちの場合は、輪の薄いところを破って、国へ帰るのですね」



「然り、然り」

　蜥蜴僧侶がそう言って長首を頷かせ、甘露と叫ぶのにあわせ、女神官も食事にする。

　手拭いの上に広げた焼き菓子を、女商人と分け合って口に含む。

　女商人が上品にかりこりと焼き菓子を齧かじる様は、どこか栗鼠りすに似て、可愛かわいらしかった。

　思わず女神官がくすりと笑うと、彼女は「何か？」と不思議そうに小首を傾げてくる。

「いえ、なんでも……」

　なんて、誤魔化ごまかしながら菓子をもう一口。疲れた身体には、何とも心地よい。

　見ればゴブリンスレイヤーも雑囊から取り出した干し肉を、無造作に兜へ捩ねじ込んでいる。

　妖精弓手は干した果物を口に放っているし、鉱人道士は酒を飲んで息を吐く。

　何とも弛緩しかんした、気怠けだるげな空気が船上には流れていた。

　冒険の後とは得てしてそういうものだ、という事を女神官はこの二年で学んだ。

　──お話では英雄が戦いを終えて、財宝を得て、それで終わりという事が多いですけれど。

　冒険には、その後の帰り道というのがあるのだ。

　山のような金銀財宝をどう運ぶか頭を悩ませたり、疲れ切って、眠くて仕方ない時とか。


　もっとも、財宝なんて女神官は今まで見たことがないのだけれど──……。



「おぉい、そろそろ遺跡ンつくぞ」と鉱人道士が声をあげた。

「陸に上っての方が、休むにもよかろ」

「酔っ払って操舵して、座礁ざしょうとかさせないでよね」

　船の事よくわかんないけど。そう妖精弓手がからかって、「せんわ」と鉱人道士が言い返す。

　そんなやりとりを経て、砂船はざっと横滑りして飛沫しぶきを上げながら遺跡に横付けされた。

　なるほど、確かにここは陸地だ。

　降り立ってみれば、砂とは明らかに違うしっかりとした感触が足の裏に返ってくる。

「ん……」と妖精弓手が鼻をひくつかせた。「草とかの匂いがするわね、ここ」

「砂漠も昔は肥沃ひよくな土地であったという話も聞きますでな」

　のそりと船から身を下ろした蜥蜴僧侶が、ぶるりと身体を震わせてそう呟く。

　幾本もの石の円柱が立ち並ぶそこは、なるほど、大昔の神殿かなにか──だったのだろうか。

　今となっては岩塊や瓦礫がれきに埋まってしまって、かつての名残なごりを窺わせるだけだけれど。

「日除け代わりに、数刻休む分にはちょうど良いだろう」

　ざっと状態を見聞けんぶんしたゴブリンスレイヤーが、どこか安堵あんどしたように息を吐く。

　流石に昨夜から夜通し動き詰めだ。

　皆、口にはしないものの、消耗しているのは明らかであった。

　幸い、水の流れも近い。水を飲み、身体を拭い、夕暮れまで休むには十分だ。

　そうしてからこの国の都なり、他の街なりに移動すれば良い。


　冒険は終わったのだ。ゆっくりと休むだけの時間は────……。



「……ねえ」と、女神官の気の緩みを遮ったのは、妖精弓手の鋭い声だった。

「何か、変な臭いしない？」

「……？」

　言われて、女神官も顔を上げて周囲に鼻を向けてみる。

「良く、わかりませんけれど……？」

「そらあ、お前さんがさっき言った草とか花とかじゃねえのか？」

　鉱人道士がそう混ぜっ返すのを「そうじゃなくって」と彼女は言い返す。

「前にもあったじゃない。ほら、三人で最初に行った冒険の時！」

　それは女神官にはわからない言葉だったが、鉱人道士と蜥蜴僧侶には違ったらしい。

　二人の表情はすっと引き締まり、すかさず蜥蜴僧侶がその手に竜牙の触媒を握りしめる。

「硫黄の臭いじゃと？　おいおい、魔神の類か!?　勘弁してくれい……！」

　悲鳴のように呻いて、鉱人道士が酒をかっくらって口元の雫を拭い取る。

　半ば自暴自棄のようにも見えたが、気合を入れるには酒が必要なのだろう。

「魔神だと？」

　ゴブリンスレイヤーもまた、状況を把握しきれないまでもその手に剣を抜いた。

　それに倣ならって女神官も錫杖を手に立ち上がり、膝の上の焼き菓子の粉を手で払う。

　──魔神……。

　彼女も、対峙たいじした事がある。忘れもしない。あの最も恐るべき迷宮での出来事だ。

「あの……腕だけの化身、みたいなものでしょうか？」

「お二方に出会う前にも、拙僧らは下位の魔神を相手取っておりましてな」

　それに出会った後も別の冒険で一度、二度。蜥蜴僧侶は、実に楽しげに牙を剝むいた。

「此度こたびは金剛石の瞳もありませんでな。ははは、真っ向勝負となりましょうや……！」

「言ってる場合？　魔神なんて、そう何度も相手にしたくないわよ、実際！」

　妖精弓手がげんなりとしながら、梢こずえを駆けるような軽やかさで石柱の上へと移動する。

　弓を手にして狙ねらいをつけるならば、高所に陣取った方が有利なのは明白だ。

　その様を目を回して追った蜥蜴僧侶は「いや、いや」とゆるく長首を左右に振った。

「なんの、魔神は昼ひる日向ひなたには出てきますまい。それに硫黄を纏うのは、魔神に限りませぬぞ」


「じゃあ、いったい──……」



　女神官がそう問おうとした、その時だった。

　大きな地響きが遺跡全体を襲い、かつては祭壇があっただろう広場が下に崩れだしたのだ。

　ぽかりと大きな穴が開いた地底から、まず目に入ったのは金色の光。

　ざらりと零れ落ちるようにして飛び散ったのは、目も眩くらまんばかりの金銀財宝に武具の類。

　そしてその財宝の山の上に鎮座するのは、まったく性質たちの悪い冗談のような存在であった。

　広げた翼は空を覆い、全身に纏った鱗は鋼よりも硬く、鋭い爪牙そうがは騎士の名剣よりも鋭い。

　硫黄と瘴毒しょうどくを含んだ吐息といきは天をも焦こがし、その知略は森人の賢者を容易く上回る。

「ＧＯＯＲＯＧＧＯＢＯＧ!!」

　その背に勝ち誇った、醜悪な姿の小鬼──地上最弱の怪物を乗せた、真紅しんくの巨体。

　この四方世界に生ける言葉持つ者ならば、誰もが知っている。赤子ですら知っている。

　地上における最強は何者か。

　そう問われたならば、迷う必要はない。


「────赤の、竜レッド・ドラゴン!?」



　地下牢ダンジョンより天地に轟とどろかんばかりの咆哮ほうこうが、その答えであった。
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　──どうして、こうなった……!?

　混沌ケイオスの嵐あらしに飲み込まれつつある要塞内をひた走り、兵士長は呻うめき声をあげた。

　順風満帆とはいかずとも、上手うまくはいっていたはずだろう。

　小鬼を繁殖させ、飼いならし、兵力とする──そう閃ひらめいた時は、まさに天啓てんけいを得たと思った。

　苗床なえどこや食料には奴隷でも、人攫ひとさらいでもして連れてくれば安上がりだ。

　いくらでも使い捨てる事のできる戦力。無数の軍勢。これがあれば戦いくさにだって勝てる。

　それを宰相に提案した時、ひどく軽蔑けいべつしたような目つきをされた事は、良く覚えている。

　宰相に連れられて閲兵えっぺいにきた姫は、兵士長の方を見ようともしなかった。

　小鬼が増えるにつれ、兵士たちからの視線も薄汚いものを見るようなものに変わっていった。

　屈辱だった。どうして国のために、汚いことに手を染めようとするこの志こころざしがわからないのか。

「ええい、貴様ら、退どけぇっ!!」

　兵士長が曲刀を振り回すと、ぎゃっと悲鳴が上がって血ち飛沫しぶきが噴いた。知ったことではない。

　何事か喚わめいている兵士も、小鬼も、全すべて平等に、彼の行く手を阻はばむ邪魔者だった。

　宰相が国の実権を握っている今、この国で二番目に偉いのはその腹心である自分ではないか。

　いずれあの厭味いやみったらしい宰相を討うち、姫を組み伏せてやれば、頂点に立つのはこの己おのれだ。

　知識も知恵もある。詩を吟ぎんじる教養も持ち、風流も解する。剣術戦術だってこの通りだ。

　──だというのに、何故なぜ誰だれも彼も俺おれを認めようとしないのだ！

　血走った目で周囲を睥睨へいげいし、口の端から涎よだれを泡にして噴きながら、彼は要塞を突き進む。

　兵士長が小鬼の反乱の報しらせを聞かされたのは、異国の女商人の歓待をせんとした時だった。

　身なりを整えて、甘い言葉の一つ二つ囁ささやいて関係を持ち、来きたるべき時の力とする。

　そのための切り札だって確保していた。全ては順調であったはずなのだ。

　だが、小鬼の反乱だ。

　手引きしたのはその女商人に違いない。他国の差金さしがね。つまりは、戦争だ。

「戦争だぞ！　貴様ら、わかっているのか！　戦争だぞ!!」

　いくら命令を怒鳴ったところで、誰も聞く耳を持たない。それが兵士長の怒りをさらに煽あおる。

　──もはや兵士どもも頼りにならん！

　そう、結局は自分でやるべきなのだ。今更の話だ。信じられるのは己の才のみではないか。

　ゴブリンどもはいずれ鎮圧できるだろう。不意を打たれこそすれ、兵士は小鬼より強い。

　問題はその後だ。戦争になる。間違いない。そこで手柄を立てねばなるまい。

　かくなる上は切り札を場に出すより他あるまい。使ってこその切り札だ。

　まだ負けていない。勝てば良い。勝てば何もかも手に入る。国中の財宝も、権力も、女も。

　それこそ天下一とさえ言われる、あの鳥人の踊り子だって自分に傅かしずくに違いないのだ。

　彼は半ば蹴けり破るような勢いで居室の扉を破り、その中へと飛び込んだ。

「ええい、あれはどこだ……！　地図だ、地図がなくば……！」

　机の引き出しをひっくり返して中身をぶちまけ、書類棚を手で引ひっ搔かき回す。

　自慢の絨毯じゅうたんに、棚から落ちた酒さか瓶びんが割れて広がっても気にもとめない。

　偉大な男はそんな些末さまつな事には気を取られないものだ。そうとも。そうだとも。

「あのぉ、閣下。一言お伝えしたい事がありまして、よろしくありますか？」

　だが、そんな大業の邪魔をする声が背後から降り掛かってきた。


「なんだぁ!!　貴様ァ……!!　くだらぬ報告なんぞせんで良い、それより──……」



　兵士長はいっそ叩き切ってくれようかと腰の曲刀に手をかけ、抜き放ちながら振り返る。

　そしてその見開いた視界いっぱいに飛び込んできたのは、鋼鉄の礫つぶて。

「死ねよ、溝鼠どぶねずみ」
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　どっと音がして、兵士長は眼窩がんかに弾丸が撃たれた勢いで一回転し、仰向あおむけに崩れ落ちた。

　衛兵の兜かぶとをちょいと持ち上げて、密偵は煙を纏まとった短筒を肩に担かつぐようにして息を吐いた。

「な？　やっぱ短筒は至近距離から鎧よろいぶち抜いて相手を一発でぶっ殺すための武器だって」

「頭を狙ねらってたら変わらないと思うけどね」

　その傍かたわらに立つ赤毛の娘が、居心地悪げに兜の位置を直しながら苦笑い。

　取替っ子とはいえ、その耳は只人ヒュームのそれよりも長い。鉄兜の収まりが悪いのだろう。

　結局あきらめたのか、兜を脱いで耳を擦りながら、彼女は「それよりも」と密偵を急せかす。

「今回は普段と勝手が違うから、急がないと。脱出に手間どっちゃうよ？」

「悪いね」と、続く三人目。華奢きゃしゃな体軀たいくの衛兵──知識神に仕つかえる娘が微笑ほほえんだ。

「二人きりの仕事を邪魔しちゃって」

「……そういうのは良いから」

　赤毛の森人エルフは顔をしかめて、ぷいとそっぽを向く。

　その長耳が赤いのを、知識神の神官はけらけらと笑った。

「兜のせいって事にしておいてあげよう」

「だから、良いから」ツンケンと赤毛の森人は言った。「そっちの仕事をしてよ」

「周辺警戒よろしくね」

　同性の友人にして仲間を怒らせる気はない。神官は、ひょいと兵士長の死体を飛び越える。

　その際に、男の首からちぎれ飛んだらしい、片目の印章を見つけ、知識神の娘は眉まゆをひそめた。

　正直に言えば、彼女としても不安はあるのだ。普段は前衛の二人に任せっきり。

　──それはまあ、役割分担だから別に負い目も何もないんだけど、ね。

　こうして現場に同行するのは、そう滅多めったにない。軽口でも叩たたかないとやってられないのだ。

「悪いな、流石さすがにこっちの文字は読めないから」

「みんな勉強が足りてないんだよ」

　連弩れんどを構えて油断なく見張る密偵へそう言い返し、神官は足元に散らばった書類を手に取る。

　一枚二枚ではないし、それぞれの文量も結構なものだ。目当てのものを探すのは一苦労。

　──というわけで、ちょっと神様、お願いしますよ、と。

「《蠟燭ろうそくの番人よ、十の百乗グーゴルの光芒こうぼうより、求むる灯あかりをお教えください》」

　衛兵服の内側に落とし込んだ聖印を握りしめ、《検索サーチ》の奇跡を嘆願する。

　すると瞬またたく間に頭の中へ文書の項目が閃いて、やがてちかりと光が輝くのを感じ取った。

「……ん、これだね」

　絨毯に吸い込まれる酒と脳漿のうしょうを跨またいで、奥に舞い落ちた書類の数枚を拾い上げる。

　どうやらそれはこの国の機密に纏まつわるもので、都の城に関する情報であるらしかった。

　見取り図──それも最新の。抜け道から何から……あるいは宰相の企たくらみの全てまで、か。

　──個人的には、全部読みたいんだけどな。

　知識神に仕える娘の胸中で、うずうずと、猫めいた好奇心が身じろぎをする。

　だが知るべきを知れニード・トゥ・ノウだ。仕掛けに関かかわる事以上は知らない方が良い。

　神官はくるくると書類をまとめると、丸筒に落とし込んでしっかりと封をする。

　とはいえ、雑談くらいは良いだろう。神官は、表情の薄い顔に僅わずかに笑みを浮かべた。

「それにしても、殺しの方の起こりジョンソンは誰だろうね？」

「さあて、こいつが買かい漁あさった奴隷の家族か、攫さらわれた人に高貴な身分の人がいたか……」

　密偵が「お疲れ」と言うのに、神官は頷うなずく。その横で、赤毛の森人が口を開いた。

「あっちこっちで恨みつらみを買えば、こうもなるよ」

　その言葉は、普段の彼女のそれと比べて、妙に冷たい。

　密偵は肩を竦すくめ──知識神の神官としては、その理由に色々と思いを巡らせる。

　希少価値の高い取替っ子。それも魔力持ち。なりふり構わぬ人攫い。巻き込まれる友人。

　世界は奪う者、奪われる者、そして生き残った者の三つに分けられる、なんて。

　──やめ、やめ。

　全部、勝手な想像だ。証拠もなければ根拠もなく、そもそも友人の心の内へ踏み入る行為だ。

　こんな裏稼業に身を投じる理由なんて、いくらだって想像することはできる。

　失った肉体をご禁制の呪術で補おぎなっている密偵。行きずりの女の借金を肩代わりした御者ぎょしゃ。

　いつもへらへら笑っている蔓フィクサーを、どうしてか姿を見せない魔術師が献身的に支えている理由。

　けれど、そんなのを抜きにしたって自分たちは仲良くやれている。良い一党パーティだと思う。

　それを言えば、知識神の神官がこうして影の世界に身を浸ひたしてるわけだって、謎なぞめいている。

　そんな自分だって明かしていない理由を、皆は聞かないでいてくれるのだ。

　であれば、こっちだって皆を尊重したいし、するべきだと思えた。

「こっちは終わったよ」

「わかった。じゃあ……《ウンブラ暗影……ファク精製……シミレ同一》」

　赤毛の森人はそう呟つぶやいて、自分の影にそっと手を触れた。

　か細く呟いた真言に従って、ずるりと影が質量を持って膨らんで、担架の形を作り出す。

　便利なものだ。持ち歩ける装備に限りがあるなら、尚なおの事。

「《魅了カリスマ》はまだ効果が続いてるから、今のうちにやっちゃおう」

「あいよ」

　密偵はそう頷くと、その呪的に強化された腕で軽々と兵士長の死体を持ち上げ担架に積んだ。

　そして適当にカーテンを引っ摑つかんで取り外すと、それを兵士長の上に被かぶせてしまう。

「負傷者一丁上がり、と」

　後はこのまま堂々と門から外に出て、待機している御者の馬車に乗って逃げれば良い。

　こんな混沌とした粗っぽいクルードな状況だからこそ、繊細テクニカルに行くべきだ。

「じゃあ、私が反対を持つから」

「頼む」と、密偵は後ろに回った森人に頷いた。

　彼は片手で担架の柄を持ち、もう一方の腕で連弩をしっかり保持している。

「持つふりで良いからな」

　──まあ、彼の腕力ならこっちが手伝う必要はないか。

　邪魔しても悪いし。そんな風に考えて、知識神の神官は目を細めて笑った。

　部屋には他にも斧槍ハルバードとか兜とか、持ち出して売り払えそうなものもあるが──まあ、良いか。

「怪我けが人を搬送するぞ！　退け！」

　そうして、彼ら彼女らは担架で死体を運びながら廊下へと飛び出した。


　兵士たちを押しのけ、連弩を通路の先に照準しつつ進み、時折小鬼を射殺しゃさつして進み──……。



「あ」と、赤毛の森人が呟いたのは、雑多な装備に身を包んだ一党パーティとすれ違った時だ。

　彼女はその中にいた小柄な女神官──たぶん地母神ちぼしんだ──に目を止めたように思えた。

「どうかしたか？」

　密偵が問いかけると「なんでもない」と赤毛の森人は首を振る。

　彼女が小さく口の中で幸運を祈った事に、きっと密偵も気づいただろう。

　けれど神官も密偵も、それを咎とがめることはしない。祈りたい相手がいるのは、良いことだ。

「と……」

　不意にずずんと音がして、廊下が──いや、要塞全体が、大きく揺れた。

　密偵が森人を支えて連弩を構えるのに合わせ、神官は目を瞑つむって意識を一瞬、空に飛ばす。

「……うわ」

　思わず、声が漏もれた。いや、だって。こんなのはなかなかできる事じゃあない。

「あの冒険者たち、砂海鷂魚サンドマンタ呼んだみたいだよ、砂海鷂魚。信じられる？　砂海鷂魚だよ？」

「めちゃくちゃだグリッチド」と密偵は声をあげた。「まったく、情け無用だな」

「ぼやぼやしてるとこっちまでやられっちゃうね」

　派手だなあ、と。赤毛の森人がくすくすと笑った。

「後はこの書類を届けるんだっけ」

　知識神の神官は、さして興味もなさそうに書類筒を弄もてあそびながら呟いた。

　正確には、早々に手放さないと中身を読みたくなるからなのだが。

「届け先は見つかってるの？」

「ああ」

　密偵が笑った。視線を交わして赤毛の森人も笑う。これも謎だ。解き明かすのは野暮やぼだけど。

「後は行って、渡して、戻って、金を貰もらって、帰るだけだ」

　まあ、この要塞の他の兵士がどうなろうと、この国がどうなろうが、知ったことではない。

　自分たちは金ずくで殺しを請け負う外道、殺し者、影を走る仕掛人ランナーだ。

　正義の味方ではないし、世直しをする類たぐいの存在でもない、ならず者ローグ。

　あくまで影にて、己の器量伏し、仕掛けて仕損じなく、死して屍しかばね拾う者なし。

　竜ドラゴンに手を出すのは、冒険者とか英雄って連中に任せておくべきなのだ。
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　ドラゴン。

　その名を頂く怪物について、もはや何を語れば良いというのだろうか。

　天地に轟とどろく咆哮ほうこう。真紅しんくに輝く鱗うろこ。硫黄と瘴毒しょうどくに満ちた灼熱しゃくねつの息吹。鋭い爪つめ、爪、牙きば、尾。

　一国の国庫に匹敵ひってきするほどの財貨を持ち、智謀ちぼうは賢者のそれを上回り、永劫えいごうの命を持つ。

　四方世界で最も強力な生命体の一つが、冒険者たちの前に立ちはだかっていた。

「ＧＲＯＯＧＢ！　ＧＯＯＲＧＧＢＢＢ!!」

　背に、嘲あざけり笑う小鬼を跨またががらせて。

「……悪い冗談だ」

　思わずゴブリンスレイヤーがこう罵ののしったのも無理はない。

　次の瞬間、苛立いらだたしげに赤竜が打ち振るった長首の一撃が周囲の石柱ごと冒険者らを襲う。

　咄嗟とっさに彼らは飛び退のいたことで難を逃れたが、飛び散る瓦礫がれきと金貨は、まるで礫つぶてのよう。

「ＧＧＯＯＧＲＧＧＢＢ!!」

　盾を掲かかげ、あるいは身を伏せ破片を防ぐ彼らを見て、小鬼の乗り手が意地悪く喚わめき散らした。
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　小鬼はぐいぐいと手綱たづなを四方へと引っ張り、その度、竜は怒りを滲にじませ身じろぎを繰り返す。

　傍かたわらの石柱へと飛び移っていた妖精弓手エルフが、思わず上かみの森人エルフに在るまじき悪態を吐いた。

「ドラゴンならゴブリン程度に手綱を執とられないでよ……！」

「いやあ、あれは手綱を執っているつもり、でしょうな」

　状況に反して至極しごくのんびりと、あるいは興奮を滲ませて、蜥蜴僧侶リザードマンが尾で大地を叩たたいた。

「竜は歯牙にもかけていないかと」

「鱗の、《念話コミュニケート》でなんとかできんのか！」


「ははは、寝起きで会話をする気もないとなれば、拙僧程度の祈りでは──……」



「でも、ドラゴン相手に戦うなんて……！」

　女神官が思わず漏もらしたのは、弱音ではなく状況分析だ。

　竜殺しドラゴンスレイヤー！　竜狩りドラゴンバスター！　竜を滅ぼす者ドラゴンヴァラー！

　それは英雄譚えいゆうたんの中でも最も誉ほまれ高き武勲ぶくんだ。

　数多あまたの冒険者が挑んで、これに打ち勝った者は一握り。それほどの難行なんぎょうなのだ。

　砂塵さじんの国での冒険を経て、消耗した状態で竜に挑むなど自殺行為に等しい。

　危険を冒すからこその冒険だが、それは無理無茶無謀を意味するものではない。

「生中なまなかな攻撃で通じるわけもないな」

　戦場の主導権イニシアチブを掌握すべく素早く情勢を見据みすえ、小鬼殺しは呻うめいた。

「速攻しかないと思うが、どう見る」

「同意ですな」蜥蜴僧侶が素早く応じた。「継戦けいせんが嵩かさんでおりまする。消耗も多い」

「んでもって呪的資源リソースも少ねえ。初手ぶっぱか、あんま好かねえが」

　残り少ない気力を奮わせ、触媒の鞄かばんに手を突っ込んだ鉱人道士ドワーフが顔をしかめる。

「《石弾》ストーンブラスト程度じゃどもこもならんぞ」


「なら──……」



《稲妻ライトニング》。

　女神官が声を漏らさず呟つぶやいた。女商人が、緊張と恐怖と決意で顔を強こわばらせ、頷うなずく。

「や、ってみます……！」

　敵を目の前にしての作戦会議は長々とできるものではなく、冒険者たちは決断的に動いた。


「わ……あァァッ！」



　繰り返すが、危険を冒すからこその冒険であっても、無理無茶無謀は冒険ではない。

　だがしかし、勇気を奮い起こして女商人が飛び出したのを、否定ひていすることは誰だれにもできまい。

　竜へ挑むという時点で、それができるだけの胆力を持つ者がどれほどいようか。

「援護するわ！」

　妖精弓手が声を張り上げ、敵意ヘイトを稼ぐべくさっと遺跡を駆けて矢を放つ。

　無論、牽制けんせいと言えど狙ねらいは必殺。竜の瞳ひとみに小鬼の乗り手。だが鱗アーマークラスを貫つらぬくには足りぬ。

　その隙すきに、女商人は両手の指を複雑に絡め、雷電を想起させていく。

　意識を呪文じゅもんに集中させる彼女は、唇くちびるをぐっと嚙かみ、恐怖で青白くなった顔で尚なお竜を睨にらむ。

　いや、あるいは──その背に跨がった小鬼を、だろうか。

「《トニトルス雷電……オリエンス発生……ヤクタ投射》!!」

　呪印を結んで突き出されたその手から、白熱した雷電が唸うなりを上げて迸ほとばしった。

　稲光いなびかりが蛇へびのようにのたくりながら竜に至る一瞬、その刹那せつなをゴブリンスレイヤーは逃さない。


「お、ぉ……ッ！」



　彼は剣をくるりと掌中で逆手に回し、一歩二歩三歩、振りかぶるとそれを投げ撃った。


　目も眩くらまんばかりの白光を隠れ蓑みのにして、小鬼目掛けて刃は空を切り裂き────……。



「……あぁッ!?」

　雷電が弾はじけ飛ぶ。竜の鱗か、その眼に宿りし呪力によるものだろうか。

　そして無造作に羽ばたかれたその翼が、小蝿こばえを叩くように小鬼殺しの剣を打ち落とし、砕く。

「ひ……ッ!?」

　そして、赤の竜が吠ほえた。

　先の雷鳴を塗ぬり潰つぶさんとばかりに響き渡るその轟音ごうおんは、びりびりと大気を震わせていく。

　弦げん楽器を革手袋で無茶苦茶に奏かなでれば、この咆哮に多少なりとも近づくだろうか。

　だがその恐るべき圧力は、女商人の腰を容易たやすく砕き、彼女はぺたりとへたり込む。


「む……ッ！」



　対してゴブリンスレイヤーが地を駆けたのは、やはり銀等級冒険者としての胆力故だろう。

　あるいは師より「とにかく動け」と教わり、それを実践し続けた結果なのかもしれない。

　だがいずれにせよ、彼の行動は間に合った。

　あ、あ、とか細い声を漏らして震える女商人を搔かっ攫さらい、財貨の山の影へ飛び込んだのだ。

「きゃ、あ!?」

　彼女が悲鳴をあげるのも無視して覆おおいかぶさるその背後で、風が大きく渦うずを巻いた。

　大気を全すべて飲み干さんが如ごとき竜巻を伴って、竜の喉のどが、胸が大きく膨らんでいく。

「……ッ!?」

　竜のそれが何を意味するのか、女神官にすら理解できる事だった。

　彼女は錫杖しゃくじょうを振りかざし、脚をもつれさせながら前に出て、祈りの言葉を脳裏のうりに浮かべる。


　だが──……。



　──間に合わない……ッ

　現実はこうだ。小娘一人の機先では、戦いの主導権イニシアチブを掌握する事は難しい。

　竜の顎あごが開かれる。牙の奥に蓄えられた、眩まばゆい光芒までもが見て取れる。

　それは逃れ得ぬ死、そのものだ。

　それを防げるものなど、この四方世界のどこを探しても存在しない。

　英雄の鎧よろいも、白亜の城壁も、たちまちの上に焼やけ焦こげ──否いな、溶解して滅び去るだろう。


　女神官の額ひたいに汗が滲む。手が震える。竜の前に飛び出し、それでも祈りを紡つむがんと──……。



「《二角の小竜ディロフォよ、偽りなれど臓腑ぞうふに宿す瘴毒を、我が息吹に纏まとわせたまえ》！」

　その前に、猛獣の俊敏性を伴って立ちはだかった巨体があった。

　一声祈りを吠えて肺胞に息吹を蓄えた蜥蜴僧侶が、渾身こんしんを振り絞ってその呼気を解き放つ。

「かああああっ!!」

　竜の息吹ドラゴンブレスと、焼け付く息とが激突した。

　白く輝く高温の瘴気しょうきが、かの赤き死の風をも上回る速度で遺跡の中を吹き荒れる。

　それに真っ向から挑む蜥蜴僧侶だが、さしもの彼でもあまりに分が悪すぎた。

　ず、ず、と踏みしめた脚は徐々に後へ押され、鱗はジリジリと毒によって腐り、剝はがれゆく。

「ぬ、う……ッ!?」


「いけない……ッ！」



　今度こそ、女神官は遅れなかった。

　彼女は沸騰ふっとうする灼熱の大気の中を走り、掌てのひらが焼けるのも構わず蜥蜴僧侶の背に当て、祈る。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、どうかこの者の傷に、御手みてをお触れください》……！」

　おお、地母神の加護ぞあれ！

　恐らく《聖壁》プロテクションでは自身の命が保つまい。あの踊り子の吟じた舞踊が脳裏を過よぎったのもある。

　だがしかし、大地を汚す竜の毒へ抗あらがうは、地母神の力をおいて他あるまい。

　敬虔けいけんなる信徒の祈りに応こたえ、神の奇跡が蜥蜴人リザードマンの強者の身を守り、癒いやしていく。

　骨まで腐り果てるかと思われたその肉体はたちまちのうちに力を取り戻し、大地を踏みしめた。

「はッはぁッ！　我が父祖が《核撃フュージョンブラスト》に比べれば、この程度何するものぞ！」

　しかし竜の息吹が収まり、煙立ち込めるその中に仁王におう立つ姿は、それでも尚も満身創痍まんしんそうい。

　だが、彼を懸命になって支えた娘、仲間らが背後にいるのだ。

　命を繫つながぬ死と敗北は蜥蜴人の名折れ。これほどの強者相手に武具を使うべきでもない。

　意気いき揚々ようようと蜥蜴僧侶は、己おのれが爪爪牙尾を振りかざし、竜へ挑まんと吠え猛たける。

「《おお、気高き惑わしの雷竜ブロントスよ。我に万人力を与えたもう》!!」

　怪鳥音と共に飛びかかった蜥蜴人の四肢が、赤の竜の爪と激突した。

　だがそれも一時の事だ。父祖の力とて永劫に続くわけではない。

　いかにあれが若い竜といえど、竜は竜だ。蜥蜴人の地力で抗えるようでは、竜足り得ぬ。

　女神官は彼の稼ぐ時間を無駄にせぬよう、呼吸を整えて後方へと駆け戻る。

　最後の奇跡を嘆願したためか、それとも竜の息吹のせいか、視界が明滅し、ひどく暗い。

　息が上手うまく吸えず、手足がびりびりと痺しびれて、最後は半ば転げ込むような有様ありさまだ。

「ＧＯＯＲＯＯＧＧＢＢＢ!!」

　状況をわかってもいないだろう小鬼のけたたましい笑い声が、ひどく癇かんに障った。

　女神官は涙の滲んだ目で、錫杖に縋すがって立ちながら、それでもきっと小鬼を睨みつける。

　そもそも恐怖からの涙ではない。苦痛に抗うため、生理的に浮かんだものだ。

　──怖くなんか、ない。

「大丈夫!?」

　と、女神官へ呼びかける妖精弓手は、既に石柱の上を跳び、小鬼殺しと女商人の元へ。

　二人が立ち上がるまでの猶予ゆうよを稼ぐため、そして蜥蜴僧侶の援護として矢を次々放つ。

　だが木芽きめ鏃やじりの矢は鱗で弾かれ、たまさか突き立つ物があっても、痛痒ダメージにまでは至らない。

　小鬼の乗り手を狙おうとするも、ドラゴンの羽が動く度、矢は吹き飛ばされてしまうのだ。

　ゴブリンはそれが自分の手綱によるものと、思い込んで勝ち誇っているのだろうが……。

　妖精弓手はぎり、とその美しい歯をきしませて、鉱人道士の方を振り返った。

「鉱人ドワーフの術で何とかできないの!?」

「《酩酊ドランク》にせよ《惰眠スリープ》にせよ、相手の体力が物を言うでな……！」

　だが返ってきた返事は冷静そのもの。

　鉱人道士は触媒の詰まった鞄に手をやり、《石弾》ストーンブラストを放つでもなく、冷たく戦場を睥睨へいげいする。

　恐らく《稲妻ライトニング》が通じない以上、己の術で抵抗を打ち破るのは困難と見て取ったのだろう。

　もはや残り少なくなった術をどこでどう切るかが、一党パーティの命運にかかっているのだ。

　考えなしに呪文を唱えるようでは、生き残れるわけもない。

「小鬼の方は眠っだろうが、竜が動きゃ起きる。小鬼が寝て竜も寝るってことはまずなかろ」

「じゃあ竜だけ狙えば!?」

「したら小鬼が竜をぶん殴って起こしちまうよ」

　──であれば、どうするべきか。

　ゴブリンスレイヤーは、背中の焼け焦げる感触に呻きながら、ゆっくりと身を起こした。

　寝起きの竜といえど財貨を焼くほどに呆けてはいなかったようで、四肢に損傷はない。

　痛みがあるという事は生きていて、動けるという事だ。問題はなかった。

「無事か」

「す、すみませ……んっ」

　今の今まで組み伏せていた女商人が、身を固くし、やや震えたか細ぼそい声で応じる。

　短く切ったその髪も、上等な仕立ての衣服も、腰に下げた軽銀剣も、焼けた気配はない。

　人体が火炎や爆発ばくはつの遮蔽物足りうる事は師から聞いていたが、やはり確かな情報であった。

　ゴブリンスレイヤーは師に心から感謝しながら、女商人の腕を摑つかんで引き上げた。

　竜相手に未いまだ損失なし。非才の自分にしては上等ではないか。無論、己の力だけではないが。

「だが、猶予はない……か」

　鉄兜てつかぶとを振って意識をしっかりとさせながら、彼は状況を確認する。

　蜥蜴僧侶は赤の竜を抑え込んでいるが、次に息吹が来れば今度こそ保つまい。

　そもそも現状彼らがまだ生きているのは、竜が寝ぼけているからに過ぎないだろう。

　──あの竜は小鬼を守っているのではない。

　ゴブリンスレイヤーは、そう結論づけた。竜が、小鬼風情ふぜいに操あやつれるわけもない。

　竜の血を引くだとか何だとか、そんな馬鹿ばかげた小鬼がいでもしない限り。つまり、結論は一つ。

　──小鬼を落とそうとしている。

　そう、赤の竜は背に小鬼が飛び乗って喚いたので、鬱陶うっとうしくなって目を覚ましたのだ。

　だが、だからといってこのまま放っておくか、逃げ出せば解決とはいかない。

　意識がはっきりしてくれば、小鬼を叩き落とし、冒険者を皆殺し、竜は咆哮をあげるだろう。

　そして次の餌食えじきにあうのは、ゴブリンの繁殖場から救われた娘たちだ。

　──つまるところ、いつだって問題は小鬼なのだ。

「ゴブリンを仕留めれば、竜は眠らせられるのか」

「おお、やってやろうぞ！」

「良いだろう」

　力強く胸を叩いて請け負う鉱人道士に、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　体力は消耗。呪文は少ない。武器は失った。仲間がいる。背に虜囚りょしゅう。敵は小鬼。状況は悪い。

　──それがどうした。

　天上で骰子サイコロが転がる音が聞こえた気がした。彼は低く呻いた。知ったことではない。

　──後は、やるかやらないかだ。

　彼は腰の雑囊ざつのうから強壮の水薬スタミナポーションを取り出し、栓を抜いて一息に兜の隙間すきまからそれを呷あおった。

　気休めだがないよりは良い。そして瓶びんを放り捨て、雑囊を腰帯から取り外す。

「使い方はわかるな？」

「え、わ……っ」

　それを放られた女神官は、不意を打たれて慌てながら、しっかと両手でそれを抱き止めた。

　彼の装備だ。それを預けられた。その事に、知らず腕に力がこもる。

「……はいっ！」

「頼むぞ」

　勢いよく頷く女神官に応じながら、彼はその無骨な籠手こてを、ぱんと女商人の肩に置いた。

　緊張か、恐怖か。どこか呆けた様子だった少女は、はっとしたように身を固くする。

　頼りなげに揺れ動くその瞳を、ゴブリンスレイヤーは鉄兜の庇ひさしの隙間から見やった。

「──ゴブリンどもは皆殺しだ。それは、何も変わらん」

　女商人は唾つばを飲んだ。手の震えを押し殺すように握りしめる。頷いた。

「わかり、ました」

「よし」

　これで良い。後やるべき事は単純明快だ。小鬼を殺す。それだけを考えれば良い。

　ゴブリンスレイヤーは竜と戦う蜥蜴僧侶を、そして仲間たちを見やった。

「俺おれがやる。……援護を頼む」

「──ドラゴン相手にね！　良いわ、面白おもしろくなってきた!!」

　金貨の散らばる地面を蹴けって、ゴブリンスレイヤーと妖精弓手が駆け出すのがほぼ同時。

　しかし上の森人は軽々と只人ヒュームの疾走を追い抜いて、次々に石柱を渡って狙いを定める。

　矢筒から引き抜いた矢は三本。それを文字通り矢継やつぎ早ばやに弦つるにかけて引き放った。

　音よりも早く飛ぶその矢は、竜の眼、喉、背の小鬼目指してでたらめな軌跡を描いて飛ぶ。

　だがそのどれもが赤の竜の防御を突き破るまでには至らない。

　竜にとっては不遜な矢も、背の小鬼も、等しく羽虫のようなものなのだろう。

　苛立たしげに動かされるその体軀たいく、その鱗に阻はばまれ、乾いた音を立てて弾けてしまう。

　──こういう時は、鉱人作りの風切り弓と、くろがねの矢が欲しくなるわね……！

　ふと過ったそんな考えは、森人にとっては何とも腹立たしい気の迷いに他ならない。

「何してるのよ、鉱人！」

「煩うるさい、わしらにゃわしらの戦い方があるんじゃ！」

　八つ当たりめいた妖精弓手の叫びに返すのは、いつかの時と同じようなやりとり。

　けれど鉱人道士の額には汗が滲み、彼の集中力がどこまでも研ぎ澄まされている事がわかる。

　竜へ術をかけようというのだ。乾坤けんこん一擲いってき。ここに全力を投じずしてどこに投じるというのか。

　余力などない──だが、それは冒険者たちの話だ。竜は違う。

　ひゅるり、と。砂塵が舞い上がり、大気が渦を巻くのに、妖精弓手は長耳を震わせる。


「ぬ、お……お……ッ！」



　未だ《疑竜》パーシャルドラゴンの奇跡は続いているとはいえ、蜥蜴僧侶の身体からは血が迸っている。

　それでも尚なおかの蛮族は楽しげに声をあげて笑い、立ち向かっているが、それも直じきに終わる。

　赤の竜がその顎を広げて、その肺胞へと大気を吸い込み始めたのだ。

　──竜の息吹！

　再びそれを受けてしまえば、蜥蜴僧侶は元より、冒険者一党パーティといえどただでは済むまい。

　瘴毒と高熱を浴びた肉体は生きながらにして腐り果て、そのまま命を落とすだろう。

　それは上の森人──永劫を生きる妖精の末裔まつえいにしたところで同じこと。

　迫りくる死への恐怖は、彼女にとっても等しい。それでも逃げず、弓を執って矢を引き絞る。


　狙うべきは。狙うべきは────……！



「顎を！」と蜥蜴僧侶が吠えた。「拙僧ら、嚙むはともかく開く力はさほどでもありませぬぞ！」

「──そ、っこだぁーっ!!」

　妖精弓手はすかさず天高くを振り仰あおぎ、渾身の力を込めて矢を解き放った。

　と、同時、風を纏って地を蹴り駆け出した先は、目も眩まん白光を蓄えた竜の顎、その直下。

　ざっと滑り込むようにして身を躍らせた時には、既に彼女の手には第二射が備えられている。

「え、やああッ!!」

　裂帛れっぱくの気合と共に繰り出される直上への射撃。それは思う様に竜の下顎をかち上げた。

　いつのまに口吻こうふんを落としたものか、鏃は芽ではなく、花と咲き、実を結んでいる。

　そして同時に天上より流星の如く降ふり注そそいだ矢が、竜の上顎を叩きのめした。

　がちんと嚙み合あわされた竜のあぎとの内で、爆裂が引き起こされる。

「ＧＯＯＲＧＢＢ!?」

　牙の隙間から溢あふれ出る炎に煽あおられ、背上の小鬼が悲鳴をあげて手綱を振り回す。

　竜とて己の炎で死ぬわけがなく、瘴毒の火の粉とて致命的なものではない。

　だがゴブリン──己には誰も手出しできないと高を括くくっていたものには、違う。


「ＧＯＲＯＧＢＢ!?　ＧＯＯＲＯＯＧＢＢ！？！？」



　その様を、ゴブリンスレイヤーは真まっ直すぐに見据えてひた走っていた。

　姿勢を低くし、暴あばれる竜が撒まき散らす瓦礫や財宝から身をかわしながら、真っ直ぐに。

　──兜は息苦しく、盾は重かった、か。

　不意に、ずっと昔に姉から聞かされた叙事詩の王の物語が脳裏を過った。

　かの王が挑んだのは竜ではなく、神の化身であった。その万分の一ほどでも、勇気が欲しい。

　ゴブリンスレイヤーは躊躇ちゅうちょなく盾を摑み、投げ捨てた。必要なのは速度と、身のこなしだ。

　兜は脱がない。いくら視界が遮さえぎられようとも、今この時に目をやられるわけにはいかない。

　目的は一つ。ゴブリンを殺すために。そのための手は？　ポケットの中に、いくらでも。

　ゴブリンスレイヤーは財宝の山に突き立つ、名も知れぬ魔剣の一振りを摑み、引き抜いた。

　その刃は幾星霜いくせいそうの果てに柄つかを執った戦士に応え、その刃を金色に輝かせる。

「今……だッ!!」

　娘たちが、動いた。

　時を待って戦場をひたすら見据えていた彼女らの動きは、速くはなくとも機敏であった。

　竜の目前へと飛び出した女商人は、魂魄ことごとくをその手に結んだ印に込める。

　遥はるか昔、さる勇士が邪悪な大魔法使い、あるいは地獄より現れ出た魔神を屠ほふったその一撃。

　それが竜に通じぬはずはないのだと己に言い聞かせ、恐怖と涙で歪ゆがむ視界に敵を捉とらえる。

「合わせましょう！」

　その横に女神官が駆け込む。手には雑囊。尊敬する師より託たくされた、その装備。

　摑み取るべきものが何かはわかっている。かつて自分たちが命を救われた、あの道具だ。

「はいっ！」

　女神官をちらと認めた女商人が、力強く頷く。数えるべきは一、二の……！

「《トニトルス雷電……オリエンス発生……ヤクタ投射》!!」

「えぇえいッ!!」

　女商人の突き出した掌から紫電が迸るのと同時、女神官の手から大瓶おおびんが飛んだ。

　四方へと飛び交う稲妻の一条に打ち砕かれた瓶から溢れるのは、黒く粘ついた液体。

　ばっとドラゴンの顔を覆うように飛び散ったそれは、次の瞬間、轟と勢いよく炎を上げた。


　これこそはメディアの油、あるいはペトロレウム、イラニスタンの火、すなわち──……。



「燃える水です!!」

　さしもの赤の竜といえど、瞳の上で炎が踊り、そこを稲妻で貫かれたのではたまらない。

　弦楽器を無茶苦茶に弾いたような咆哮をあげて、その長首が大きくのたうち、振り回される。

　当然、自分の背中なぞ気にしている余裕はあるまい。


「お、おォ……ッ！」



　ゴブリンスレイヤーは、その刹那を逃さなかった。

　練習を重ねてきた。足場は問題ない。射線は通った。剣の重みは確かめた。後はやるだけ。

　小鬼殺しと呼ばれる冒険者は、その手にした名も知れぬ魔剣を、渾身の力を込めて投じた。

　この剣を鍛えた者が誰かはわからないが、この結果を聞いたら、きっと満足しただろう。

　長きに亘わたり竜の財貨の山で腐っていたその刃は、久方ぶりの戦いくさにおいて存分に鬱憤を晴らした。

　たとえ相手が赤の竜であれ、あるいは小鬼であれ、主を裏切らぬことこそが武具の誉れ。

　それこそはまさに、夜明けを呼ぶ一撃、金色の曙光しょこうが如き一閃であった。

　一筋の光と化した魔剣は小鬼の喉笛のどぶえに牙を立て貫き通し、その首を胴から嚙かみ千切ちぎったのだ。

　小鬼の乗り手は、最後の瞬間まで自分が死んだ事にも気づかなかったに違いない。
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　石柱に突き立った刃の上から首級が転げ落ちる瞬間すら、まだ喚いていたのだから。

「ゴブリンには……贅沢ぜいたくな死に方だ」

　竜の胴に跨っていた小鬼の軀むくろが、ぐらりと崩れ、落下するのを見据えて吐き捨てる。

　次の一手、もはや状況はゴブリンスレイヤーの手を離れている。だが、彼は確信していた。

「《終わりなきもの、死の弟たる砂男サンドマン。戯曲一つと交換に、砂で夢と我らを守っておくれ》！」

　自分の知る限り、最も頼もしい呪文遣いが、ここでしくじるわけがないのだ。

　鉱人道士が鞄の中から白紙の紙束かみたばをばら撒けば、周囲の砂塵が渦を巻いて湧わき上がる。

　それは巨大な螺旋らせんを描くと、たちまちのうちに赤の竜を飲み込んだではないか。

　途端、赤の竜の巨大な身体が、ぐらりと傾かしいだ。

　爪牙と切り結び、矢で射られ、稲妻を浴び、燃える水を浴びて尚無傷だった、赤の竜が。

　ふらり、ふらりと風に煽られる大樹のようにその体軀が蠢うごめき、ついに──倒れる。

　現れた時と同様に、遺跡の直下に開けられた大穴へと吸い込まれていくように。

　そして巨体が暗黒の奥へと沈んだ証あかしの地鳴りが、文字通り地の底から響き渡った。

　赤の竜は敗れた。


　冒険者たちは、力の限り戦い抜き、ついに赤の竜を眠らせたのだ──……。
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　ぜいぜいと息を荒らげ、半ばへたり込んでいた彼らは、すぐには状況を理解できなかった。

　やがて目の前から竜の巨体が消え、鼾いびきと思わしき声が耳に轟いても、まだ実感がない。

　そしてようやく事実を認識できた時にも、喜びなど湧きようがなかった。

　全員が身体に黒煙と、煤すすを纏っていた。硫黄と瘴毒の臭いが染しみ付ついて、頭が痛む。

　高熱に晒さらされた肌は乾ききっていて、目も、喉も、ひりひりと痛んだ。

　今すぐ川に飛び込みたいと思う者もいた。酒をかっくらって倒れ込みたいと思う者も。

　ゴブリンスレイヤーは、帰りたいと思った。帰って、シチューを食べて、寝たいと思った。

　いや、もしかするとこれが夢なのかもしれない。

　こんな事は、生涯しょうがい、自分には起こりえないと思っていた。

　馬鹿げた子供の夢でしかないはずだったのに。

「……ああ」

　それで、思い出した。

　覚えてはいたが、この戦いの中では完全に消え失せていたし、それ以前は迷っていたのだ。

　彼は戦いの中で剝がれ落ちた赤い鱗を一枚拾い、腰に手を当て、雑囊がないことに気づく。

「……はい、どうぞ」

　くたびれきった顔に健気けなげな微笑ほほえみを浮かべ、小走りに寄った女神官が雑囊を差し出してくる。

　ゴブリンスレイヤーは「すまん」と言って雑囊を受け取り、鱗を丁寧にしまいこんだ。

「どうされるんですか、それ？」

「土産みやげにする」

　ゴブリンスレイヤーは短く答えた。

　竜の財宝を手に取る気はなかった。

　金貨一枚でも盗み取れば、それを取り戻すために竜は牙を剝むくという。

　臣下のさらに郎党が杯を盗んだせいで竜に焼かれた国と、それを単身討うった老王の話もある。

　それに──財宝を手に入れたいとは思わなかった。もう、彼は十分に満足していた。

　何より、金は前に渡して怒られたではないか。

「一つ頼んではあったのだが──他に、何にすべきか思い浮かばなかった」

　その一言がきっかけになった。

　緊張の糸はぶつりときれて、一気に空気が弛緩しかんする。

　最初にどっと息を吐いて、砂地に仰向あおむけへ転がったのは妖精弓手だった。


「生きてる？　────生きてるわよね。ちょっとあんまり信じらんないんだけど」



「ま、何とかという所ですなぁ」

　蜥蜴僧侶がひどくのんびりとした声で──実に満足そうに頷いた。

　既に父祖の力はその身から去り、切り刻まれた肉体からは血が溢れるように滴したたっている。

　だが彼はそれをむしろ喜ばしげに見やり、奇怪な合掌を通じて父祖に感謝を捧ささげていた。

「いやさ、まさかこの若輩じゃくはい者ものが竜と対峙たいじする機に恵まれるとは思わなんだ！」

　そうしてニコニコと上機嫌のまま、ぶつぶつと祝禱しゅくとうを呟いて彼は傷の手当に取り掛かる。

　そういえば呪文一つ残ってたわねー、と。妖精弓手は投げやりに呟き、耳を揺らした。

「……これで私たちも竜殺しドラゴンスレイヤー？」

「竜転がしドラゴンスリーパーっつーとこだの。格好がつかんわ」

　どっかと座り込んだ鉱人道士が、ひどく苦り切った声で言い返した。

　だいたいあのまま戦って竜に勝てるもんかい。鉱人道士はぶつくさと悪態を吐く。

　彼は腰の酒を口の上で逆さに振って、最後の一滴を今やっと舐なめ取った所だった。

「おまけに帰ったら、今回の冒険を詩にせにゃあなるめ。まったく、頭が痛ぇわ……」

　これだから砂男サンドマンは頼りたくない。ぶちぶちと、彼は愚痴ぐちを漏らす。

　それに妖精弓手が「手伝ったげましょうか」と声をかけ、「いらんわ」という拒絶。

　細やかな言い合いが、いつも通りの喧々けんけん囂々ごうごうとした言い争いになるまで、あっという間。

　耳に馴染なじんだそのやりとりが、何故なぜだかひどく眠気を誘い、女神官は小さく欠伸あくびを漏らす。

「……疲れ、ました」

　ぽつりと呟いたのは、ぺたりと腰砕けに座り込んでいた女商人だった。

　もう立ち上がる気力もないのだろう。疲労困憊ひろうこんぱいという言葉が、これほど似合う状況もない。

　女神官もまったくもって同感だったので、ちょこんとその隣に腰を下ろす。

　全身が重たくて、また一度、欠伸。

「わたしもです」

「……一日くらい街に泊まりましょう。そうしましょう。お風呂ふろに入ります。絶対」

　ぶつぶつと女商人が呟くのにくすりと笑って、女神官は頷きを返した。

　並んで座っているうちに、互いの頭がこつんとぶつかる。

　もう背を真っ直ぐに保つのも難しい。

　もたれかかり、支え合い、間近にある女商人の温ぬくもりが眠気を誘ってくる。

　──まだ、砂男がいる……のでしょうか。

　そんな事を考えていると、また欠伸。

　こしこしと目を擦っていると、蜥蜴僧侶が顎を開いて笑うのが耳に届いた。

「しかし小鬼の後に、竜とは。敵の指揮官が何であれ、悪いやり口でしたなぁ」

「……？」

　意味がわからず、女神官はむにゃむにゃと「何ですか？」と問うたつもりだった。

「神代かみよの警句だ」

　答えをくれたのは、水袋の中身を鉄兜の隙間に捩ねじ込んで呷る、ゴブリンスレイヤーだ。

「俺も師から聞いたことはある」

　曰いわく、悪い駒メックのあとに良い駒メックを投入することは禁忌タブーである。

「負けた場に拘こだわって切り札を切るべきではない、という事だな」

　なるほど。女神官は頷いた。意味がわかったわけではないけど、なるほどと思ったのだ。

　頭の中がぐらぐらと揺れて、まったく脈絡のない思考が泡沫ほうまつのように浮かんで、消えていく。

　──いつか、ドラゴン。

　そう言っていた赤毛の魔法使いが思い浮かぶ。森人ではない。あの懐かしい、一度だけの。

　剣を持った少年。黒髪の少女。皆で、仲良くなるほどの暇ひまもなくて、でも言っていた。

　それはある種の約束であり、願いでもあり、希望だった。

「警告なら、わたしも知ってますよ」


　いつか。いつか、きっと。だから。だから、まだ──……。




「────ドラゴンには手を出すな」



　竜退治には、まだ早い。
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「って、感じの冒険をしてらっしゃると思うんです！」

「うーん……」

　にこにこと笑顔で人差し指を立てる受付嬢へ、牛飼娘は何とも言えぬ表情で首を傾かしげた。

　昼前の冒険者ギルド──冒険に赴おもむく人はもう出かけ、行かぬ人々はまだ寝ている時分。

　ごった返していた受付もすっかり人がはけて、受付嬢としては手持てもち無沙汰ぶさたなのだろう。

　だからこうしてついつい、牛飼娘としてはお邪魔して、茶飲み話に興じているわけだが。

　──それにしても空飛ぶじゅうたん、ランプの精霊、燃える水に、星の砂。

　聞くだに見たことのない砂漠の国は幻想的で、摩訶まか不思議ふしぎで、千夜あっても語りつくせまい。

　帰ってきたら話してもらおうと、牛飼娘は心に決めた。

　色々と聞きたいことがあって──たぶん、話したい事もあるはずなのだ。

　それはずっとずっと昔に、彼女が彼にそうしたいと思っていた事だったから。

「まあ、何にしても……皆さんが無事に帰ってきてくだされば、それが一番ですよ」

　異国だと見たことも聞いたこともない怪物とかいますし。受付嬢は、僅わずかに苦い顔をする。

　今までとは違う冒険、違う環境。意気いき揚々ようようと出かけた冒険者が、帰ってこない事も多い。

　危険を冒すからこその冒険だ。

　安全で安心で、確実に生きて帰ってこれるようなものは、冒険とは呼べない。

「皆さん、もう結構経験を積んでおいでですから、わかってらっしゃるとは思うのですが……」

　そうは言っても、待つ側としては心配にもなるというもの。

　受付嬢はなんとも物憂げな、微妙な表情で手元の羽ペンを弄もてあそぶ。

　牛飼娘にも、その気持ちは──とても良くわかる。

　冒険というものを、彼女はあまり知らない。

　ギルドへ食料を配達したりと顔を出す中で、ちらほらと見知った冒険者の顔を見る。

　大剣を背負った冒険者や、槍を担かついだ冒険者。鍔広つばびろの帽子を被った、魔女。

　自分も世話になった事がある彼らが、ちゃんと帰ってきてくれるとほっとするのだ。

　みなと同格であるという彼もまた、ちゃんと帰ってきてくれるように思えるから。


　その気持ちを、受付嬢もまた感じているのだとすれば──……。



「それは大丈夫だと思うよ？」

　牛飼娘は、にこりと微笑んでそう伝えることにした。

「おや」と受付嬢が目を瞬またたかせる。「どうしてです？」

「昨日ね。彼の依頼だーって、瘤こぶのある驢馬ろばが届いたんだ」

　つまりは、それが牛飼娘の上機嫌の理由だった。

　出かける前にかわしたささやかな会話を、覚えていてくれたこと。

　そしてそれを頼んだその時までは、少なくとも彼は無事だった、という事だ。


　──……手紙の一つでもつけておいてくれれば良いと思うんだけどなぁ。



　なのに飼い方の手引書みたいなものがついている辺り、気の使い所がおかしいのだ。

「ああ、駱駝らくだって言う奴ですね」

「らくだ？」

　受付嬢の言葉に、らくだねぇ、と牛飼娘は考える。変な名前だな、と思った。

　瘤付きの驢馬は、駱駝。御伽話おとぎばなしだと思っていた生き物を、牛飼娘は生まれて初めて見た。

　彼が帰ってきたら、名前を教えてあげよう──知っているかもしれないけれど。


　しかしまさか、あの駱駝がお土産みやげ──……とか。



　──いやあ、彼なら言いかねないなぁ。

　なんて、くすくすと笑うと、受付嬢が不思議そうな顔をしたので、ぱたぱたと手を振った。

「それより……」と、牛飼娘は誤魔化ごまかす話題を探した「……話し込んじゃったけど良いの？」

「良くないです」受付嬢はにこやかに笑った。「勤務中ですしね」

　牛飼娘は何とも言えず曖昧あいまいな表情で誤魔化ごまかしにかかる。この人、こういう所があるよね、と。

　──貴族のお姫様、なんだよねえ。

　そんな人とこうして気楽に付き合えている自分も、何年か前は、想像もしなかったけれど。

「それに、今日は書類仕事をするつもりでしたからね」

　内緒ですよ？　なんて。そう言いながらこっそり書類を見せてくれる。

　良いのかなとは思いつつもついつい覗のぞき込んだ牛飼娘は、そこに見知った名前を認めた。

　彼と行動を共にしている、あの神官の女の子だ。

「これ……昇級審査ってやつ、だよね？」

　彼も何度かそういうものを受けて、今の銀等級にまでなったから、知ってはいる。

　けれど書類を見るのは初めてで、よくもわからないのに「へえー」と感心してしまう。

「御本人にまだあまり自覚はないのでしょうけれども、能力経験は十分でしょうし……」

　受付嬢はそう言って書類をとんとんと整え、丁寧に自分の前の机へ並べ直した。

「自覚なんていうのは、やっていくうちについてくるものですからね」

「そうだねえ。自分が何をどれくらいできるかー、なんて、はっきりわかんないもの」

　そんなお品書きみたいに把握できるようなら、きっと誰だれも彼も苦労はしないものだ。

　牛飼娘は少し自分の能力を査定ステータスしてみて、その意味のなさにけらけらと笑った。

「きっと今頃いまごろ、昇級できるかどうかドキドキしてるんじゃあないかな」

「それどころじゃないかもしれませんよ。冒険で手一杯で」

　そうかもしれない。そうじゃあないかもしれない。

　──帰ってきた時、この人はどんな表情であの子を出迎えるんだろう？

　きっと、まずはお疲れ様。それから、冒険の話を聞く。きっとゴブリンの事ばかり。

　それから……満を持して、昇級審査の話を切り出すに違いない。

　あの子はどきりとして、慌てて、心配しながら、緊張の面持おももちになって……。

　──ああ、そうか。

　それを考えるこちらも、なんだか楽しくなる。不安なんて、なくなりそうなほどに。

「受付さんは、そうやって待つんだ？」

「そうですね……」

　受付嬢は、少し考え込むように唇くちびるに手を当て、それから頷うなずいた。

「……ええ。こうやって、待ちます」

　帰ってくると信じて。帰ってきた後のために書類を揃そろえて。準備して。

　牛飼娘は「そっか」と呟つぶやいた。その通りだと思った。

「じゃあ……あたしも、そうしようかな」

　ゆっくりと席から立ち上がる。もうそろそろ昼食時分で、冒険者も増えてきそうだし。

　今夜か、明日かはわからない。だからまあ、伯父おじさんには悪いけれど。

「あら、もう行かれます？」

「うん。……晩ごはんの支度したくがあるからね」

　今晩は、たっぷりとシチューを作って、待つことにしようと思うのだ。
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　私が目を覚ましたのは、簡素な寝具の中、双月も高くなった夜更よふけの事だった。

　砂漠の夜気に、私はぶるりと瘦身を震わせ、細い肩を搔かき抱くようにして身を丸めた。

　与えられたのは薄い毛布と、貫頭衣かんとういだけ。冴さえ冴ざえとした星の光から身を護まもるにも頼りない。

　首輪と鉄鎖、その重さと冷たさが、いやがおうにも自分の境遇を思い知らせてくれる。

　ひどくみすぼらしく、涙が出るほどに惨めだったけれど──だが、最悪ではない。

　──ええ、一時はどうなるかと思いましたとも。

　ならず者ローグらと別れてすぐ、あっさり人攫ひとさらいに捕まって、安値で売り払われて……。

　──とはいえ気がつけば、こんな農家の奴隷ですか……。

　農奴として酷使されるわけではないのだけが、幸いだった。

　私は胸元むなもとに輝く金色の護符、かろうじて没収されなかったそれをぎゅっと握りしめる。

　部屋の反対で高鼾たかいびきをかいている圃人レーアの娘は、まったく、気にしているのかいないのか。

　長いこと彼女とは友達付き合いをしているけれど、あの図太さにはいつも感心し、呆あきれる。

　──でも、人の良さそうなご主人様がたで良かった……。

　あの恰幅かっぷくの良い主人と、その甥おいっ子であるらしい若者。

　二人からの扱いは奴隷に対するものであったけれど、それでも十分過ぎるほどの厚遇だ。

　なんとなれば、対等な友人か、使用人にも等しいような声のかけられ方だったのだから。

　この身に課せられた使命がなければ、何十年かはここで過ごしても良いように思えるほどだ。

　──もっとも、あの小さなご主人様は、だいぶ無鉄砲なようでしたけれど。

　私は少しばかり、凍える寝具の中で、くすりと笑いを零こぼした。

　あの若者ときたら、昼に酒場で喧嘩けんかをおこしたとかで、こっぴどく叱しかられていたのだ。

　どうして只人ヒュームの若者というのは、ああも考えなしで、すぐに突っ走ってしまうのか。

　──私には、よくわかりません。

　砂漠の森人エルフとして生まれ、高貴な身分として、この国の王家に侍女としてお仕つかえしてきた。


　それこそ何代も──……だけど、未いまだに只人の事はわからない。



　思えば、お相手してきたのは常に姫君であった。あんな真まっ直すぐな若者は初めて見る。

　悠々と寝ている、圃人の友人なら……また別なのだろうか。

　私は寝付けぬままに窓辺から星を見上げ、やがてぶるりと首を左右に振った。

　──ええい、そんなことよりもまずは姫様のことを考えねば……。

　どうやって、お助けするべきか……。


　いっそ脱走すべきか。あの二人にご迷惑をおかけするのは本意ではないけれど──……。



「……ッ!?」

　不意に部屋の外で微かすかな物音がして、私は長耳をびくりと震わせて寝具を引き上げた。

　こんな静かな晩に、森人の耳を誤魔化ごまかせるような歩き方ができる者はいない。

　案の定、部屋の戸口に立ったのは若者だった。

　私は寝具の中で身を固くしながら、そっと目線だけで若者の様子を窺うかがう。

「い、いかが、なさいましたか。小さなご主人様……？」

　声が震えた事に、内心で舌打ちをする。だが、若者は気づかなかったようだ。

　どうやら伯父おじ──この家の主人が、夜半に出かけた事で、何か知らないかと思ったらしい。

　朝までには戻ると言っていたけれど、どうにも様子がおかしいのだという。

「確かに……。旦那様は、お出かけになられましたが……」

　私はそっと毛布の中で手をついて上体を引き起こした。

　繰り返すが、森人の耳を誤魔化ごまかす事は不可能だ。主人が出かけた事も、当然気づいている。


「そう言えば──……夕刻、旦那様を訪ねてきた方がいらっしゃいましたが」



　言いつけられた仕事に手一杯で顔を確認する暇ひまはなかったが、それは確かだ。

　主人は書類筒を受け取って、その中身を見るや、顔色を変えていたのを。

「もしやすると、それが何か、関かかわっているのかもしれません」

　若者は、ひどく難しい顔をして考え込んだ。

　そして少し待っていて欲しいと私に伝え、部屋を後にし、すぐにまた戻ってくる。

　若者の手には、古びた……けれど実に見事な鞘さやに収まった、優美な曲刀が握られていた。

　妙に重たげに見えるのは、その鞘が鉛なまりでできているためであろうか。

　そういえば、確かに若者は、昼もこの剣を腰へ帯びて酒場へ赴いていたように思う。

「その曲刀が、いかがなさいましたか……？」

　若者に曰いわく、なんでも、これはこの家に伝わる家宝であるという。

　遥はるか大昔に、一族の始祖がこの剣を封じるためにこの地まで旅して来たのだとか。

　私は内心、剣一つに大げさな事だと思った。只人は何事につけ、大騒ぎをするものだ。

　けれどそれも、若者が決意の表情でその鞘を払い、刃を抜き放つまでの事。

　瞬間、私の胸元に下げた護符ががりがりときしむような耳障りな音を立てて弾はじけ飛ぶ。

　青白い光を纏まとい、低く唸うなり続けるその剣は──恐るべき死の気配と、魔力を纏っていた。

「ご、ご主人……様、その……剣は……」

　私の声が、今度こそ震えていた。

　眠りこけていたはずの友人さえ身を起こし、目を見張って魔剣を見つめている。

　甲高い音を立てて口笛を吹くのを、咎とがめる余裕は私にはない。

　こくり、と。異様に大きく響いたその音は、私が唾つばを飲む音だったろうか。

　気がつけば、私は若者の足元へ縋すがり付くように身を投げ出し、額ぬかずいていた。

　もはや何か隠し事をしようという気持ちさえ、残っていなかった。

「助けて……！　どうか、助けてください……！」

　姫様が、お城の牢獄ろうごくに囚とらわれていて、お命が危あやういのです。

　私は昂たかぶる気持ちのあまり、目尻からぽろぽろと涙を零している事さえわからなかった。

　若者は私がぶちまけた言葉を静かに聞き入れ、やがて最後に一言、ぽつりと呟つぶやいた。


　自分は騎士だ。かつて、父がそうだったように──……。







§






　かくて若者は、電光のように青白く輝く魔剣を手に、従僕二人を連れて立ち上がった。

　その行く手には荒涼とした砂漠が横たわり、恐るべき混沌こんとんの陰謀が渦巻うずまいている。

　だが彼には力もなく、知恵もなかった。ただただ、勇気だけがあった。

　若者の冒険、その行末を知るのは、《宿命》と《偶然》の骰子サイコロのみ。

《真実》も、《幻想》も、天上の卓につく数多あまたの神々、その誰だれもが想像すらできないのだ。

　彼が次にどこへ一歩を踏み出すのか、どこまで歩みを続けるのか。

　その全すべては、ただ彼の意志のみが決め、彼の魂魄のみが結果を左右する旅路となろう。

　だが、一つだけ確かな事がある。

　かつての冒険がそうであったように、彼の冒険はきっと、誰もが知る叙事詩となるだろう。


　それは遠い未来、遥か彼方かなたの四方にまで語り継がれるような──……。



　また、別の希望の物語だ。











あとがき






　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです！

　ゴブリンスレイヤー十一巻、如何いかがでしたでしょうか？

　今回は砂塵の国にゴブリンが出てきたのでゴブリン退治をするお話でしたね。

　精一杯に頑張って書いたつもりですので、楽しんで頂けましたなら幸いです。

　色々とお仕事をしていれば、ただそのお仕事をするだけで良いというわけではなくなります。

　ゴブリン退治だけをしていたくても、それだけじゃすまない事が往々にして起こるものです。

　あるいはゴブリン退治をしていたはずなのに、突然予想外の事が起こったりもするものです。

　例えば、突然のドラゴンとか。

　そうならないためには油断せず、迷わずやって、手段を備え、自分から竜に関かかわらない。

　それなのに何故かある朝気づいたら死体置き場にいて、一切の記憶はなく、脳内に爆弾が！

　……なんて事になって、裏で糸を引いているのがドラゴンだと知って頭を抱えたりもします。

　ワンダリングでドラゴンが出てくる世界はおっかないなー。

　そうなったらもう文句なぞ言ってられません。やるかやらないか、殺やるか殺られるかです。

　もっとも竜退治なんてそう簡単にできるわきゃあないのですけれども！

　だけどそうして頑張った結果があれこれ色んな事に繫つながっていったら良いなあ……なんて。

　幸いにして自分もここ数年で台湾たいわんやアメリカやドイツ、スイスに招待して頂けています。

　自分の書いた小説がコミックになり、アニメになり、翻訳されて、海外のファンがいて……。

　という波紋といいますか蝶ちょうの羽撃はばたきといいますか、それを実感する事しきりです。

　まったくありがたい限りで、これもひとえに皆さんの応援あってだなあと思います。

　本当にありがとうございます。

　お陰様でイヤーワンに続いて『鍔鳴の太刀ダイ・カタナ』という外伝も出させて頂く事ができました。

　皆さんが応援してくだされば、こちらも翻訳されて、海外の方にも届く事と思います。

　これもまた一つのバタフライ・エフェクトといえるかもしれません。すごい事ですね。

　いろいろ書いていたら残りの余裕が無くなってしまいましたが、いつもの謝辞を。

　毎度お世話になっている創作関係の友人たち、ゲーム仲間たちに心からの感謝を。

　まとめブログ管理人様、いつもいつも本当にお世話になっております。

　今回も素晴らしい挿絵を描いてくださった神奈月かんなつき先生、いつもありがとうございます。

　編集、出版、流通、宣伝、その他に関わってくださっている皆さん、ありがとうございます。

　そして応援してくださっている読者の皆さん、本当にありがとうございました。

　次巻は短編集になるかと思いますが、ゴブリンが出たのでゴブリン退治をする話の予定です。

　十二巻でも、どうぞよろしくお願い致します。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごい所へ来てしまいました。

　最近はありがたい事にスイスやらドイツやらにお呼ばれしていたのでほう、外国旅行の経験が生きたなって感じで一つ。




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへたれイラストレーター。

　日本酒飲むのが癒し。

　久々に神戸へ行ってきました。ここ数年ほど行っていなかったのですが、よく通っていたショップの場所が変わっていたりしてびっくりしました。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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